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はじめに 
 
 
堀内里香 
 
 本書は、東京外国語大学アジア･アフリカ言語文化研究所元教授中野暁雄著の、シル
ハ語（後述）で書かれた以下の民族誌テキスト全 3 巻を日本語に翻訳して一冊にまとめ
たものである。 
 
Nakano, Aki’o. 1994 Ethnographical Texts in Moroccan Berber (1) (Dialect of Anti-Atlas) – 
Studia Berberi (I) イスラム文化研究第50集、東京外国語大学アジア･アフリカ言語文
化研究所。 
Nakano, Aki’o. 1995 Ethnographical Texts in Moroccan Berber (2) (Dialect of Anti-Atlas) – 
Studia Berberi (II) イスラム文化研究第54集、東京外国語大学アジア･アフリカ言語文
化研究所。 
Nakano, Aki’o. 1998 Ethnographical Texts in Moroccan Berber (3) (Dialect of Anti-Atlas) – 
Studia Berberi  (III)  イスラム文化研究第63集、東京外国語大学アジア･アフリカ言
語文化研究所。 
 
日本語訳刊行の経緯 
 原著はすべてシルハ語で書かれており、中野暁雄（以下、中野先生と記す）がモロッコ
で言語調査をしたものがまとめられている。原著がシルハ語という一般にはなじみのな
い言語で書かれているために原著を読む手立てがほとんどなく、このままでは言語調
査の貴重かつ膨大な情報が埋もれてしまうことを恐れて本書を刊行した次第である。 
 そもそもの経緯に関していうと、私は 1990 年から十数年にわたって中野先生からシル
ハ語の指導を受け続けた。その際、文法書や会話集や民話を教材として用いたあとに、
原著をテキストとして使用した。全 3 巻の第 2 巻目までの読み合わせが終了した頃に、
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中野先生から日本語訳として一冊にまとめて出版する意向があること、そして語彙リスト
も一緒につけたいという話が私にあった。また日本語訳は、原著のシルハ語のあくまで
も補足的な位置づけであり、語彙リストは英語の対訳を付けるという指示があった。すで
に第 2 巻まで日本語訳を終えていた私はそれをプリントアウトして中野先生に校正を依
頼し、それも終了していた。 ところが、2000 年を少し過ぎた頃から中野先生がご体調を
崩して、読み合わせは第3 巻の冒頭部分までで頓挫した。その後、先生は 2008 年にお
亡くなりになられたた。ご遺志を継ぐという思いもあったが、なによりも原著全3巻の情報
の豊富さや内容のおもしろさが勝って、残りの部分を私が一人で訳した。 
 すでに第2 巻まで終了していたとはいえ、残る第3 巻目を自力で訳すことの苦労は大
きく、シルハ語を見出しとする辞書がないために自力で逆引きの辞書を手書きで作るは
めになり、先生の晩年から始めていたその作業に結局 10 年かかった。翻訳に使用した
おもな辞書類は以下の通りである。 
 
Destaing, Edmond. 1920 Étude sur la tachelhît de Soùs:vocabulaire français-berbère. Paris, 
Ernest Leroux. ・・・フランス語－シルハ語の辞書。これを10年かかって日本語－シ
ルハ語の辞書に書き換えた。 
堀内里香 2000 『タシュルヒート語彙集』、東京外国語大学アジア･アフリカ言語文化研
究所。・・・シルハ語－日本語の基礎語彙集。 
 
 翻訳にあたっては他に中野暁雄著のシルハ語関連の以下の文献を参考にした。 
 
Nakano, Aki’o. 1974 Texts of Folktales in Berber (I) (Dialect of Anti-Atlas) . Journal of Asian 
and African Studies No.7. 東京外国語大学アジア･アフリカ言語文化研究所。 
Nakano, Aki’o. 1976 Dialogues in Moroccan Shilha (Dialects of Anti-Atlas and Ait-Warain). 
アフリカ学術調査共同研究プロジェクト報告No.VI、東京外国語大学アジア･アフリカ
言語文化研究所。 
中野暁雄 1982 ｢アンティ・アトラス山村における農業と家畜：南西モロッコ・ベルベル
調査研究報告 (II)｣『アジア･アフリカ言語文化研究23 別冊』、東京外国語大学アジ
ア･アフリカ言語文化研究所。 
 
記号等について 
 本書は、原著の補足的な役割から逸脱しないように努めた。よって、原著に対する訳
iii 
 
者の注や補足説明は一切していない。原著に書かれていない情報は出来る限り加えな
いようにしている。しかしいくつか［ ］などにして補足している箇所がある。その場合は
厳密には、「訳注」「著者注」などというように書いておくべきなのだが、そもそも、原著は
中野先生との読み合わせによって日本語訳ができあがったという経緯があり、その際に
中野先生が補足したものも多くあり、そうしたものすべてに「訳注」と「著者注」いう区別を
することは難しいと判断して表記を省略した。 
 本書では特殊な記号を用いてはいないが、第3巻目の22−23だけは前後のシルハ語
の語彙とは異なり、正確な意味がつかめなかった箇所については＜文意不明＞とした。
単語そのものが分からなかった場合はそのままカタカナ書きにして（*）を附した。それら
は、後述するような中野先生のいう「通常の会話にない詩語（または、雅語）の語彙」に
相当すると思われる。 
  
誤植等について 
 原著には大分類や小分類の数字に誤植はないが、（ ）付きの文章番号の数字はまれ
に重複やとばしがある。そのような場合は修正を加えず、原著どおりの数字を本書では
付けている。また原著との対応がしやすいように段落の構成を原著に合わせた。 
 なお 3 巻全体をカバーする「目次」が原著では第3 巻の冒頭におかれているが、本書
では参照しやすいように、テキストの前に、本書での頁と併記した。 
 
シルハ語について 
 「シルハ語」がいかなる言語であるのかについては、過去に中野先生が『言語学大辞
典』に書いた明快な項目があるので、それを以下に抜粋・引用する。 
 
シルハ語 
英 Shilha,仏 chleuh 主として、北アフリカ、モロッコの南西部のスース（Soûs）平原を
中心に、高アトラス（Haute-Atlas）およびアンティ・アトラス（Anti-Atlas）山脈地域のベ
ルベル（Berbère）系の住民によって話される、アフロ･アジア語族、ベルベル語派に
属する言語。自称は、タシルハイト語（tašǝlḥayt）。アラビア語では、Šǝlḥa [ʃǝlḥa]が当
てられる。下位方言間の差は非常に少ない。全使用人口は、約200万人である。 
 ごくわずかの資料を除いて、シルハ語、ひいてはベルベル語全体は文字で書か
れることなく、口語言語といってよい。ただし、伝承されている詩には、通常の会話
にない詩語（または雅語）の語彙が見いだせる。［中略］  
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 数詞 シルハ語は、トゥアレグ語と並んで、４、および、それ以上の数詞が他のベ
ルベル諸語のようにアラビア語からの借用語ではなく、本来のベルベル語の形式を
有している。 
 （中野暁雄 1989 「シルハ語」、『言語学大辞典 (第2巻) 世界言語編 (中)』、三省
堂、pp. 271-277から抜粋） 
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序文1 
 
中野暁雄 
 
 このテキストはラハセン・アフーシュ氏という一人の男性から聞き取ったもので
ある。彼は、ティズニット県タフラウト郡タフラウト郷に属するタスリルト部族の
出身で、1972 年当時 24 歳であった。彼の村はティンズッギート村といい、モロッ
コ王国のアンティ・アトラス地方最大の町であるタフラウトから約20㎞南に位置し
ている。 
 アフーシュ氏は自分の話すことばをシルハ語のスース方言（ベルベル語のスース
方言）と認識している。今回の調査において使用した媒介言語は、おもにアラビア
語のモロッコ方言であり、場合によっては現代文語アラビア語を使用した。調査期
間は1991年9月から1993年5月2までと、1977年5月から1979年4月までの2回
であり、この 2 回のモロッコ滞在中に、数多くの民話や基礎語彙とともにこのテキ
ストを聞き取った。 
 このテキストの音韻表記は、ベルベルの言語と民族を専門とする研究者にとって
はなじみのあるものだが、緊張子音については子音の重複で表記した。また特殊文
字 /ƙ, ĝ, q̑, ɣ̑/ は唇音化した子音を示している。 
 この巻3に収められているのは、聞き取った民族誌テキスト全体の4分の1だけな
ので、残りの部分も、簡単なベルベル語－英語の語彙集と日本語の翻訳と共に順次
刊行するつもりである。 
 
                                            
1 原著第1巻の序文を訳したものである。 
2 1971年9月から1973年5月の誤りと思われる。 
3 原著第1巻のこと。 
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1. 食事 tirmt 
1-1. 生活 tuddrt 
(1) これから俺は俺たちシルハの兄弟たちの言葉で君たちに話をすることにしよ
う。(2) 俺たちの村は映画館も喫茶店も、女たちや子どもたちが行くような場所
はない。(3) 俺たちの村には、モスクと住まいと村の大通りがあるだけだ。(4) と
ても小さい村だから村の人びとは映画館も何も知らないんだ。(5) けれど近い将
来には、きっと村にもそんなものができるだろう。 
 
1-2. 朝食 lfḍur 
 (1) ニワトリの鬨の声で朝早く起きて、沐浴をしてお祈りをするのが普通だ。(2) 
モスクに行って朝の祈りをして家に帰ってくる。(3) モスクから戻るとまずコー
ヒーを火にかけて沸かす。コーヒーを飲んだあとにナツメヤシと大麦粥の朝食を
食べる。(4) それから子どもたちを起こして朝食をとらせて、学校に行く子は学
校へ、モスクへ行く子はモスクへと送り出すんだ。そうして男たちは仕事に出掛
ける。 
  
1-3. 昼食 imkli 
 (1) 昼食には村ではクスクスやパンやシチューや乳製品や大麦粥を食べる。(2) 
女たちが山から早めに帰ってくる日は、昼食のメインはクスクスやパンなどにな
る。(3) クスクスはそれだけで充分足りるからパンも加わると昼食には多過ぎる。 
 (4) 女たちが山から戻るのが遅くなったときは、大麦粥を作る。大麦粥だけで
お腹一杯になる。(5) だってそうだろう、昼時に帰ってきてどうやってクスクス
を作れるんだ？ (6) クスクスは二時間もかかる料理なんだよ。(7) 大麦粥は反対
に、三十分しかかからない。(8) 大麦粥はかき混ぜたらすぐに家族に出して食べ
るんだ。(9) 山から早く帰ってきたときには、ゆっくりとクスクスやパンを作っ
て昼食をとる。(10) 昼食として食べるのは、このような料理でこれ以外にはない。
(11) 昼食を食べて、それから外に出掛ける。(12) 畑の野菜に水をやりに井戸端へ
行く者もいるし、市場に行く者もいるし、祈りをしにモスクへ行く者もいる。 
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 (13) さて一年のうちで今が収穫の時期にあたる。(14) みんな収穫場へ出払って
いて子どもたちに食事を与えるためのひとりの女を除いては、家で昼食をとる者
はいない。(15) 彼女は一人家に残って、子どもたちに昼食を出して学校やモスク
に送り出してやる。(16) 子どもたちに食べさせたり飲ませてやったりとあれこれ
と世話をやいている。(17) ほかの人は収穫場へ行って外で食事するんだ。 
 (18) 収穫場に行く人は、朝早く出掛けるときにあらかじめ外で食べる昼食を持
って行って、そこに置いておく。昼時になったらお茶を沸かしてお茶を飲みなが
ら食事をする。(19) クスクスやパンを温めたりはしない。 
 
1-4. 夕食 imnsi 
 (1) 夕食にはパンとシチューを作る。(2) 家にいる女がパンを作る。ほかの人が
戻ってくるまでにパンを作っておく。(3) 夕食を食べたらお祈りをして寝る。(4) 
もうどこへも出掛けたりしないし、するべき仕事ももうない。 
 (5) 夕食は夜半に食べる。(6) 夕食を食べたあとお茶を飲んで眠る。(7) お祈り
をする人は祈ってから、眠りたい人はすぐに寝る。(8) 男の人はモスクで祈りた
ければ出掛けて行くし、(9) 仲間とどこかに寄って歓談することもある。(10) 女
の人はそうはいかないから、夕食を食べ終わってお祈りをしたらお茶を飲んで寝
る。(11) 農繁期には男の人もすぐに寝床につく。(12) けれども農閑期には村の大
通りの仲間のいるところへ出掛けて行く。(13) そこに座り込んで夜遅くまで話に
興じて、帰ってくる。 
 (14) 農繁期にはそうはいかない。(15) 男が夕方に家に戻ると家を守っている女
が夕食などの支度する。 (16)  一休みしてお祈りをしたら床につく。(17) 夕食の
時間はこんな風だ。(18) 子どもたちは夕食を食べると疲れているのですぐに寝て
しまう。(19) 通りやあちこちで遊ぶので、もうすっかりくたくたになっている。
(20) だから家に帰ってくると家を守っている女に食事を出してもらって寝てし
まう。(21) 夕食の時間は以上だ。 
 
1-5. おやつ wawzwit 
 (1) おやつは午後の半ば頃に食べる。(2) おやつの時間にはコーヒーを入れて蜂
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蜜かフレッシュバターかアーモンドペーストかアルガン油などを付けて食べる。
(3) おやつは少量でいいわけで子どもたちと一緒に食べる。(4) おやつで満腹する
必要はなくて夕食まですきっ腹を抱えずにすむように、つなぎなんだ。(5) こん
な具合におやつを食べたら、夕食の準備をする女を除いてほかの女たちは用がな
ければ外に出掛けている。(6) 女たちは通りに出て集まる。(7) 子どもたちも遊び
に出掛けて、男たちも夕食の時間まで外に行っている。(8) これがいわゆるおや
つというやつで、ほかの食べ物はない。残ったパンがあれば充分。(9) おやつを
女と子どもは必ず食べるんだ。彼女らはいつも家にいるからね。(10) 男たちには
おやつを食べようと食べまいとどうでもいい。 
 (11) パンがなければ香ばしい麦粉を食べる。(12) 香ばしい麦粉というのは、大
麦を挽いて粉にするんだが、パン焼きの天板で煎ってある。(13) まず大麦を用意
してそれを天板で煎って挽くと香ばしい大麦粉になる。(14) これをさらに少しの
トウガラシと一緒に挽いたものを、脱脂乳に混ぜて食べる。(15) まず、お椀を用
意してそこに脱脂乳を注いでさらに香ばしい大麦粉を少し入れて小さじで混ぜ
る。(16) これを食べると空腹が収まる。 
 
1-6. 食事 tirmt 
 (1) まず昼食のことから始めようか。(2) 子どもたちは昼ご飯の時間に帰ってく
る。女も帰ってきて昼食の支度をする。(3) 昼食としてクスクスとかパンとかほ
かの物とかを、(4) 子どもたちがモスクや学校から帰ってくるまでに用意する。(5) 
子どもたちは家に帰ってくると、父親が戻るまで待っている。(6) 父親が戻って
から一緒に昼食を食べてお茶を飲む。(7) お茶を飲んだあとに昼寝をする者もい
るし仕事に出掛ける者もいる。(8) 子どもたちもモスクや学校に行くんだが、授
業時間になるまで遊んでいる。 
 (9) おじいさんたちは畑の水やりに出掛ける。水やりを終えてしまうとまた家
に戻って、腰を下ろしてお茶を飲む。(10) 夫と妻がお茶を飲む頃には子どもたち
は学校へ出掛けてしまっている。(11) 夫婦以外一人も家に残っていない。(12) そ
うして二人は一休みするんだが夫は一服するときにいつもお茶を欲しがる。屋上
に行って腰を下ろしておしゃべりする。 
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 (13) 屋上でおしゃべりをしているうちに、午後の祈りの時間が来て沐浴をして
お祈りをする。(14) 午後の祈りを済ませると夫は外に出掛けて行く。(15) 夫が出
掛けると妻もまた誰かの女の家に出掛けて行って、(16) 日暮れ頃まで話に興じる。
(17) 日暮れ頃は子どもたちが学校やモスクから出てくる時刻だ。(18) 子どもたち
は戻ってくると、母親の手にキスをして母親のあとを追っていると母親は子ども
たちにおやつを出してやり、子どもたちは食べる。(19) 子どもたちはおやつを食
べてしまうとまた遊びに行く。(20) お母さんは戻ってきて家の用事を済ませると
夕食の支度に取りかかる。(21) 夫は夜の祈りが来るまで外で腰を下ろしていて、
夕食のときだけ家の中に入ってくる。(22) モスクで祈らない場合は家でお祈りを
して夕食を食べると寝てしまう。 
 (23) 昼食とおやつと夕食についてはこんなところだ。ただ少し付け加えること
がある。(24) それは次のようなことだ。おじいさんとおばあさんは畑に水をやる
と、家に帰って、家でお茶を飲みながらおしゃべりをして、祈る習慣があれば家
でお祈りをする。(25) 祈る習慣がないなら、「誰それがこう言って、誰それがあ
あ言った」などと噂話をし続ける。(26) 男たちがしている噂や女たちの噂話など
互いに情報交換している。(27) 老人たちはいつも情報交換しているんだ。昼食に
ついてはこんなところだ。 
 (28) 夕食というのは、夕食の時間が来ると家の中に入ってきて沐浴をしてお祈
りを済ませたら夕食を出して食べる。(29) 大人と子どもたちも一緒に夕食を食べ
る。(30) 夫は妻ともう少し座っていたかったら一緒にいて、誰それがどうしたな
どと世間話をする。(31) 昼食のときと同じように情報交換する。(32) 眠くなるま
でそんなことをしている。(33) お茶とかコーヒーとか好きなものを出して飲む。
(34) 服を着たまま寝にいくまでおしゃべりをしている。(35) 女たちは昼間働きづ
めでも朝早く起きて仕事をしていても、夜遅くなるまで眠らずにおしゃべりをす
る。(36) 女たちはまだ眠くなければ、とことん眠くなるまで腰を下ろしている。
(37) 女たちは朝早く起きると、外に出掛けて薪を運んで昼食に戻る。(38) そして
女たちは夕食を食べてすぐに休みたければ休む。(39) 夫は何一つやることはない
し昼間働くことはないから疲れていない。(40) だけど妻は昼間働いているのでく
たくたなんだ。朝早く起きるから夜すぐに休む必要があるんだ。 
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 (41) 夕食にはパンか大麦粥を出す。(42) パンと肉かクスクスと野菜か大麦粥を
要するにみんなが普通夕食で食べるものを夕食に食べる。よく眠れるようにする
ためにね。(43) 軽い食事を夕食にするんだ。寝付けるように。(44) 映画館も喫茶
店もない、出掛けるような場所は一つもない。(45) 男は夕食後モスクかどこかへ
行きたければモスクへ行ってから誰かの家でおしゃべりをする。(46) 夕食につい
てはこんなところだ。 
 
1-7. パン [1] aɣrum [1] 
 (1) 薄焼きパン（タングルト=タルクシスト） (2) まず鍋を持ってきてそこに水
と塩と細かい大麦粉を入れてよくこねる。(3) 発酵するまでそのままにしておく。
イーストは入れない。(4) 充分にこねたらそれを取り出して、パン焼き板の上に
置き片面を焼いたらナイフで反対にひっくり返す。(5) 反対側も焼いたらまたナ
イフでパンを持ち上げて、パン籠に入れて蓋をする。 
 (6) 俺たちのところの薄焼きパンはこんな風だ。分厚くないし薄くもない。(7) 
ちょうどこのカセットテープぐらいの厚さだな。(8) 充分に焼けているというの
はつまり、火が通っているってことだ。(9) 薄焼きパンを食べるのはこんな風だ。
シチューか油かお茶かありあわせのものに付けて食べる。(10) 君の好きな物と一
緒に食べればいい。 
 (11) パンが残ればパン籠に入れて次の日まで蓋をしておいて、食べる。(12) 女
はトウモロコシの粉や小麦の粉でも同じように作る。(13) 小麦と大麦の粉を混ぜ
ても、トウモロコシと大麦の粉を混ぜても、同じように作る。(14) どれか一種類
の粉でパンを作るのは大して難しくない。(15) 二種類粉を混ぜてこねて焼くのは、
どういう取り合わせにしても難しい。(16) だけど大麦だけで作ったときのように
おいしい物が出来上がるんだ。 
 (17) 白パン（トフディルト） (18) 粉を混ぜて作るこのパンは、二種類の白い
粉で作るからきれいな色をしているんだ。(19) 大麦で作るような濁った色じゃな
いんだ。だって大麦だけで作るとちょっと黒っぽくなるだろう。(20) トウモロコ
シ粉と小麦粉と大麦粉を混ぜると、タフラウトの市場で売っているのと同じよう
に白っぽく出来上がる。(21) これらの粉を混ぜてパンを作る。つまり市場で売っ
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ている店屋のパンのようなんだ。 
 (22) 少し丸く厚みがあってこれに蓋をかぶせる。(23) パン焼き板に載せて錫製
の蓋をかぶせて上と下から火を当てる。(24) そのまま焼いてひっくり返したりし
ない。(25) 白く出来上がると仕事場に持っていく。(26) 粉を混ぜたパンの作り方
はこんな具合だ。 
 (27) では、もし粉を混ぜないとしたら店屋風のパンは全く作れない。けれど、
大麦だけで作るのがある。(28) 粉を混ぜて作れば、今俺が君に話したように店屋
風のパンが出来上がる。(29) 出来上がった店屋風のパンは絶対においしい。(30) 
味がいいっていうのは上出来だ。味が悪ければ価値はない。 
 (31) 俺たちのところにはトウモロコシ粉だけで作るパンはない。(32) もし君が
トウモロコシのパンを作りたいなら、トウモロコシ粉のほかに大麦粉を混ぜるか、
大麦粉と小麦粉とトウモロコシ粉を混ぜて作ればいい。小麦粉とトウモロコシ粉
の組み合わせはだめだ。(33) 店屋風のパンは小麦粉だけで作ることも時にはある。 
 
1-8. パン [2] aɣrum [2] 
 (1) 薄焼きパン（タルクシスト） (2) 薄焼きパンは大麦粉だけで作るか大麦粉
に小麦粉かトウモロコシ粉を混ぜて作る。(3) 薄焼きパンはパン焼き板に載せて、 
片側を焼いたらひっくり返してもう片側を焼く。(4) このパンは薄いパンで、た
いてい夕食に食べるかクスクスがないとき昼食に食べる。 
 (5) 白パン（トフディルト）  (6) 白パンは薄焼きパンを作るのに使う粉を使っ
て作るか、小麦をだけを使って作る。(7) 白パンはパン焼き板に載せるけれどひ
っくり返したりしない。(8) その代わりに、上に錫製の蓋を置いて蓋の上におき
を載せる。(9) 白パンは少し厚みがあるから仕事場に持っていく。(10) 薄焼きパ
ンと白パンは円形のパンだ。 
 (11) 三石かまどのパン（タングルト=インカン） (12) かまどパンはおきの下に
入れて焼く。(13) かまどパンは大麦粉だけで作り、山での昼食用にヒツジ飼いに
やる。(14) これは分厚くって薄焼きパンや白パンのように円形ではない。(15) 三
石かまどのおきの中に突っ込んだら、引き出してひっくり返してまたおきに突っ
込む。(16) かまどパンをヒツジ飼いにやる場合には、中にバターを挟んでやるこ
- 7 - 
 
とになっている。 
 (17) 大かまどのパン（アゴルム＝トフナスト） (18) 大かまどのパンは、薄焼
きパンで使う粉を使って作る。(19) ただし何か祝い事や喪の式がある場合に大か
まどで焼く。(20) これは白パンのように分厚いからね。(21) 大かまどに入れたら
ひっくり返さずに焼けるまでそのままにして、取り出す。 
 (22) このパンはイースト以外の材料を練り粉の鍋でこねる。塩は入れる。(23) 
薄焼きパンと白パンは乳製品と油かシチューを付けて食べるが、三石かまどパン
はバターだけで食べる。 
 
1-9. 大麦粥（タグッラ）tagulla 
 (1) 大麦粥を作るにはまずクスクスの下鍋を用意してそこに水を入れて沸くま
で火にかける。(2) そこに適量の塩を入れて大麦を入れて匙をもってきてよく火
が通るようにかき混ぜる。(3) 出来上がったら運んできて、皿によそって真ん中
に窪みを作ってそこにバターか油を注ぐ。(4) 子どもたちは付けて食べて、俺た
ちも付けて食べる。以上、とてもおいしいものだ。 
 
1-10. 大麦汁（アズッキーフ）azkkif 
 (1) 大麦汁はまず、クスクスの下鍋を用意して火にかけて水を入れる。(2) 水の
中に大麦粉を少しと塩を少し入れて煮立つまで置いておく。(3) 煮立ったら油を
少し入れる。(4) 塩気が少なければさらに塩を入れる。必要がなければそのまま
でいい。(5) さて俺たちのところでは、ヒヨコマメもレンズマメもソラマメも入
れない。こういうものは俺たちは大麦汁に入れない。(6) ただ、お湯が沸いたと
きに油かバターかそんな類のものを味を出すために入れる。出来上がったら運ん
できて大椀によそる。(7) 各自に木の匙を配って、幾つかのナツメヤシを運んで
くる。(8) 朝、小卓の上の君の席に幾つかのナツメヤシを出してくれて、君はそ
れを匙で食べる。(9) ナツメヤシを口に入れたら大麦汁をすするんだ。ナツメヤ
シなしで君が大麦汁をすすってもおいしくないよ。 
 (10) 大麦汁を食べれば空腹ではなくなる。ちなみに俺たちが飲んでいる水につ
いてだけど、灌漑している水というのは薬用でないんだ。ここラバトの水のよう
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な水道管の水とは違う。(11) 地下水というのがあって、硬水で山の水なんだ。(12) 
銀を含んだ水が流れてくるところもあるし金を含んだ水のところもあるし鉄を
含んだ水のところもある。(13) いろいろな種類の水がある。 
 (14) 満腹しなければならないわけはこういうこと。つまり、今君がお椀のアズ
ッキーフをすすると昼飯の時間まで、つまり正午までお腹をもたせなきゃならな
い。(15) 君は家に戻ってクスクスとかパンとか家にあるもので昼食をとる。(16) 
昼食の大麦汁は腹持ちがいい。大麦汁を食べるのはこういうわけさ。 
 (17) タフラウトの大麦汁、つまり市場の大麦汁というのがある。今俺が君に教
えたのは、家庭料理の大麦汁だ。(18) 市場の大麦汁には、米が少しと細かいスパ
ゲッティが少し入っていて生牛乳も少し入っている。生乳を入れると腹持ちがよ
くなるんだ。(19) だから生牛乳が入っているんだ。で、米と細かいスパゲッティ
が入っている。(20) みんなが出掛けて行くしタフラウトの市場にはよそ者がいて
みんなが土地の者じゃない。(21) そういう者たちがこの大麦汁を食べるとおいし
く感じるんだ。大麦汁について言うことはこれぐらいしかない。(22) 大麦汁は朝
だけ作って、朝の十時か十時半までには食べてしまうものだ。 
 (23) 断食月のとき用意する大麦汁は・・・俺たちが用意するのは普段の朝食に
食べるのと同じだ。(24) 断食月用に特に加えるものはない。断食月のときは水分
だけが必要なんだ。(25) 断食月のとき、君はミルクコーヒーを飲んで大麦汁とナ
ツメヤシを食べた後夕食を食べる。(26) 穀類を入れたいとなぜ思うんだ？ 大麦
汁にヒヨコマメとレンズマメとソラマメが入っていたら夕食が入らないだろう。
(27) 大麦汁を一杯すすったら十分だよ。あとで食事をするんだから大麦汁に何も
入れる必要はない。(28) ミルクコーヒーを飲んだら大麦汁を一杯すすって、それ
から夕食を食べて出掛けたければ出掛ければいい。(29) 出掛けたくなければ夜明
け前の食事まで眠ればいい。大麦汁については以上だ。 
 
1-11. 大麦汁と大麦粥 azkkif t-tgulla 
 (1) シルハ語では大麦汁と大麦粥とでは大きな違いがある。(2) 大麦汁はどうい
うものか？ (3) 水と塩と大麦粉を少し。沸くまで水を火にかける。(4) 沸いたら
大麦粉を少し持ってきてその中に入れてかき混ぜる。(5) 油を少し入れたら火か
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ら下ろして食べる。これが大麦汁だ。 
 (6) 大麦粥は違って沸くまで水を火にかけたら塩を少し入れる。(7) 大麦粉を入
れたら匙を持ってきてかき混ぜる。(8) ほんの少しの時間だけかき混ぜるのでは
ない。出来上がるまでかき混ぜ続ける。(9) ダマやらなんかができないようによ
くかき混ぜる。(10) おいしくなるようによくかき混ぜると粘りが出てくる。それ
から大皿に盛り、中央に窪みを作ってそこに油かバターかアルガンの油を注ぐ。
(11) 油や何かと一緒に食べる。クスクスのように。(12) 大麦粥を飲むことはでき
るけど、くっつき合っているからクスクスのような粒ではない。(13) 大麦粥と大
麦汁はこんな風だ。 
 
1-12. 大麦ピューレ（ティブシスト）tibsist 
 (1) まず鍋を火にかけて水を入れて沸かす。大麦粉と塩を入れて大麦粥のよう
に作る。(2) さらに大麦粉を入れたらダマ状になるまでかき回す。(3) 少し置いて
おいてオリーブ油を入れて油と一緒に煮る。(4) 油が煮立ったら鍋を持ち上げて
火から下ろす。(5) 君に教えたようなダマ状になったら火から下ろして大皿にあ
ける。ちょっと粒の大きいクスクスといった具合だ。(6) 大皿にあけたらそこに
脱脂乳をよそう。(7) 脱脂乳と一緒に飲み込む人もいるし、脱脂乳なしでそのま
ま丸めて食べる人もいる。(8) 鍋の底にお焦げがあればそれも食べる。(9) だって
大麦ピューレは大変おいしいからね。 
 (10) 大麦ピューレは大麦粉と少量の油だけで作る。(11) 脱脂乳を食べるとおい
しい。まるで少し粒の大きいクスクスみたいなんだ。 
 
1-13. トウモロコシ粥 ibriyn usngar 
 (1) まず土鍋に水を入れてトウモロコシ粉を用意する。(2) 湯を沸かしたらトウ
モロコシ粉を入れて匙でかき混ぜる。 (3) 粥が煮えたら素焼きの皿にあけて、冷
めるまで屋上においておく。それから持ってきて食べる。(4) 各自が自分の食べ
る範囲を決めてそこに脱脂乳を注ぎ、混ぜる。(5) トウモロコシ粥と脱脂乳はそ
んな風だ。 
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1-14. 麦焦がし（ルブシースとアルコーク）lbsis, arkuku 
 (1) バター入り麦焦がし（ルブシース）には菜園の大麦の粉を使う。(2) 菜園の
大麦をパン焼き板の上で煎って、それを挽いて、家に持ち帰ってふるって、小さ
めの桝を持ってきて、入れて、大皿にあける。(3) バターを出して火の上で温め
たら、皿の大麦粉の上にかける。これをこねて大皿の上で平らにならして食べる。
(4) 家に客があればお茶を出す際にバター入り麦焦がしを用意する。(5) ちなみに
バター入り麦焦がしは、必ずお茶かコーヒーと一緒に出す祝いの食べ物なんだ。
(6) ナイフで切り分けて手にとってお茶と一緒に食べる。 
 (7) 一方、菜園の大麦の粉にバターを入れないと、バターなし麦焦がし（アル
コーク） ができる。(8) 脱脂乳を混ぜてこねたら匙で椀から食べる。これをアル
コークという。 
 
1-15. クスクス sksu 
 (1) まず小麦のクスクスについて。小麦のクスクスを作るには小麦を臼のとこ
ろへ持っていく。(2) この小麦はまだ粒のままだ。臼のところへ持って行って挽
く。女がそれをふるいにかけてさらにもう一度細かい目のふるいでふるう。(3) パ
ン用の小麦粉とクスクス用の小麦粉に選り分けられる。(4) クスクスの小麦粉を
選り分けておいてクスクスを作るときには必ずこの小麦粉を使う。粉を素焼きの
大皿にあける。(5) そこに少量の水を振り入れて手でかき混ぜてダマ状にする。(6) 
このダマをまた混ぜ合わせてダマを小さくする。そしてクスクスの上鍋に入れる。
(7) 上鍋はクスクスの下鍋の上にのっている。下鍋で野菜などが煮えるんだ。 
 (8) 上鍋に入れたら蓋をして蒸気が漏れないように紐を巻き付ける。(9) 湯気が
上がったら火から下ろして、また皿にあけて塩を入れて水を加えてここでクスク
スとなる。そしてまた元に戻す。(10) 二度目の湯気があがった時点で出来上がり。
もしまだ出来上がっていなければ三度目までやる人もいる。(11) すっかり整った
ら大皿にスープをよそり食べる。クスクスに油やバターを少し入れても同じだ。
(12) 田舎のやり方というのは家にあるものでクスクスを作るんだ (13) すっかり
出来上がったら子どもたちと一緒に食べる。(14) 肉が入っていようといなかろう
とおいしく出来上がる。 
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 (15) 大麦のクスクスの作り方は、大麦を持ってきて一回ふるいにかけて粉にし
て、これをダマ状にする。粒となってクスクスとなる。(16) クスクスを皿に入れ
たら女が何度も手でこすり合わせて、そして上鍋に戻す。(17) 一回蒸気があがっ
たら適量の塩と水等を入れる。(18) 出来上がりだ。子どもたちに出してやり、子
どもたちのために野菜の上から油を少しかけてやる。(19) 肉が入ってなければ油
と混ぜてしまう。子どもたちが食べて大人が食べる。神がお与えになったすばら
しい食べ物だ。(20) クスクスを食べるときには、食事中に飲んでいる脱脂乳か飲
みかけのお茶と飲む込む以外、クスクスのほかに食べ物を足したりしない。(21) 
クスクスを食べるときには、その上さらにパンを食べるなんてことはしない。 
 
1-16. クスクス：クスクスのダマ sksu: tibrkuksin 
 (1) 君がクスクスを作る場合、何かの粉を持ってきてそれを大皿にあける。(2) 
皿にあけたら水を振りかける。(3) 水をかけると膨らんでくるから、前に言った
とおり手でこすり合わせる。(4) 手早くこすると大きなダマとなる。(5) どんどん
こすると小さなダマになる。(6) 乾いた粉を少し持ってきて手にとって粒をこす
り合わせる。(7) 細かい粒になるまでこすり合わせてから、下鍋の上に乗った上
鍋に入れる。(8) 湯気が出たら火から下ろして大皿にあけて、水を振りかけて塩
を入れてそこでまたこすり合わせる。(9) いつも俺たちは手か匙でこんな風に叩
いて、少し冷ましたらこすり合わせるんだ。(10) すっかりクスクスとなってもう
くっついてはいない。再び上鍋に戻す。(11) 二度目の湯気が上がったらすぐ運ん
できて食べる。 
 
1-17. 粗めに挽いた小麦粉（スミーダ）sksu: ssmid 
 (1) スミーダは市場で買う。スミーダはクスクス用小麦粉でできていて、大都
市で生産されている。(2) スミーダは少量の水で膨らむ。沢山の水はいらない。(3) 
少量の水をかける。水をかけてやれば手ですりあわせなくていい。(4) スミーダ
に水をかけたらすぐ上鍋に入れる。(5) スミーダから湯気が昇るまで鍋に入れて
おいてそれからすぐ大皿にあけてまた再度水を振りかけてから上鍋に戻す。(6) 
鍋に戻してから再び湯気が上がったら火から下ろして塩と水を入れる。(7) これ
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で二度目。水と塩を加えたらまた上鍋に戻す。(8) 三度目の湯気が上がったら皿
によそって野菜をかけて食べる。 
 (9) スミーダは手でこすり合わせたりしない。(10) 手ですり合わせる必要がな
い。スミーダにバターを混ぜたらバターと塩がよく染みこむようにこすり合わせ
てから上鍋に戻す。(11) 出来上がったら食べる。すべきことは多くない、全然だ。
とても簡単なんだ。 
 (12) 上鍋に巻き付ける布切れは「合わせ目」と呼ばれている。だけど今では上
鍋と下鍋はアルミニウムでできているので、この合わせ目は必要ない。(13) 君が
アルミニウムの上鍋と下鍋を買えば上鍋と下鍋はぴったり合わさっているので、
「合わせ目」は必要ない。(14) ところで、ではなぜ「合わせ目」を巻く必要があ
るのか？ (15) 布切れを巻いて隙間から湯気が逃げないようにするためだ。(16) 
下鍋の上に上鍋を置いてなんらする必要はない。(17) 鍋を置いたら、君は蓋をし
ておけばすぐに湯気が上がってくる。(18) もしどこかの隙間から湯気が漏れる箇
所があれば、ほんの少しスミーダを取って湿らせた後、湯気の漏れ口をそれで塞
げばいいんだ。 
 (19) 今はこのやり方だけど昔は素焼きの鍋を使っていた。(20) だけど今ではど
れもアルミニウムだ。今ではみんながアルミニウムを使うし、田舎でも都会と同
じさ。(21) 肉を料理するタジーン鍋はまだ素焼きの物だ。アルミニウム製はシチ
ュー作りには素焼きに比べて味が落ちる。(22) 以上だ。 
 
1-18. クスクス：クスクスと脱脂乳 sksu: sksu d-uɣu 
 (1) 野菜のクスクスは大麦か小麦かスミーダから作る。(2) もしクスクスが残っ
ていて野菜が残っていなければ、脱脂乳に入れて飲む。(3) 例えば昼食を食べた
あとにお腹がすいてしまったら、これを作ればいい。昼食にクスクスを用意した
ら昼食で食べて外出する。(4) しばらくのあいだ外でぶらぶらしているとお腹が
すいてくる。家に帰ったら昼食の残りのクスクスを見つける。だけど野菜スープ
は残っていないんだ。(5) 小椀を持ってきて、少しの脱脂乳とクスクスを入れて
よく混ざるように匙でかき混ぜる。(6) そして匙で食べるんだ。お腹が一杯にな
るまでお椀一杯かもっとを。それからまた出掛けて行く。 
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 (7) これがクスクスと脱脂乳の食べ方だ。他のやり方はない。以上だ。(8) もし
もうクスクスが残っていなかったら、クスクス入り脱脂乳を作らずに単独で食べ
る。(9) クスクスを作れば必ずクスクスが残るものなんだ。それで必ずクスクス
入り脱脂乳を食べる。(10) 残らないなんてことはない。クスクスと脱脂乳の混ぜ
物については以上だ。 
 
1-19. カブの若葉のクスクス sksu d-wawsay 
 (1) カブの若葉が生えてきたらカブの若葉を「アウサイ」と呼ぶんだが、(2) 摘
んできて細かく切ってクスクスの下鍋に入れて、塩を加えて煮立ったらクスクス
の入った上鍋を上にのせる。(3) 出来上がったら素焼きの皿にあけて上にカブの
若葉をかけて油かバターをまんべんなく回しかけてから、食べる。 
 
1-20. アムル  ー amlu 
 (1) アムルーの作り方だが、まずアーモンドを挽くのでアーモンドを挽くため
の臼を持っている人から借りてくる。(2) パン焼き板にアーモンドをのせて煎る。
塩を少しかける。(3) 煎るときは皮をむかない。煎ったら臼に入れる。(4) 女が一
人で臼を回す。潰したらすぐにサラダ油を少し入れる。(5) また挽いてまたサラ
ダ油を入れる。(6) アーモンドは溝を通って臼の下に流れて行って、舌のような
形をした臼の出口に集まる。(7) 舌の下に椀を置くとアムルーが流れ落ちる。(8) 
アムルーはバターと違って時間が経っても腐ることはない。 
 
1-21. 生乳、バター、脱脂乳 taƙfayt, udi, aɣu 
 (1) バケツの中にウシの乳をしぼったあと、固まるまで一週間分集めておく。(2) 
固まったら革袋に入れて三十分振る。(3) 振ったら少量の冷たい水をこの中に入
れる。次に革袋から取り出すフレッシュバターを入れる、冷たい水の入ったバケ
ツを用意する。(4) 女は革袋の中に片手を入れて革袋の入り口にフレッシュバタ
ーを寄せ集めて取り出して、用意した水の中に入れる。(5) そうすると革袋に残
っているのが脱脂乳だ。革袋の口を縛って振ったとき吊した横木に吊しておく。 
 (6) フレッシュバターは十五日分を壺に集める。(7) 集めたら持ってきて、鍋に
- 14 - 
 
入れて溶けるまで火にかけて、タイムを少々と塩を入れる。(8) 火から下ろして
別の壺を持ってきて、茶漉しで漉して入れる。入れた壺を運んで部屋の中に置く。
(9) 茶漉しに牛乳の不純物がすべて選り分けられるまで、茶漉しで漉して入れる。
入れた壺を運んで部屋の中に置く。(10) フレッシュバターというものを、俺たち
はそのままで食べない。必ずバターにして保存する。(11) それとヤギの生乳もそ
のまま飲まない。(12) ヤギの乳は必ず牛乳と混ぜて振る。 
 
1-22. お茶 atay 
 (1) お茶の支度をする場合、まず三石かまどの火の上に水を入れたヤカンをか
けて沸かす。(2) コンロに炭を沢山入れてコンロにヤカンをかける。(3) コップと
急須と砂糖入れとお茶入れと香草を載せた小卓を、お茶の支度をする男の人の前
に置く。(4) お茶を入れる男の人は、お茶の葉を少し取って急須に入れて水を少
し注ぎ入れてゆすぐ。(5) 次に水を充分入れてコンロの炭の上に置いて沸かした
ら、急須を下ろして小卓に載せる。(7) 炭の上にヤカンを戻して急須に砂糖を入
れてかき混ぜる。(7) 砂糖の分量を味見してから、コップに注いで各自が飲む。(8) 
再び急須に水を充分に入れて、火にかけて沸かして下ろす。(9) 香草と砂糖を入
れたら砂糖が混ざるように急須の中をかき混ぜて、コップに注いでみんなが飲ん
だらコップを集める。 
 (10) お茶は普通昼食と夕食の時間に飲む。(11) 客があれば、お茶入れと砂糖入
れと香草入れなどの茶道具が載った小卓を客に出す。 
 (12) お茶を市場のお茶屋で飲む場合はまず雑貨屋へ出掛けて行く。二十リヤル
渡して「十リヤル分の砂糖と十リヤル分の茶葉をくれ」と言う。すると店のおや
じは品物を渡す。(13) お茶屋に戻って座ってお茶の支度をする。まずコップと急
須とヤカンが運ばれてくる。(14) お茶を飲んだら二十リヤルの代金をお茶屋のお
やじに払う。(15) 一軒か二軒のお茶屋は必ず市場の中で毎日店を開いているもの
だ。 
 (16) それから例えば男たちが、夏の間お茶を飲みに森や菜園のどこかへ出掛け
ようと思ったら、小さい急須とコップとヤカンと砂糖とお茶の葉を持って出掛け
る。(17) どこかの菜園に着いたらそこでヤカンに水を入れて森まで持っていく。
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(18) 三石かまどを用意したら柴をくべて水をのせて湧かす。帰りたくなるまでお
しゃべりをしながらお茶を飲んで、帰ってくる。(19) どこかの菜園でお茶の用意
をする場合には菜園の塀を一人がヤカンを持ってよじ登り、モーターを始動させ
る。(20) ヤカンが水で一杯になったらモーターを切る。 
 (21) おばあさんたちがお茶を入れるときには、互いに「さあ、お茶を飲みにい
らっしゃい」と言って誘い合う。(22) けれど若奥さんや娘たちにはこんなことは
できない。おばあさんだけが友たちにお茶を振る舞うことができる。(23) 男たち
の方は「お茶を飲もうぜ」と誘われたら、みんなすぐに市場に行って飲む。(24) 男
たちは家の中か血縁集団とだけお茶を飲む。(25) おばあさんたちは同じ組のおば
あさん同士でお茶を飲む。 
 
1-23. コーヒ  ー lqhwa 
 (1) ヤカンに入れて三石かまどで沸かしたらコンロに炭を沢山入れて、コーヒ
ーポットを持ってきてコーヒーとお湯を入れる。(2) コンロを置いて沸騰させた
ら火から下ろして砂糖を入れて飲むのがブラックコーヒーだ。(3) 一方、ミルク
コーヒーを作るならコーヒーを火にかけて沸かしたらコーヒーをコップに入れ
て減らす。(4) 生乳をコーヒーポットの中に注ぎ入れてまた沸かす。(5) 火から下
ろして砂糖を入れてコップに注いで飲む。これがミルクコーヒーだ。(6) コーヒ
ーは朝食と午後のおやつの時間に飲むのが普通だ。 
 
1-24. シチュ  ー lmraq 
 (1) これから田舎の食事、シチューの話だ・・・まず男たちが市場に行って、
例えば一キロの牛肉を買ってくるとしよう。(2) ところであんたは、市場が一週
間に一度しか開かれないことを知っているか？ (3) 一キロの肉－神に感謝あれ
－を二日から三日間もたせる。(4) 一キロの肉を買いに行って買ってきたら、家
に入ったとたんこう言うんだ「今晩はシチューだぞ！」と。(5) 家にもう野菜が
なければ、野菜も市場で買ってくる。あれこれ買って帰る。 
 (6) 肉を持って帰ったらこれを普通二、三回分に分ける。(7) 鍋に少量の油を入
れて熱したら、肉とタマネギとパプリカとコショウと適量の塩を入れる。(8) そ
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の上にジャガイモやトマトやニンジンなどの野菜を入れる。ぐらぐらに煮立って
きたら水を少し加える。(9) 水を加えたら女が塩加減をみる。(10) 塩がちょうど
だったら冷めるように火から下ろして、みんなで食べる。(11) 水が足りなければ
足してやる。十分ならそのまま煮込む。 
 (12) 肉が固かったらそれ相応の時間まで煮る。俺たちの田舎のシチューはこん
な風だ。(13) ちなみにタフラウトの素焼きの鍋のシチュー（タジーン）と、俺た
ちの田舎のタジーンは同じだ。(14) タジーンは客が家にいるときに作る。それ以
外の日は鍋で作る。 
 (15) シチューは次のように食べる。肉を食べるときは肉だけ食べて「ほら、ほ
ら肉を食べるぞ」と互いに言い合うんだ。(16) 決して外国人みたいに、黙って肉
を食べるようなことはしない。(17) シルハの人は市場で肉を買ってきたら、誰も
が必ず手に持って、ほら肉をもってるんだと見せびらかさなきゃならない。(18) 
そうさ、シルハ以外の人は、肉を買って料理して毎日食べると君は言うだろう。
(19) ここではそんなことはない。一キロの肉を買ってきたら三日分に分けて食べ
るんだ。(20) 他人が肉をたべているか、絶えず肉を買って食べているか、人びと
は噂する。(21) 俺たちの肉の習慣はこんな風だ。みんな肉を食べているかどうか
知りたがるんだ。(22) たとえ四分の一キロの肉を君が買ったとしても、あんたが
肉を食べるかどうか周りが必ず見ているんだ。(23) 田舎特有の性質っていうのは
みんながあれこれ詮索することだ、「誰がお金を持っていて、誰が持っていない
か」と。 
 (24) 肉は必ず骨付きで買う。田舎ではヒツジとヤギの骨なし肉は売っていない。 
 
1-25. 肉 [1]：子ウシと雌ウシの肉 tifiyi [1] : tifiyi u lʽluš t-tfunast 
 (1) 子ウシと雌ウシは市場の屠殺場で屠殺されて店で売られる。(2) 肉から骨を
取り除いたりしない。肉を切って頭とはらわたと足を別にして切り分けて、買い
に来た人に売る。 
 (3) 腎臓と子ウシの睾丸だけは週に一度屠殺する際に、単独で売られずにいつ
も肉と一緒に売られる。(4) 肉は買いに来た人のために特別に選んだりはされな
い。渡された肉をそのまま受け取る。(5) それと尾は捨てられて、肉と一緒に売
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られない。 
 (6) 肉は必ず骨付きで買う。田舎ではヤギ肉とヒツジ肉と骨なし肉は売られて
いない。(7) 肉はクスクスかシチューの二種類だけに使う。そして挽肉は村には
ない。 
 
1-26. 肉 [2]：ヒツジの肉 tifiyi [2] : tifiyi y-izimr 
 (1) ヒツジは、ヒツジの大祭の日かお七夜かヒツジの毛を刈るに日に屠殺する。
(2) 屠殺するとはらわたと肝臓と心臓を抜く。まず肝臓と心臓を切り分けて金串
に刺す。(3) それを網脂で包んで炭火にかざしてクミンとコショウと塩をかける。
(4) 焼けたら食べる、みんなで食べる。夕方はクスクスにはらわたを入れてそれ
を食べる。 
 (5) その翌日には前足に付いている大きな肉の塊を切り取って金串に指す。(6) 
胴体の方は塩を振って吊して日に干して乾かす。(7) 二十五日からひと月の間吊
し続け、夕食の料理をする人は肉がなくなるまで毎日切り取る。(8) 腎臓と睾丸
は翌日の夕食に肉に混ぜて食べてしまう。 
 (9) ヒツジの毛を刈る日の祝いに使うヒツジは、屠殺をすると肝臓と心臓を焼
き串に刺して焼いてしまい、肉は全部切り分けて一回で料理をして食べてしまう。
(10) お七夜のヒツジは、毛を刈る祝いのヒツジと全く同じように使用される。 
 (11) 干し肉を切り取ったら、バケツを運んできて水の中に入れてふやかす。(12) 
ふやけたら鍋に入れて香辛料（パプリカ、コショウ、塩、適量の油）を入れる。
(13) おもにこれをシチューかクスクスに使う。だけど必ず最初に擦り込まれた塩
を出すために水につけなければならない。そうしてから料理に使う。 
 (14) ヒツジの頭はクスクスに使う。まず火で焼いてからナイフで削ってクスク
スの野菜スープの鍋に入れてクスクスの上にかける。(15) みんなこれを食べる、
おいしいんだ。それからひずめはどこかに投げ捨ててしまう。(16) ついでに言う
と雌ヒツジの肉は何度も出産していると固い。 
 
1-27. 肉 [3]：雌ヤギと雄ヤギの肉 tifiyi [3] : tifiyi n-taɣaṭṭ d-uḥttuš 
 (1) 雄か雌ヤギを屠殺するとウシの肉にしたのと同じようにする。(2) だけど焼
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き串を使って火で焼く料理はない。ただシチューかクスクスに使う。雌ヤギのや
り方は以上だ。(3) それから雄ヤギは盛りの時期になると肉付きが悪くなって骨
ばかりになる。この時期は雄も雌も屠殺しない。 
 
1-28. ニワトリと卵料理 tirmt ifullusn-tglay 
 (1) ニワトリを食べようと思ったらただ中庭に行けばいいんだ、女の裏声で呼
んで大麦を差し出してオンドリかメンドリを捕まえる。(2) 屠殺したら毛をむし
って内臓を取り出したら鍋に入れて、油少々とパプリカ少々とコショウ少々を入
れてタマネギを細かく刻んで入れる。(3) ニワトリを切り分けたりしないでまる
のまま鍋に入れる。俺たちはニワトリは買うものじゃない。家にいるんだ。(4) ニ
ワトリはどういうときにやるかって？ 例えば今のように君の家に客が来て、だ
けど家に肉がなかったら何を出す？ (5) 君は外に出てオンドリかメンドリを捕
まえて殺してこれを料理して食べるんだ。あとは、君がニワトリを食べたくなっ
たらいつでも。 
 (6) 卵は鳥小屋の巣の中から持ってきてヤカンに水と卵を入れて火にかけて沸
かす。(7) ヤカンを火から下ろしてお玉で卵を取り出して殻をむいて塩を振って
食べる。 
 
1-29. モツ ilawan 
 (1) モツは市場で買うんだ、腸と脾臓と肺と胃と食道とセンマイと脂肪などの
ことだ。(2) これらのものを家に持って帰ったら小さく小さく切り分ける。(3) そ
れを二等分にして半分を一回分の食事に使い、残りは次に取っておく。(4) 次に
それを鍋に入れたら油少々とパプリカ少々とコショウを入れてよく炒める。(5) 
そしてタマネギ少々とニンジン少々とトマトと輪切りレモンを入れて、そのまま
にしてほとんど煮えたら少量のお湯を注ぐ。(6) 出来上がったら火から下ろして
食べる。この料理は肉のように分けたりしない。(7) パンと野菜と一緒に食べる
だけだ。 
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1-30. 肝臓と心臓 tasa d-wul 
 (1) 半キロの肝臓と心臓を買ったら家に持って帰って、夕方に鍋と油とタマネ
ギと一緒に入れて料理する。(2) よく炒めたらパプリカ少々とトマト一個を入れ
る。(3) トマトが煮えたら水を少量注ぐ。(4) 沸騰したら火から下ろして、コショ
ウを入れて熱いうちに食べる。(5) 冷めてしまうとおいしくない、まずいんだ。 
 
1-31. ウシの足 ifnza 
 (1) 足を買ったら家に持ち帰り、毛を火であぶってナイフでこそげ取る。(2) ナ
タ鎌で切り分けたら、午後早い時間から鍋に入れて煮始める。(3) 少々の油と水
を入れて夜になるまで煮続ける。(4) 少量のパプリカと前もってふやかしておい
たヒヨコ豆を入れる。(5) 火にかけていて夜になったら匙を出してきて、煮えて
いるかどうか刺してみる。(6) 煮えていたら火から下ろして夕食に食べるし、翌
日の昼食に取っておく。 
 (7) もし煮えなかったら夕食はとりあえずパンと乳（と油）製品を食べておい
て、足の煮込みは火にかけ続ける。(8) お茶の葉を布切れでくるんで入れて、さ
らに上からコショウをかける。(9) 布切れに包んだお茶の葉というのは老ウシの
肉や足を柔らかくする。(10) お茶の葉を入れるのはこういう訳だ。(11) 夜半まで
煮続けたら翌日までおいて、昼食と夕食に食べる。(12) 時には夜中まで煮えない
ということもある。 
 
1-32. 頭 aqllal 
 (1) 頭は頭を切り開いたら、脳みそを取り出して全部切り分けて、頭の肉が欲
しい人に売る。(2) それから皮はラバトのように単独で売られない。(3) 皮は頭の
肉と一緒に切って客に少しずつ渡す。(4) 頭の肉の料理はほかの部位の肉料理と
同じだ。 
 
1-33. 脳みそalxf ( = afnqlla)  
 (1) 脳みそは市場で買ったら家に持ち帰る。(2) 料理したかったら鍋に少量の油
とパプリカと塩とコショウを入れる。(3) よく炒めたら少量の水を入れる。(4) 入
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れた水が沸騰したらトマトの皮をむいたものを頭の上に刻んで入れる。(5) よく
煮えたら三、四個の卵を持ってきて、頭の上に割り入れる。かき混ぜない。(6) 卵
が煮立ってきたら火から下ろして皿にあけて、少しコショウをかけて食べる。 
 
1-34. イワシの缶詰 islman l-lḥƙƙ ( = ssrdil) 
 (1) イワシの缶詰は収穫とか耕作の農繁期に買う。(2) 市場で買ったら仕事の場
所へ持っていくのが普通だ。(3) 家からパンを持っていって、食事の時間がきた
ら缶詰を開けてパンを取り出して、イワシをおかずに食事する。(4) そのほかの
魚は村にはない。 
 
1-35. トウモロコシ asngar 
 (1) トウモロコシがまだ青いときは収穫しない。菜園で乾燥するまで放置して
から家に持ち帰る。(2) トウモロコシを手にとってトウモロコシ同士を擦り合わ
せると粒が剥がれる。粒がもう付いていないトウモロコシはゴミとして捨ててし
まう。(3) トウモロコシの粒を持ってきて女たちがゴミを選り分けたら、粉挽き
機のところに持っていって、挽いてクスクス用の粉かパン用の粉にする。(4) 作
り方は以上だ。俺たちはポップコーンを食べない。(5) ポップコーンのことをシ
ルハ語では「ティルフィン」と言うんだが、実際に作ることはない。(6) 神がそ
うお定めになったので、ポップコーンを食べる習慣はないだけのことだ。 
 (7) まるのままのトウモロコシは例えば朝に食事をしたあとお腹がすいてくる
と思うようなときに、水の中に入れて茹でる。(8) 水には塩を入れる。塩を入れ
て煮えたら取り出しておく。(9) 朝食を食べたあと外を歩き回ってお腹が減った
ら家に帰って、先ほどのトウモロコシを出す。お腹が満足するまで食べ続けてや
める。(10) もしもまだ物足りなかったら二本目をまた茹でる。茹でるのは簡単な
んだ、かぶりついて食べて、食べ尽くしたらトウモロコシは捨てる。(11) 茹でト
ウモロコシは子どもたちにあげる、大人の男たちは食べない。 
 
1-36. ソラマメ ibawn 
 (1) 乾燥ソラマメの作り方は、まず収穫して豆を取り出す。(2) 取り出したらひ
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と月乾燥するまで菜園に置いておく。(3) ソラマメの皮をむく人もいる。ソラマ
メポタージュを作ったらパンと一緒に食べる。(4) ソラマメを持ってきたら鍋に
入れて茹でて匙を使って練り上げる。(5) 練るとクリーム状になりここに適量の
水を注ぐと、ソラマメポタージュになる。 
 (6) ソラマメのピューレの作り方は、鍋に乾燥ソラマメを入れて、そこに水を
入れて下から火にかけて、ぐらぐらに煮る。(7) ソラマメが充分に水分を吸った
ら、少々の塩と少々のコショウと少々のサラダ油を入れる。(8) 火から下ろして
鍋の中で匙でこねて、皿によそってオリーブ油少々かバター少々を入れる。(9) パ
ンに付けて食べる。 
 (10) 生のソラマメの料理法は・・・皮をむいたら丸のままのソラマメだけが残
る、これをシチューか野菜のクスクスに入れる。(11) クスクスが出来上がったら、
その上にソラマメを散らして食べるんだ。 
 
1-37. レンズマメ tilintit 
 (1) レンズマメは出してきてシチューに入れるとかクスクスに入れるとか、レ
ンズマメとカボチャの料理とかを作る。カボチャと煮ると甘くなるんだ。(2) 油
を入れたらレンズマメとカボチャを入れてシチューのように料理して食べる。 
 (3) ちなみに俺たちは必ずレンズマメの種を蒔く。種を蒔くと大麦のように芽
が出る。(4) 大麦のように育ったら収穫して持ち帰り、大麦のようにゴミを選り
分けて貯蔵所に入れ、食べるか売るかする。(5) 食べる気がなければ、市場で売
って、売った金で品物を買ったり好きな物を買えばいい。 
 
1-38. ヒヨコマメとインゲンマメ lḥimẓ d-llubya 
 (1) 俺たちの田舎にはヒヨコマメもないしインゲンマメもない。(2) でも今はヒ
ヨコマメもインゲンマメも俺たちの市場に行けば買える。(3) ヒヨコマメを取り
出してウシの足の料理に使う、二つ合わせればウシの足料理は充分になる。鍋に
入れると膨らむ。(4) ヒヨコマメはもし明日料理しようとすれば、今日のうちに
ふやかしておく。(5) ヒヨコマメをふやかしたら、煮立つばかりになるまで足を
煮たところに、ヒヨコマメを入れて一緒に煮込む。(6) 塩とコショウとパプリカ
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と油を入れる。おいしい料理が出来上がる。(7) 料理すればヒヨコマメはおいし
い一品になる。こんなふうにしていつもこの料理を食べる。(8) 別の料理を作っ
たりアズッキーフに入れるなんてことは、ありえない！ 
 (9) それからインゲンマメはウシの足の料理にしか使わない。(10) ヒヨコマメ
で作るのと同じように作る。 
 
1-39. 短いパスタ šš rʽiya 
 (1) クスクスの下鍋を火にかけて、水を入れて沸かす。(2) 沸いたらパスタを取
ってきて入れる。かき混ぜないで蓋をして煮えるまでそのままにする。(3) 蓋か
らふいてきたら少々の油少々の塩を出してその中に入れる。(4) 匙でかき回して
十五分くらい煮たら火から下ろして皿によそる。(5) 少量のバターと少量のコシ
ョウをかけてスプーンで食べる。 
 (6) スース地方の人びとが知っているやり方はこれだけだ、ほかの新しい料理
法は知らない。昔からのやり方以外は知らないんだ。 
 
1-40. ジャガイモ baṭaṭa 
 (1) ジャガイモを取ってきたらシチューに使う。ゴミをむしり取ったら皮をむ
いて料理する。(2) 四つ切りとか八つ切りなどのちょうどよい大きさに切ったら
火にかける。(3) フライドポテトの作り方はジャガイモを持ってきて皮をむいて
半分にする。(4) 細長い指のように切り分けたら油で揚げる。以上がジャガイモ
料理の仕方だ。 
 
1-41. タマネギ aẓalim 
 (1) タマネギ料理に使う分だけ持ってきたら、タマネギの皮のてっぺんの部分
を切り取る。(2) 次にタマネギの皮をむいてからタマネギを手にとってナイフで
切り目を入れる。(3) ナイフで切り目を入れて幾度も切り取ると細かくなる。(4) 
すっかり切り込みが入ったら肉の上で落とす。 
 (5) サラダ用のタマネギが希望なら、タマネギを持ってきて小さく切り目を入
れたら例のようにナイフで切り取る。(6) みじんになるように切り目を入れたら、
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側面からも切り目を入れる。そうしたら横にナイフを入れて切る。(7) サラダ用
のタマネギを上から切って落としたら皿に入れる。サラダに使う分だけのタマネ
ギを落とすんだ。 
 
1-42. ニンジン xizzu 
 (1) ニンジンは菜園から引っこ抜いてくる。抜いてきたらこそげとって洗って
汚れている頭のところを切り取る。(2) 四つに切り分けたら、真ん中の固いとこ
ろを切り取る。(3) なぜそこを切り取るかって？ 料理に入れると辛いし固いから
なんだ。(4) 固いところを取り除いたら、小さく切ってクスクスとかシチューな
どの料理に入れる。(5) ニンジンの料理の仕方は以上だ。 
 
1-43. 甘いピーマンと辛いピーマン tiflflt immimn d iḥrran 
 (1) 甘いピーマンを用意したら四つに切って種を取って野菜として料理に使う。
(2) 種を取ったら料理して食べるんだ。 
 (3) サラダやほかの料理のように火を通すなら、細かく切ったりしない。(4) 中
の種をきれいに取ったら油の中に入れて揚げる。(5) 塩を振ってヘタを取ってお
いしく食べるんだ。 
 (6) 辛いピーマンは大きいサイズはなくて、辛い物が好きな人が食べるんだ。(7) 
準備したら一、二個を料理に入れる。細かく切ったりはしない。(8) よく火を通
してから辛い物が食べたい人だけが食べる。 
 
1-44. ナス bitlžan 
 (1) ナスはとってきたら八つに切ってクスクスの下鍋に入れる。(2) ナスはクス
クスの野菜にだけ入れる。シチューの野菜には使わない。シチューには普通ナス
は入れない。入れてもおいしくないから。料理するとしたらフライパンで油焼き
する。(3) 油焼きする場合はナスを洗って輪切りにする。(4) サラダ油を入れて、
片側を焼いてからひっくり返してもう片側を焼く。(5) 焼けたら取り出して、ピ
ーマンやじゃがいもやほかの料理のように塩をかける。(6) パンと一緒に食べた
り、単独で食べる。おいしい。 
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1-45. トマト amaṭaš 
 (1) トマトをトマトの木からもいだら、がくとか付いている汚れとかを取って、
シチューやクスクス料理に入れる場合は八つに切る。(2) サラダに使う場合は細
かく切る。よく知っているように赤いトマトは中に汁が入っている。(3) だから
丁寧に切ってやらなきゃならない。トマトのやり方は以上だ。 
 
1-46. 田舎のサラダ šalaḍa n-tmazirt 
 (1) 田舎のサラダはトマトとタマネギとピーマンを使う。(2) タマネギをとって
きたらナイフで両側から切り込みを入れる。(3) タマネギの片側にナイフを当て
てぐっと押し込んで切り込む。(4) まっすぐに切り込むとみじんになるので、そ
れを皿に入れる。(5) トマトはタマネギのように切り込みを入れたらタマネギの
上に刻んで落とす。(6) ピーマン一個をタマネギやトマトのような細かさになる
ように刻んでみじんにする。(7) 上から酢を少し垂らして、少々のパプリカと少々
の塩を入れてかき混ぜると、サラダの出来上がり。(8) 少々のサラダ油と食べる。
沢山食べるんだ。 
 
1-47. カブ tirkmin 
 (1) カブに関して当然すべき事柄がある。(2) 葉と皮を取り除いたら洗って八分
の一に切って、肉料理とクスクスだけに使う。(3) カブはサラダやそのほかの料
理には合わない。今言った二種類の品目だけに使う。(4) カブは辛いカブと甘い
カブがある。まだ火を通していないカブを食べてみれば分かる。(5) 辛いカブは
カブをとってきて食べたいと思ってもクスクスの野菜スープやシチューにでき
ない。 
 (6) カブ料理が煮えると盛って食べるんだ。(7) カブの料理法はこんなものだ、
ちなみに煮込み以外の料理法は知らないし、サラダや別の料理に入れて食べるこ
とはない。(8) 一方、生でカブを食べる人もいる。(9) ナイフで皮を剝いてかじっ
て食べる。(10) 田舎のカブは町のカブと違っている。村のカブは大変大きい。 
 (11) カブは土の中で育つのは白く、土から出るのは赤い。(12) 一個一個のカブ
は一キロか一キロ半の重さがあって、大体どれもそれくらいの重さなんだ。(13) 
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俺たちのところに小さいカブはない。(14) 村のカブは小さくなくて、大きい赤カ
ブと白カブがある。(15) 小さいカブは育たない。小さいカブは土に入ってしまっ
て何にもならない。(16) 町のカブはあるにはあるが、あまり使わない。(17) 大き
い方が田舎では頻繁に使われる。カブに関しては以上だ。 
 
1-48. カボチャ taxsayt 
 (1) カボチャはクスクスに入れて使う。(2) カボチャを持ってきたら皮をこそげ
取る。こそげたら四分の一に切って中の種を出す。(3) 種を取ってゴミに捨てる。
カボチャを小片に切ってクスクスの下鍋に入れて煮て、野菜スープを作る。(4) ス
ープができたら運んできて皿にクスクスを盛って上にスープをかけて、油かバタ
ーを混ぜて、食べる。 
 (5) カボチャに関してはもう一つの料理がある。レンズマメを料理するならカ
ボチャも一緒に入れる。(6) カボチャはレンズマメとよく合って、レンズマメと
カボチャの料理を口にすると本当においしく感じるんだ。カボチャの料理法は以
上だ。 
 (7) まだもう少し付け加えることがあった。小さいカボチャというのは俺たち
のところにはない。(8) 大きいカボチャだけがある。(9) 例えば君がシチューを作
ろうとしたら、町では小さいカボチャだけを使い大きいのは使わない。(10) 町で
売っている「赤カボチャ」と言われているものだけが、俺たちのところにある。
(11) 「ズッキーニ」と言われているような本当に小さいカボチャもない。(12) 小
さいカボチャを野菜スープに入れる。(13) 「クルジット」とか何とか言う名のも
のは、俺たちのところにはない。 
 
1-49. オリーブ zziytun 
 (1) オリーブは木で熟すまでおいておく。熟してきたら叩き落とす人たちがや
ってくる。(2) 一人の男がオリーブの木に登る。手に長い棒を持って登る。(3) オ
リーブの枝を叩くとオリーブは地面に落ちる。(4) オリーブが落ちると女たちが
近寄ってきて籠にオリーブを集める。(5) 集め終わると家に持って帰る。(6) 君が
誰かと共有しているならその人と分配する。共有していないなら分けたりしない。
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(7) 実を挽きたければ挽き場に持っていく。 
 (8) 挽き場には一人の男と挽き臼を引くロバがいる。(9) 挽き場には石でできた
挽き臼の真ん中に木が通してあって、それをロバが引く。(10) 収穫したオリーブ
の種もなんでも一緒に持ってきて、挽き臼の下に置く。(11) 籠に入れたままのオ
リーブの上を臼が通過すると、袋の中で押されて油が出てくる。 
 (12) オリーブは市場で買う。ちなみに市場にあるのは缶詰のものだ。(13) 今頃
のようにお七夜とか婚礼がある者は、オリーブを買ってシチューに入れて客に出
す。(14) オリーブでパンを食べることはない。それに俺たちのところではオリー
ブ漬けというのはなく、工場生産の缶詰があるだけだ。 
 
1-50. ニンニク tiskrt 
 (1) ニンニクを用意したら、俺たちはササゲマメにだけ入れる。(2) 例えば今君
がササゲマメを持ってきて夕食のシチューに入れようと思ったら、こんなふうに
大きいニンニクも用意する。(3) ニンニクの上と下を切り取って、上の皮をむい
たら四分の一に切る。(4) こんなふうに大きいニンニクなら一かけをササゲマメ
に入れる。(5) なぜササゲマメにニンニクをいれるのかって？ おいしくなるから
さ。(6) そして寒い季節に食べるんだ。 
 (7) 魚にニンニクを入れないなんて！(8) 町では魚料理にはニンニクを入れる。
魚料理にニンニクを入れなければおいしくない。(9) ニンニクを入れれば魚の味
が増しておいしくなる。(10) ニンニクを使うのはこの二つの材料だ。(11) もしく
は、風邪をひいたようなときニンニクを出してやって食べる。(12) ニンニクを使
うのは以上の場合で、ニンニクを使って作るのはこのようなものだ。 
 
1-51. コショウ talžužin 
 (1) コショウはシチューに入れる。(2) 細かいスパゲッティを茹でるとき上から
コショウをかける。(3) サラダに入れたければ入れるし・・・ソラマメにも入れ
る。(4) コショウのことを田舎では「タルジュージン」と言う。(5) そう、ありと
あらゆるものにコショウを入れる。役に立つ。(6) パプリカのようにコショウな
しで済ますことなど考えられない。(7) コショウがないというのは何にもないと
いうのに等しい。 
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1-52. パプリカ ttḥmira 
 (1) パプリカは田舎では重要な品だ。(2) 例えば今ここで肉を料理しようとした
らパプリカを入れる。(3) 家の中でまったく無くなるということはあり得ない。(4) 
サラダを作る場合にもパプリカを入れる。卵料理にもパプリカを入れる。(5) パ
プリカを入れたい料理なら何にでもパプリカを入れる。パプリカとは、パンと同
じく欠くべからざるものだ。(6) 大事なものだからこそ、各家々にパプリカと塩
がないとしたらそんなのは家ではない。(7) パプリカはおいしいというばかりで
なく、料理に赤味が増して色づいて、おいしさを増すんだ。 
 
1-53. 幼児の食事 tirmt n-tazzant 
 (1) 幼児の食事というのは、まだ離乳前の赤ん坊には・・・生後ひと月かふた
月のあいだは母乳以外何も与えない。(2) ふた月を過ぎると水っぽい大麦粥を少
し与える。(3) さらに振ったばかりのフレッシュバターも赤ん坊の口元に持って
いく。(4) 生後半年になるまで、だんだんと大麦粥とクスクスと脱脂乳とパンの
柔らかいところを与えて、離乳させる。(5) 一才半になったら母方の叔母の家に
連れて行く。そして母親のおっぱいを忘れるまで卵とか蜂蜜とかを与えてやる。 
 (6) 母親が妊娠すると母乳は出ないので、村にいるお産をしたばかりの他の女
のもとへ赤ん坊を連れて行き、二人一緒に母乳を与える。(7) ただし将来この二
人の青年と娘が結婚しようとしても、乳兄弟という理由で許されない。(8) それ
とウシやヒツジの乳は体に悪いので赤ん坊には与えない。たとえ火を通していよ
うとも。(9) 大人は火を通していない牛乳は飲まない。 
 
1-54. 割礼式での食事 tirmt iɣ ḥžžmn i-kra 
 (1) 男の子に割礼する日の食事だけど・・・男の子は必ず割礼するんだ。割礼
師を連れてきて割礼をしてもらう。(2) 客とコーラン学校の先生を呼んで肉とパ
ンを出して一緒に食事をしてお茶を飲み、ハッシッシを吸う。(3) ほかの料理、
野菜のクスクスなどは出さない。必ず少しでも肉を出す。(4) 食事をしてお茶を
飲むと黙って立ち去る。(5) 男の子に割礼する場合に食べるのはこのようなもの
だ。(6) 割礼後、割礼師は一週間に一度やってくる。男の子が治るまで薬を出す。 
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1-55. 人が亡くなったときの食事 tirmt iɣ immut kra 
 (1) 俺たちのところでは亡くなった人のために特に用意する料理はない。(2) 例
えば子どものいる父親とか誰かが死んだとしよう。(3) その日の夕方に供養の料
理、肉なしのクスクスを用意する。(4) 料理をしたら大皿に入れてモスクに持っ
ていく。近所の女たちは普段のクスクスを夕方に作る。(5) 一週間肉を食べない
ということはない。(6) 肉があっても肉がなくても同じこと、家にあるものなら
何でも好きな物を夕方に食べる。 
 (7) 埋葬してから三日目と四十日目に、別の喪の式をとり行う。高齢の人が亡
くなったのならコーランの読唱をする。(8) 人が死んだとき行うことは以上だ。(9) 
別のやり方はない。ところで前に俺が君に言ったように、例えば祝い事を行うと
して歌や踊りをしたくても、高齢の人が亡くなったのなら歌や踊りはしない。 
 (10) 人が亡くなったときそのほかのことは以上だ。(11) ただしこのような事態
は悲しむべきことではない、神が死を望む人を殺したのだから。(12) 肉やクスク
スや別の何かを食べないということはない。好きなものを食べていいんだ。 
 
1-56. ヒツジ飼いの食事 imkli umksa 
 (1) ヒツジ飼いはヒツジとヤギを放牧させているので森で食事をする。(2) ヒツ
ジ飼いは早朝起きて家の主人に朝食を出してもらう。(3) ヒツジ飼いは朝早く朝
食を食べたら日の出を待ってヒツジとヤギを外に放牧しに行くときに、バターと
ナツメヤシが中に入ったヒツジ飼い用のパンをもらって、(4) パンをもらったら
それを革鞄に入れて砂糖とお茶の小さい急須をもらって、出発する。 
 (5) 山にいて昼食の時間が来たらパンを取り出してどこか近くから水を汲んで
きてお茶を沸かす。(6) ちなみにヒツジとヤギというものは、日中ずっと寝てい
るので、陽が強いあいだは草を食まない。(7) ヒツジ飼いは昼食を食べ終わると
夕暮れ前までそこにたたずむ。夕暮れ前にヒツジとヤギを追い込む。(8) 夕暮れ
前にヒツジとヤギを追い込むとやって来て家で夕食を食べて過ごす。 
 
1-57. 畑で食べる食事 imkli ɣ-dar lx̑dmt 
 (1) ある男がほかの人の菜園で雇われていて、でも自分の家は村にある場合、(2) 
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そういう場合は、昼食の時間がきても雇い人と一緒に食事をしないで、その男の
子どもたちがクスクスとかパンとかシチューとか大麦粥とか昼食になりそうな
ものを持ってやってくる。(3) 子どもたちはそのような昼食を籠に入れてそのほ
かに急須とコップも持って、父親が仕事をしている畑まで持ってくる。(4) 男は
食事をしたあと休んでいたければしばらく休んでいる。休みたくなかったら、立
ち上がって仕事が終わるまで働く。 
 (5) さて別の場合、菜園に四、五人の労働者が働いていてその人たちが村の人
間でなかったら、菜園の持ち主が食事を作って出す。(6) 十時半になったら持ち
主は、鍋と肉とパンとお茶とお茶道具を持ってきて、菜園で昼食の用意をする。
(7) 菜園の持ち主が十一時から十二時頃までに料理を作り終えると、雇われてい
る労働者は食事をしてお茶を飲む。一時半まで休憩してまた立ち上がって働き始
める。(8) 畑の食事は以上だ。 
 
1-58. 雇われ人の食事 imkli ixddamn 
 (1) 収穫時や耕作時に人を雇っている場合、昼食をその人たちに持っていく。(2) 
食事をする場合は、畑にいる主人や男たちは皆一緒に食べる。(3) 女たちは女た
ちだけで食事をする。(4) 菜園で人を雇っている場合は、女たちが昼食を運んで
いって戻ってくる。(5) 主人が菜園にいれば主人がそこで食事を作る。出来上が
ったらみんなで食べてまた働く。(6) 菜園に主人がいなければ女が家から食事を
運んで出してやり、女は家に戻ってくる。(7) 雇っている人を昼食のために家に
連れて帰ることはない。井戸を掘る場合も同じようにする。(8) 大工など家を建
てる労働者にも食事を出してやらない、すべて棟梁持ちだ。(9) 土方の一人が食
事の時間になると用意するんだ。 
 (10) 脱穀の際に脱穀をする家畜を連れてきてくれた人にも、臨時の雇われ人も、
脱穀をする家で食事をする。(11) 一方、女が家畜を連れてきた場合には必ず自分
の家に戻るので、その場で男たちと食事を共にすることはない。 
 
1-59. 家の食事 tirmt ɣ-tgmmi 
 (1) 例えば客がない日に主人が一人で家にいる場合には、主人は家にいる女た
ちと一緒に食事をする。(2) けれども家に客がいる場合は、女たちは客たちと食
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事を共にしないが、男の子たちは同席する。(3) 娘たちは六才に達するまで同席
して、それ以降は同席できない。 
 (4) 家での食事の様子は、低いテーブルを一つ置いてその上に素焼きの皿かア
ルミニウムの皿を置いて、客がいないならパンと水差しを置く。(5) 客がいるな
ら低いテーブルを置いて、その上にクスクスを盛った素焼きの皿か、シチューの
入ったアルミニウムの皿とパンを置く。(6) 水か脱脂乳を飲むためのコップも並
べる。手を洗う容器を客に差し出す。(7) 手洗い容器には石けん、容器の上には
タオルが置いてある。客は二度手を洗うことになっている。 
 
1-60. 紙巻き煙草とキセル煙草とハッシッシ gaṛṛu d-tbaɣa d-lkif 
 (1) 紙巻き煙草は若者が吸う。キセルは年寄りが吸う。(2) まだとても若いとき
に煙草に慣れ親しんでいた年寄りというのは、もう紙巻きは吸わずに紙巻きの代
わりにキセルを吸う。(3) 一方、ハッシッシを吸う人はタフラウトで買い求めて
村で吸う。(4) 神がこのような悪い習慣をお与えになったのだ。けれども父親や
母親や長兄や長姉などの家族の前や、恥とされる場所でハッシッシを吸ってはな
らない。(5) 吸おうと思ったら夕方どこかの場所でハッシッシを吸う男たちとた
むろする。(6) そこで吸い続けるんだがだからといってハッシッシで酔っ払うほ
どになったりしない。充分に満足したらやめて立ち上がって行くんだ。(7) キセ
ル煙草はキセルにハッシッシを詰めたら火をつけて吸う。(8) キセルは木ででき
ていて素焼きの火皿がある。 
 (9) 一方紙巻き煙草はキセル煙草と同様にタスリルトの市で買い求める。(10) 
ハッシッシは必ずタフラウトの水曜市のときにアガディールから持ってきた人
のところから買う。二百リヤル出せばハッシッシ一パックもらえるだろう。 
 
1-61. 死肉 tafkka 
 (1) イスラム教徒が食用として禁じられている肉というのは、死肉、豚肉、血、
ウマの仲間（ウマ、ラバ、ロバ等）、キツネ、イヌ、ネコである。(2) 死肉とは、
ウシでもヒツジやヤギでもしきたり通りの屠殺をしていない動物の、つまりイス
ラム教徒が屠殺を行っていないあらゆる動物の肉のことだ。(3) 鳥の中で禁じら
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れているのは、小鳥、コウノトリ、カラスだ。(4) 魚は問題ない。魚はたとえし
きたり通りの屠殺がなくても食べることができる。(5) でもヨーロッパなどの外
国に住んでいるイスラム教徒はヨーロッパ人が屠殺した肉でも食べるが、豚肉は
食べない。 
 
1-62. 生牛乳、パン、クスクス taƙfayt d-uɣrum d-sksu 
 (1) 火を通した牛乳は煙草を吸いながら飲まない、好ましい行為ではないとさ
れる。(2) 普通俺たちの村では火を通した牛乳をそのまま飲むことはなく、必ず
コーヒーに入れる。(3) 牛乳を自分に出されたら必ず少しすすらなければならな
い。口をつけなければ出した相手に対して大変失礼になる。 
 (4) パンとクスクスは干からびていても、ゴミとして捨てたりしない。(5) 家畜
に与えて食べさせる。神様の贈り物だからだ。 
 (6) 食事をする場合は必ず右手を使う。(7) 左手は食事に使うのは好ましくない。
(8) 左手は沐浴の際に陰部を洗ったり夫婦の性行為の際に性器に触れたりするか
らだ。 
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2. 衣類 lhdumn 
2-1. 冬の男の衣服 ihdumn irgazn ɣ-tgrst 
 (1) 冬に男は羊毛の長シャツを着る。(2) 羊毛の長シャツを着たらその上に長衣
を着る。長衣も羊毛でできている。(3) 伝統の形の木綿のズボンを履き、足には
羊毛の靴下と田舎靴を履く。(4) 村の男たちの服装はこんな具合だ。 
 (5) この田舎靴は革の靴底を紐で縫ってあるだけの歩くためのものなので、雪
が降ると脱ぐ。(6) 雪が降るとこの革靴を脱いで先に挙げた服装と長靴を履く。
長靴を履かずに革靴でいるとぬかるみに足を取られる。(7) 長衣を着たくなけれ
ばマントを着る。(8) 若者は冬でもスポーツシャツと西洋ズボンを履いて、その
上に老人と同じように羊毛の長シャツと長衣を着る。 
 
2-2. 夏の男の衣服 ihdumn n-irgazn ɣ-ṣṣif 
 (1) 夏の男たちが着るものの話の前に言っておくけど、俺の兄弟は今は家にい
るので帰省しない。(2) だけど例えばもし俺がどこかの土地へ旅行するとしたら、
スポーツシャツとセーターなどの衣類を持って行くよ。(3) 仮に俺が村に帰ると
しても、夏の着物を持って帰ったりしないんだ。村にあるからね。(4) 夏になる
と夏の着物を出してそれを着る。長袖でポケットのある夏用の長シャツを買って
くるか、家にあるのを着るかだ。(5) 細かい木綿糸からできた布地で短い袖がつ
いていてポケットがある。(6) この夏用の長シャツを着たら木綿の西洋ズボンを
履いて田舎靴を履く。(7) サンダルを履く人もいるし裸足で歩くヤツもいる。以
上が夏の服装だ。 
 (8) 老人は、夏の木綿の伝統ズボンと木綿の長シャツとターバンと木綿の薄地
の長衣を着る。(9) 一方、男の子は西洋ズボンとスポーツシャツと夏用の長シャ
ツを着る。(10) 時には夏用の長シャツだけを着てズボンを履くこともあるし、襟
に紐のあるシャツを着ることもある。(11) 男の子は西洋ズボンを履くときには中
にパンツを履く。 
 
2-3. 冬の女の衣服 ihdumn n-tmɣarin ɣ-tgrst 
 (1) 冬、女たちはまず羊毛の大布をかぶり、下に長シャツを着る。(2) 長シャツ
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を着るといっても一枚じゃなくて三、四枚も重ね着する。木綿のものもあれば羊
毛のものもある。(3) 男は羊毛の長シャツを着るが女は着ない。(4) 体に大布を巻
き付けたら、革のベルトを締めて頭にはスカーフを被って髪を押さえるバンドを
巻いて頭のうしろで縛る。(5) 体に巻いた大布の一部を上に持ってきて頭の上に
載せる。 
 (6) 両耳にはアルミニウムのイヤリングを着ける。婚礼のときじゃないからア
ルミニウムでいいんだ。(7) 首には三つ玉の琥珀のネックレスや四つ玉のビーズ
のネックレスを着ける。(8) 両腕にそれぞれ三つのブレスレット、右手に三つ、
左手にも三つ、銀製のもの。俺たちの田舎は銀が取れるんだ。(9) 指には親指を
除いて全部に銀の指輪。で、できあがり。 
 (10) 足には田舎靴を履く。田舎靴とは女物の赤い革靴だ。(11) 町と同じように
靴下を履いて田舎靴を履く。町にある靴下も今では田舎にまでやって来ているん
だ。(12) 以上が田舎の冬の女の着物だ。 
 
2-4. 夏の女の衣服 ihdumn n-tmɣarin ɣ-ṣṣif 
 (1) 夏の女たちは薄い長シャツかネグリジェか部屋着を着る。(2) そのどれかを
着たら、その上にナイロン製の黒い大布をまとう。(3) 踵を踏んで田舎靴を履い
たり、靴下も何も履かずに七十リヤルのビニールのサンダルを履いたりする。(4) 
これでおしまい。この格好で外に出てどこかに行ったり洗濯したりするんだ。夏
だからね。(5) 頭にはバンドを巻かずに柄物のスカーフを被る。(6) スカーフには
バンドを巻かないものだ。スカーフを被って頭のところで縛ればいいんだ。この
支度で出掛けて行く。(7) 革ベルトで大布を押さえてやって出来上がり。 
 (8) この格好で出掛けて行くし洗濯に行くし誰かの家に寄って夕刻までおしゃ
べりをする。 
 
2-5. 寝巻き ihdumn lli-ɣ ggan mddn 
 (1) 男の子は夏用の長シャツを着て寝ることもあるし、夏だったらそれこそ下
着も何も着ずに着物を全部脱いでしまう。(2) 冬は昼間着ていた服と長衣を着て
寝る。 
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 (3) 大人の男は長シャツを着て寝る。妻と一緒に寝る。(4) 妻と床を共にすると
きは事が済むまで長シャツを脱いでいるが−夏でも冬でも長シャツを着ているん
だんけど−事が済むとトイレに行って局部を洗う。(5) でも妻は朝まで洗わない。 
 (6) 大人の女と女の子は夏でも冬でも眠るときに大布をまとう。(7) 女たちは夏
だろうと冬だろうと寝るときには大布をまとわなければならない。(8) 田舎では
妻が夫と寝るときには薄手の長シャツだけを身につけて寝る。(9) しかし妻が一
人で寝るときには必ず大布をまとって寝なければならない。 
 
2-6. 普通の長シャツと夏用と女物 aqššab d-lfuqiya t-tqššsabt 
 (1) 普通の長シャツと夏用の長シャツの違いは、普通の長シャツには首のとこ
ろに紐があって短い袖と襟があるんだ。(2) 夏用の長シャツには長い袖があるが
襟はなくて、内側に手が入る穴がある。(3) 首回りは開いていて普通の長シャツ
のように詰まっていない。 
 (4) 一方、女物の長シャツは色がついていて長い袖と襟に丸い糸ボタンが付い
ている。(5) 女物の長シャツは女と女の子だけが着るものだ。この三つともどれ
も木綿だ。(6) どの着物もタフラウトの市場かマラケシュの市場で買う。(7) タス
リルトの市場の小売りで買うことは稀だ。 
 (8) それと冬用の大布と夏用の大布の違いは、冬用の大布は羊毛で出来ていて
白い。(9) 夏用の方は黒い色の木綿で出来ている。冬用と夏用のどちらも縫われ
ていないただの一枚布で、ブローチで留めるだけになっている。(10) そしてその
一部分を頭の方に持ち上げるんだ。 
 
2-7. 耕作の衣服と刈り入れの衣服 ihdumn n-tyrza d-ihdumn n-tmgra 
 (1) 耕作の際に着る耕作用の衣服というものはない。羊毛の長シャツを着て耕
すんだ。シャツの裾はズボンの中に押し込む。(2) ワイシャツをズボンに入れる
ように長シャツをズボンの中に押し込んだら、ズボンのベルトを締める。(3) な
ぜシャツの裾を入れるのかっていいうと、鋤を握るからなんだ。俺たちのところ
にはトラクターはないんだよ。(4) トラクターとかで耕すように田舎で耕すやり
方は、ラバとロバを使う。(5) 一人の男が鋤を操ってラバの手綱を握っていて、
ラバが鋤を引っ張る。 
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 (6) 足には長靴を履く。西洋靴や田舎靴を履いたとしても、畦の中は土が掘り
返されているんだよ。(7) 足元には鋤で掘り返された土がぬかるんでいる。耕作
のとき土はぬかるんでいるものだ。(8) 西洋靴や田舎靴を履いたら靴がぬかるみ
に取られてしまって裂けてしまう。(9) だから必ず縫い目のない長靴を履くんだ。
長靴はゴムで出来ていて上まである。(10) たとえ泥ですっかり汚れてしまっても
夕方家に戻って水で洗えばきれいになってまた元の長靴になるんだ。(11) 女たち
は耕作のとき長靴と三枚の長シャツと大布をまとう。寒いからだ。 
 (12) そして収穫の際は男たちは田舎ズボンと長シャツと田舎靴を履いて、頭に
ナツメヤシの葉の帽子を被る。(13) 女たちは薄い長シャツと大布と田舎靴と、頭
には男たちと同様の帽子を被る。(14) 長ズボンを履かないと収穫のときにはトゲ
が刺さってしまう。 
 
2-8. 赤ん坊の衣類 ihdumn n-tazzant 
 (1) 生まれたばかりの赤ん坊には布を使う。布の上に置いてお母さんが赤ん坊
の足の付け根までをくるんだら紐を持ってくる。(2) 布で包んで紐で縛るんだけ
ど臍にヘンナを付けてやる。おしっこでただれないように。(3) ヘンナを付けた
らあとはぐるぐる巻きにして頭には頭巾を被せてやる。(4) 両腕も腋につけてお
くるみの中に入れてやるんだ、赤ん坊は寝ているときに手を縛ってやらないでい
るとおびえるものだから。(5) 寝ているときの赤ん坊はまるで死んだようだから、
自分のことをひっかいてしまうんだ。(6) 腕を縛る理由は以上だ。 
 (7) 生後七ヶ月になると小さい長シャツを買ってやりそれを着せてやるけど、
まだシャツの中で縛ってある。(8) そして赤ん坊の父親が大都会へ行ったときに、
一歳か二歳半になるまでは衣服を送ってやる。(9) 歩き始めるまで長シャツを着
せてやる。以上。 
 
2-9. 男が頭に被るもの aylli ttggan irgazn ɣ-iggi w-uqllal 
 (1) まず始めは白いターバンについて・・・これは預言者ムハンマド－彼の上
に平安あれ−の時代の人びともすでに被っていたものだ。(2) 黄色や緑のでも黒色
のターバンでもなくて白いターバンを巻く。(3) 例えばどこかへ出掛けて行くと
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きには頭にターバンを巻く。(4) ターバンは長さ二メートル、幅七十五センチだ。 
 (5) ターバンは経帷子になる。例えばある男が森の中へ出掛けて行って、そこ
で神に召されたとする。森の中には二軒の家があるが経帷子なんてものはない。
(6) 死んだ男が頭に巻いていたターバンを脱がして経帷子にする。(7) もし汚れて
いれば男を洗ってから埋めてやる。ターバンというのはこういうものだ。 
 (8) 次に黒いターバンについて。黒いターバンは若者が巻くものだ。(9) 黒いタ
ーバンはまだ結婚していない若者が巻く。黒いターバンは邪視を跳ね返す力があ
る。(10) 分かるだろう、田舎の女たちはひたすら嫉妬の目で見つめるからね。(11) 
女が君に話しかけるとき、いいことを言わずにただじろじろ見てああだこうだと
言うばかりだ。(12) ターバンを巻いていないなら夕方は必ず家の中にいなさい。
(13) 夕方は邪視が舞い戻ってくるからだ。黒いターバンについては以上だ。 
 (14) 三番目は黄色か緑色のターバンについて。色付きターバンは巡礼に行った
人が巻くものだ。(15) 巡礼に行った人がどの人か客か他人が一目でわかるように、
巡礼後の一週間は白い長衣と白い長シャツとモロッコ靴と白いズボンを着てい
る。(16) ちなみに白い装束というのは婚礼とかモスクの祈りに行くときに着る。 
 (17) 四番目はレース帽だ。レース帽は子どもが被る。子どもは頭をすっかり剃
っていて髪の毛がない。(18) だから遊んでいるときに土が跳ねたりしないように、
頭にレース帽を被るんだ。レース帽というのはこういうものだ。 
 
2-10. 既婚と未婚の女が頭に被るもの aylli lssant tmɣarin t-tfrxin ɣ-uqllal 
 (1) まずはじめに既婚の女。(2) 結婚した女は、頭に赤いヘッドカチーフを被っ
て黒い紐で縛る。(3) 既婚の女はこのようにする。未婚の女は頭に柄物のスカー
フを被って紐や何かで縛らない。 
 (4) ヘッドカチーフとスカーフという違い以外に、既婚と未婚の女のあいだに
もう一つの違いがある。(5) 既婚の女は前髪を上げてヘッドカチーフで隠してい
る。(6) 未婚の女は前髪を上げたりしないで額に垂らしている。これが未婚の娘。
(7) みんなが未婚の娘とわかるのは額に前髪を垂らしているからなんだ。(8) 結婚
している女なら前髪を額に垂らしていない。(9) もし夏の時期に未婚の娘と既婚
の女が両者とも柄物のスカーフを被っていたら、額を見てみろ。(10) 額に前髪が
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ある方が未婚の娘だ。前髪を垂らしていない方は既婚の女だ。(11) 田舎での未婚
と既婚の女の違いは以上だ。 
 (12) けれどもまだ若い既婚の女は夏のあいだは未婚の娘のようにスカーフを
被っていて、冬は老婆と同じようにヘッドカチーフと留め紐をしている。(13) ち
なみにヘッドカチーフというものは必ず留め紐を付けて被るものなんだ。(14) 老
婆は必ずヘッドカチーフと留め紐をつける。(15) 既婚の女と未婚の娘が身につけ
るアクセサリーは、結婚式でなければ安物のブレスレットと六、七個の指輪とビ
ーズのネックレスとアルミのイヤリングだ。 
 
2-11. 靴 idukan 
 (1) 男は田舎では田舎靴を履く。(2) 例えばある男が町から引き揚げてきて二、
三日たったら、靴職人のところへ行ってこう言うんだ。「私の田舎靴を作ってく
ださい」と。(3) 靴職人は靴を作ってやり彼はそれを履く。(4) どうして田舎靴を
履くかって？ (5) まず第一の理由に田舎靴にはベロがあってそれを上げたまま
履いて歩くんだ。石ころが中に入ったりしないから。(6) 西洋靴は君がもし一週
間も履いて歩き回ったら破れてしまう。田舎は石が沢山あるからね。(7) 第二の
理由は家に入るときには田舎靴を履いたままだけど、ベロは下ろして踵を踏んで
履けるんだ。サンダルのようになる。(8) 男が田舎靴を履く履き方はこんな風だ。 
 (9) 女たちは違う。女たちは畑に行くときも出掛けるときも田舎靴を履く。 (10) 
女物はベロがあって赤い色をしている。女たちはこれを履いて行き西洋靴は履か
ない。(11) ところが町へ来ると家に入るときに西洋靴を脱いで田舎靴を履くんだ。
(12) 田舎ではうちの中にいるあいだは七十リヤルのビニール靴のつっかけを履
いている。 
 (13) 男たちはつっかけを履かない。なぜ村ではモロッコ靴を履かないかという
と(14) モロッコ靴はすぐに破けてしまうし西洋靴も石で破けてしまうから。(15) 
モロッコ靴は三日もすれば履きつぶしてしまう。(16) 田舎靴の甲のところは革で
できていて下は底がありベロが付いていて縫ってある。(17) だから持ちがよくて
石が中に入ったりしない。(18) 石が入るようなことはない。(19) 田舎靴は丈夫で
一、二年経っても全然破けたりしない。 
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 (20) 指には麦刈りのときにはめる革製の指サックがある。(21) 指サックは小指
の部分から掌全体を覆っていてこれをはめて麦を抜く。 
 
2-12. 都会の服と田舎の服 ihdumn l-lɣṛb d-wi n-tmazirt 
 (1) 田舎から都会に出てきてしばらく過ごす最近の若い娘たちは、都会ではズ
ボンやミニスカートを履いている。(2) けれど田舎にいるあいだは田舎の服を着
るんだ。(3) 都会で着ているような服を着たら笑われてしまうよ。(4) 田舎では長
シャツと大布をまとうに決まっている。(5) だけどまた都会に戻ると、都会の女
が着るような長衣やズボンを着るんだ。(6) 若い娘はこんなふうに町にいるとき
はミニスカートやズボンを履くし、(7) 田舎に戻ると、都会で着ていた服を脱ぎ
捨てて大布とかの田舎の服を着るんだ。(8) だけど町に戻れば好きなようにする
のさ。 
 (9) 例えば今俺が田舎に帰るとしたらズボンとシャツ姿では行かないよ。(10) 
そんな格好はだめだ。長ズボンを履いてから、自分がシルハ人と見えるように必
ず夏用の長シャツを買ってその上に着る。(11) もしこの夏用の長シャツを着てい
なかったら、俺がみんなを馬鹿にしていると思われる。俺が生意気だってことだ。
(12) 帰郷に際して、町で長シャツを買い忘れたら村で買って着るんだ。 
 
2-13. 婚礼の席の男女の衣装 ihdumn y-irgazn t-tmɣarin ɣ-tmɣra 
 (1) 婚礼に出るときは男は綿と麻の混紡の長衣を着る。これは四千から二千リ
ヤルの値がする。きちんとしたズボンを履き西洋靴か田舎靴と新しい靴下を履い
て君が着たい色のシャツを着る。(2) 清潔でありさえすればいい。(3) シャツの上
に夏用の長シャツを着る。長衣を着ていれば世間は満足する。(4) 祝い事に男が
着る衣類はこのようなものだ。 
 (5) 女は婚礼に出る場合普段の靴とは違う靴を履く。(6) 絹糸で刺繍した赤い田
舎靴を履く。(7) 刺繍した田舎靴を履いたら細かい格子模様のある大布を頭に被
る。(8) 長衣を着て両手に銀や金の太いブレスレットをはめる。(9) さらに鍵付き
のブレスレットと指には金や銀の指輪をはめる。(10) 普通婚礼には女たちはそれ
ぞれの指に二、三個の指輪をはめる。(11) 両方の親指にははめない。(12) 両方の
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八本の指全部を指輪で一杯にする。 
 (13) 胸元にかかっている銀のアクセサリーに気がつくだろう。ブローチは幾重
ものネックレスがついている。(14) ネックレスの飾りは胸元から臍まで下がって
いる。(15) 首元は金貨の付いたビーズのネックレスを着けている。(16) 十八から
二十個ぐらいの金貨が首筋にかかっている。(17) 頭には柄のあるスカーフと「飾
りバンド」と呼んでいる玉飾りの付いたヘッドバンドを着けている。(18) 飾りバ
ンドというのはスカーフを被った上に額からぐるっと頭に巻くもので、小さい赤
いビーズが付いていてキラキラしているんだ。 
 (19) 娘たちは頭の上に花を飾って前髪を下げる。(20) 両耳に銀のイヤリングを
着けて濃くヘンナを染めつける。婚礼に際しての女と娘の衣装はこのようなもの
だ。 
 
2-14. 結婚式の花婿と花嫁の衣装 ihdumn y-isli t-tslit ɣ-wass n-tmɣra 
 (1) 婚礼の日花婿はワイシャツを着て西洋ズボンを履く。そして花婿は村の人
や客の相手をする。(2) 客がやってくると声をかけてお茶を出す。(3) 日暮れ過ぎ
に客は帰っていき贈り物を持参した泊まり客だけが残る。花婿は白い長衣と白い
ワイシャツを着て白い伝統ズボンと靴下と白いモロッコ靴を履いて背中に白い
マントを羽織る。(4) 肩から短刀を斜めにかけて頭には白いターバンを巻く。 
 (5) 花嫁には花嫁送りをするときに、長いベロのついた赤い田舎靴を履かせる。
(6) さらに羊毛でできた白い大布を着せてブローチで留める。(7) 大布の下は長シ
ャツも下履きのズボンも何も着ない。(8) 大布一枚だけを身につけてこれをブロ
ーチで留めて、顔には赤地に刺繍をしたベールをかける。(9) ベールをかけたら
花嫁を花婿の家に連れて行く。以上。 
 (10) 花嫁はそのままでいて翌日女たちが花嫁と連れだって衣装替えの手伝い
をする。(11) 衣装替えの際に花嫁に別の新しい着物を出してやる。(12) 下ばきと
絹糸の刺繍のある田舎靴と靴下と白い薄地のカフタンを着せて、金の細いブレス
レットを重ねづけして、金の指輪と首にはマリアテレサ金貨の首飾りとブローチ
付きの鎖ネックレスと両耳にイヤリングとありとあらゆるものを身につけさせ
る。(13) 厚地のベールを脱がしてやって、夫が自分の元にくるまでよく見えるよ
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うに透けて見えるベールに取り替える。(14) 夫がそばにやって来たらベールを取
る。(15) なぜこのようなものを身につけるか？ 誰も花嫁を見ないようにするた
めだ。(16) 村での花婿と花嫁の衣装はこのようなものだ。 
 
2-15. カバンと短剣 aq̑rab t-tzziyt 
 (1) おしゃれカバンは毎日身につけるものではない。(2) 市の日や婚礼の日や祝
い事があるときに身につける。このカバンを持つのはこういうときだけだ。(3) 短
剣は飾りに過ぎない。短剣で着飾るんだ。普段はほとんど身につけない。(4) 踊
る場合などは短剣を身につけて出掛けて行って踊る。(5) 格好良くしたいとき短
剣を身につけるんだ。 
 (6) 鍵付きのカバンは市場で売り買いする男たちが身につける。上部に鍵が付
いている。(7) だいたい千四百リヤルの値段がする。この中にお金を入れる。(8) 市
場に行くときは伝統ズボンと長シャツを着てこの鍵付きカバンを持っていく。(9) 
このカバンにはお金やキセルやナツメヤシが入っている。(10) さっき言ったよう
な着物にはポケットがないんだ。(11) 別の種類のカバンで新式のサルマカバンと
いうのものある。歳の大市や王様の誕生日とかの祝いに赴く際に、おしゃれをし
たいなら身につけるカバンだ。(12) 着物を着てその上にサルマカバンを身につけ
る。(13) 短剣は、踊りに行くときか婚礼の席なら花婿だけが身につけてよい。短
剣はおしゃれなんだ。 
  (14) 女はヘッドカチーフの端にお金を包んだら、端を懐に入れる。(15) 四十
才以下の奥さんたちはこういうことはしない。大体お金を持っていないし、市場
に買い物に行かないからね。 
 
2-16. 死に装束 ihdumn imttin 
 (1) 人が死ぬと人びとはそこへ出掛けて行って死者を洗ってやり、一本の葦を
持ってきて死者がどれくらいの身長か葦で測る。そしてその葦を墓を掘る人に渡
す。(2) 墓を掘るところに別の人たちが手伝いに来て白い麻布の経帷子を出して、
これを死者に着せて糸で縫う。(3) 糸じりは作らないでおいて、支度を整える。(4) 
縫ってやるんだが帷子の顔を覆ってやる部分は縫わない。(5) すっかり死者を覆
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ってやると葬式の参加者が次々やってくる。埋葬する墓は掘り終えている。(6) 網
を用意して網の中に死者を置いて羊毛の毛布を被せる。 
 (7) 死者を運ぶあいだじゅう墓場の入り口に着くまで、人びとは「アラーの他
に神はなし、ムハンマドは神の使徒なり」と、言い続ける。(8) 墓場の入り口に
着くと墓穴を入れる用意をする。(9) 四、五人の近親者の男が墓の中に降りて、
墓に死者を入れるときに他の人に見られないように、互いの頭を支えにして覆う
ように毛布を被せる。(10) 死者を墓穴において、平石と黒土と粘土と石を死者の
上にのせて埋葬する。参加者は無言でコーランの開章を唱える。 
 (11) 男が死ぬと二人の最高齢の老人が死者を縫う役目をする。(12) 女が死ぬと
二人の老婆が死者を洗って縫ってやる。(13) 女は女が縫うんだが運ぶのは男たち
だ。(14) 赤ん坊が死んだら赤ん坊の父親が洗って経帷子に包んで縫う。(15) 死者
を洗う役目が老婆であれ老人であれ、金を支払う必要はない。この行為は神の道
に基づいているからだ。 
 (16) 俺たちの村で誰かが死んだら、葬式に参加する俺たちは黒装束や白装束の
服を着たり着飾ったりしない。普段の服を着る。(17) 普通の長衣と長シャツとズ
ボンと西洋靴か田舎靴、つまり君が今着ているままの服を着る。(18) 俺たちはキ
リスト教やユダヤ教と違うんだ。キリスト教とかユダヤ教は人が死ぬと黒装束を
着るだろう。(19) 白装束じゃなくてね。女たちもすっかり黒ずくめの服を着る。
(20) だけど俺たちは違うんだ。村の女たちは黒い大布をまとうが、色柄や無地の
長シャツを着ているし新しいわけじゃない。(21) 普段の服を葬式に着る。(22) 指
輪は指からはずし、ブレスレットも手からはずす。(23) 以上が誰かが亡くなった
ときに着る着物についてだ。 
 
2-17. コーラン学校の先生の衣服 ihdumn n-ṭṭalb 
 (1) コーラン学校の先生は、白い長シャツと白い長衣を着て白いレース帽かタ
ーバンを被る。(2) コーラン学校の先生はコーラン学校の生徒を教えるときズボ
ンを履かない。コーラン学校の先生は祈りのたびごとに人びとと一緒に祈る。(3) 
ズボンはいつも眠る部屋に置いておく。(4) 村のどこかに出掛ける場合はズボン
を履く。モスクの中にいるときは履かない。 
- 42 - 
 
 (5) 男たちはモスクで祈っているあいだはズボンを履かない。(6) 祈り終わった
らズボンを履いて外に出る。モスクで祈る女たちも同様にする。(7) 青年は祈り
のあいだ長衣を着ているが当然ズボンもパンツも履かない。 
 
2-18. 裂けた衣類 ihdumn kkaṛṛanin 
 (1) 服が破けると女が針と糸で縫う。(2) すっかり破けてしまったら捨ててしま
う。仕事中に破けたら女たちに、夜に縫ってもらう。(3) 耕作や収穫の時期は女
たちが家に帰ってきてから縫ってもらうか、それとも君が自分の手で縫うんだ。
(4) 春や夏のような農閑期に昼間休んでいるあいだに縫ってもらう。(5) 子どもた
ちや男たちの着物を持ってきて繕いごとを済ませる。ぼろぼろに裂けていたら捨
ててしまう。(6) 田舎ではぞうきんがけはしないんだ。(7) ぞうきんがけに使うよ
うな、(8) ぼろ着はそのまま捨ててしまう。 
 
2-19. 装身具 iqqšušn 
 1) 指輪 (1) 銀の指輪は一個で百四十リヤルの値がする。(2) 貴石が付いてい
ても付いていなくても同じ値段だ。(3) 祝い事のない日には六本の指に指輪をは
める。(4) 既婚の男は指輪をはめない。未婚の男は指輪をしたければしてもよい。
(5) 既婚の男も未婚の男も時計ははめる。 
 2) ブレスレット (1) ブレスレットは銀で出来ている。(2) 安いものでも一対
で千四百リヤルする。(3) それを両手にはめる。 
 3) 琥珀の首飾り (1) 琥珀の首飾りは本物の琥珀でできている。これを女たち
は首にかける。(2) 琥珀一個で三万リヤルの値がする。(3) 黄色い色をした四つの
琥珀を連ねる。(4) 琥珀を服でこすって土のそばに近づけると土がくっつくんだ。 
 4) 鍵と貴石のついたブレスレット (1) このブレスレットは銀製で鍵と貴石
が付いていて、二千五百リヤルの値がする。手にはめる。 
 5) 古銭の首飾り (1) この首飾りはハサーニーという名の古リヤル硬貨で硬貨
には細い棒が付いている。首にかけるものだ。(2) 全部銀で出来ているから六千
リヤルもの値がする。 
 
- 43 - 
 
 6) ビーズ (1) ビーズとはアラビア語で言うところのジュウジュだ。ビーズは
都会から持ってくるんだ。(2) これを首にかける。百四十リヤルの値段がする。(3) 
女たちは首一杯にビーズをつける。 
 7) 鎖飾りの付いたブローチ (1) このアクセサリーはすべて銀製でブローチが
二つ付いている。(2) 女たちはお腹の上あたりでブローチを留める。真ん中には
大玉が付いている。(3) 二万六千リヤルの値がする。(4) 踊りを踊るときだけこの
飾りをつける。(5) 結婚の申し込みをするときにこれを用意して、結納品として
贈る。(6) 未婚の娘は踊りを踊るときだけこの飾りを貸してもらう。 
 8) 対のブローチ (1) このアクセサリーは銀製だ。これで花嫁がかぶる大布を
留める。(2) 二つの大きなブローチを紐でつないでいる。九千リヤルする。 
 9) 耳飾り (1) 耳飾りは銀製だ。(2) 女たちはこれを耳につける。六百リヤル
する。(3) これぐらいの値段は安い方だ。(4) 耳飾りには沢山の種類があり、三千
リヤルの値段のものまである。 
 10) アクセサリ  ー (1) 祝い事のある日の田舎の女のつけるアクセサリーはこ
のようなものだ。(2) 指輪とブレスレットとビーズとアルミニウムのイヤリング
は普段でも身につけている。(3) こういうアクセサリーはすべてがティンズッギ
ートの市場にあるわけではない。(4) タフラウトの水曜市場やティズニットの市
場で買うことができる。 
 
2-20. 衣装箱 ssnduq ihdumn 
 (1) 衣装箱はアクセサリーと衣服を入れるものだ。(2) 下にアクセサリーを入れ
てその上に衣服を置く。(3) 未婚の娘は衣装箱は持っていないので、母親の箱に
自分の衣装を入れる。(4) 結婚すると夫が妻に箱を買ってやる。(5) 一方男は自分
用のスーツケースを持っていて、ここに自分の衣服などを入れる。 
 
2-21. 耳に穴をあけること tanqqibt lli skarn ɣ-umẓẓuɣ 
 (1) 大人の女は女の子にだけ耳に穴をあけてやる。男の子にはしない。(2) 耳に
穴をあけるのはまだ女の子が小さい三才か三才半の頃だ。(3) 一本の針を火であ
ぶり耳たぶに刺して血が出るまでこする。安全ピンを持ってきてこれで穴をあけ
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る。(4) 耳に穴をあけたあと安全ピンを刺したままにする。(5) 穴をあけたら安全
ピンを刺したままにする。(6) 穴に通しておいた安全ピンがゆるゆると動くよう
になったら、安全ピンを抜いて金にイヤリングをつける。(7) 女の子は大きくな
ってからは、耳に穴をあけたがらない。(8) まだ幼いうちに耳に穴をあける。 
 
2-22. ヘンナ lḥnna 
 (1) ヘンナは最初は葉っぱである。(2) 葉っぱが乾くと女たちが木鉢か銅の乳鉢
に入れる。(3) これを乳鉢の中で乳棒を使って叩く。(4) 灰のように細かくなった
ら取り出して、素焼きの小鉢に入れる。(5) ヤカンでお湯を沸かして沸騰したお
湯を鍋の中に入れてかき混ぜる。(6) 充分にかき混ぜたら炭火にかけて少し温め
る。 
 (7) そうしたら女たちは火から下ろして手に塗る。(8) 手に塗ったら手を温める。
(9) 火にかざして手を温めたらこすり落とす。そして再度ヘンナを塗る。(10) 二
度目のヘンナを塗ったらまた温めてこすりおとして寝に行く。(11) 翌朝起きると
手にヘンナが染まって黒ずんでいる。(12) ひと月に一度か二度ヘンナをつけるん
であって毎日つけるのではない。(13) ヘンナをつけると掌全体がヘンナで染まる。
(14) 俺たちの田舎では足にヘンナをつけない。 
 (15) ヘンナは大人の女も娘もつける。(16) まだ小さい娘は大人の女がヘンナを
つける日に、二才ぐらいの年上のお姉さんにつけてもらう。(17) 若者が娘と結婚
する場合は役場に登録をしに行って、戻ってくる。(18) そのあと娘たちや若者た
ちが花嫁の家で三日間ヘンナ式をする。(19) だけど花嫁が招くのは夜だけだ。 
 
2-23. 眉墨（コホル） taẓult 
 (1) 田舎の女は眉墨をつける。(2) 眉墨は鉱石である。これを乳鉢に入れて砕い
て木製の小棒のついた眉墨容器に入れる。(3) 眉墨は両目につける場合には鏡を
持ってきてその小棒に眉墨をよくまぶす。(4) そしてちょっと唾をつけたら小棒
で両目の縁に塗る。(5) 夫のいる女だけが眉墨をつける。 
 (6) 未婚の娘はつけない。眉墨は婚礼をすませた娘以外の娘はつけられない。(7) 
嫁送りをして新郎の家について前髪を上げてから、やっと両目に眉墨を塗ること
ができる。(8) そして翌日が新床となる。 
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 (9) 俺たちのところでは、ここラバトのように娘や奥さんたちが顔に塗るファ
ンデーションの類はない。(10) 田舎で女が使うのは眉墨だけだ。(11) 女は一週間
に一度眉墨を塗る。(12) 結婚したばかりの若奥さんは毎日両目に眉墨を塗る。(13) 
女たちはクルミの木の皮を唇を赤く染めるために口に含むんだが、(14) 新婚の若
奥さんはこの木の皮を使わないけれど眉墨は毎日つける。 
 
2-24. 香水と丁字 aman žžanin d-lqnuṛfl 
 (1) 婚礼がある場合に客の顔や首筋に香水をかける。香水は大都会から運ばれ
てくる。 
 (2) 丁字を使って一本の首飾りを作る。(3) 紐を丁字で一杯にして丁字を連ねた
紐を十本作りこれをまとめて首飾りを作る。(4) 結婚する花嫁にこれを贈る。花
嫁は花婿と床を共にする日にこれを身につける。(5) 花婿が花嫁を抱いているあ
いだ丁字の香りを嗅いでいる。丁字の香りを嗅ぐと必ず勃起する。(6) 花嫁は数
日丁字をつけたままにしておく。(7) 田舎で丁字を使うのはこのためなんだ。 
 
2-25. 髪の毛 ašakuk 
 (1) 女の子がまだ幼いうちは三つ編みにはしない。少し大きくなるまでただ髪
をすくだけだ。(2) 少し大きくなって八才ぐらいになったら三つ編みにする。(3) 
髪をとかして三つ編みを編んだら髪が長くなるように、三つ編みがほどけないよ
うに、赤い紐で縛る。(4) 大人になるまでこの髪型でいる。(5) 頭と髪をとかして
三つ編みを作って背中に垂らしておく。(6) 女や娘が髪にすることはこんな具合
だ。 
 (7) 結婚して年を取っても三つ編みにしている。(8) 田舎では都会のように髪を
うしろで丸めたり肩に垂らしたりしない。必ず三つ編みにしている。 
 (9) 男の子は幼いうちは老人のように丸坊主にしている。(10) ちなみに老人が
髪を丸坊主にしているのは伸びると痒くなるからなんだ。(11) パーマした長髪は
田舎では笑われてしまう。(12) 老人が丸坊主でいるのはこういう理由だ。(13) 一
方髪が長くなると子どもが丸坊主にするのは、(14) 土が髪につかないようにする
ためなんだ。子どもは通りの地面で遊ぶものだからね。(15) 丸坊主にしていて髪
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の毛を泥だらけにするのは難しいだろう。だから必ず丸坊主にする。(16) 丸坊主
にする理由はこのためだ。そうしておけば好きなところで遊んでいられる。 
 (17) 子どもと老人の髪は村の中でかみそりを使って剃る。(18) 剃り方を知って
いる者が剃ってやる。(19) 小さい子は父親とか兄とか祖父とかが剃り方を知って
いれば、家の中で剃ってしまう。(20) それができなければ剃り方を知っている者
を呼んで剃ってもらう。(21) 青年たちはタフラウトの床屋に行く。パーマをした
ければタフラウトの床屋でやってもらう。 
 
2-26. 体毛 azbaln 
 (1) 大人の男や若者は好きなときに陰毛を剃る。(2) 一日おきとも一週間おきと
もひと月おきとも言えない。(3) 娘も大人の女も好きなときに陰毛を剃る。老人
や老婆は剃らない。(4) 年をとると夫婦は共に眠らないからね。たとえ一緒に寝
てももう性行為はしないし。(5) 老人が陰毛を剃らないのはそういう理由だ。 
 (6) わき毛に関しては男も女も剃らない。(7) 顔を剃るときについでに陰毛を剃
る方がいいだろう。汚れを取るんだから。(8) ちなみに俺は町では六日から十日
に一度、共同浴場で剃ることにしている。(9) 共同浴場に安全カミソリを持って
いくんだ。そして剃ってから体を洗う。(10) 俺の妻も同様だ。そして共同浴場に
はこういうことをするための部屋がある。 
 (11) 一方、田舎では寝室の中の洗い場で剃る。田舎には共同浴場はない。(12) わ
き毛は俺たちは剃らない。生えたままにしておく。 
 
2-27. 口ひげと顎ひげ šširb t-tamart 
 (1) 顎ひげをはやすのが好きならはやすし、口ひげをはやしたければはやす。(2) 
俺たちの田舎にいる老人たちは口ひげも顎ひげもはやしている。(3) 若者は違っ
ていて、はやす者もいるし剃ってしまう者もいる。(4) 田舎では年をとるともう
ひげを剃ることができなくなってしまうんだ。(5) それで必ず顎ひげをはやして
いる。六十才になったら必ずひげをはやす。(6) 若者はすこし違っていて、ひげ
をはやしてもはやさなくても変わりはない。はやしたければはやすし、はやした
くなければひげをはやさない。 
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2-28. 肌の洗浄 asllili y-yilm 
 (1) 妻のいる男はお祈りをするがもし不浄の身なら朝早く起きなければならな
い。(2) 妻も朝の祈りを知らせる声が聞こえると起き出して湯を沸かし夫のため
にバケツと沐浴桶に水を入れる。(3) お湯が沸くと夫は屋上に上がってみそぎを
する。(4) みそぎを済ますと長衣を着て下りてくる。(5) 俺たちのところには共同
浴場やその他の施設はない。 
 (6) 妻もまたこのようにする。妻は夫のいる部屋で起きてまず湯を沸かしに行
ってくると部屋の洗い場に入りみそぎをする。(7) 妻は屋上でみそぎをすること
はない、屋上は妻にはふさわしい場所ではない。(8) 夫や妻のみそぎはこのよう
にする。 
 (9) 男の子が体を洗う場合は人気のない遠くの井戸か川に行く。(10) 石けんを
持って川に行き服を脱いで海水パンツをはいて泳ぎ続ける。(11) 水を浴びたら互
いにこすり合って軽石でそっとこする。互いに充分にこすり合ったら指で強くこ
する。(12) 垢が剥がれたら石けんを付け合って洗う。水を汲んできてお互いにか
け合う。(13) 洗ったら乾くまで座っていて服を着る。(14) 男の子はそのほかに井
戸に行くこともある。2 人で互いに水をかけ合う。(15) 井戸が小さくて水をくみ
上げる紐がない井戸は上まで水がきている。(16) 水を浴びたら帰ってくる。(17) 
冬は寒い時期なのでこのようにしない。(18) 春に川の水があるときに男の子は水
浴びをする。 
 (19) 十二、三才以上の男の子が水浴びをする。それより年下の子どもは水浴び
をしない。(20) たとえひどく汚れていても小さい子は洗うことを考えつきもしな
い。(21) ところが十二、三才になると体を洗いたくなって頭から何から洗う。(22) 
友達と一緒に出掛けて行って体を洗う。(23) もっと幼い子どもはどういう風に洗
うか。(24) 幼い子どもは怖がりだし、親は小さい子が水浴びに行くことを心配す
る。(25) 村の中か家の中までが小さい子が出掛ける限界なんだ。そんな小さい子
を誰も洗ってやらない。(26) 肘から指まで、それと足を洗うだけにすぎない。胴
体や他のところも洗わない。 
 (27) 娘たちはこのようにしない。娘が体を洗いたければ家の中に入り一つか二
つのヤカンか、一つか二つのバケツを用意する。(28) お湯を沸かすこともあるし、
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全くお湯を沸かさないこともある。夏ならお湯を沸かさないし冬は必ずお湯を沸
かす。(29) 娘たちは洗い場にある部屋に入って鍵を閉める。着物を脱いで大きな
バケツに水を注ぐ。(30) 下着を着けずに洗う。(31) 娘と他の娘とが一緒に座って
自分で洗ってよくこする。(32) よくこすったら互いに石けんをつけて流す。(33) 
水がなくなるまで丹念に洗う。(34) 水は樋を通って下に行く。 
 (35) さて、なぜ娘は外に出て洗わないのか？ 誰かが見るからだ。(36) 娘が外
に出て洗うと誰かが近寄ってきて見てしまう。(37) その上、娘は下着なしで田舎
ズボンを履いているから外で洗うことは不可能なんだ。(38) 家の中に入って体を
洗うのはこういうわけだ。(39) 誰も娘を見たりしない。母親は問題はないがそれ
でも母親であろうと見ない。(40) 父親も家族も誰も娘に何も口を出さない。娘は
ただ水を浴びたがっているだけなんだ。 
 (41) 娘に妹がいなくても五、六才の子なら洗ってやる。 (42) 姉妹がいなくて
も七、八才なら自分一人で洗う。(43) 田舎では娘というものは自分の体は自分で
管理する。(44) さて娘はどこへも旅行に行かない。(45) 男の子は十三、四才にな
るまで家にいるが、(46) 十三、四才になると都会に出掛けて共同浴場などで垢を
落とすんだ。 
 
2-29. 洗濯 asllili 
 (1) 女たちは昼食は食べてから洗濯に出掛ける。昼過ぎの午後の時間だ。(2) 籠
に着物を入れて持って行く。籠の奥のほうにこまごました着物を入れる。(3) 背
中に籠を背負って額に籠を吊った紐をかけて籠の中の着物の上に石けんを置く。
(4) 川や井戸まで歩いて行く。(5) 川には洗濯に使う平らな石がある。川にはよど
みがある。(6) 着物を取り出してよく湿るように押しつける。(7) 水の中に持って
行ってまずすぐに洗える汚れている小物から始める。(8) 先に洗う女物の長シャ
ツなどに平石の上で石けんをつけてこすり、よじって叩きつける。(9) 充分叩き
つけたら対岸のよどみに入れる。(10) きれいな水がそこにはある。引っ張って絞
ったら川の端の平石のところまで運んで、そこで広げる。(11) 長シャツを洗った
ら続けて大布を洗う。 
 (12) 夕暮れの頃になるまでには長シャツは乾いている。(13) その頃服を集めて
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また籠に入れて家に帰る。(14) 家に入ると屋上に上がって服を広げる。(15) 服を
屋上に持って行って屋上の手すりにさげたら、風で飛ばされないように石で押さ
える。(16) 服を吊したらそのままにしていると夕日が当たる。(17) 日が暮れて夕
食の時刻までには乾いている。(18) 一晩風に吹かれていると乾いてしまって翌朝
日が当たる頃に取り込む。(19) 女たちは一週間に二度洗濯をする。 
 (20) 娘が洗濯に行く場合には朝早く行く。(21) 人けのない川へ行きそこで洗濯
をする。(22) 男の子も娘のいる場所へ出掛けて行く。デートをするんだ。(23) 娘
は洗濯物を持って出掛けて朝早く洗って広げる。(24) 川に昼食を持って行き男の
子と食べる。(25) 昼食を食べると日暮れ前までおしゃべりする。(26) 洗濯物が乾
くまで時間を過ごして洗濯物を集める。(27) 洗濯物を沢山持って行ったりしない。
三枚の長シャツと二枚の大布と靴下と田舎ズボンがせいぜいだ。(28) わずかな洗
濯物を持って行く。五、六枚で充分なんだ。(29) 服が乾くと集める。(30) 娘は洗
濯物を屋上から吊したりはせずに、部屋の中の洗濯紐にかける。  
 (31) 女たちは服を汚れるまで着続けて四日から一週間ぐらいに一度替える。そ
してまた洗濯に持って行く。(32) 石けんか粉石けんで洗濯する。こういうものは
田舎の市場で売っている。(33) 粉石けんは小さい箱や大きい箱や中くらいの箱で
売っている。石けんは「ラクルワ」という石けんか半円形の鎌が描かれた石けん
が売られている。これで洗濯する。(34) 女や娘が洗濯するやり方は以上だ。 
 (35) 夏は、女も娘も人けのない井戸か菜園の井戸に出掛けて行く。(36) という
のは夏は川に水がないから。そのため菜園か井戸へ行く。(37) 村から遠い井戸で
は村人は水を汲まないので、そこで洗濯することができる。(38) 井戸のそばにア
ルミニウムの洗面器を運んで洗濯物を入れて水を汲んで洗う。(39) 石の上で着物
を洗ったら広げて干す。(40) すべて終わったら乾いた着物も乾いていない着物も
集める。(41) 家に持って帰り屋上で広げて乾かして取り込む。(42) 洗濯した水は
菜園へ流れて行くままにはしない。(43) 別の水路を開いて何も植えていない場所
に流す。 
 
2-30. 羊毛 taḍuṭṭ 
 (1) 羊毛についてだが冬の寒い時期、ヒツジの毛を刈ることはない。夏の暑い
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時期に行う。(2) 毛を刈る場合は毛刈りの腕を持っている人のところへ連れて行
って、毛が沢山集まったら女たちに渡す。(3) 女は毛を渡されると水か川でよく
洗い、毛についているゴミや汚物などを取り除く。(4) よく洗ったら大きな平石
のところまで運んでそこに広げる。(5) 乾いたら市場にいる商人に売る。 
 (6) しかし以前は毛を乾かしたら毛梳き板を持ってきて、毛を梳いた。(7) 二枚
の毛梳き板を一人の女が一枚を片手に一枚を反対の手に持つ。(8) そしてすべて
の毛を梳く。(9) すっかりきれいに梳けたら球の形になるように丸めていき、糸
を紡ぐ糸車を持ってくる。(10) 糸車の下に毛の先端を置く。(11) 毛の端を置いた
ら女が毛玉を臍のあたりに置く。(12) 片手で糸車を回す。反対の手で羊毛を持つ。
(13) 糸車を通ると糸になっていく。全部が糸になったら糸をはずす。(14) この糸
で服を作りたければ作る。(15) 羊毛の布地を作りたければ作る。(16) 毛布や絨毯
や靴下や好きなものを作りたければこの糸で作る。 
 (17) 以前は俺は絨毯を持っていたんだ。だけどとても値段が高いからラバトま
で届かないんだ。(18) 俺たちの田舎の絨毯は羊毛でできているのでとても高いん
だ。だからラバトまでやってこない。(19) 例えば誰かがラバトまで絨毯を運んだ
ら七万リヤルから八万リヤルほどの値段がする。(20) ちなみに女たちは色とりど
りの糸にしてカラフルにする。(21) この羊毛の毛布を体にかけたり床に敷く敷物
にしたりラバの背に乗せたりする。 
 (22) でもこの羊毛も今では羊毛を使って布地や長衣も作らない。ただ洗うだけ
だ。(23) ヒツジの毛を刈ったら市場かタフラウトの市場か村で欲しい人に売る。
(24) もう今では昔のように羊毛の布地や絨毯を作りたがらなくなった。今の人は
怠け者なんだ。 
 
2-31. 機織りaẓṭṭa 
 (1) 羊毛棒という棒が女の人の目の前にある。(2) 太い三本の棒が分かれていて、
毛糸をかける短い二本の棒がある。(3) この二本の短い棒の一本は右側に、もう
一本は左側にあって、この二本に大きい毛玉の糸を巻き付ける。(4) 二本の短い
棒の真ん中には一本の短い棒がある。(5) 女の人は機織りの前に腰かける。織り
かけの布がある太い棒がある。(6) 女はその太い棒を片手で押して引く。(7) 毛糸
が付いている針棒から糸を引っ張りだし、片手で布に巻き付ける。(8) 糸の付い
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ている針棒を掴むが足元には別の二本の棒がある。(9) 足元の二本の棒を踏んで
針棒の糸を引き出して布は織られていく。(10) 糸を織ると織物が出来上がってい
く。(11) 一日で約五十センチ出来ていき、布地になるまで続けられる。 
 (12) 布を織って半メートルまでくると反対側で巻く。(13) もう半メートル増す
と翌日また同じほど織る。(14) 羊毛の布地を完成するまで七、八日かかる。(15) 完
成するとまた別のものを織る。 
 (16) 羊毛の布地をどんな状況で作るのか？ (17) 例えば君が、今羊毛を持って
行って女の人に「羊毛の布地を作ってくれ」と言うと、女はその通りにする。(18) 
出来上がると君は彼女に代金を支払う。君が気に入らなければ彼女は売ってしま
う。(19) 欲しい人に売ってしまう。(20) 誰かがやって来て彼女に「どうか、私に
羊毛の布を売ってください」と言い、彼女は売るんだ。(21) 俺たちの田舎の機織
りの技術に関しては以上だ。 
 (22) 羊毛の布地は幅二メートル長さ三メートルある。男は立っていて仕事が出
来る。(23) 女の人は座ったまま仕事が出来る。(24) だからといって六十メートル
織ってくれなんて言う人はいない、機械じゃないからね！(25) 女は一日半メート
ルから一メートルぐらい織って、一日で完成させようとしない。 
 (26) 絨毯は俺たちのところでは織らなくなった。田舎の女たちは町の女のよう
に絨毯織りを知らない。(27) 町では女たちは絨毯を織る。布地を織る機織り機で
絨毯を織る。(28) 羊毛の布地は毛足を立たせない。(29) しかし絨毯は両面に毛足
を立たせなければならない。(30) 以前は田舎にいる老婆が絨毯を織っていた、機
織りの技術を知っていた。(31) 田舎の女は都会へ旅行しないので誰も絨毯織りの
技術を知らない。出来合いを買って帰る。(32) 今残っている技術は布地を織るこ
とだ。もう一年経てば織機も捨ててしまって残らないだろう。(33) 現在高齢の老
婆だけが田舎で布を織っている。(34) 今の俺たちは田舎へ帰るときは、マラケシ
ュに立ち寄って家で必要な衣類や家具を買って帰る。 
 (35) 黒い粗織りの敷物は床に敷く。その上に絨毯を敷く。粗織りの敷物はゴザ
のような役目だ。(36) ゴザを編む人はいるが田舎にはいない。(37) 長い草でゴザ
を編む。長い葉やティグズドムトやタラムトで編む。(38) アスルウという木だけ
で編んだゴザも町にはある。 
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2-32. 仕立て仕事 lx̑dmt ixyyaṭn 
 (1) 田舎での仕立て仕事は多くない。女物のナイロン製の黒い大布を仕立てる
ぐらいだ。(2) 女物のコートやブラウスや男物のスポーツシャツや長衣は仕立て
ない。(3) 田舎に帰る人があらかじめ都会でそのような服を買って田舎に持って
帰る。(4) 田舎で、君が黒い大布が必要になったら、タスリルトの仕立屋に行っ
て「俺に某メートルの大布を用意してくれ」と言うんだ。(5) ちなみに田舎での
仕立屋の作業は平面に置いたまま裁断する。(6) ズボンの場合も君の体に合わせ
て裁断するのではなくて、平面裁断する。ズボンを仕立てるときは針と糸とミシ
ンで縫う。(7) コートも長衣も同様だ。(8) 大布はそうではなく、大布を手にとっ
て何メートル欲しいか君は言って、その長さだけ測ってもらう。(9) 仕立屋は君
に布を切ってやると赤い縁飾りで巻いてミシンで縫う。(10) おしまい、出来上が
った物を君に渡す。田舎に仕立屋がいない理由は以上だ。 
 (11) たとえ仕立屋がいてもどれくらい稼げるというんだ？ (12) 全然だ、コー
トを仕立てるやつなんていないんだ。全然知られていないんだよ。(13) ファッシ
ョンを知っている町の人はコートもなんでもよく知っていて、だから仕立屋がい
るんだ。(14) 田舎の仕立て仕事はこんな風だ。田舎には仕立屋がいない。 
 
2-33. 病気 tamaḍunt 
 1) サソリ (1) 民間薬は薬草がある。(2) まず始めに言っておくと田舎にはサ
ソリがいてそれに刺されたらスルッググという名の草と混じりけのない蜂蜜を
使う。(3) サソリに刺されたところにこの二つを付ける。(4) 純粋な蜂蜜はサソリ
の毒を吸うし薬草は同じようにサソリに効く。 
 
 2) ヘビ (1) 二番目は子どもの若いヘビにかまれた場合。(2) 神のご意志で君
が子どものヘビにかまれたら意識があるうちに行動して紐を持ってくる。(3) 不
運にもヘビに手の先をかまれてしまったらかまれた手の肘を縛って刺した毒が
心臓の中に入っていかないようにする。(3) 肘を縛っておけば毒は君の手の血管
に残ったままでいる。(4) 誰かの家に行って口で君の毒を吸って吐き出してもら
う。(5) だけど毒を吸ってもらったあとでも吸ってもらっていなくても、君をか
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んだヘビの毒は残る。琥珀を取り出してすり鉢で叩く。(6) 正真正銘の琥珀はこ
の村で売っている人はいない。砂漠からやってくるのが本物の琥珀だ。(7) この
琥珀を傷口に当てて包帯で縛る。一時間か二時間、血が止まらないように血管を
よく見守る。(8) 琥珀が毒をすべて吸い取ってくれる。(9) タフラウトに行かずに
血を吸わせて毒を除去することができる。 
 (10) サソリ草という名の草は春だけある。この草を地面の下から握る。(11) こ
の草は他の草のように地面の上から出てこない。(12) 君はこの草を知らないから
ただむやみに引っ張るだけだ。だけど年を取った老婆と老人だけはこの草を知っ
ている。(13) この時期に草を抜いたら乾くまでおいておく。(14) ヘビが誰かをか
んだらこの草を出してきてニワトリの骨と一緒にすり鉢でつぶしたら、かまれた
ところにつける。(15) これは琥珀と同じなんだ。(16) ヘビにかまれなくても田舎
ではこの季節にこの薬草を準備する。 
 
 3) ハチ (1) 君がハチに刺されたら何の薬があるか？ (2) 腫れた場所に女の
人の銀製のブレスレット、必ず純銀のものを持ってきて、ハチが刺した場所をブ
レスレットでこする。(3) こすっていると膿まない。たとえ腫れても膿まないん
だ。(4) 銀はハチの毒に効くんだ。(5) そのほかには鼻水という方法もある・・・
ハチが刺したら鼻から鼻水を出してハチに呪いをかけるようによくこすりつけ
る。 
 
 4) 風邪 (1) 風邪の薬は田舎で風邪をひいたら煙を焚いて煙を嗅ぐ。(2) 田舎
で風邪をひいたらまずタイムを用意する。タイムとひとかけの砂糖で煙りを立て
るというやり方がある。(3) 炭にこれらを入れて煙りを立てるんだ。煙にあたっ
ていると直ってしまう。(4) ほかには牛乳と丁字だ。牛乳と丁字を用意して火に
かけて沸かす。(5) 火から下ろして冷めるまでしばらくおいて、風邪をひいてい
る人に渡して飲ませる。 
 5) 小児ぜんそく (1) 小児ぜんそくとは子どもがかかる病気で絶えず咳をする
んだ。(2) 病人の父親か母親が森へ行きリスとトカゲを探し出す。(3) だけどリス
の肉を食べるわけではなく皮だけを食べさせる。(4) 次にトカゲを取ってきたら
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パン焼き板の上に置き、よく焼いたら、病人に肉を与えて食べさせる。(5) ただ
しトカゲの肉は俺たちは食べてはいけない肉なんだ。(6) だけど小児ぜんそくの
子どもだけは食べてもいい。 
 
 6) 頭痛 (1) 頭痛にはアスピリンがある。だけど俺たちはアスピリンを使わな
い。(2) もし君が頭の病気になったら、君の奥さんか娘が手際よく君のために熱
いお茶を用意してくれる。(3) 砂糖やニガヨモギやハッカを沢山入れていない沸
騰したお茶。(4) ぐらぐらになったらアセルクンナという名の薬草を少し入れる。
アセルクンナはニガヨモギとよく似ている。(5) 君がアセルクンナとニガヨモギ
を見ても全く同じに見えるだろうけれど、俺たちは同じものではないとわかる。
(6) アセルクンナは頭に効く。お茶に入れたらアセルクンナが煮立つとお茶に苦
みが加わる。それをすぐ君は飲む。(7) 君の頭は十五分ほどふらふらする。(8) だ
けどそのあとはもうふらふらしなくなるんだ。 
 
 7) 眼 (1) 眼が病気になると病気の眼の方の側のこめかみかうなじを切る。(2) 
すると傷口から血が出てくるから少しの塩でこすってやると、必ず直る。 
 
 8) ものもらい (1) ものもらいは、七粒の大麦を持って通りの角の地面に一粒
を置く。(2) 小石ひとつを上に置いて押さえて、別の大麦粒を置いて、また小石
を載せて七つの粒と七つの小石ができるまで行う。(3) 誰かがそれを崩したらも
のもらいは取れてくる。 
 
 9) 鼻血 (1) 頭が絶えず重たいならタスリルトの市の床屋に行く。床屋は血が
たまっている人から血を取る。(2) どういう風に行うか？ 血を抜きたい人が床屋
に入ってくると、腰かけさせて頭を剃るカミソリを取り出して頭の後ろを剃る。
(3) カミソリの刃を出して襟足の上の左右に切り傷をつける。(4) 血が流れてきた
ら血を吸う道具をあてる。(5) 血を吸う棒に一杯になったら水差しに血をあける。
(6) 血を抜かれた人は頭の重いのが直って身を起こす。(7) 床屋にはイスラムの子
になるために適当な時期に男の子に割礼をしてもらう。 
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 10) 耳だれ (1) 耳が病気になったら耳から膿が出てくる。イフジイという名の
薬草を用意して、乳鉢ですりつぶす。(2) オリーブ油を少し取り出して油を病気
の耳の中に垂らす。(3) 耳の病気の人を病気でない方の耳を下にして寝かせて、
イフジイが入った油を病気の耳の中に垂らす。(4) 油が耳の中に入っていったら
布切れを出して病気の耳を塞ぐ。(5) 寝て翌朝になって起きると耳だれになった
耳は治っている。 
 
 11) 日射病 (1) 日射病にかかったら、脱脂乳に少量のティミッジャという名の
薬草を用意する。(2) ティミッジャという草は村の水のある川べりに生えている。
水のない川には生えていない。(3) ティミッジャは脱脂乳に入れて飲むか香りの
よい大麦粉と一緒に食べる。(4) 香りのよい大麦粉はおやつの時間に頻繁に脱脂
乳に入れてよく飲むんだけど、そこにティミッジャも加えて混ぜるんだ。(5) テ
ィミッジャという草はよく効いて日射病にかかった人を治してしまう。(6) 日射
病とはどいうものか君は知っているか？ 日陰に入る時間が分からなくなってし
まうまで日なたに座っていることなんだ。(7) こうなった人にティミッジャを飲
ませる。 
 
 12) 歯痛 (1) 歯が痛くなったら俺たちの田舎では、少量の丁字とクルミの木の
皮と岩塩を煎じて飲んで、一晩おく。(2) 翌朝起きたら歯は治っている。(3) 俺た
ちのところには君が歯痛になったときに使う西洋薬はない。(4) 君ならキニーネ
やカプセルを服用するだろう。 
 (5) 虫歯には塩も丁字ももう効かない。歯を抜く技を持つ人のところへ病人を
連れて行く。(6) どこかの村にはいつもいるんだ。歯抜き屋はやっとこか鍵型の
道具で歯を抜く。(7) 歯抜き屋のところへ行ったらこう言うんだ、「俺の歯を抜い
てくれ。ほらここの歯が虫歯なんだ」と。すると歯抜きは、「うん、どれだい？」
と言う。(8) 君が口をあけていると、歯抜き屋がヤットコかカギ型道具をあてて
歯を引っ張ると歯は抜ける。 (9) 歯抜き屋は君に「塩の入ったお湯は使いな」と
言う。(10) そこで君は口いっぱいに塩の入ったお湯を含んで、寒さが入らないよ
うにしばらく口を閉じている。(11) それから家に帰って寝る。これでおしまい、
治っている。 
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 (12) 沢山の歯を抜くときはタフラウトの市場に行って、義歯か金歯を入れても
らう。(13) 歯の真ん中に穴をあけて抜いた場所に銀を詰める。(14) タフラウトに
は歯医者がいるんだ。 
 
 13) シラミ (1) シラミは髪の毛の中から取り除く。(2) 女や娘はオリーブ油を
持ってきてシラミのいる頭に塗って櫛でとかす。(3) こうすると髪の毛にあるゴ
ミは髪の毛から取れて櫛にくっつく。(4) 二日に一度女たちは髪をとかすんだ。 
 (5) 男たちは頭にシラミがいたら丸坊主にしてしまう。これは昔の人がやって
いた方法だ。(6) だけど今では石けんとお湯で頭を洗う。(7) 老人と子どもは髪の
毛が長いのは恥ずかしいので丸坊主にする。 
 
 14) シラクモ (1) シラクモになると髪の毛は抜けてしまう。(2) 頭の毛を剃っ
てくれる人のところへ行って丸坊主にしてもらう。(3) 頭の毛を剃ったらシラク
モになった場所にカミソリの刃で傷をつける。(4) 一つ残らず傷をつけたら、ニ
ンニクを取り出してニンニクをこすりつける。(5) ニンニクの辛さが残っている
とシラクモで禿げた場所にまた毛が生えてくる。(6) もし頭がシラクモにかかる
と全部禿げてしまって治せない。(7) 俺たちの方法はこんな風だ。傷口にニンニ
クをつけるんだ。(8) 傷をつけたらニンニクでこするとまた毛が生えてくる。 
 
 15)  腹痛 (1) お腹が痛くなったらお茶に少量のキャラを煎じて飲む。(2) よ
く煎じたら病人に渡し病人は飲む。(3) 飲むと腹痛は溶けてしまう。人間も家畜
も同じようにキャラが効く。(4) 腹痛にはキャラを使う。(5) キャラはメッカを訪
れた巡礼者が持ってくる。高価な品だ。 
 
 16) 回虫 (1) 人のお腹の中に回虫がいることが分かったら、朝に小さい塊の砂
糖を用意する。(2) お腹に回虫がいる人は、朝食を抜きにしてその砂糖をもらっ
て食べる。(3) 砂糖がお腹の中に達すると回虫が砂糖に集まってくる。(4) 砂糖に
集まったらしばらく待って、キョウチクトウを煎じた水をコップ一杯もらう。(5) 
キョウチクトウの葉は取り出して水の中に浸けて、薬効が浸みた水を病人に渡し
て病人は飲む。(6) この水はお腹の回虫を殺す。(7) 大便をしに行くと一緒に出て
くる。 
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 17) 水ヒル (1) 冬のあいだ川に水が流れて水たまりができると、冬を過ぎても
水たまりは残る。(2) この残った水たまりの中に水ヒルがいる。(3) ヤギが水を飲
みにやってくると水ヒルを飲んでしまう。(4) 人間がこの水を飲んでも水ヒルを
飲んでしまう。君がラバにこの水を汲んでやっても飲んでしまう。(5) こういう
場所に近づく人、例えばヤギを連れたヒツジ飼いは、この水たまりの前を通らな
いでかみ手の井戸のそばを通る。(6) ヤギがこの水のにおいを嗅ぐと、喉の渇き
を癒そうと水を飲みに行ってしまう。(7) だから大廻りして井戸の方へまっすぐ
に来て安全な水を飲む。(8) 今まさに水ヒルがいる時期なんだ。(9) 井戸は水がた
くさんある。五メートルの深さがある。だから水ヒルがいることはありえない。
(10) 水かさが少ないとまれに水ヒルがいることもある。 
 (11) 冬のように川に水が流れている時期は水ヒルはいない。(12) 川が流れてい
ると水ヒルを運んでいってくれる。(13) 水ヒルがいるときは、ヒツジ飼いは大急
ぎでヤギを澱んでいない水の流れている川のある荒野へ連れて行く。(14) 今頃の
ような夏には水の中に水ヒルがいる。 
 (15) 例えばヤギが水ヒルを飲み込んだら、水ヒルはヤギののど仏に食いつく。
(16) 水ヒルがヒツジののど仏にひっついても獣医に連れて行かない。(17) 屠殺し
たら蛭のいるところは取り除いて残った肉を食べる。(18) 水ヒルは、人間がそれ
を飲み込んでも人間ののど仏に居座る。(19) 水ヒルを飲んでしまった人は一日水
を飲まずにいてから、小匙を手にとって匙に水を入れて水ヒルのすぐ前まで匙を
突っ込んでおく。(20) 水ヒルは水のにおいを嗅ぐと匙の中に落ちてくるから、引
っ張り出せばいい。(21) 水ヒルというのは人間の喉を食い破ることができる。(22) 
だからすぐに水ヒルを取り去る必要がある。そうすると出血する。(23) 水ヒルを
飲み込んだ人が水を飲むと、蛭が水を飲んで喉にくっついたまま大きくなって、
致命傷になる。(24) 水ヒルを取り除く場合に行うことは以上だ。 
 
 18) 痔 (1) 痔になったらティッキウトだけで治る。(2) ちなみに痔はトウガラ
シを食べ続けた人がなる。痔というのはペニスから来ている静脈が病気になるん
だ。(3) 山からティッキウトという名の灌木を取ってきて火にかざして熱くする。
(4) これで静脈を焼くと痔はおさまり治る。(5) また痔になるとまたこうする。 
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 19) あかぎれ (1) 手があかぎれになったらネズを用意して塗る。(2) 燃えさし
を持ってきてこれであかぎれを焼いて塞ぐ。 
 
 20) 打ち身 (1) 打ち身になると木のお玉を持ってきて火に近づける。(2) お玉
が温まったらこれを打ち身のあざの場所に押し当てる。(3) 君たちに子どもたち
について教えてあげよう。子どもというのはよく石を投げ合って遊ぶ。(4) 石を
投げて誰かの頭に当たるとその子は意識を失う。(5) 赤チンとか塗り薬とか包帯
を使わない。(6) お茶を乳鉢に入れて叩きつぶしたら、意識を失った頭に当てる。
(7) 頭に当てると治る。(8) タフラウトやどこへも行かずに薬も何も使わない。 
 (9) 君がナイフで手を切ったら灰を用意して患部に当てる。(10) ナイフで切っ
た場所の上に行き渡ったら、灰は患部の上で乾いて血が止まって二日か三日で治
る。(11) 灰を洗い流すと治っている。薬も使わずタフラウトに行かず塗り薬もな
しで、ただ村で買えるもの以外は何も使わないで治る。(12) 村にある民間薬はこ
のように数々ある。 
 
 21) 腕が折れた場合 (1) 腕や足が折れてしまったら治療師のところへ行って
腕をまっすぐにしてもらって温めたヘンナを少量塗る。(2) 折れた腕を二本の葦
で挟んで紐で縛る。(3) これが腕や足が折れたときの治療法だ。 
 
 22) イボ (1) イボは人の手や足の上にできる。(2) イボができたらラバのしっ
ぽの毛を抜いて治すやり方をする人もいる。(3) この毛でちぎれるくらいまで縛
って、翌朝までそのままにして起きて水を洗うと取れてしまう。 
 (4) イボにカミソリの刃で切り傷をつけてから火にかざすというやり方をする
人もいる。(5) 血が出てきたら火にかざす。(6) 火にかざしたらティキダという木
の汁が吸い取ってしまうまで、この汁を何度もつけると取れる。(7) ただし、こ
の木の汁をつけるときに出血した血が手や足にたれると、またそこがイボになる。 
 
 23) やけど (1) 火でやけどをしたら、ニワトリの骨と純粋な蜂蜜を用意する。
(2) 骨を持ってきたら火の中で焼く。(3) 焼いた乳鉢で潰して蜂蜜と混ぜる。(4) や
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けどをした患部の上につけて包帯で縛り一週間そのままにしてはずす。(5) はず
したら塩を入れた辛い粉とニワトリの骨と蜂蜜を用意して再度患部につけて縛
る。(6) そのままにして、もう一週間たったら手の上のやけどの火ぶくれは全部
吸われている。(7) 包帯をはずしたら風に当てていると治る。 
 (8) お湯でやけどをしたら石けんのかたまりを持ってきて、これでやけどをし
た場所をこする。(9) 石けんがやけどをしたところに残るまでよくこすったら、
そのまま何も巻かない。(10) お湯のやけどにはニワトリの骨と蜂蜜は効かない。
(11) 石けんが重要で、これでお湯のやけどをした手などをこするんだ。(12) 石け
んをつけておけば皮膚が剥がれたりしない。(13) 二、三日過ぎて手を洗うと気に
ならなくなっている。 
 
 24) 顔の発疹 (1) 顔に発疹ができた人には出来たばかりのフレッシュバター
を塗る。(2) ただし日にちのたったフレッシュバターを使っても効果はない。(3) 
だから新しいフレッシュバターでなければならないんだ。(4) 二日か三日で発疹
は取り除かれる。別の薬はない。 
 
 25) 吐き気 (1) 吐き気の病気になったりバスや車に乗って気持ちが悪くなっ
たら、どうしたらいいか？ (2) イズリという名の薬草を煎じる。イズリという草
は村の共有地に生えているし山にもイズリやアセルクンナや沢山の柴が生えて
いる。(3) 青々としているイズリを取ってきて乾かしてもむと種や細々した屑が
落ちる。(4) 残った枝木は捨ててしまって、細かくなったものを使う。(5) 気分が
悪くなったら少量の脱脂乳を用意してそれにイズリとアセルクンナを入れて飲
む。(6) 飲むと、乗ろうとする乗り物に乗ってももう吐かない。(7) ちなみに例の
柴は人の胆のうにも効く。この薬を飲んでおなかまで達すると効くんだ。 
 
 26) 吹き出物 (1) 体に吹き出物が出来ると沼へ行く。(2) ワイイルグの村には
“聖者イーサー＝ウ＝ムンスール村”という名の沼がある。(3) 川から水が流れ
込む池ではなくて水はどこからも流れ込んでいない。(4) そこで体を洗うと吹き
出物は消える。 
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 27) 産褥期 (1) 女がお産をするとタグッラと脱脂乳以外食べない。(2) ほかの
乳酸品や油やクスクスやパンは食べない。(3) ひと月タグッラと脱脂乳を食べ続
ける。(4) ひと月が過ぎると好きなものを食べられる。 
 
 28) 虚弱 (1) 体が弱く疲れやすい子がまだ幼いならば、医者に診せる以外に村
には治療法はない。(2) お守りを作るかまじないの文字を書いてもらって水に浮
かべて飲む。(3) まじないの紙を飲む場合には、水差しの水の中に入れて墨が溶
け出したら飲むんだ。(4) 治ればいい。治らなければ神に決められた道をたどっ
て死ぬ。 
 
 29) 小便 (1) 小便が止まったらつまりおしっこが出なくなったら、屋外へ連れ
て行ってペニスを引っ張り出す。(2) まず両足の田舎靴を脱いで水の入ったやか
んを持ってくる。(3) 足の指の上に水をかけるとペニスからおしっこが出てくる。
(4) おしっこが出ないとお腹が痛くなってしまう。 
 
2-34. 民間薬 ddwa abldiy 
 (1) 民間薬には柴を使う。草を使うというものが俺たちのところにはあるんだ。
(2) 薬草から薬を作る。(3) どうして薬をすべて薬草から作るか？ (4) 薬草には柴
を使う。あらゆる柴を使ってタフラウトから運ばれるような医薬に匹敵する薬を
作る。(5) 俺たちのところからとても遠いタフラウトには私立病院もあるし医者
もいる。(6) だけど病人が五人、村から行けば他の村から五人行くという次第。(7) 
一体どうやって死にそうな人間を助けるんだ。(8) 民間薬を作るのはこういう理
由だ。(9) もし君が元気になったら神の恩寵だ。もし治らなければ死に至る道を
たどるんだ。 
 (10) あらゆる薬草は山にだけ生えている。(11) 薬草を市場やどこかで買える場
所はない。神が我々にお授けになったんだ。(12) 琥珀やキャラを買うときのほか、
お金を使うことはない。(13) 琥珀とキャラはメッカで買ってくる。(14) 蜂蜜は蜂
蜜を集める蜂房が村にある。(15) 薬草はアセルクンナとタイムとイズリなどは、
すべて山にある。(16) ティミッジャは前に君に話したように川べりにはえている。
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(17) 民間薬は何に基づいて作るかって？ (18) 民間薬というのは、つまり家に伝
え続く薬がまだ今でも残っているということだろう。(19) 神の思し召しで君が病
気になってしまったら、神がお与えになった薬を飲むんだ。(20) 神が君にお与え
になる薬草や民間療法で元気になるものなんだ。(21) 君が元気になってから出掛
けていって人に言うだろう「おかげでこれこれの薬を飲んで治ったよ」と。(22) こ
うして本当に効いたとわかると民間薬を人びとが飲むようになる。(23) 君も知っ
ているように香りの強い薬草がないときは、（ワクチンのように）毒には毒で制
するんだそうだ。(24) そういう毒は他の毒や民間薬では勝てない。この毒はフラ
ンスや他の国でだけ使う。 
 
2-35. 重傷か重病の場合 iɣ ibri kra niɣ yaɣ kra mliḥ 
 (1) 重傷か重病になったら村で車を持っている人の車でタフラウトへ連れて行
く。(2) もし車がなければ別の村にはあるから、その車でタフラウトの病院まで
連れて行く。(3) 病人を連れて行ったら病人の子どもはガソリン代を支払う。(4) 
もし車が村になかったらトラックで運んでディーゼルのガソリン代を支払う。(5) 
タフラウトの病院に着いたらすぐに治療してもらう。(6) とても難しい病気なら
救急車でアガディールまで運んで治療する。(7) 妊婦がお産が難産だったらタフ
ラウトの病院へ運んでお産をする。 
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3. 家 tigmmi 
3-1. 家の建築 lbnna n-tĝmma 
 (1) 家を建てようと思ったら平らな地面の土地を探しに行く。(2) 次に地面の下
に地下水が流れていないような地面を整地する。(3) 市場に行って大工を手配し
て連れてくる。(4) ちなみに俺たちのところには建築技師はいないから、通称「棟
梁」と呼ばれる親方を連れてくる。(5) 棟梁がやって来たら家をどれぐらいのサ
イズで建てるかを棟梁に指示する。(6) 棟梁が「よし分かった」と言うと値段の
交渉をする。棟梁は「そうしよう」と言う。(7) 百万とか百五十万とか十八万と
かお互いによいと思う値段を提示する。(8) 交渉が成立したら棟梁は土方と大工
を連れてくる。(9) 棟梁の手配した大工に棟梁は食事を与えて寝るところも与え
る。(10) 家が完成したときに家の持ち主は棟梁にお金を支払う。 
 (11) 棟梁は市場に出掛けて行って七人の土方と四人のとび職を探して、自分も
入れて十二人になるがこの人たちを連れてきて家の土台を掘る。(12) 持ち主が言
った大きさで土台を囲む。(13) 半メートルまで掘ったら土方は手押し車で大きな
石を運んでくる。(14) 土方たちぐるっと取り囲むように土台に並べていく。(15) 
さらに少し小さい石を運んで大工は少しずつ少しずつ外壁を積んでいく。(16) 土
台の上一メートルまで積んだら同じ高さでぐるっと積み上げる。(17) 大工は水準
器を出して建てかけの壁が水平であるか調べる。(18) ちなみに建てている最中
「ルトラ」と呼ばれる二本の糸を使って、一メートルおきに一本を片側に、もう
一本を反対側に渡して、壁を傾いて作らないようにする。(19) 完成するまで土台
に関してはこうするんだ。 
 (20) 外壁が完成したら内側に回り、部屋の壁を作っていく。(21) あらかじめ施
工主と部屋について取り決めたように部屋の壁も作る。(22) 部屋の壁が終わった
ら「鉄とセメントで天井を作るか、それとも丸太とキョウチクトウの枝で作るか
どちらにするか？」と施工主に尋ねる。(23) コンクリートにしたければセメント
と鉄棒と砂利を混ぜた砂を用意する。(24) 壁に角材を建てて角材の上に平板を渡
す。(25) チェッカー盤のように格子状に鉄棒を張る。土方が砂利の入った砂とセ
メントを水でこねる。(26) シャベルでゴム籠一杯に入れたら別の土方が持ちあげ
て屋根にいる大工に渡す。(27) 渡されたセメントを鉄棒の上にあけてコンクリー
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トの厚さ八センチになるまでコテで平らにする。(28) 鉄棒の下には材木を渡した
ままにする。(29) 天井を作ってから一週間経ったら角材と平板を取り外す。(30) 
鉄棒とセメントの天井の作り方はこのようだ。 
 (31) 丸太で天井を作るとしたら市場で丸太を買ってきて、女たちは川からキョ
ウチクトウの枝を運んでくる。(32) 木材を用意したら木材で部屋から部屋へ梁を
渡す。(33) 丸太がすっかり終わったら、次はキョウチクトウの枝で同じように梁
を渡す。それから赤土をこねる。(34) 施工主がやって来て「そこが客間でこっち
が寝室であっちは大麦庫でここが台所だ」とみんなに言う。(35) 施工主が家の部
屋の配置を指示すると、棟梁が大工を連れてくる。(36) 棟梁は大工に「各部屋に
は家の中に入り口がある」と言う。(37) 客間のところでまた言う「ほらここが客
間で外から入れる入り口がある」と。 
 (38) これはすべて一階のことだ。(39) 二階を建てたいなら別勘定になる。(40) 
二階を建てたくないなら取り決めた値段を支払う。(41) すべての仕事が完了した
ら壁の外側と内側にセメントを塗る。(42) 家畜を置く中庭を石壁で囲む。(43) 望
めば家の外にさらに厩を加える。(44) 中庭を囲む石塀は土を使わない、石だけで
作る。 
 
3-2. 田舎の俺たちの家 tigmmi-nnḥ ɣ-tmazirt 
 (1) まず始めに家の入り口がある。家の入り口の脇に夜間ニワトリを入れてお
く。(2) ニワトリを見つけたければ台所に入り口にいるよ。(3) 台所を通ると大麦
倉庫がある。(4) 大麦倉庫には倉庫の中央に通路と客間の入り口がある。客間の
正面には屋上に上がるスロープがある。(5) スロープの前には一部屋あってその
隣にもう一つ部屋がある。 
 (6) 一階の通路まで戻ると君は客間の入り口を見つける。(7) 客間は客がいると
きに客がそこで寝るところだ。(8) 客間には六十人はいれる。(9) 寝るとしたら三
十人が寝れられる。 
 (10) スロープの前にあるのはウシ小屋とその隣にラバ小屋で二つのあいだに
石の壁がある。(11) ヤギとヒツジの小屋には三百頭も収納可能だ。 
 (13) 下手の方に行くと中庭の塀があり、この中庭に家の入り口があるんだ。(14) 
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中庭の片側にはウシがいて反対側には柴と薪が置いてある。(15) 薪の脇にラバが
いる。(16) ウシをつないでいる場所には餌桶がある。ラバも専用の餌桶が置いて
ある。(17) 中庭の石塀にはぐるっと茨を這わせてある。(18) 家の一階の部屋は以
上だ。 
 (19) 二階はスロープを二階まで上がっていくと左手に大客間がある。(20) 大客
間には非常に多くの客がはいれる。(21) 百六十人から二百人の人を収容出来る。
(22) スロープは段々じゃなくて平らなんだ。大客間の前に広めの廊下があって、
三つの部屋に面している。(23) はじめの部屋は大麦置き場で、二つ目も大麦の部
屋で、三つ目も大麦の部屋。(24) つまり、豊作の年はどの部屋もみんな大麦の部
屋になるんだ。(25) 廊下を過ぎてスロープを登ると左手に藁を置いてある部屋が
ある。(26) スロープを登って藁の物置を横に見たら次は三階だ。(27) 三階に登る
と屋上の入り口がある。(28) 君の片側に入り口だけがある部屋があるだろう。そ
れに続いて、洗濯物が吊す部屋がある。(29) その隣にはおばあさんが寝る部屋が
ある。(30) 屋上の部屋には煮炊きするガスボンベがある。 
 (31) この部屋から出ると屋上の入り口があるから、好きな時に屋上に出られる。
(32) 屋上に出たくないなら、小部屋に入ろう。(33) そう沢山ではないが、フレッ
シュバターの壺やおばあさんの食べ物などの食料や、食器がおいてある。(34) 小
部屋の下手に戻ろう。ここにももう二つの部屋がある。(35) 核家族用の二つの小
部屋は家族が多いときにそこで寝るんだ。(36) 夏は風が通る屋上の部屋で寝るも
のだ。(37) 三階つまり屋上階の部屋は以上だ。 
 (38) 屋上は何もないんだ。五十センチの境壁があり、壁のそれぞれの角には飾
りが付いている。(39) 壁を伝って下りている三つの雨樋があって、屋上の水を排
水している。(40) この屋上には選別中の大麦の籾とかまだ乾いていない洗濯物と
かがある。(41) 俺たちの家の一階と二階と三階と屋上の様子は以上だ。 
 (42) もし家に四家族以上いたら各家族からお金を集めてから家を建てる。(44) 
四家族は一つの家に二家族ずつ住まなければならない。(45) だけど家を建てよう
とする場合、土地を買わない。(46) 田舎に所有する土地に家を建てるだけだ。(47) 
家を建てる場合、傍らに脱穀場を作る。(48) 村にある家々は各組の家の他に親戚
や別の人の家がある。(49) 村はこのような状態だ。 
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3-3. 寝室 aḥnu n-tguni 
 (1) 男と子どもが寝る場合は寝室のベッドの上で寝る。乳幼児を寝かせること
もある。(2) 男が妻と寝るときは子ども達をベッドに寝かせることはない。(3) 冬
はベッドかマットレスの上で寝るが、夏は違う。(4) 男が妻とベッドで寝るとき
は子ども達は床に寝かせる。(5) 男が妻と寝たくなければ夫婦の間に子ども達が
寝る。(6) 姑がいれば姑の部屋で子ども達は寝る、子ども達にはおばあさんにあ
たる。 
 (7) 十八才になった男の子と十六才以上の女の子が隣合って寝ることはできな
い。(8) 同じ部屋で寝る場合は娘は部屋の片隅で寝て青年は反対側の隅で寝る。(9) 
男の子と女の子がまだ幼ければ一緒に寝ることはできる。(10) 両親のあいだに寝
る子どもは四才以下の子どもだ。(11) 四才以上になったら別の部屋で子ども達同
士で寝たりおばあさんと寝る。(12) 赤ん坊はゆりかごの中で寝かせる。赤ん坊が
泣いたら揺すってやる。(13) ゆりかごは枝を曲げて丸くしてあって下に紐が垂れ
ていて三本の綱で横木に吊してやる。 
 (14) 水場は寝室の隅にある。(15) 一メートル四方くらいの広さでセメントでで
きている。沐浴したり小便する。(16) 小便したあとには水をかけておく。 
 
3-4. 客間と大広間 tamṣriyt t-tddwariyt 
 (1) 客間は客が来たとき以外家族は使わない。大客間も同様だ。(2) 大客間は客
間より大きい。壁の中に白い漆喰を入れ込んであるが客間はそうなっていない。 
 
3-5. 台所 anwal 
 (1) 君が台所まで来ると台所の入り口が見えて、君の左手にはパン焼き板とヤ
カンと火を焚く三石かまどがありその左側に薪がある。(2) 右手を見ると水がめ
が八個ある。(3) 台所の中まで入ってくると、クスクスの鍋やアルミ鍋や素焼き
の大皿やテーブルの上のお茶道具など食器道具がある。(4) 左側には台所で女が
腰かける低い椅子がある。(5) 椅子の正面の壁には、煙が出て行く小穴が空いて
いる。 
 (6) 台所の下手までくると五つの巨大な壺がある。左から大麦粉の壺、レンズ
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マメの壺、小麦粉の壺、塩の壺、トウモロコシ粉の壺と続く。(7) これらの五つ
の壺は台所の下手の壁側にある。(8) 台所には君に話したあれこれの食器や道具
がある。(9) 台所と道具類の様子は以上だ。 
 
3-6. 大麦部屋と藁部屋 aḥanu n-tmẓin d-uḥanu w-walim 
 (1) 大麦部屋は壁も床もすべてセメントが敷き詰められている。この中に大麦
を注ぎ入れる。(2) 大麦を麻袋や箱に入れたりしない。大麦の量が大変多いから
なんだ。(3) 小麦はそれほど多くない。小麦の手持ちがあったら麻袋に入れる。(4) 
大麦はというと大麦を収穫したら大麦部屋に放り込む。(5) 大麦は大麦部屋の中
で混ざって山積みになっている。入り口は閉まっている。(6) 大麦を出す場合は
ゆっくりと大麦部屋の入り口を開ける。籠に詰めて運んで食べる分だけ粉に挽く。 
 (7) 例えば今年運んだ大麦は三年後まで保存してそのあと出して食べる。(8) だ
けどもっと前の大麦が家にあればそれを食べる。(9) 一、二年豊作でないと飢饉
になるので、飢饉の年に食べるものを取っておく。(10) 豊作の年に続いて翌年も
豊作が続いたときを除いて大麦を売らない。(11) だけど二年続いて豊作なんてこ
とは決してない。 
 (12) 藁部屋はセメントで固めていないし何もしていない。(13) ただ脱穀場が藁
で一杯になると、部屋に入るだけ放り込む。 
 
3-7. トイレ bit lma 
 (1) 俺たちの村には人けのない場所がある。この都会の町とは違う。(2) 都会で
は家と家とがくっついているが田舎では離れて家が建っている。(3) 俺たちは家
の中にも外にもトイレを作らない。(4) 用を足したければ人気のない場所に行き、
用を足す。大便も同じ。(5) 女も同じだ。大小をもよおしたら、男や子どもが用
を足す場所へ行って用を足す。(6) 男が用を足しに行くときは女とかち合わない
ように、女を見かけないように気をつける。(7) 女が用を足しているのをもし君
が見てしまったら悪いだろう、だって女は立ち上がれないじゃないか。 
 (8) それと君がトイレに行くような具合で女用の場所とか男用の場所とかいう
のはない。(9) 女の場所も男の場所も同じだ。(10) 俺たちのところには町で男や
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女が使うトイレというものはない。(11) 君が出掛けたらみんなは君がどこへ行っ
たかちゃんと分かっている。(12) 君はみんなに「ちょっと外へ行ってくる」と言
うだろう。君が用を足しに行ったとみんなは分かるんだ。(13) 女が外に行くとき
は女がどこへ行ったかちゃんと分かる。 
 (13) 大便をしたら紙も何もないから石で拭く。(14) 石で拭いたら立ち上がる。
俺たちは紙も何も持って行かない。(15) そこにある小石で拭いておしまい。(16) 
女が小便をする場合は丸石で拭くことも出来るけれど何で拭くかは知らない。
(17) 何を持って行って拭いているか、全然知らない。第一女が用を足して拭いて
いるところをじろじろ見たりしないからね。(18) けれど女が家の洗い場で小便を
するときは、水で洗っている。(19) ここの都会のように妻がいたら用足しに立ち
上がるだろう。用が済むと水で洗う。(20) 田舎の場合屋外では女は丸石で拭くと
いう話だ。(21) 男が小便をしたあとは大きな石のそばに行きペニスを持って石に
こすりつけておしまい。行ってしまう。 
 (22) 老人が座って小便をしたあと着ている着物で祈ろうとするが、(23) 同じ着
物で祈るときは必ず清浄でないといけない。(24) 地面に小便用の小さな穴を掘っ
て穴に入るようにする。(25) こうすれば小便が着ている着物にかかることはない。
(26) 立って用を足すと着物にかかってしまう。(27) だから立って小便をすること
は好ましくないんだ。(28) 二番目の理由として、我々人間は立って小便をしない
が、(29) イヌは立って小便をする。動物はみんな立ってする。(30) だから人間は
立ってしないんだ。 
 
3-8. 屋上 azur 
 (1) 夏は屋上で寝る。蚊に食われないように古布をかける。(2) 冬に部屋に敷く
夜具を引っ張り出して敷いて、薄い布をかける。(3) 夏のあいだに寝る屋上には、
洗った大麦や選択した着物や夜具やこの時期のイチジクやサボテンの実などが
散らばっている。(4) 夏は屋上で昼食を食べてお茶を飲む。(5) 冬は日が照ってい
て暖かい屋上で過ごす。(6) 屋上では食事に使った食器類を洗う。 
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3-9. 戸口の空間 aɣĝmmiy 
 (1) 戸口場は家の戸口の内側の広くなったスペースのことだ。(2) ここに夜の間
ロバをつなぐ。(3) ここに農耕具を置く。時々ニワトリを入れる。(4) だから戸口
場は長くなっている。一方、小さい戸口場というのは戸口脇にある狭いスペース
である。(5) 鞍はロバやラバなどのいる納戸部屋に置いてある。 
 
3-10. 窓と扉 ššṛažm t-tggura 
 (1) 俺たちのところの窓はガラス窓のようではない。俺たちの窓は鉄を使って
出来ている。(2) 窓は、外側に鉄格子と内側は木製の枠でできている。(3) 四隅が
すべて留められている。(4) 鉄格子には飾りがついていて家の内側は二枚の木の
扉があり壁がつけられている。(5) 昼間は窓の扉を開けたりと君の好きなように
する。(6) 夜の間は君が閉めたりと思うなら、錠をかけて閉める。(7) 鉄格子は牢
屋のような形ではない。飾りがついた鉄格子なんだ。(8) 飾り窓はタフラウトや
タスリルトで買ってくる。(9) 君が買いに行くと「飾り格子が必要だ」と店の主
人に言うだろう。(10) そして飾り格子とか別の種類の格子を見せてくれる。(11) 
特に飾り格子は、飾り格子を作る職人に用意してもらうように注文しなければな
らない。(12) 飾り格子は必ず君の気に入る。(13) 飾りのないものは鉄と木で出来
ている単純なものだ。 
 (14) 扉は木製と鉄製がある。(15) 扉には中国製の鍵がついている。平行かんぬ
きでもレバーを回してかける鍵のタイプでもない。(16) 大きな錠前の鍵を回すと
鍵がかかる。(17) 以上、他の鍵のタイプはない。(18) 家の中のニワトリ小屋や大
麦部屋や家の内部の部屋は、平行かんぬきがついている。(19) 家の中は平行かん
ぬきのタイプだけだ。(20) だけど外に面した戸には平行かんぬきが付いていない。
必ず鍵付きの錠前だ。(21) 外に面した入り口に平行かんぬきを付けたら、誰かが
通りかかって入り込んで、好きなものを運んでいってしまう。(22) 平行かんぬき
とレバーを回す鍵のタイプは内側だけ。家の外と内の扉に関してはこれぐらいだ。 
 (23) 中庭には錠前付きの鍵が付いた鉄製の扉がある。菜園は錠前付きの鍵がつ
いた木製の扉がある。(24) そして菜園の持ち主は菜園の扉の脇に鍵を隠している。 
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3-11. 家の掃除の仕方 manka ttšṭṭabn tigmmi 
 (1) 家は女が二日おきに掃除する。(2) ナツメヤシの枝箒で掃いて、小籠にゴミ
を集めて遠くに捨てる。(3) 絨毯は洗わない。客が来るような場合には絨毯を敷
いて、客が帰るとすぐに屋上に運ぶ。(4) そして屋上で棒を持ち絨毯を揺さぶり
振って、寝具をしまっている場所に置いておく。(5) 寝るときに使う寝具は毎朝
女が屋上に上げて、昼間から夕方まで日に干して取り出せる場所にしまう。 
 (6) 食器を洗うときも屋上に水を持っていってする。(7) 石けんを使ったり特別
なものでこすったりしない。(8) こびりついたところは水を入れて、水で剥がれ
るまで時間をおく。布で食器を拭いたりしない。 
 
3-12. 三石かまど inkan 
 (1) 三石かまどは台所の中にある。三つの石で出来ていてそこで煮炊きをする。
(2) 二つの石が向かい合って置いてあり、一つの石が壁側にある。例えばパンを
作りたいとしたらあいだに薪をくべる。(3) かまどの上に置くパン焼き板を取り
温めてパンを載せる。(4) シチューを作るときは鍋を載せて下に薪をくべる。(5) 
クスクスを作る鍋の場合も下に薪をくべる。(6) 台所には三石かまどがある。 
 (7) 台所の上の方には煙が出て行く穴がある。(8) 部屋にこもらないように煙が
出ていく穴だ。(9) 煙を外に出す煙突はない。(10) 穴は煙を出すために台所にだ
け作るんだ。かまどの様子は以上だ。 
 
3-13. 大かまど tafunrut 
 (1) 大かまどの作り方は柴を取って来て、柴で小山の形に作る。(2) 小山にした
ら土を用意して水で濡らす。(3) 泥状になったら柴の上に載せて柴を泥ですっか
り覆う。(4) 小さい口を一つ開けておいて、そこを入り口にする。マッチを擦っ
て柴に火をつける。(5) 柴に火をつけたら火が柴を燃え尽くす。(6) 柴が灰になっ
たあと泥は作ったままの形で残る。部屋のようになって大かまどとなる。(7) こ
のように出来上がったら、女たちがある黒石を運んできて大かまどの床に敷く。
(8) かまどの中に火元の場所を作る。 
 (9) さて、かまどの中を温めるために柴を置く。(10) かまどが温まると黒石の
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上にパンを置く。(11) かまどが温まると例の黒石は火で赤く熱くなるという仕組
みだ。(12) パンを石の上に置いたら、そのまま焼いて、ひっくり返さない。(13) 次
に「タファラ」と呼ばれる木製の道具を用意する。(14) パンが焼けたらこの道具
でパンを引っ張り出す。パンを出したらまた別のパンを入れる。(15) かまどでパ
ンを焼くやり方は以上だ。 
 (16) ただしかまどの上に雪などが降るとあると、かまどは崩れてしまう。(17) 
大かまどは村に一つある。現在、村は組に分かれている。(18) アイトウフーシュ
村の俺たちの組でお七夜があれば、女たちは柴とパン種を持っていって大かまど
で焼くんだ。(19) 村中の人がこのかまどで煮炊きするわけではなく、祝い事を催
す者だけが使う。(20) みんながかまどに来たときは順番を決めて最初の人が次の
人へと順を追って使う。(21) 大かまどは婚礼とかお七夜がある人や、祭日のとき
だけ料理をする。(22) 以上の場合に大かまどを使う。ただしかまどを使う場合、
使う柴は家から持ってくる。 
 (23) 大かまどのパンは家で作るパンと同じだ。(24) なぜ大かまどでパンを作る
のか？ (25) 沢山のパンをすぐに作るためだ。大かまどでは沢山のパンを、八個
から十個のパンを一度に作れる。 
 
3-14. 灯り tufawt 
 (1) 俺たちは夕食を食べる前に夕方になると家に灯りを灯す。石油ランプを点
ける。(2) 家畜に餌を与える女が石油ランプに火を点けて持って行って、雌ウシ
と雌ラバに餌を与える。(3) 戻ってくると夕食を食べてお茶を飲む。(4) 俺が妻と
寝に行こうと思ったら石油ランプかロウソクを持って行く。(5) 兄弟が寝に行く
ときはロウソクを持って行く。(6) つまり家の誰かが石油ランプを持って行って
しまったら、君はロウソクを持って寝に行くんだ。(7) 横木にランプを吊して最
後の人が消す。(8) 誰もが子どもと一緒に寝に行く時間だ。(9) ロウソクをつけて
いて眠くなってきたら君はロウソクを消して寝るんだ。(10) 俺たちのところの灯
りは以上だ、電灯はない。 
 (11) 客がいる場合はキャンピングガスかアルコールランプをつける。(12) キャ
ンピングガスとはガスボンベのことで、頭が付いていて芯と火屋が付いていて持
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ち手がある。(13) 点けるときはキャンピングガスを持ってきて、マッチを擦って
つまみを回して火を点ける。(14) アルコールランプは水のようなガスを注いで入
れる。(15) これを使う場合は芯の下の小皿に少量のアルコールを入れて火を点け
るとアルコールに火が点く。(16) 熱くなってきたら圧力がかかるように圧力をか
ける。アルコールが燃えると栓を回すと火が点く。 
 (17) カーバイトランプは二つの容器から成る。上に一つと下に一つ。(18) 下の
容器にはカーバイトが入っていて、上の容器には中に入っている水の噴き出し口
がある。(19) カーバイトのところへ下がるまで水の口を開ける。(20) 水がカーバ
イトまで達したらランプの中で圧力がかかる。(22) カーバイトは鉱物で出来てい
るから、くさいにおいがする。 
 (23) ロウソクこそが俺にしてみれば、田舎の灯りのように思える。(24) 明るい
灯りとなればキャンピングガスかカーバイトランプだ。(25) そしてカーバイトラ
ンプを明るく灯したいなら、何度も水を開けなければならないんだ。 
 (26) もし君が夜に大、小便をしに行きたくなった場合には懐中電灯を持って行
く。(27) 懐中電灯を点けて用足しの場合まで行く。(28) 懐中電灯を消して用を足
したらまた点けて戻る。(29) 懐中電灯は風が吹いても消えない。(30) カーバイト
ランプや石油ランプは持ち運ぶとじろじろと見られる。だけど懐中電灯なら用足
しだとわかるんだ。(31) 夜にどこかへ出るときも懐中電灯を持って行って照らす。
(31) 田舎での懐中電灯の利用法は以上だ。 
 (32) 小型ランプはガスを使う。台所の三石かまどのそばで灯りを灯して食事を
作る。(33) 油ランプは昔々田舎で使っていた。(34) 四枚の木綿の布切れからなっ
ていて油を上に注いだら、ばらばらに四隅に寄せる。(35) 各四隅に一つずつ置い
たら火がすぐに布切れを燃やさないように、ナツメヤシの種を一つ置く。(36) 今
ではもう油ランプは使わない。 
 
3-15. 柴と薪 tisṭwin d-iƙššaḍ 
 (1) 女や娘たちは朝早く山に入って柴を集めてくる。(2) 地面から引っこ抜いて
沢山集める。(3) 集めたら束ねて下に網が敷いてある場所の上に置く。(4) 網が大
きければ柴を置いたら棒と縄を使って両端を縛る。(5) 女たちは手伝って網のそ
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ばまでラバを寄せると網を立たせる。(6) 二人の女が片側に他の二人の女が反対
側に一人が縄の傍らに立って、一緒にラバの背に持ち上げる。(7) 一人の女が受
け取って村の家々まで運んでいって下ろす。(8) 下ろすと納戸の中で乾かして、
それから火にくべる。(9) 三石かまどや大かまどに使い、これで火を点ける。 
 (10) 女たちは早朝山に行くときは家で朝食を食べない。(11) ナツメヤシとパン
とコーヒーを山まで運んで柴を集めてから食べる。(12) 各家々から二、三人の女
か娘が集まって行く。(13) たとえ家に女が一人しか居なくても一緒に行ってお互
いに助け合って柴を集めてから戻ってくる。(14) 女や娘は山に行く日をあらかじ
めお互いに決めておく。(15) 朝の祈りの頃に起きて朝食の時間に戻ってくる。 
 (16) 一方、薪はアーモンドかイチジクの木を切る。(17) 例えば男がアーモンド
の木のところへノコギリを持って行ったとしよう。(18) 死んでいる木か枯れた枝
があればそれを切って家へ運ぶ。(19) 家に着いたら適当に切ってくさびを木の幹
に打ち込む。(20) 二つに割れるまで木槌でくさびを打つ。(21) 半分になった薪を
取ってもう一度真ん中にくさびを打って半分に割る。(22) さらに木槌で打つとち
ょうどよい薪になる。(23) この薪で大晦日の料理などを作る。炭を作りたければ
薪を燃やす。(24) 炭の作り方は燃えたところで砂をかけて消してしまうんだ。(25) 
普段の料理には女たちは柴だけを使って煮炊きをする。 
 (26) 台所に俺たちだけのとき柴に火を点ける。(27) 大きい薪のまわりに葉の付
いた小枝があれば折る。(28) 薪というのはとても大きいんだ。火を点ける時はま
ず柴を一本置いて柴の下で火を点けて、大きな薪から折り取った小枝を柴の上に
置いて、それから大きな薪をくべる。(29) 大きな薪は婚礼やお七夜を行う人だけ
が使う。(30) 普段は柴だけで料理する。薪は菜園や森に生えているアーモンドの
木を切るんだ。 
 (31) すべての山は村々のものだ。部族のものではない。村の共有物なんだ。(32) 
山というのは柴を取りに行く場所だ。 (33) ある村が柴刈りに行ったら、他の村
はその山へ行かない。(34) ちなみにこの山は俺たちの村だけのものだ。 
(35) 別の村の山へ俺たちは柴を取りに行かない。(36) そんなことをしたら俺たち
は政府に訴えられてしまう。(37) 別の村が俺たちの山に柴刈りに行ったら、俺た
ちが政府に訴える。(38) 誰もが山で薪を取るんだ。柴がなければただ山で休んで
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いる。(39) 女たちは冬に山へ柴刈りに行けないときは、薪置き場を休耕地に作っ
てそこから薪を運んでくる。(40) 各家々が専用の薪置き場を持っていて、山に草
が生えてくるまではそこの薪で火を焚く。 
 
3-16. 薪置き場 isikitn 
 (1) 薪置き場は田舎に作られている。各家々が自分の薪置き場を持っている。(2) 
薪置き場とは一体何か？ 汚れるまで薪を置いておく場所だ。(3) 冬に薪があり過
ぎる場合に余剰の薪を置いておく。(4) 薪があっても山に柴刈りに行かない冬以
外は、薪を薪置き場に運ばない。(5) 冬以外は薪は山から持ってくる。(6) 君に話
したような時期つまり冬の時期が来ない限りは、薪を薪置き場に運んだりしない。
(7) 村の前に各村人の薪置き場がある。(8) 薪置き場の薪は何も上にかぶせてはい
ない。(9) 汚れてしまうまで雨や雪が降ったまま野ざらしのままにしている。(10) 
収穫や耕作が済むとすぐに山に柴を刈りに行く。(11) 薪は休耕地に置くのであっ
て畑の中に置かない。必ず平石のある場所に置く。 
 
3-17. 炭 tirgin 
 (1) 炭はトラック運転手が野菜と一緒にアガディールから運んでくる。量り売
りや袋売りで欲しい人に売る。(2) 冬のあいだだけ市場で炭を買う。家に持って
帰りコンロ用に使う。(3) 夏も冬もいつでもお湯を沸かすには炭を使う。(4) お茶
用に市場で売っている炭を使う、お客が家にいるときは炭火を客に出す。(5) お
茶を沸かすときお香を焚くとき婚礼やお七夜があるとき、必ず炭が必要なんだ。
(6) お茶を飲むために柴の火を客に出さない。(7) それと炭で肉と肝臓の串焼き肉
を焼く。炭を買うのは以上の理由だ。 
 (8) コンロは冬の寒い時期に老人にだけ出してやる。(9) なぜコンロを出してや
るかって？ 年寄りを温めてやるためだ。老人は羊毛の衣類を着ていても年を取
っていると寒く感じるんだ。(10) 客に出してやることもあることにはあるが、誰
かの家へ行くときは沢山重ね着をしているものだ。(11) しかし客が大勢ならば温
まるコンロの火を出さない。(12) 客としてどこかへ行くときはマントと羊毛の長
衣と長シャツを着てその下に襟付きシャツとズボンを履いているものだ。(13) こ
んなに着ていてどうやって寒さを感じるんだ？ 年取った老人だけが寒さが堪え
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るので、コンロを出してやる。 
 (14) 冬のあいだ子どもはまだ若いから寒くない。(15) 寒くなったら帰ってきて
羊毛の長衣と羊毛のマントを着る。(16) 君がこれだけ着ていれば雪が降っても寒
くない。(17) 君が家に戻って君に暖を取るコンロを出してくれるなんてことはあ
り得ない。(18) 年寄りの客があればまれにコンロを出してやることもある。(19) 
客が若ければ重ね着する着物以外何も出してやらない。 
 
3-18. 井戸 anu 
 (1) 井戸を掘ろうと思ったら、まず市場に行って水脈読みの人を連れてくる。(2) 
水脈読み人は地面の下の水脈を見つける仕事をする。(3) 水脈読み人は母親のお
腹の中に十ヶ月いて、生まれた人物なんだ。(4) 水脈読み人は地面の下を調べて、
水が湧いているときのように湯気が出ているところが水脈のある場所だと分か
る。(5) ある種エンジニアにも似ているが、学校で勉強するわけではない。(6) こ
の能力は神様のもとから授かったものだ。(7) この能力を授かった者が水脈を見
つける。授かっていない者には見つけられない。 
 (8) 例えば俺がある土地に彼と連れだって行って、俺は「ここのどこに水脈が
ある？」と尋ねる。(9) 畑の一区画の中央までやって来て水脈読み人は俺に「こ
こを掘れ、ここに水脈がある」と教える。(10) 俺は市場から人足を連れてきて「こ
こに井戸を掘ってくれ」と命じる。(11) 人足は一メートルまで掘る。地下一メー
トルまでは土がある。(12) 掘り続けると岩盤の層に達する。緑石と青石がある。
(13) 岩盤の層に達したらくさびと木槌とツルハシを取り出す。(14) くさびを持っ
て割れ目に打ち込む。(15) しっかり固定したら何度も打って岩盤の中五十センチ
まで入れる。(16) 火薬と導火線を用意して、これをダイナマイトと呼ぶんだが、
くさびでつけた穴の中に入れる。(17) 導火線の先端に火を点けてすぐに井戸から
出てくる。ダイナマイトは爆発して岩をはね飛ばす。(18) 水脈にたどり着くまで
ダイナマイトで岩盤を割り続ける。(19) 水脈読み人は「十メートルから十五メー
トル掘れば水脈にあたる」と言う。こうして俺たちは掘り続ける。(20) 水脈に達
したら井戸の深さを測ってみると、水脈読み人が言ったとおりの長さだというこ
とがわかる。(21) 沢山の水を汲み上げるためにさらに一、二メートル下に掘る。
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(22) 大量の水源に着くまでさらに掘り続ける。(23) 水は一体どこから来るのか？  
地面の下にある泉から来るんだ。(24) 地面の下には泉があって地下を通っている。
(25) 大量の水が流れ出す地下泉に達したら、それ以上、下には掘らずにそのまま
置く。(26) 井戸の底を見ると今日水は一メートル半までの深さになっている。(27) 
今日水を汲み尽くしても翌日また一メートル半になっている。(28) 翌朝一メート
ル半の深さの水を見つけることだろう。それくらい大量の水源を持っているとい
うことだ。(29) 水が満ちていない場合はまだ水源に達していないんだ。(30) 今日
一メートルまである水を汲んだ翌日来ると五十センチになっている。(31) 水源に
達していないと、水量は多くない。 
 (32) さて大量の水源に達したら井戸の壁面を石で積む。地上から上にまでセメ
ントで周囲を囲む。(33) 下から積んでいって上まで来たら柱を両側に立てる。(34) 
井戸のそばの土地には野菜や大麦やアーモンドやイチジクや好きな物を植える。
(35) 両側の柱の上に横柱と滑車を取り付ける。(36) 井戸のそばにセメントで溜め
をつくる。溜めから水を溝を通して野菜を灌漑する。女たちが水を汲むときに溜
めに水を注ぐ。(37) 灌漑するときに水が大麦の溝や菜園に通じる溝を通る。(38) 
井戸の水を使い切っても翌日また昨日あった水量と同じ水量を見つける。(39) 例
えば四から五メートルの水が必ずある。(40) 今日の夕方、君が水を汲むと地下泉
の底を通って水が流れて翌朝にはまた元の通りの水量に戻る。(41) 水が流れてこ
ないと夕方水を汲んでも翌朝水がない。(42) 井戸を掘る場合に俺たちが行うこと
は以上だ。 
 (43) 井戸の脇は石塀で取り囲む。(44) 水脈を掘り当てたら水を汲みに来た人に、
君は汲んでいいと言う。(45) 君が掘り当てても君の物ではない。水を求める人が
水を汲む。 
 (46) 井戸は夏も冬も水が涸れることはない。水はわき出ている。(47) 雪解けの
水ではない。(48) 冬に雪解け水はたくさんあるが夏が来ると涸れてしまうだろう。
(49) 常にたたえている水というのは、湧き水で山に染みこむ地下水だ。(50) 冬の
あいだ五メートルの深さがあれば夏も同様だ。(51) 決して空にならない。たとえ
村中の人が水を汲んでも。 
 (52) 井戸を掘ろうと思ったら、村中の人からや水を汲む人からお金を集めたり
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しない。(53) 菜園で井戸を掘ると決めた人が人夫たちにお金を払う。(54) お金を
集めて支払ったりはしない。井戸を掘ると決めたのはその人だからだ。良い行い
をするために井戸掘りを決めた人が無償で行う。(55) 井戸掘りを決めた人は、井
戸端に菜園を作るし灌漑をもするし他の人は水を汲む。これが無償で行うという
ことだ。(56) 何度もみんなが水を汲んでも、井戸の持ち主はだめだといは言わな
い。(57) 誰かが水を汲みたいなら、まず最初に井戸を掘った人の家へ行き井戸の
持ち主に断りを入れる。(58) そうすると持ち主は「よろしい」と答える。(59) こ
の井戸のそばに菜園がある畑を所有する人は、この井戸から灌漑する。(60) 井戸
の持ち主は善行を菜園の持ち主に施したことになる。誰かが灌漑を望むなら、必
ず井戸の持ち主に挨拶をする。(61) この井戸から家畜に水を飲ませるし鳥も飲む。
(62) 俺たちの田舎では水を売らない。タダなんだ。(63) 水を欲しい人が井戸を掘
る。 
 (64) 女たちが水汲みをする場合、朝食を食べて出掛けて行く。背に四つの水瓶
と紐の付いたバケツを載せているラバかロバを連れて行く。(65) 井戸のそばに着
くとラバの背から荷物を下ろしてバケツで水を汲んでラバに水を飲ませる。(66) 
ラバが水を飲むあいだバケツで瓶一杯に水を入れる。(67) 全部の瓶に水を入れた
らラバの背に載せてラバに「イーッロ」と声をかける。(68) ラバの後について家
に帰り瓶を下ろす。(69) 瓶を下ろしたら雌ウシや家にいる他の家畜にバケツで水
を飲ませる。(70) 残った水瓶の水で煮炊きしたり沐浴をしたりお茶を飲む。(71) 
寝て翌朝も同様。みんながすることはこのようだ。(72) 家畜がいない家の女は瓶
を一つ自分の背に載せて、水汲みに行き戻ってくる。(73) 何度も水汲みに行かな
い。水汲みは一日に一回だ。 
 (74) 水瓶は台所にある。六個ある。毎日四個ずつ水を入れてくる。(75) 一つの
水瓶だけ水を入れている女は家畜を飼っていないんだ。(76) その女は煮炊きをし
たり洗ったりする分だけが欲しい。(77) 田舎の各家々は一日一回水汲みをする。
(78) 俺たちのところには大きい水瓶はない、普通の大きさの水瓶だ。(79) 女たち
は水瓶を運んでいって、水を入れる容器に穴でも空いていない限りは別の容器に
入れたりしない。(80) 今日四つの水瓶に水を入れたら、翌日空の四つを持ってく
る。(81) 毎日、空の四つに水を汲んでおく。(82) 水を飲むときは水差しで瓶から
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水を汲む。 
 (83) 今では大きい菜園には井戸がある。菜園を作ろうとする人は直接にしろ間
接にしろ、井戸を掘るか共同井戸から水を取る必要がある。(84) 人間と家畜が飲
む水は共同井戸から汲む。(85) 菜園にあるあらゆる井戸にモーターがある。共同
の井戸は近いんだ。(86) 昔は滑車と綱を使って水を汲み上げた。(87) 水を汲み終
わると滑車と綱ははずして家へ運ぶんだ。(88) 井戸の上に残すと風で壊れてしま
うんだ。 
 
3-19. 菜園と中庭の塀 aɣuni w-wurti d-uglluy 
 (1) 塀は石で出来ていて、土とセメントで塗られていない。菜園と中庭を石塀
で取り囲む。(2) 石を積み重ねてそれと決まった高さまで積み上げる。(3) 菜園を
取り囲んだら上にイラクサを這わせて入り口を作る。(4) 俺たちは互いに信用し
ている。だから君に何も断らずに家と同様菜園に入る者はいない。(5) 君が「入
れ」と言わないなら入らない。(6) 田舎では誘いがなかったら、持ち主が「入れ」
と必ず君に言ってから君は入るんだ。(7) 入れと言われなければ、入らない。 
 (8) 石造りの塀が菜園にあり、水の出口が塀にあいている。(9) 塀の上にイラク
サがある。(10) なぜイラクサを這わせるか？ ジャッカルやキツネなどの野獣が
入らないようにするためだ。(11) 塀には戸がある、そこから持ち主は入る。菜園
を飛び越したりしない。 
 (12) さらに互いの境界を示すものとして、飛び石の目印と一つの場所に積んだ
石の小山というものがある。(13) 菜園は隅から隅まですっかり囲んである。(14) 
墓場も石塀で取り組んである。(15) なぜ取り囲むのか？ 足で踏み込まないよう
に、ラバが逃げたとき入り込まないように、野獣が入らないように墓場を取り囲
む。(16) 市場の厩にも塀がある。しかし石塀ではなくセメントと石の塀だ。(17) な
ぜ石とセメントで塀を作るか？ (18) 動物に崩されないようにだ。 
 (19) 菜園の塀は人間の腰の高さがある。中庭の塀は背の高さくらいだ。(20) 墓
場は菜園や市場の厩と同様に一メートル半の高さがある。(21) なぜ市場の厩の塀
は一メートル半なのか？ (22) 家畜はつないでいないので家畜が飛び越してしま
うからだ。(23) このような高さなのは以上の理由だ。 
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4. 道具と食器 ifškan 
4-1. 仕事の道具（1） ifškan l-lx̑dmt (1) 
 [1] 耕作 tayrza 
(1) 鋤は取っ手となる横棒と家畜につなぐための渡し棒とが付いている。刃の滑
りを良くするために底木が刃の下に釘で留められている。(2) 鋤の刃と釘が鉄製
で、そのほかは木製なんだ。(3) 渡し棒の先に引き綱が付いていて、ラバのはみ
にその綱の先をつなぐ。(4) ラバが鋤を引っ張るので人間が鋤の取っ手を持って
鋤を地面に押しつける。(5) 引き綱とハミは縄で出来ているんだ。 
 [2] 菜園で使う道具 aylli s-ttxdamn mddn ɣ-wurti 
(1) 菜園では木製の柄が付いている鉄製のツルハシで掘る。(2) そして小さい鍬や
大きい鍬で土をならすんだ。鍬は鉄製で柄は木製だ。(3) 石や木は楔とハンマー
で砕く。(4) 楔というのは鉄製だ。ハンマーも鉄製で柄が木製だ。(5) 木はノコギ
リを使って切ることもある。(6) ノコギリは鉄製で柄が木製だ。 
 [3] 収穫 tamgra 
(1) 刈り入れするときは小指に引っかけてはめる掌当てをいつも付ける。(2) 大麦
は網にくるんで脱穀場まで運んで、収穫がすべて終わるまで脱穀場に積んでおく。
(3) 収穫がすっかり済んだら、五本の刃の付いた熊手を使ってひっくり返す。(4) 
よくかき混ぜたら、ラバとロバで脱穀する。(5) 次に三本の刃の熊手を使って選
り分けて、藁をすっかり除けて大麦だけにしてから、風選をする。(6) 草刈りは、
女と娘たちが小さいナタ鎌で畑から刈り取る。(7) 小さいナタ鎌は、鉄の刃と木
の柄で出来ている。(8) 女たちは、背中に背負った籠に刈った草を入れて家へ運
ぶ。 
 
4-2. 仕事の道具（2）ifškan l-lx̑dmt (2) 
 [1] 家大工の親方 ṭṭašrun 
(1) 大工の親方の道具というのは、トラックと数名の左官だ。(2) 左官の道具は、
建てかけの壁が曲がっていないか調べる水準器と、ハンマーとコテだ。(3) コテ
で泥と糸を運んで、壁が曲がらないように壁の両側に置く。 
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 [2] 肉屋 agzzar 
(1) 肉屋の道具には、肉を切る包丁と骨を砕く、大出刃と骨を乗せるまな板があ
る。(2) まな板は木製だ。(3) ナイフや大出刃が切れなくなると、研ぐ道具として
金ヤスリがある。 
 
 [3] 鍛冶屋 amzil 
(10) 鍛冶屋は店を、家畜に蹄鉄を付ける鍛冶屋の仕事場を“アヌード”というの
だが、市場に確保していることと、蹄鉄を付ける道具を持っていることが必須だ。
(11) 蹄鉄を付ける道具というのは、蹄鉄を打つハンマーとヤットコと鍛冶屋用ハ
ンマーと爪を切る道具と家畜の脚を載せる小さな台だ。(12) 鍛冶屋は鉄を焼いて
鍛える方法を知っている。鉄を鍛えると良い鋤と鍬になる。(13) 鋤が欲しければ、
鋤売りが村に売りに来る。(14) 鋤売りはアイトアブッラの出身者たちで、彼らが
蹄鉄と鋤の木の部分の渡し棒を売りに来る。(15) 買い揃えた物を鍛冶屋のところ
へ持って行って、具合良く打ってもらってから、取っ手と刃と釘で底木を付ける。
(16) こうして耕作の季節になったら、これを使って耕すというわけだ。(17) 鍬を
打つときの道具には、大きなフイゴがある。(18) フイゴは革と二本の木製の柄と
鉄の管が二本付いている。火に風を送る道具だ。そのほかに金床という道具があ
る。(19) 鉄をヤットコで火の中から出したら金床の上で鉄を打つ。(20) 金床の上
に置いて大ハンマーで何度か打つんだ。 
 
4-3. 買い物をするときの道具 ayllli-ɣ ttggan mddn aynna q̑ḍan 
 (1) 俺たちが市場に出掛けるときは買い物籠を持って行って買った物を入れる。
(2) 籠はナツメヤシの葉柄で編んである。(3) 大籠の方には、女たちが刈り取る草
や食料を入れる。同じくナツメヤシの葉柄で出来ているが、買い物籠よりも大き
い。(4) 布袋は、脱穀場から家に大麦を運び込むときや挽いた後の大麦粉を入れ
ておいたりする。麻で出来ている。(5) 肩掛けカバンは、老人がお金や煙草の葉
や干しナツメとアーモンドを入れる道具だ。革製だ。(6) 懐には女たちが山に柴
刈りに行くときに食べる食料、パンとナツメヤシを入れる。(7) この懐というの
は、大布を身に纏ったときにお腹のあたりにある。 
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4-4. 台所用品 ifškan lli llanin ɣ-unwal 
(1) パン焼き用の平鍋には、素焼き製や鉄製がある。平鍋にパンを載せて、三石
かまどで焼く。 
(2) 大鍋は素焼きで蓋がある。婚礼やお七夜のときに出す肉料理や、大晦日の粥
を作る道具だ。 
(3) クスクス用の上鍋と下鍋は、昔は素焼き製があったが、今ではアルミ製を使
う。クスクスと野菜スープを作る道具だ。(4) まず、下鍋を三石かまどの上に置
いたら下鍋の上に上鍋を載せる。(5) 上鍋の上に古い皿などで蓋をする。 
(6) 大鍋は肉入りシチューを作るときに使う。(7) 素焼き製で蓋があり、三石かま
どの上に置いて使う。 
(8) ヤカンはお茶を飲むときに、水を入れて三石かまどでお湯を沸かす道具だ。 
(9) 銅鍋は銅製で雄ウシや雌ウシや子ウシにやる餌や水を入れる鍋だ。 
(10) 皿はシチューやクスクスを盛って食べる食器だ。アルミニウムで出来ている。
(11) クスクスは幅広で底の浅い皿に盛る。 
(12) 椀は陶製で穀粉のスープや脱脂乳をかけたクスクスをよそる食器だ。 
(13) シチューは小さくて深めの皿に盛る。 
(14) ナイフは町にあるのと同じようなものを使っている。 
(15) 出刃は鋼で出来ていて、肉屋がまな板の上に載せた肉の骨を砕くのに使う。 
(16) まな板は木製で、この上で肉を切ったりアーモンドを割ったりする。 
(17) 細かい目のふるいは底が針金の網目になっていて、粉をふるう道具だ。(18) 
アホワーシュ用のふるいというのはアホワーシュに使う太鼓のことで、雌ヤギの
革で出来ている。これを叩いて歌い踊る。 
(19) パン入れ籠はナツメヤシの木の葉で作られている。大麦を入れて選別するの
に使ったりふるいの下で粉を受けたりするのに使う。 
(20) フイゴは板と革と一本の鉄製の管で出来ている。 
(21) コンロの炭に風を送る道具だ。 
(22) 水瓶は銅製でこれで水を汲んで台所に置いておく。 
(23) 粉瓶は大きい陶製の瓶だ。(24) 台所に置いて粉を入れておく。(25) このほか
に塩の瓶や穀物の入った別の瓶がある。(26) 瓶には使い古した皿で蓋をする。 
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(27) バケツはアルミ製や銅製がある。沐浴の水を入れるのは銅製のバケツだ。(28) 
アルミ製のバケツは水汲みに使う。 
(29) 壺はアルミ製で脱脂乳やアムルーやアルガンを入れておく。 
(30) 水用の革袋は、雄ヤギの革で出来ていて体の毛は抜かない。(31) 夏にこれに
水を入れておくと、冷たくなる。 
(32) 革袋は毛を抜いて裏返した雄ヤギの革で出来ている。(33) 女がこの袋に生の
牛乳を入れて台所でしばらく振っていると脱脂乳になる。 
(34) 取っ手付きのカップはアルミ製で、水や脱脂乳を飲むときに使う。 
(35) パン生地用の小鍋はパン生地を入れてこねるのに使う。素焼きで蓋がある。 
(36) 大皿はクスクスと野菜を盛る食器だ。(37) 陶製で大きい。 
(38) 串には肉や肝臓や心臓を刺して、炭火で焼く。鉄製で木製の柄がある。 
(39) 急須はお茶を入れるときに使う道具で、ステンレス製だ。 
(40) ポットはアルミ製でコーヒーを沸かすときに使う。 
(41) 茶道具入れはアルミ製で砂糖とお茶の葉を入れる道具だ。 
(42) 砂糖を砕くための石というのはただの小石で、この石で砂糖の塊を叩いて砕
く。砕いた砂糖は茶道具入れにしまう。 
(43) 茶卓とはお茶のコップを置いておく盆だ。金属製の小さいコップは内輪で台
所でお茶を飲むときだけに使う。(44) 家にはお客があるときに出す特別な茶卓と
いうのがある。(45) 客用にはガラス製のコップを使う。 
(46) お玉は木製で、粥や鍋から野菜スープをすくうときに使う。(47) 長い柄がつ
いていて大きい。 
(48) 匙は木製でお玉よりも大きくて、シチューをかき混ぜるときやスープを飲む
ときに使う。 
(49) パン焼き板は木製でにパン生地を入れたりからパンを取り出すのに使う。 
(50) 叩き棒はヘンナやコショウを細かく砕くのに使う。柄も木製だ。 
(51) 乳鉢は銅製でコショウや塩や必要ならば何でもこれで粉々にする。銅製の乳
鉢を使う。 
(52) スプーンはスープや脱脂乳をかけたクスクスを食べるたときに使う。 
(53) ブリキ缶はオリーブオイルを入れておく。ブリキ製だ。 
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4-5. アホワーシュ用の楽器 ifškan ɣ-uḥwaš 
 (1) アホワーシュをするときに使うのが、片側革太鼓だ。(2) 木の枠に雄ヤギの
革を張ってある。(3) 剥いだ革は、革の毛がすっかり抜けるまで牛馬の糞の中に
置く。(4) 木の枠を用意して枠に革を巻き付ける。巻き終わったら縫う。(5) はじ
めから木枠には上部に穴があけてあるので針で革を枠に縫い付ける。(6) すっか
り縫い終わったら外に持ち出して日に当てる。(7) 温まったらナイフで余分な革
を切り落とす。使う前には火で温めてから叩く。 
 (8) 両側革太鼓は雄の子ウシの革を両面に張ってある。(9) 木製の樽型の枠を使
って両側の枠に子ウシの革を折るように被せて、革が合わさった真ん中のところ
を糸でくくる。(10) 提げられるように紐が付いて、二本の撥で打つ。(11) 太鼓を
叩く前に火で温める。 
 (12) ナックースという楽器は娘たちのアホワーシュのときだけ使う。(13) 銅製
の皿と二つの鍵、家の鍵よりも少し大きい鍵で出来ている。(14) 男たちのアホワ
ーシュの場合はナックースは使わない。 
 
4-6. 数珠 ttsbiḥat 
 (1) 数珠は老人や老婆が繰るんだ。(2) 朝の祈りを済ませたあと外に出掛けてお
喋りをするときでも、手には数珠を持って数珠玉を繰っている。(3) 「アラーの
他に神はなし」とか「神よ讃えあれ」と唱えながら。 
 (4) 数珠の玉の数は百でその中にヘッドにあたる大玉ひとつと両脇に中玉があ
る。(5) ヘッドは大玉で、大玉も入れて百個の玉がある。(6) 大玉を除いた数珠玉
の残りの数が、神の御名の数と同じになる。(7) モスクの祈りに持って行って祈
りが済んだら繰る。(8) 数珠は木製なんだ。祈るときは首から下げている。 
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5. 人の暮らし tuddrt n-bnadm 
5-1. 妊娠して出産するまでの女性の様子 tamɣart iɣ tga aḥlig arkiɣ turw 
  (1) 女の人は妊娠していても、いつも通り働き続ける。(2) 妊娠七ヶ月目にな
るまで働き続ける。(3) 七ヶ月目になったらそれほど働かない。(4) 耕作や収穫の
時期でも外に出ない。(5) 夫の兄弟の妻や娘が外仕事をする。(6) さもなくば息子
がいるなら息子が、いなければ姑が外仕事をする。(7) 七ヶ月目の妊婦はもう外
仕事は無理なんだ。かなりお腹が大きくなっている。臨月までさらに二ヶ月お腹
に抱えている。(8) 臨月になる前なら妊婦を残して家の女たちは出掛けて行って
しまう。(9) とうとうお腹が締め付けられるようになったら、水汲みも何もしな
い。(10) 大きくなったお腹のせいで、かがむこともできないし、他のいくつかの
仕事も出来ない。(11) だからただ家で食事を作るだけだ。 
 (12) 出産間近になるまでは、妊婦を一人家に残して耕作や収穫で家の者は出払
ってしまう。(13) 妊婦はお腹が膨らんできたらベルトをしない。ベルトの代わり
に安全ピンで留める。(14) 巻いたベルトがお腹を締め付けるからだ。(15) 九ヶ月
目になったら産むことになるのだが、どんな出産になるのか夜になるか昼間にな
るかは知る由もない。 
 (16) 夫の母親に当たる姑がお産を手伝うのが常だ。(17) 産気づいたら横木から
紐を下げる。(18) 夜でも昼でもお構いなしに陣痛は始まる。(19) 陣痛の合間に、
下がっている紐を掴んで仰向けに寝る。(20) 紐を引っ張りながら脚も突っ張ると、
赤ん坊が出てくる。(21) 赤ん坊が出てきたら姑がハサミを持ってきて、臍の緒と
後産のあれこれを切る。(22) 姑がハサミで切ったら、赤ん坊を抱えておくるみの
上に乗せる。(23) そして赤ん坊をおくるみでくるんでやる。(24) 産後の手当をし
て腹から出てきた物を腹に戻す。(25) そのあと温かい野菜スープを作って産後の
母親に与えると、母親はそれをすするというわけだ。(26) 続いて姑は雌のニワト
リを捕まえて絞めて、鳥のスープを煮る。(27) 赤ん坊をお湯で洗ってやり、全身
にヘンナを塗る。(28) 産着を着せたら、母親の枕元に連れて行く。母親は赤ん坊
に乳を吸わせる。(29) 翌日赤ん坊の父親が見にやってきて、赤ん坊に対面して男
か女か尋ねるんだ。 
 (30) 産後の女は休んでいる四日間は乳製品を入れない粥を食べる。(31) ほかの
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女たちが代わりに家事をする。(32) もしも出産に際して赤ん坊がなかなか出てこ
なかったら、タフラウトの救急車でアガディールに運んで帝王切開をして出産す
るしかない。 
 (33) 田舎で女が避妊をするときは、炭か赤土を食べる。(34) 口から食べるとこ
れが子宮の入り口を塞ぐんだ。(35) たとえ夫と性交しても妊娠しない。ただし三
日に一度これを食べなければならない。(36) 食べるかどうかは夫によく相談する。 
 
5-2. お七夜 ssibʽa 
 (1) 生後一週間目に赤ん坊が木曜日に生まれたなら次の週の木曜日にお七夜を
する。(2) 雄ヒツジを買ってきて料理する。親戚とコーラン学校の先生と生徒を
招待する。(3) コーラン学校の先生と生徒はコーランを携えてくる。そしてみん
なでコーランを唱える。(4) 唱えたあとにコーラン学校の先生と生徒と老人に食
事を出す。食べ終わるとコーランの開章を唱えて帰る。(5) 赤ん坊の母方の親戚
も来る。 
 (6) お七夜はこんな様子だ。(7) 母親は赤ん坊に乳を飲ませる。(8) 乳を飲ませ
るまで外出はしない。外出するなら必ず乳を飲ませてから出掛ける。(9) お七夜
は、生まれた子が娘でも息子でも、長子でも末子でもお祝いのやり方に違いはな
い。(10) 俺たちの村では双子を産んだ女はいない。 
 (11) 生後一週間目に名前を付ける。これがいわゆる命名式だ。(12) 家族や親戚
やコーラン学校の先生が名前を決める。(13) 部屋にコーラン学校の先生が入って
きたときなどに、「先生、何という名前をつけましょうか？」と尋ねると、先生
が「何々がよろしい」と答えるんだ。(14) 赤ん坊の父親の名前を付けたりしない。
(15) 祖父が亡くなっていたらその名を付けるが、生きているなら付けない。(16) 
母親の夢に出てきた名前を付けることもある。(17) 母方の祖父や父方の叔父や母
方の叔父の名を付けることもある。(18) 父親の名前だけは付けられない。父方の
祖父が生きているなら祖父の名も付けられない。 
 (19) 泊まり客というのは、婚礼とお七夜の祝いに来る。(20) 泊まり客とは手土
産を持ってきて泊まる人たちのことだ。(21) もし君がそういう祝いに招かれたら、
手土産を持って行くものなんだ。親戚同士で泊まるなら土産がいる。(22) 土産は
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買ってきたパンやサラダ油や砂糖などだ。 
 (23) お七夜のアホワーシュはお七夜の組の娘だけが踊る。男は踊らない。(24) 
組の者でなくても太鼓叩きの男だけは参加する。(25) 赤ん坊が産声を上げたのに
その後すぐに死んだとしても、お七夜と同じく犠牲獣は殺す。だけど娘の踊りは
しない。 
 
5-3. 割礼 taḥžžim l-lḥšum 
 (1) 男の子は四才から九才までに割礼する。(2) 割礼をする季節は夏とは限らな
い。割礼をするよい時期ならば夏でも冬でもよい。(3) 割礼をする場合は、父親
が市に行って割礼師を家に連れてくる。(4) 父親と割礼師は部屋に入ってお茶を
飲んで昼食を食べてから男の子を連れてくる。(5) 男の子に新しい長ブラウスと
白いモロッコ靴を履かせて頭には何も被らない。 
 (6) 樽の上に父親が座り、男の子を父親の膝のあいだに座らせる。(7) 男の子を
座らせたら子どもが足を閉じないように、子どもの膝のあいだに父親の両手を挟
む。(8) 割礼師が木製のハサミのような道具を出して、子どもの陰茎の皮を摘む。
(9) 皮を摘んだら鉄製のよく切れる別のハサミを出してさっと皮を切る。(10) 切
った皮は水瓶の下に入れて、切り口に薬を塗る。(11) 薬を塗って子どもを部屋の
片隅に寝かせたら、客とコーラン学校の先生と生徒を呼ぶ。(12) コーランを唱え
て食事を出してお茶を飲んだ後、コーランの開章を唱えてから彼らは帰る。 
 (13) 客が帰ってしまうと子どもを寝かせに部屋から連れ出す。(14) このあと子
どもにどう手当するか分かるか？ 男の子は目が覚めると小便がしたくなる。(15) 
小便がしたいが切った傷が痛い。(16) 小便が出るまで父親がそばに付いていて済
んだら戻ってきてまた寝るんだ。(17) 一週間こういう具合で、再び割礼師が訪れ
て薬を塗ってくれる。(18) 二ヶ月後にはすっかり治っている。(19) 家畜の糞のよ
うな臭いや変な臭いがなくなったら、もう良くなっている。(20) 臭っているうち
は、まだ腫れているということだ。(21) 臭わなくなるまで外に出さない。(22) 腫
れ上がっていれば、また割礼師が来て薬を塗ってくれる。(23) 臭いがとれないう
ちは、三、四ヶ月そんなふうに繰り返していれば全快する。(24) 割礼をした子ど
もにする手当はこうだ。 
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 (25) 女の子には割礼しない。俺たちのところではそういうことはしない。(26) 
あんたが女の子に割礼をすると、女の子がどうなるっていうんだ。(27) 女の子は
結婚すれば、いずれ夫と性交する日に痛い思いをする。(28) 初夜が、つまりは男
の子の割礼と同じことになる。(29) 男の子が割礼や皮を切ることを怖がると同じ
ように、女の子も夫との初夜の日を怖がるだろう。 
 
5-4. お七夜と割礼式 ssiba  ʽt-tḥžžim 
 (1) お七夜をする日は雄ヒツジを一、二頭犠牲獣として殺す。(2) 息子に割礼を
した日は犠牲獣もなくアホワーシュもしない。(3) ただ会食だけをして、解散す
る。(4) 割礼式とは単なる割礼をしたということ、イスラム教徒になったという
だけのことだ。(5) お七夜の方は、赤ん坊が生まれて誕生を祝い命名式を行って、
男の子や女の子をお授けになった神を讃えるのだ。(6) アホワーシュを夜中まで、
夜の二時三時までする。そして家路につく。(7) お七夜と息子に割礼をしたとき
との違いは以上だ。 
 (8) お七夜では、赤ん坊の母親の実家と父親の結婚した姉妹と親類の者が、田
舎にいてもいなくても贈り物をしなければならない。(9) 割礼の場合には贈り物
はしない。(10) 組の者だけを呼んで、会食をしてお茶を飲み、開章を唱える。(11) 
母親の実家の者は誰も来ない。 
 (12) お七夜や葬式や割礼式や婚礼といったコーラン学校の先生が出席する式
では、先生がいる部屋に女たちは同席しない。(13) 先生はアホワーシュには決し
て立ち会わずにすぐにモスクに帰っていく。 
 
5-5. デート ṣṣqr 
 (1) 若い男女のデートは村の中でしてはいけない。村の中でデートをしたら村
の人に笑われるだろう。(2) あんたが別の部族の娘に声をかけたければ、あんた
は友達を連れて、娘たちが村の外に出掛けるときに話しかける。(3) だからとい
ってアッカまで足を運ぶことはなくて、タフラウト郡の部族の中だけで声を掛け
るのが普通だ。(4) デートは雄ラバに乗っていくか歩いて行く。 
 (5) 話してみて相手が気に入って結婚したければ、お互いによく相談する。(6) 
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あんたと相手の娘が互いに気に入れば結婚する。もしどちらかがその気にならな
ければ結婚しない。(7) 男の方がその気になって勝手に相手を決めて、デートも
せずに結婚を申し込むことはない。(8) 前もってお互いに話をしない結婚はない。
(9) あんたが誰か娘と結婚したいならば、まず前もってよく二人で話してから、
結婚する。(11) 娘自身が結婚を望むとき初めて娘の父親が許す。 
 
5-6. 交際の機会 anmuqqar 
 (1) 若者と娘たちが話をしたくても、村の真ん中ではできない。人目がある。(2) 
ただし夏の夜のアーモンド割りのときだけは、娘たちと話をすることが出来る。
(3) 若者がアーモンド割りをしている家に入っていって、座り込んで娘たちとお
喋りをしていても誰にもとがめられない。(4) みんなで互いにワイワイしゃべっ
ているんだ。あんたが話したいと思うどの娘にも話しかけることが出来る。   
 (5) 村の娘が結婚することになって行うヘンナ式の日にも、若い男女が話す機
会がある。娘たちがヘンナをしている部屋に若者も入っていって、部屋のドアを
閉めてお茶を飲んで、ヘンナ式を見守りながらお喋りをすることが出来る。(6) 娘
たちはヘンナを付けながら、若者たちと翌日まで話に興じるんだ。 
 (7) 娘たちが洗濯をしに行くときにも機会がある。前に話したけど村の中では
洗濯しない。村の外でするものだ。(8) 娘たちは弁当持参で村の外に洗濯に出掛
けて行く。(9) そこへ若者も追ってきて、娘たちの姿を見つけて娘たちの昼食に
加わって、洗濯しているあいだも側にいて語らう。(10) 村の真ん中で、もしもあ
んたが娘たちに声を掛けたら、モスクの入り口にたたずむ老人や通りにいる老婆
やおかみさんたちがみんな、おまえを笑い者にするだろう。(11) 村の中では決し
て娘と口をきいてはいけないんだ。(12) 村の外だったら気に入った娘に声を掛け
ることができる。 
 (13) 春は娘たちが草を刈りに出掛けるので、若者もついていって話ができる。
(14) 娘たちが草を村まで運んでくる道中、娘たちにくっついて若者も村の近くま
で来ると、娘が先に立って歩いてそのあとに若者が続く。 
 (15) 結婚式のときも交際の機会がある。嫁送りのときに若い男女が話ができる。
(16) そのときも誰も何とも言わない。(17) たとえ既婚の男女と若い男女が通りで
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話していても、構わない。(18) でも聖者祭やアホワーシュのある祝いでは、口を
きいてはいけない。(19) 若者が娘に話しかけて良い場合と良くない場合はこんな
具合だ。 
 
5-7. 婚約 asiggil 
 (1) 息子に結婚相手を探す場合は、まず息子に洗濯場へ行かせて若い娘たちと
話をさせる。(2) 今日はこの娘、明日はあの娘と、息子が声をかけて、気に入る
娘を見つける。(3) 話しかけたらこう尋ねる。「君のお父さんは何をしているんだ
い？ 君はどこの出身かい？」と。(4) たとえ知らない娘でも声をかけて気心が知
れたら、「君と結婚しようか？」と尋ねる。(5) すると娘は「ええ、父は某部族の
村にいるわ」と答える。(6) 若者が十八才から二十才になっていて、娘の方が相
応の年になっていれば、そのままデートを重ねる。 
 (7) 若者と娘が何度かデートをするあいだに、若者は娘の手に触れたり体に触
ってはいけない。(8) もしあんたが毎日のように彼女に触れたら、性交したくな
るだろう。(9) あんたが触りたいそぶりを見せたら、彼女はあんたともう口をき
かない。(10) 俺たちのところでは若い娘にキスをすることも触れることも性交す
ることも禁じられている。(11) 話をするだけなら構わない。それ以上したら振ら
れてしまう。 
 (12) 何度かデートを繰り返したあと、父が息子にそろそろ身を固めてはどうか
と促す。(13) 田舎では十八才から二十才くらいが若者の適齢期だ。 
(14) ある夕方に若者が家に帰ってくる。すると母親か、姉妹がいるなら姉妹が「あ
んたはどこに行っていたんだい」と尋ねる。(15) 若者は「どこそこで若い娘とい
たよ」と答える。(16) 母親は父親と床につくとき「あんたの息子が若い娘の元に
通っているよ。結婚を申し込んでいいか息子に聞いておくれ」と言う。(17) する
と父親は「いいやおまえが息子に聞け。息子は俺に言わないだろう」と言う。(18) 
たいがい息子というものは父親に気後れするが母親にはしないものだ。 
 (19) 若者がその一、二週間後にまた娘に会いに行ったときを見計らって、母親
は近所の奥さんに次のように頼み事をする。(20) 「ねえお願いだから、私たちは
結婚の申し込みをしたいから、息子が誰とデートをしているかあんたから息子に
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相手の娘の名を聞いてみておくれ」と。(21) 近所の奥さんはさっそく例の若者に
尋ねる。「あんたがデートしているのは誰なんだい。あんたがお望みの相手は誰
だい？」と。(22) 若者が結婚を望んでいるなら「どこそこ村の誰それだよ」と答
える。(23) 若者の返答を聞いたら奥さんは若者の母親のところに行って、母親と
父親に伝える。 
 (24) 若者の父親は、相手の娘の父親が同じ市を使っているならその市の日に、
別の部族ならその部族の日に合わせて出掛けて行く。(25) 若者の父親は娘の父親
と市で会う段取りを踏む。(26) 「某さん、お元気ですか？」「いやまあまあで」
などと長々と挨拶を交わした後、喫茶店に行きお茶を飲んで話し込む。(27) そう
こうしているうちに「お宅の娘さんを俺の息子にくれないか？ 息子は商売をや
っていてまあまあうまくいっているんだ」と話す。(28) 娘の父親は「なるほど、
相談してみよう。娘の母親に相談して、娘も結婚を望んでいるか尋ねてみよう。
娘が望むなら喜んで嫁に出すだろう」と答える。 
 (29) 娘の父親は家に帰ると妻を呼んでこう言う。(30) 「某さんが俺に俺たちの
娘を嫁にくれと言ってきたぞ」(31) 妻は「では娘に聞いてみなけりゃ」と言う。
(32) そして娘の気持ちを聞き出すために、誰か近所の奥さんに娘のところに行っ
て聞いてもらう。(33) 頼まれた奥さんは娘に「誰それの息子があんたを嫁に欲し
いとさ。あんたはその人がいいのかい？」と尋ねる。(34) すると娘は「ええそう
よ、私はその人がいいわ。その人のことなら何でも知っているのよ」と答える。 
 (35) 再び市の日になって、また父親同士が会う。(36) 二人は市で落ち合い喫茶
店に行ってお茶を飲むんだ。(37) 若者の父親がまず、「それでどうだった？」と
尋ねる。(38) すると「ああ、娘に聞いたさ。万事うまくいった。あんたのところ
に嫁にやる」と相手が答える。(39) 若者の父親が「ではあんたの娘とその支度に
払うのは幾らにしようか。首飾りとか他の身支度はいらないかね」と訊く。(40) 相
手の父親は「一万から二万リヤルを貰おう。首飾りは用意してくれ。他にあれと
かこれとかも」と言う。(41) 若者の父親は「了解した。これこれの日に首飾りを
渡そう」と返答する。(42) この準備期間は何ヶ月もかかるということはなくて、
ほぼ一ヶ月で済む。 
 (43) もしもあんたが結婚の申し込みをするなら、あんたの父親が生きているな
- 90 - 
 
ら、父親が結婚の取り決めに行く。(44) 父親が生きていないならあんたの叔父が
行く。(45) 叔父もいなければあんた自身で行く。(46) 娘の方も、父親がいなけれ
ば長兄が代わりをする。(47) 長兄もいなければ父親の兄弟、つまり叔父が代わり
を務める。 
 (48) 若者がいとこを嫁にしたい場合は、血縁のない相手と段取りが違う。(49) 
若者の父親が直接兄弟の家に行って、「おまえの娘を俺の息子の嫁にくれるか？」
と訊くから、「いいとも」と答えるんだ。(50) いとこ同士の場合は若者と相手の
娘が同じ組になるから、掛け合いの儀式をする際、娘たちを分けなければならな
い。(51) 嫁さん側に半分、婿さん側に半分というように。(52) 花婿と花嫁が親戚
同士だからだ。 
 (53) あんたの叔父さんと父親が同じ家で暮らしていて、叔父さんに娘がいたら
乳兄弟でなければ結婚できる。(54) だけど嫁送りをするときには、あらかじめ花
嫁を近所の家にやっておいて、嫁送りをするという段取りを踏む。(55) まあ最近
ではいとこ同士の結婚はすくなくなっているがね。 
 (56) ここまできたら晴れて婚約者が娘に贈り物を、つまり首飾りと大布と田舎
靴を贈るときには、娘の父親の方は長シャツとヘンナとナツメヤシを買っておく。
(57) 娘と若者は畑で会って、結婚式の日取りを話し合う。(58) 式の日取りが決ま
ると、若者の父親が一万リヤルをもっていればその金額を、または取り決めた金
額を相手方に支払う。 
 (59) お金を渡すと、婚姻届のサインをしに行く日を取り決める。(60) その日に
は娘の父親と若者の父親と若者がタフラウトまで出向く。(61) 法務官のいる事務
所に行き、政府の法令に従ってどこそこの娘をどこそこのこれこれの男の元に嫁
ぐと記入する。(62) 結婚の申し込み金として千リヤルを用意して、法務官の目の
前で若者が娘の父親に手渡す。(63) 千リヤルを渡すのは、娘が見込んだからだ。
(64) 千リヤルの受け渡しを法務官は書面に書き込んでから、法務官は「ではいつ
でも結婚式を行ってよろしい」と言うんだ。 
 (65) それから結婚まで三、四年も待つなんてことはない。(66) 遅くて二、三ヶ
月で結婚する。(67) 婚約者同士はお互いの家を行き来することはない。(68) 外で
待ち合わせて、昼頃まで話をして、それぞれの家に帰って昼ご飯を食べる。夕方
- 91 - 
 
に会ったとしても夕食も同じように自宅で取る。(69) 誰かの家で婚礼があったら、
そのときは婚約者同士で待ち合わせて一緒にヘンナ式に出る。(70) デートをして
いても一緒に寝たり性交したりしない。(71) 結婚しようとした相手の娘が処女で
ないなんてことはありえない。(72) 未婚の娘は絶対に処女だってことはあんたも
わかるだろう。(73) 俺たちの田舎では都会のようではないんだ。 
 
5-8. 娘 tafruxt 
 (1) 結婚しようとして嫁探しをするとしたら、部族の外の人間ではなくて部族
の中だけで探す。(2) アラブ人集落やリーフ地方などの外で探さないのは、得て
してそういう結婚は難しいからだ。(3) 部族の外との結婚を考えてごらんよ、何
がいいっていうんだい。(4) 部族外での結婚では嫁の値段が上がるだけだ。(5) だ
から故郷の中だけで相手を探すんだよ。 
 (6) あんたの父方の叔父さんの娘や母方の叔父さんの娘との結婚は、できるよ。
(7) 前もって言っておくけど、離婚された女や未亡人とは結婚するものじゃない。
(8) 従姉妹が未婚で年の差がそれほどでなかったら結婚できる。(9) 従姉妹が離婚
した身でなければ結婚する。従姉妹なら、結婚したあといじめたり叩いたりしな
いだろう。(10) あんたの家の近くに従姉妹の家があるんだから、よく性格がわか
っているはずだ。(11) あんたが嫁にもらうのが一番いいんだ。そうじゃないと他
の男にもらわれてしまう。(12) 父方でも母方でも従姉妹結婚は同じことだ。 
 (13) 従姉妹が万一まだ幼ければ、結婚は無理だ。(14) 従姉妹がまだずっと年下
で、あんたがもう充分結婚適齢期に達してたら、従姉妹の成長を待つことはでき
ない。(15) あんたが十八才で従姉妹が六才ならあんたは彼女を待つかい？ (16) 
娘は十七才以上なら結婚できる。(17) 十五才以下では結婚できない。 
 (18) 六才の従姉妹を待っていたらあんたは三十才にならないと結婚できない
じゃないか。 
(19) 田舎では村々が村の中だけで婚姻を結ぶ。(20) 村の中の結婚は何がいいと思
う？ (21) 村の人は村の娘を全員よく知っている。(22) よそ者をもらってきたら、
性格が悪いかどうかよく働くか病気持ちでないか、全然分からないじゃないか。
(23) でも村の中なら若者の父親は村の近所の人に何でも訊くことができるし、市
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でも情報を集められる。(24) ただ、娘の家族は若者のことや若者の家のことをあ
れこれと聞き出さない。 
 (25) 村の結婚はだからいいんだ。(26) あんたが相手の娘と乳兄妹なら嫁にもら
えない。(27) 乳兄妹は血のつながった兄妹のようなもので、父方でも母方でも叔
母たちはあんたと乳兄妹の結婚は望まない。(28) 誰も乳兄妹同士の結婚をよいと
言わない。(29) あんたに乳をやった叔母は、あんたにとって母親と同じだから乳
兄妹は兄妹と同じなんだ。(30) あんたが実の妹と結婚出来ないのと同じように、
乳兄妹も出来ない。(31) イスラムの教義にあるようにコーランの教えの通りに歩
むべきだ。 
 (32) コーランはこういう行いを認めない。(33) 習慣法では二人の妻をもらうこ
とができる。ちなみにイスラムの教義では四人の妻をもらうことが許されている。
(34) だけど、ふつうは一度に何人もの妻をもらうことはない。(35) 習慣法ではど
う言っているかというと、最初の妻に子どもができなければ、二人目の妻をもら
える。(36) 夫は、最初の妻と四、五ヶ月は一緒にいて我慢をしなければいけない。
(37) それでも妻に子どもができなければ、二人目の妻をもらう。(38) 二人目の妻
にも子どもが出来なくて、三人目の妻をもらおうとすると「いいや、あんたには
もう二人も妻がいるから三人目の妻はもらえない」と忠告される。(39) すると夫
が「おれには子どもがいないんだ」とみんなに言う。(40) それで二人の妻と離婚
して、三人目の妻をもらう。(41) 離婚をして三人目の妻をもらっても子どもが出
来ない場合は、四人目の妻をもらう。(42) 同時に四人の妻をもらうことはできな
い。 
 (43) たいてい子どもが出来ない人というのは、ずっと生まれないものなんだ。
(44) 村では二人の妻を持つ男は少ない。(45) 二人目の妻をもらっている人は、一
人目で子どもができなかった人だ。(46) 一人目と四ヶ月過ごして、離婚してから、
二人目をもらって子どもが出来ることもある。(47) 二人の妻をもつ男が最初の妻
には子どもができずに、二人目で子どもが出来ることもある。(48) 二人目にも子
どもができない場合は、子種のない夫が二人を離婚したりはしない。 
 (49) 最初の妻に子どもができたら、二人目の妻をもらったり、最初の妻と離婚
したりしないで、そのまま添い遂げる。(50) 子どもの出来ない男が、一族や近所
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から子どもを養子にもらうことはしない。(51) そのような行いは恥ずべき行いな
んだ。(52) 都会の方では子どものいない金持ちが孤児院から子どもをもらって育
てて、養子にすることはある。(53) でも俺たちは村や郡部にいるんだよ。自分の
娘や息子を人にやるような奴がいると思うかい？ あんたは子どもを渡されて、
あんたは子どもをもらったりするかい？ (54) そんな行為は俺たちのところでは
恥ずべきことなんだ。(55) そんなことをしたら「あんたは息子をお金で買ったの
か？」と言ってみんなが蔑むだろう。(56) 子どもの授からない事態を誰がもたら
したと思う？ 神が子どもをお与えにならなかっただけだよ。(57) 子どもがいな
い人もいるし、妻が猿のように醜い人もいるし、子宝を神が与えてくだされば、
息子も娘も授かる人もいる。 
 
5-9. 結婚式 （1）tamɣra (1) 
[1] 同部族内での結婚式 tamɣra ɣ-tqbilt 
 (1) 婚姻届けにサインをすると、収穫後か耕作後に結婚式をする。(2) ヘンナ式
は届けを出した日から三日間、花嫁と娘たちがする。(3) 結婚式当日にヘンナは
付けない。(4) 結婚式の日、大人の女たちが花嫁のところにやってくる。(5) 花嫁
に剃刀を当てて、陰毛を剃って、支度を整えてやる。(6) 花婿と花嫁が同じ村同
士なら、人を呼んで会食する。(7) はじめに花嫁の家で男たちや女たちが会食し
てから、花婿の家に呼ばれて会食する。 
 (8) 花婿花嫁が同じ村同士なら、男たちが晩になるまでアホワーシュをし続け
ていると、娘たちが花嫁を連れてくる。(9) 花嫁を連れてくると、男たちは「お
お、慈悲深き神よ」と決まり文句を言うと、花嫁が泣き声を挙げる。(10) 泣き声
を挙げるのは、これが習慣だからだ。(11) 女たちは花嫁を花婿の家の戸口まで連
れてくる。(12) 前に言ったように、花嫁に羊毛のシーツをかぶせて赤い田舎靴を
履かせているが、毛布の下には下着も何も着ていない。顔は小布で隠している。
(13) 花婿は白い長ズボンと白いターバンと白いワイシャツの上に白い長衣を着
て、短刀を付けて田舎靴か白いモロッコ靴を履いている。(14) こうして戸口で三
時間掛け合いの歌を続ける。(15) 家の中へ花嫁を入れてしまうと、家の中で女た
ちが二回目の掛け合いの歌をしてから、娘たちが花婿の戸口でアホワーシュを始
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める。(16) そして娘たちは朝までアホワーシュをするんだ。 
 (17) アーモンドとナツメヤシの干し果実を、家の入り口に立っている花嫁に、
若者たちが投げかける。(18) そして脱脂乳を口一杯まで注いだコップを持ってき
て花嫁に渡すと、花嫁が飲む。(19) 次に同じコップから残りの脱脂乳を花婿が飲
むというように、コップ一杯の脱脂乳を交互に三回ずつ飲む。(20) 最後に花婿に
コップを渡すと、花婿が口に含んで、花嫁の毛布に吹きかける。(21) 花嫁は部屋
に下がって夕食をもらう。(22) 花嫁は水で練った少しの大麦粉を新しい銅製の鉢
に入れた食事を食べる。 
 
[2] 別々の部族同士の結婚式 tamɣra n-tqbilt s-ṭaya 
 (1) 別々の部族同士の結婚式は、たとえばタスリルトのアイトアブッラ村にお
嫁に行くような場合は、男と女が連れだって花嫁を連れて行って、一晩村に泊ま
る。(2) 六人ぐらいの既婚の女と、若い娘と、若者と、既婚の男たち全員が、連
れだって出掛ける。(3) そして花婿の家の前まで来たら、花婿側には花婿の村の
娘と若者と女たちがつく。(4) 大人の男たちはこの場は離れて見ている。(5) とい
うのは既婚の男は女たちが沢山いても特に見たがったりしない。(6) 戸口で掛け
合いをしたら、若者も娘も男たちもみんな一緒になって家に入る。(7) 俺たちの
村では、大人の男女と若者と娘が同じ客間で席についたりはしない。(8) 花嫁を
家の中に促したら、ある客間には女と娘、別の客間には男と若者と別れるんだ。 
 (9) さて、翌日また掛け合いをする。一晩過ごした花嫁と、花嫁と一緒に付い
てきた娘たちが、夕方から晩が来るまでアホワーシュをする。(10) 夕食を食べた
あと男たちがアホワーシュを夜中までして、続いて花婿の村の娘たちがアホワー
シュをする。(11) 別の部族との嫁送りはこんなふうだ。(12) 村から遠い場所で婚
礼があるときは、トラックに乗って行ってトラックで帰る。(13) トラックには六
十人くらい乗れる。 
 
[3] 同じ組同士の結婚式 tamɣra ufus s-ufus 
 (1) 別の組同士での結婚では、まず娘たちは三日間ヘンナ式をする。(2) 村の中
でする嫁送りには若い娘と花嫁だけが連れ立って行って、若者は行かない。(3) 娘
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たちが花嫁を従えて、花婿と家の入り口まで来ると、村の娘たちが全員一列に並
ぶ。アフーシュ組の娘たちは花婿の家の中に入って、外で待っている花嫁のとこ
ろにはドッホシュ組と残りの村の娘たちがつく。(4) そして双方で花婿の家の戸
口で掛け合いをする。(5) 若者は適当に二つに分かれる。(6) 花婿側に付きたい奴
と花嫁側に付きたい奴とに分かれる。(7) だけど必ず外にいる娘たちを見守る二、
三人の若者が必要だ。(8) 若者の方は娘たちと違って、組が一緒だからといって
一緒に家の中に入ったり一緒に外に残ったりしない。(9) 外で掛け合いが終わっ
たら、花嫁を家の中に入れて、二度目の掛け合いをしたり、会食してお茶を飲ん
で解散する。(10) 同じ組同士の婚礼はこうだ。 
 
5-10. 嫁送り tanggift 
 (1) 別の村や別の部族へ嫁送りでは、十六才以上の村の娘たちは全員付いてく
る。(2) 同じ村同士の結婚は、当の村の娘たちだけが嫁送りに加わる。(3) 若者は
行きたい奴だけが行く。 
 (4) 村の中でやる嫁送りは娘たちだけが花嫁を送り、若者は送らない。(5) 若者
たちは、花婿の家まで娘たちが花嫁を連れてくるのを待つ。(6) 花婿の家の前ま
で来ると、花婿の組の娘は花婿の家の中に入って掛け合いをする。(7) 別の村や
別の部族まで嫁送りをするときは、若者か結婚したばかりの男が付いていく。(8) 
道中娘たちを無事に送るためだ。(9) 嫁送りには村の娘と花嫁と一、三人とか三、
六人の既婚の女もついていく。(10) 女といっても、花嫁の家族の従姉妹や姉など
が付いていく。(11) 家の中で女たちがする二回目の歌の掛け合いは、若者や男た
ちが見ることができない。 
 
5-11. 翌日 lli-d ṣbaḥ-ann 
 (1) 翌朝、花嫁の元に近親の女たちがやってきて、花嫁に新しい着物を渡して
着せる。(2) 花嫁は前日から翌日まで部屋の隅にいて、女たちの掛け合いを一緒
に来た近親の女たち二、三人と見ている。(3) 花婿はアホワーシュを見に行った
り部屋で客と居る。(4) 娘たちはアホワーシュを終えると花嫁と一緒にいる。(5) 
女たちが翌日花嫁の髪を梳きに来る。(6) 女たちは髪を梳いてやりながら、泣き
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声を挙げる。(7) 額に下がっている前髪を上げて、眼にコホルで化粧をする。(8) そ
して新しい着物を着せてやると、花嫁と娘たちが水汲みに行く。(9) 花嫁が背中
に壺を背負って運んで、花嫁が水を汲んでまた背負って帰る。 
 (10) 夕方頃に水汲みに行ったら、日が暮れて少したった頃に鍵が掛かる部屋に
花嫁を導く。(11) そして、「さあ、部屋にお行きなさい」と言う。扉の外には鍵
がさしてある。(12) 花嫁が部屋に入るとすぐさま扉が閉められて、鍵を掛けて閉
じ込めてしまう。(13) 女の誰かが花婿に鍵を渡して「花婿さん、鍵だよ」と言う。
(14) 花婿は鍵を渡されたら部屋へ入っていって、中から鍵を閉めて彼女のそばへ
行くんだ。 
 (15) 花嫁は恥ずかしがって絨毯の隅の方でもじもじしている。(16) そこへ夕食
とお茶を持って人が入ってくる。(17) あんたは花嫁に「さあそばに来て一緒に食
べよう」と言う。(18) 花嫁はあんたに口をきかないものなんだ。(19) 「おいでよ」
と言っても全然来ないから、あんたは立ち上がって夜具が敷いてあるところへ引
っ張っていく。(20) 夜具の上で花嫁はシーツをまとっている。彼女が破瓜の跡を
残すシーツだ。(21) 女たちはあんたが花嫁と性交するまで、花嫁に下着をはかせ
ない。(22) 花嫁が嫌がるのを引っ張って力ずくで押し倒して、シーツを広げて敷
いて明かりを消して、性交して破瓜する。(23) 破瓜すると彼女は失神してしまう。
(24) 失神してたらタマネギの臭いをかがせて意識を戻してやる。(25) 血の跡があ
るのを見届けたら、あんたは部屋を出る。(26) 代わりに女たちが入ってくる。嫁
送りに付いてきた近親の女たちだ。(27) 女たちは入ってくるとシーツをはがして
血の跡にヘンナをかけて、花嫁をその場に寝かせたままシーツを持って部屋を出
る。(28) 女たちはシーツを持ってきて外に出て行くんだ。 
 (29) あんたは部屋に戻ってきて、新妻の隣に座っておしゃべりをして、眠くな
ったら寝ればいい。(30) 翌朝、新妻があんたの沐浴の支度をするので、あんたは
沐浴をしたあと新妻も済ませると、二人とも起きる。(31) その後、女たちがルブ
シースを盛った大皿を持ってやってくる。この大皿は銅製でルブシースと卵とア
ーモンドが盛ってある。(33) 運んでくる女は花嫁の母か姉か親類の女だ。(33) 新
床のシーツを洗いに来たんだ。(34) シーツを持ち出して洗ってしまったら塀にか
けておく。 
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 (36) その日の夕方はあんたはもう新妻と性交はしない、二日目も三日目もしな
い。(37) 一緒に寝ても性交しないで三、四日経ったらしていい。(38) 性交したら
新妻が痛がるだろう。(39) 一ヶ月間新妻は段々と減る痛みを我慢している。(40) 
このあいだ何度も里の母がルブシースを持ってやってくる。 
 (41) 半月もすると、あんたと新妻は新妻の家へ泊まりに行く。(42) 娘たちや若
者たちも一緒に里帰りについて行って、そこでアホワーシュをする。(43) 会食し
てお茶を飲んで騒ぎ、翌日までアホワーシュをしたら帰ってくる。(44) 村に戻っ
たあともあんとは妻の里と行き来をする。(45) 前にも話したように、一ヶ月もす
ると新妻の痛みはなくなる。 
 
5-12. 結婚式（2） tamɣra (2) 
 (1) 結婚式の食事は、同じ村同士でも新郎と新婦の両方で、パンと肉料理を出
す。(2) 新郎は雌ウシを屠って客にもてなす。(3) 花嫁が他の村から来る場合は、
夕方着くように花嫁をラバの背に乗せて来る。(4) もっと遠く離れた村から来る
ときは、花嫁をラバの背に乗せてみんながあとを付いてくる。(5) 花婿の家の前
まで送ってきたら、掛け合いをして一同が中に入る。(6) 泊まっている三日間、
雌ウシや雌子ウシや雄ヒツジを屠るなどのお決まりのもてなしをする。(7) 三晩
中アホワーシュをする。(8) 客の食事やもてなしは、金がかかろうとかかるまい
と花婿であるあんたの責任なんだ。(9) 三日後に客は帰る。(10) よその村から妻
をもらう場合は花嫁の母親も一緒に来て、泊まっていて新床のシーツを洗ってル
ブシースを部屋に運ぶ世話をする。 
 (11) 一週間後に、あんたと新妻は里帰りをして二日間過ごす。(12) 二日後戻っ
て来る。(13) 妻の里で結婚式などがあれば連れだって里に行く。(14) 新妻の四ヶ
月は家にいて妻と一緒にいるものだ。(15) 四ヶ月間夫が家にいるあいだは妻も出
掛けない。 
 (16) 婚礼と食事と塀に干すシーツと客の衣服について話すことは以上だ。(17) 
婚礼をするのに良い日は木曜日か日曜日だ。(18) 村の中で二つの結婚式が同じ日
に重なったら、両者で協議する。(19) たとえば先にやりたい方が日曜日だったら、
あとの方が木曜日にする。 
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 (20) 婚礼の準備をしているあいだに父親か家族が神に召されるようなことが
あると、婚礼は行うがアホワーシュはしない。(21) 人が亡くなったのが婚礼の三
日前だったら、結婚式を四ヶ月後に伸ばしてアホワーシュをする。 
 
5-13. 輿入れの品々（1）lžihaš (1) 
 (1) 花嫁は結婚式の日、役場に持って行く財産目録を作る。(2) 式が済んだら花
嫁の父親と花婿がこの目録を携えて、役所の法務官の前でサインをする。(3) 財
産目録には、花婿の父親と花嫁の父親が結婚式の日に花嫁の家で書き込む。(4) な
ぜこんな事をするのか？ 夫が妻を離縁するとき財産目録に書いてある妻の持ち
物、衣服やアクセサリーを返すためなんだ。 
(5) 古くなった品々は代わりにお金で支払う。目録にあるとおりに返さなくては
いけない。 
 (6) 離縁して出戻った娘が実家に持って帰った目録にある財産は、兄弟みんな
が権利を持つが誰もとやかく言わない。(7) 離婚した娘は里の家でそれらを身に
つける。(8) 結婚して子どものいる女の実家の兄が死んだ場合、財産を分ける場
合には目録にある財産は返さなくてよい。(9) けれど、未婚の姉妹や実家に戻っ
ている離婚した姉妹ほどにはもらえない。(10) 少なくても我慢する。 
 
5-14. 輿入れの品々（2）lžihaš (2) 
 (1) 財産目録は花婿と花嫁の父親が、結婚式の三日後に役場に持って行く。(2) 
タフラウトの法務官の前で両家の父が署名する。(3) 財産目録とは里から花嫁が
持ってきた衣服とかアクセサリーを書き留めた書類だ。これを「証書」という。 
 (4) 娘が生まれると、父親というものは輿入れの品々を娘が幼い頃から少しず
つ買い整える。(5) そしてすっかり揃えてやる。(6) 結婚が決まったからといって
急いで買いに走ったりしない。(7) 息子が生まれた父親は息子が十七才頃になる
と、婚資として花嫁に支払うお金を貯めてやる。(8) 花嫁に支払うお金は花婿の
父親が出す。(9) 父親が亡くなっているなら花婿が自分で、都会に出て働いて貯
めて払う。(10) 花婿が結婚式で着る衣装は花婿の父親は買ってやらない。 
 (11) 都会に旅行した際に自分で買ってくる。(12) 娘の方の父親が亡くなってい
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たら、兄が父の代わりに花嫁道具や品々を揃えてやる。(13) 兄がいなければ叔父
がやる。(14) 母親には何の責任もない。(15) ただ花嫁が身につけるヘッドカチー
フと田舎靴は母親自身の物を持たせてやる。 
 (16) 母親は婚礼が近づくと、自分の身に付けていたのを脱いで娘の衣装箱に入
れてやる。家に残っている他の娘にはやらない。(17) 輿入れが済むと花嫁は持っ
てきたお金を夫に渡す。(18) 離婚するようなことがあると、花嫁から輿入れのと
きに渡されたお金を夫は妻に返さなければならない。(19) だけど、夫が死んでし
まったら返すことはない。 
 
5-15. 里帰り tarrzift 
 (1) 結婚して一週間後に、村の若者たちと村の娘たちが新婚の二人に連れだっ
て新妻の家に泊まりに行く。(2) 客間の中で新妻と一緒に来た娘たちがアホワー
シュをする。(3) 好きなときにアホワーシュをするが、泊まるつもりの者だけが
里の家に行き、会食してお茶を飲む。(4) 里の村が離れているなら一晩泊まるが、
離れていなければその日のうちに帰る。 
 (5) 同じ村同士での里帰りは花婿の組の若者と娘たちだけが連れだって行って、
食事をしてお茶を飲んで夜半まで娘たちがアホワーシュをして帰る。 
 
5-16. アホワーシュ（1）aḥwaš (1) 
 (1) 歳の大市や婚礼や祝い事があると、アホワーシュをする。(2) 始めに四十人
ほどで行う。(3) 六人の片側革太鼓と両側革太鼓奏者一人も輪に入って、輪の中
央には頭役が居る。(4) 既婚でも未婚でもアホワーシュができる男は加わる。(5) 
日中から夜半まで続く。 
 (6) 夜中になると娘たちが外に出てくる。(7) 娘たちは十八才以上が参加できる。
(8) 十八人ぐらいの娘たちに加えて、片側革太鼓を演奏できる六人ほどの男と、
両側革太鼓とナックス奏者の男が一人ずつ加わる。(9) 娘たちは歌詞を長々と歌
うと互いに歌い合ってゆっくりと下がって、太鼓奏者が叩くと寄ってきて踊る。
(10) 既婚の女たちは踊りも歌いもしない、娘たちだけがする。 
 (11) 夜中から始まる娘たちのアホワーシュは翌朝日が昇るまで続く。(12) 日が
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昇ると解散する。 
 (13) 祭日でも歳の大市でも祝い事でも、夕食を食べ終えるとまた始まる。(14) 
どういう日を祭日と言うかって？ 国王の即位記念日と歳の大市と大祭だ。この
三日は三晩にわたってアホワーシュをする。(15) 三日三晩踊り歌い続ける。(16) 
昼間はアホワーシュをしない、夜だ。 
 (17) どこかでアホワーシュをすると聞けば、他の部族までに見に行くこともあ
る。(18) 自分の村にアホワーシュがあったとしても見飽きているだろう。(19) ま
だ見たこともない村のアホワーシュや踊りがうまいと評判の村に見に行くんだ。
(20) 男たちや若者たちは他の村の踊りを見ているだけだ。 
 (21) でも娘や女たちはそこの村の住人でなくてもいい。(22) 加わりたければ加
わるが、男は他村の歌にも踊りにも加われない。(23) 十八才から二十二才までの
娘たちが歌と踊りをすることができる。(24) 六、七才の娘はだめだ。 
 (25) アホワーシュをするには歌の掛け合いの歌を知っていなければならない。 
(26) 族長や郡長や警官が来て、アホワーシュをする三日三晩見張っている。(27) 
娘たちのアホワーシュのあいだは、男や大人の女や子どもたちは座って見る。(28) 
誰のささやきも聞こえないくらい黙って座って見る。(29) みんなじいっと見て聞
いているんだ。(30) みんな夜にランプを灯して踊る場所を明るくする。それは何
ともすばらしい光景だ。(31) カセットレコーダーを持っている人は録音するが、
持っていない奴はじっとしている。(32) 長衣を着て、膝を抱えて座る。(33) 見知
らぬところで録音したり写真を撮ったりできない。(34) おしまい、これがアホワ
ーシュだ。 
 
5-17. アホワーシュ（2）aḥwaš (2) 
 (1) アホワーシュをするとき男たちは輪になって、輪の真ん中に片側革太鼓を
持って叩く頭役が立つ。(2) 片側革太鼓奏者と大太鼓奏者も輪に並ぶ。(3) 両側革
太鼓奏者も輪に加わると、片側革太鼓奏者は頭の他に六人いる。(4) 娘たちがア
ホワーシュをするときは一列になる。太鼓奏者は座る。(5) 列の真ん中に頭がい
て、右側に両側革太鼓、左側にはナックス奏者がいる。(6) 片側革太鼓奏者の人
数は男のアホワーシュよりも増やしてもよい。(7) 娘のアホワーシュを見るとき
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は男も女も座って見る。(8) 男たちは黙っている、女たちは歓喜の声ではやす。(9) 
十六才以上の娘は加われる。(10) 男の場合は若くても年をとっていても、歌と踊
りができれば加われる。 
 (11) 歳の大市と国王誕生日にも踊りの広場でアホワーシュをする。(12) どの村
にもそういう場所がある。(13) 結婚式やお七夜では祝い事のある家の前でアホワ
ーシュをする。(14) 聖者祭には男と娘たちがモスクの前でアホワーシュをする。
(15) お七夜には夜中まで娘たちがアホワーシュする。(16) 男と娘が順番にする場
合は、男が宵から夜中までして、そのあとから翌朝の日が昇るまで娘たちがする。 
 (17) 俺たちの村の男は他の村でアホワーシュをしない。タスリルト部族の中だ
けで踊る。(18) 他の部族の婚礼に呼ばれたら、花嫁に付いていく娘たちだけはア
ホワーシュをする。(19) だけど泊まりに行った娘たちは、行った先の村の娘と一
緒に踊らない。別々にやる。(20) 片側革太鼓奏者は花婿の家に控えている。 
 (21) 男たちの方は婚礼がある村に行って、知っている踊りなら一緒にする。(22) 
知らなければただ見ている。タフラウト郡の部族は大体同じ歌と踊りだ。(23) 娘
たちは泊まっていないのに他の村のアホワーシュを見に行ったりアホワーシュ
をすることはできない。(24) 花婿と花嫁に娘と若者が付いていく里帰りでは、花
嫁の家の客間でアホワーシュをすることができる。(25) 片側革太鼓を持って行っ
た若者が演奏する。 
 (26) 男のアホワーシュは太鼓奏者も一緒に歌う。(27) 娘のアホワーシュでは娘
たちだけが歌う。(28) 娘たちのアホワーシュの太鼓奏者の男たちはただ太鼓を叩
くだけで、歌わない。 
 
5-18. 妻との性交 iɣ ign t-tmɣart-nns 
 (1) 男は夜に妻と自分の家で性交する。(2) 男が妻の上になったり下になったり
する。(3) 夫はどんなとき妻と性交しないと思うか？ (4) 男が結婚して初夜のあ
と三日間は性交しない。三日後からはよい。それと月経中もしない。(5) 妻が妊
娠したら四十日間はそっとしておくが、そのあとはいい。(6) 女も男も翌朝起き
ると体中を洗う。こうして不浄を流すんだ。 
 (7) 若者は結婚していない場合はタフラウトの娼婦屋に行く。一回の性交に二
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百リヤル払う。(8) 結婚している男は娼婦屋に出掛けたりしない。顔を知られて
いるからね。(9) 月経中か妊娠していなければ性交する。(10) 妻は事が済むと沐
浴して男はまた性交する。(11) 男は妻に射精するなら左手でペニスを握り「神の
御名に」と言って射精する。(12) こうするのは正式の妻だからだ。(13) 妻と寝る
ときは陰部以外の体中どこでも触れる。(14) あんたが娼婦と寝るときは体を洗い
たければ洗う。(15) 妻が臨月になったらもう性交しない。 
 
5-19. 死と葬式 lmut d-lgnazt 
 (1) 人は年を取ると病気になる。(2) 死期が近づくと医者にも診せない。(3) 医
者はタフラウトにいるけれど呼ばない。(4) 神がお連れになるか死ぬまで病気は
居座り続ける。(5) 人が死ぬと水を汲んできて最長老がその人を洗ってやる。女
たちは泣くんだ。(6) 自宅で死んでも町で死んでもその場所に葬る。(7) 朝早く死
んだら昼までに埋葬する。(8) 昼頃に死んだら日暮れ前に埋葬する。(9) 日没後に
死んだら翌日まで洗わずにそのまま置く。 
 (10) 翌日、日が昇ったらその人を知る参列者にモスクから呼びかけて知らせる。
(11) 墓掘り人が三人くらいやって来る。その人の体に葦を当てて長さを測ってか
ら墓を掘る。(12) 墓を掘り終えると長老がお湯と石けんでその人を洗う。(13) 丹
念に洗ってから白い木綿布の死に装束を着せてやる。(14) 手を脇にぴったり付け
て布で覆って、縫ってやって、顔は縫わずに開けておく。(15) 顔を覆う布の端は
縫わずにおく。顔だけ縫わないのは、その人を墓に埋めるそのときになって、顔
に掛けた布をはねのけるためなんだ。(16) その人を運んで洗ってやって布で巻い
て墓に埋める。(17) その人を網にくるんで大布で覆って墓場まで運ぶ。 
 (18) 女が死ぬと女が洗って布を巻いてやる。(19) 洗い役は若い既婚女などでは
なくて、年のいった女だ。(20) 年のいった女は六才以上の女の死者はすべて扱う。 
 (21) さて、その人を網に載せて六人で運ぶ。(22) 墓場まで運ぶあいだ「アラー
の他に神はなし、ムハンマドは神の使徒なり」と言い続ける。(23) この六人が先
に立って、後から死者の子どもや親族が付いていく。(24) 祈りのために、コーラ
ン学校の先生はその人を運ぶ葬列には付いていかずに、墓場の前で待っている。
(26) 墓場の前の空き地で待つ参列者の前にその人を置いて、その人をメッカの方
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角に向けたら祈る。(27) 先生はみんなの前に立っている。(28) 死者には祈りの言
葉を言うだけでお辞儀をしたりひれ伏したりはしない。(29) ただ立っていて、開
章を詠んで墓穴に運ぶ。 
 (30) その人に向かって祈ったり唱えたりしたら、墓穴まで運ぶんだ。(31) 今度
は運ぶときに「アラーの他に神はなし、ムハンマドは神の使徒なり」と言わない
で墓穴に運ぶ。 
 (32) 亡くなった人にかけた大布を取って、墓穴の中に立つ男たちの頭にその人
を載せる。(33) 墓の底に横たえたら、顔に掛かっている布切れを払って平石を置
く。(34) 先生は祈りを唱え続けなければ、乾いた土をかける。平石の一枚は足の
あたりともう一枚は頭のあたりに平石を立てて、小石を並べる。(35) 大きな石を
置くとジャッカルやキツネなどの野獣が荒らされない。(36) 石を置いたら立ち去
る。(37) 葬列は十七才でも結婚していれば参加できる。(38) 結婚していないと二
十才を過ぎていなければならない。(39) 三日目の喪の式が過ぎたら男の子や未婚
の若者は墓場を訪れることができる。(40) でも女や娘たちは四ヶ月目の喪の式が
済むまでは墓参りはできない。 
 (41) 頭と足元に立てる平石は、男なら向き合わせる。(42) 女なら足元の石は頭
に置く石に対して垂直か頭の石を倒して置く。 
 (43) 村の外で死ぬと、その場所で埋葬する。お金持ちなら村まで運ぶ。(44) フ
ランスや他の国だとしても同じだ。(45) 埋葬するときは火葬にはしない。宗教上
火葬はない。(46) 死んだらアラブ諸国でもヨーロッパにいても埋葬したいならこ
う言うのです。(47) 「墓に埋めるときにメッカの方角に顔を向けてくれ」と。 
 
5-20. 死者が天使に言う言葉を死者に教える人 ɣ̑alli-nn issfhamn wnna immutn 
 (1) 死んだ人に天使との会話の言葉を教えるのは大長老の役目だ。(2) どう言う
か長老は知っている。(3) 長老は日暮れになって墓に行き死者に向かってこう言
う。(4) 「誰それの母の子、誰それの母の子、誰それの母の子！大天使アズライ
ルがおまえの元にやってきたら、天使はおまえにこう言うだろう。『おまえの神
は何だ？』と。(5) そうしたらおまえはこう言うんだぞ、『われわれの神はあなた
を創造なされたあなたの神です。私は証言します。アラーの他に神はなし、ムハ
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ンマドは神の使徒なり。神の上に永遠あれ』と」(6) そして帰るときに、長老は、
「神よ、私はあなた方死者に向かってシャハーダを唱えました」と言って家路に
つく。(7) 葬式の日の日暮れに必ずアズライルに言う言葉を教えに行く。 
 
5-21. 葬式にやって来る者 wnna ittaškan ad-d dar-s idʽu 
 (1) 誰かが死んだら死者の家に集まって開章を唱える。(2) 死者の家の入り口に
籠を置く。籠にはナツメヤシと固いパンと茶碗一つが入っている。茶碗にはサラ
ダ油とアーモンドが入っている。ヘンナの入った土器も一緒に置いてある。(3) 開
章を唱える男は、妻帯者でもヘンナを体に付けて少量のパンを油に浸して食べる。
(4) 男はパンを食べると女や子どものいる部屋で開章を唱える。(5) 夕方までこう
してパンを食べたら翌日まで続ける。(6) 一緒に開章を唱えに来ない人は自分た
ちの家で唱える。(7) 三日目に喪の式を行い解散する。(8) 六才以上なら村の女は
みんな死者の家に来て開章を唱える。(9) でも喪の式には女は出席できない。 
 
5-22. 幼児の葬式 lgnazt n-tazzant 
 (1) 出産したのに産声を上げずに死んだら葬式など一切しない。(2) 父親が一人
で墓を掘って赤ん坊を洗って装束を着せて埋める。(3) 葬式も何もしないで父親
一人で埋めるだけだ。(4) そういう子は「天使である子なんだ」と人は言い、生
まれてきたが産声を上げずに死んだ子を言う。(5) 産声を上げずに命名式もせず
ただ生まれて死んだ。(6) お腹の中で死んだ子も同じだ。(7) また産声を上げたの
にその後すぐに死んでしまっても命名式はする。(8) 出産後一週間後に、ヒツジ
は屠ってもまだ名前を付けていない命名式の前に死んでしまった子どもも、名前
を付けてやり命名式もやる。 
 (9) 一週間から一ヶ月近く生きて死んだ子は、父親と祖父だけで埋葬してコー
ラン学校の先生は参列しない。(10) 平石は一つ置く。(11) 村で祝い事がある場合
はアホワーシュをしてよい。(12) 生後一週間以内に死んだ子は父親だけで埋葬し
て石も置かない。(13) コーラン学校の先生も出ない。祝い事があればアホワーシ
ュしていい。(14) 一ヶ月以上六ヶ月まで生きた子は、男の子でも女の子でも平石
を建てる。(15) コーラン学校の先生と組の者と隣人たちが参列する。祝い事があ
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ればアホワーシュはできる。 
 (16) 一ヶ月以上生きた子にはモスクからみんなに知らせて、先生も祈りに来る。
(17) 一ヶ月以下なら父親だけで埋葬する。(18) 半年から六才まで生きた子にはコ
ーラン学校の先生と村人全員が祈りに訪れるし、喪の式もする。(19) その場合ア
ホワーシュをするなら二十日間伸ばしてする。(20) 婚礼があれば結婚式はするが
アホワーシュはしない。(21) 六才以上で死んでしまった子には、先生と村人全員
と近くの村に住む人も祈りに訪れる。(22) この場合にはアホワーシュをしたくて
も四ヶ月待たなければならない。(23) 死んだ人に妻がいるなら、妻は喪にこもる。
(24) 死んだ人に大都市や近場の町に住む子どもがいるなら、子どもは必ず参列し
なければならない。 
 
5-23. 墓地 aʽmmaṛ 
 (1) 墓地は村ごとに持っていて村人みんなそこに埋葬する。(2) 墓地が満杯にな
ったらどこか別の場所に移動して、新たな墓地を作ってそこに埋める。(3) 墓地
には戸はない。(4) 墓地は村から離れた場所にある。必ず遠くなければならない。
(5) 日没後は墓地には立ち入らない。この世の夜はあの世の朝だからだ。(6) 墓地
とモスクの手伝いは村の共同作業だ。 
 (7) モスクや墓地を修繕する場合は共同で働く。(8) 村にいる男は全員参加して
作業をする。(9) 作業については知らせが回る。(10) その他の作業は共同ではや
らない。(11) モスクを新しく建てるときには、村に店を構えている者は建築費と
して儲けの十分の一を送金する。 
 
5-24. 喪中の女 lḥaqq n-rbbi 
 (1) 妻は夫が死ぬと喪に服する。喪ってどうするか分かるか？ (2) まず喪中の
女は一番着古した服を着て、頭にすっぽりと白いヘッドカチーフで覆って顎の下
で縛り頭だけ出す。(3) 成人男子は、村の者もよそ者も喪中の女を見てはいけな
い。(4) 兄弟や親類はふだんは彼女も見てもよいのに、このときは男の誰でも隣
人でも見てはいけない。(5) 二番目には、喪中の女は日暮れになって通りに出て
いてはいけない。(6) 通りに出ていても日暮れになったら家に入る。(7) 三番目は、
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あんたは彼女をどやしつけたり家の中で口論してもいけない。(8) 彼女は喪中な
んだからいたわらなければいけない。(9) 四番目は体を洗ったりコホルやヘンナ
を付けることも、鏡を見るのもアクセサリーを身に付けることも、髪を梳いたり
切ったりすることもいけない。(10) アクセサリーを四ヶ月間外しているのが嫌な
ら、手には指輪と腕輪をつけてそれ以外は外す。 
 (11) 四ヶ月過ぎたら、きれいな服を持って離れた場所の水場に出掛けて体を洗
う。まだ人は彼女を見てはいけない。(12) 離れた水場で四ヶ月着ていた服は捨て
てしまって、水を汲んで体を洗う。(13) きれいな着物を着たら、バケツを持って
家に帰る。(14) この後はもう彼女を見てもよい。彼女の喪は過ぎたんだ。(15) も
し男が離れた水場で体を当たっている彼女の姿を見てしまったら、その人は死ぬ
だろう。その時の彼女は鬼女だ。(16) 体を洗って汚れを落とした後は、四ヶ月が
過ぎていれば会いたい人は彼女に会える。(17) こうして喪が明けるんだ。(18) そ
して彼女は夫の墓に石を供えに行く。 
 
5-25. 亡夫の墓参りをする女たち zziyaṛt n-tmɣarin 
 (1) 死後三日経つと死んだ人の子弟が喪の式を催す。(2) 女たちは四ヶ月過ぎる
まで墓参りはできない。それまでは喪中だ。(3) 死んだ人を墓まで運ぶときには、
娘も若奥さんも年のいった女も付いていくことはできない。(4) 男たちだけが運
ぶのについて行ける。(5) 男たちは好きなときに墓地に行って墓参りができるし、
子弟もできる。(6) 死んだ男の妻は四ヶ月過ぎて、信仰告白を唱える儀式を済ま
せたら、墓参りができる。(7) もし女が喪中に墓場に入ったら天使たちが人間を
呪う。(8) 必ず喪を過ぎてから夫の墓に参る。(9) 夫が死んで三、四年経つとひと
月に一度墓参りする。(10) 時間が経つと忘れてしまうものだ。(11) 忘れていくに
つれて墓参りは三、四ヶ月に一回になる。(12) だんだんと足が遠のいて神のご自
愛あれとつぶやく。(13) やがて妻にも時が来るし人は皆その時が来る。(14) 人は
死んでしまうんだ、生きているうちに楽しむんだ。 
 (15) 二人の妻と結婚しているなら、二人とも墓参りをする。(16) 二人とも喪に
服す。(17) 四ヶ月過ぎたら墓参りする。二人ともが妻なんだ。(18) 結婚していて
も四ヶ月過ぎれば自由の身だ。(19) 墓参りに二人の妻が連れ立って行って、コー
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ランの開章を唱える。(20) 唱え終わったら家に戻る。(21) 二人の妻が夫の死後も
同じ家で二人暮らしても問題はない。 
 
5-26. 死者に信仰告白を唱える儀式 lfdi 
 (1) この儀式は「アラーの他に神はなし」と五万回唱える。(2) 四ヶ月目の喪の
式の日に老人たちが分担して行う。(3) たとえば老人五人に十個のナツメヤシだ
ったら、一個のナツメヤシは千回にあたる。(4) 終わるとコーラン学校の先生の
ところへ持って行くと、先生は種を受け取る。(5) この儀式をするのは死んだ人
が大人の男女に限っている。儀式を行うのは老人だけだ。(6) 結婚している老人
だけに限る。 
 
5-27. 喪の式 sslukt l-lmut 
 (1) 喪の式というのは人が死んで土の下に埋まって三日過ぎて最初にする喪の
式だ。(2) その後四ヶ月して石を墓に並べるときに、また別の喪の式をする。(3) 田
舎では死者の子孫が取り仕切る。(4) 市場から肉を買ってきて、鍋で料理して野
菜やあれこれを入れてシチューを作る。 
(5) 村の人やコーラン学校の先生や生徒たちを呼んで、コーランを全章唱える。(6) 
済んだら食事をしてお茶を飲んで開章を唱えて帰る。(7) 三日目の喪の式も四ヶ
月目の喪の式もこんな風だ。(8) 女は喪の式の席には加われない。(8) 三日目の式
も四ヶ月目の式も村のいる人はみんな呼ばれるが、女はだめだ。 
 
5-28. 未亡人と孤児 tamdwult d-igigiln 
 (1) 夫が死んで妻と幼い子どもが残されたら、残された子どもは死んだ夫の家
族が面倒を見る。(2) 夫に先立たれた妻が年配で子どもがいる場合、夫の兄弟と
の再婚以外は、再婚は考えられない。(3) 俺のようにまだ結婚していなくて、兄
貴が結婚していて子どもがあって、でも兄貴が死んでしまったら、俺が兄貴の奥
さんと結婚する。(4) 結婚することになったら役所に行って俺自身でサインをし
たら、結婚は成立して、俺は兄貴の奥さんの夫になる。(5) 当然、俺が兄貴の子
も育てる。(6) 夫の兄弟がみんな結婚していたら、兄弟みんなでその子を育てる。
- 108 - 
 
(7) 夫に兄弟が一人もいない場合は、夫の親戚が面倒を見る。(8) 夫の親戚が残さ
れた子を助けて、少し大きくなるまで必要なものを援助する。(9) 夫に先立たれ
た妻の実家の父親の方がずっと羽振りがよい場合は、少し何か持って行くことも
ある。(10) 両親を失い男の子がたった一人で残されたら、母方の祖父や叔父が手
助けをする。(11) でも母方の叔父は一回か二回助けてやれば十分だ。(12) 父方の
叔父は暮らし全般にわたって、すべての責任を持たなければならない。 
 (13) 孤児が大きくなると、都会に出して奉公させる。(14) 働いて得た給料は田
舎に住む残された母親に送る。(15) 母親は子どもの給料で暮らしを立てる。やが
て子どもは育って考えもしっかりする。(16) 一般に、父親というのは何も残さず
に死ぬことはない。(17) 町にある店とか家畜とか、暮らしを立てるのに売れるよ
うなものを残してくれるものだ。(18) 父親というものは何一つ残さずに死ぬこと
はない。孤児たちがあまりにもまだ幼いと育てるのが大変だ。(19) まだ赤ん坊だ
とへとへとになるまで世話をしても育て上げるのは難しい。だから孤児は神に愛
でられる。 
 (20) もし父親が都会に店を残しておいてくれれば、大きくなって考えがしっか
りするまでそこで働く。(21) 父親が店を残してくれなかったら、他の人のところ
で奉公する。(22) 叔父のもとが気に入らなかったら他の人の店で雇ってもらうか、
寝食込みでどこかに奉公するかだ。(23) それで大きくなったら、母親を養って誰
かと結婚して子どもをもうける。(24) このときもまだ母親は暮らしが大変だから、
子どもたちが母親を養う。 
 (25) 夫が死んで妻に子どもがいなかったら、夫の親戚の者が結婚を申し込める
し、気に入らなければ他の誰でも結婚を申し込める。(26) 妻を亡くした男や離婚
した男が未亡人を娶るのがふつうだ。(27) それでもなければ、妻は自分の村に戻
って父親に相手を捜してもらう。 
 
5-29. 夫が死んだ場合の夫の兄弟との結婚 ttihal s-ĝma-s urgaz iɣ immut 
 (1) 夫に兄弟がいればその兄弟と結婚する。(2) ただしすでに子持ちで離婚をし
ている兄弟とだけであって、妻のいる兄弟とは結婚しない。(3) たとえば子ども
がいる長兄が死んで、離婚をした夫がいればその夫と未亡人が結婚する。(4) そ
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の弟がまだ結婚前なら、夫が未亡人と結婚する。(5) 兄弟みんな結婚していれば、
兄弟みんなで未亡人の面倒を見る。(6) 妻が死んで子どものいる男と夫が死んで
子どものいる女とが一つ家にくらしているなら結婚する。(7) 一つ家にいないな
ら結婚する必要はない。 
 
5-30. 妻が死んだ場合の妻の姉妹との結婚 ttihal s-wultma-s n-tmɣart iɣ tmmut 
 (1) 妻が死んで子どもを残された夫は、妻の里に夫を亡くした未亡人の姉妹が
いれば、その人と結婚する。(2) 未亡人の姉妹がいなければ、未婚の姉妹と結婚
する。(3) もし姉妹がいなければどこかの未亡人と結婚する。(4) 死んだ妻の姉妹
と結婚する場合は、姉妹がまだ未婚の娘ならばふつうに結婚するときのように、
婚資を用意する。(5) 死んだ妻の残した首飾りなどは自分に娘がいないなら、死
んだ妻の姉妹にあたる新たに娶った妻のものになる。 
 (6) 妻が死んで子どもがいないなら、村の中でも他の村でもいいから未亡人を
捜す。(7) 死んだ妻の里に未亡人や未婚の娘がいても、特に候補として考える必
要はない。(8) 市に出掛けて、部族に誰か未亡人はいないか尋ねまわる。(9) 教え
てもらったら、未亡人のいる村に嫁探しに出掛ける。(10) 気に入った相手を見つ
けたらみんなにこう尋ねる。「彼女は気立てが悪くないか？」(11) あれこれと噂
を集める。(12) そして直接未亡人の父親のところへ行って、「どうかどこそこで
離婚したあなたの娘を私の嫁にくれないか？ 俺は妻を亡くしたんだ」と言う。
(13) すると未亡人の父親が「よろしい」と答えるので話は決まる。(14) 結婚する
ことになったら、ラバの背に乗せて家に連れて帰る。(15) 役場の法務官の前でサ
インをして結婚の申し込み金を渡したら、未亡人は結婚相手の家で暮らす。 
 
5-31. 離婚 ulluf 
 (1) あんたが妻と離婚する場合は、タフラウトの役場の法務補佐官のところへ
行って「妻との離婚証書を書いてください」と言う。(2) 二千五百リヤルを払う
とすぐに証書を渡してくれる。 
 (3) あんたの母親やあんたとけんかばかりしたり、よく働かなければ離婚する。
(4) 法務補佐官のところへ行って、証書を書いてもらって持って帰って、妻に証
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書を渡して「もう出て行ってくれ、実家に帰れ」と言う。(5) 妻は実家に帰って
いく。(6) 妻の父親か兄弟がやってきて、あんたと一緒に金の計算をする。(7) 輿
入れの品々や衣類を持って帰る。それはすべて書き付けてある。(8) あんたは離
婚をする妻の衣類を返さなければならない。(9) 何年間あんたと暮らしてどんな
仕事をしてあんたのためにしたことをすべて数え上げる。(10) そしてすべてを金
勘定する。(11) 耕作か刈り入れの仕事を勘定に入れる。(12) 妻の実家の者は「そ
の分の大麦か藁をくれ」と言うので、金であんたは支払う。(13) 六年間暮らした
なら二万リヤル支払う。(14) 妻と離婚する際は、家の新築と刈り入れの仕事を金
に勘定して支払うものだ。(15) 離婚後に生まれた子ウシは彼女のものだ。妻の働
きだからだ。(16) 離婚をされると女は実家に戻って暮らす。 
 (17) 妻に先立たれたり、妻と離婚した男を、再婚相手として捜す。(18) 出戻っ
た娘の父親や兄が相談もせずに相手を決める。(19) 再婚相手を見つけたら、離婚
証書を役場に持って行く。(20) 役場に証書を出してサインをする。(21) サインを
したら相手の男がやってきて出戻り娘をラバの背に乗せて、相手の男は前に乗っ
て連れて帰る。(22) アホワーシュも結婚式も何もしない。(23) ただ相手の男が連
れにきて、ラバの背に乗せて連れて帰るだけだ。(24) そして男の家で暮らして男
が妻を気に入らなければ、離婚するまでだ。 
 (25) 出戻り娘の父親は、最初の結婚のように輿入れのお金などは娘にやらない。
(26) 初めの結婚で持って行った衣類や装飾品以外はやらない。 
 (27) あんたが嫁さんをもらったら、あんたの家と嫁さんの実家と親戚づきあい
をする。(28) 不運にも離婚することになっても両家は相変わらずにつきあい続け
る。 
 (29) 妻に子どもがいるが、あんたの母親とけんかばかりしたら離婚することに
なる。(30) 役場に行って離婚証書を持って帰って、婚資金と手切れ金を支払う。
(31) あんたは子どもを引き取る。妻が引き取ることはない。(32) 娘も息子もいる
ような場合でも、どちらもあんたが育てる。(33) 妻は出戻り女となる。(34) でも
俺たちの村では子どもがいて離婚される女は少ない。 
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5-32. 手切れ金 tiɣ̑raḍ n tmɣart iɣ tllf 
 (1) 夫に離婚されたり夫が死んでしまった妻は、収穫と家の新築の労賃を受け
取る。耕作は計算に入らない。(2) 大麦がいくら残っているか数えて、八分の一
をもらう。(3) 家の新築では人夫の日当を目安に計算する。(4) 離婚するときには、
妻をもらってから建てた家、残っている大麦、妻が来てから生まれた家畜をすべ
て勘定する。(5) 十年連れ添っていて、新しく家も建てず、大麦も残らず、生ま
れた家畜もいなければ、妻が輿入れの際に手渡したお金と婚資金以外、何も渡し
てはやれないだろう。 
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6. 相続akusu 
6-1. 相続（1）akusu (1) 
 (1) 夫が死んで、妻に子どもがいなかったら、夫の兄弟と妻とで相続する。(2) 妻
は夫の残した財産の八分の一を受け取る。(3) 兄弟は残りを相続する。(4) 相続は、
同じ両親か、父は別で同じ母から生まれた兄弟とで、相続する。(5) みんなで平
等に分配する。(6) 父親が同じでも異母兄弟では駄目だ。母親が同じ兄弟だけが
相続する。(7) 当然姉妹も相続するが、まだ結婚前や離婚した出戻りや未亡人の
ように、実家に戻って暮らしている姉妹だけが相続できる。 
 (8) 兄弟のうちで、まだ未婚の兄弟が子どものいる夫を亡くした兄嫁と結婚す
る場合は、兄嫁が相続する分と自分が相続する分を一緒にもらえる。(9) 結婚と
いっても輿入れの日にアホワーシュはない。(10) 嫁にいった姉妹が死んだ兄弟の
財産を相続したいなら、輿入れの品々を実家に返さなければいけないんだ。(11) 
輿入れの品を覚えているかい？ 結婚するにあたって父親が揃えてやった衣類や
アクセサリーだよ。(12) それらを全部実家に返すんだったら死んだ兄弟の財産を
相続できる。(13) 返さないなら相続できない。(14) 輿入れの品々を返すときには
古くなった物は新しく買い換えてから返さなければいけないのさ。(15) 輿入れの
品の衣類を返すのは嫌なんだけど、相続もしたければ輿入れの品の覚え書きを持
ってきて、返さない品物の分をお金に換算して支払えば、多くても少なくても、
相続分をもらうことができる。 
 (16) 町での相続：異母兄弟ばかりで財産を分ける場合は、町の法務補佐官のと
ころへ行って相続する品々を書き留める必要がある。(17) 田舎では母親が違う兄
弟には相続する権利はない。 
 (18) 夫が死んで子どもがいる場合、妻は夫の家を出て実家に帰るつもりならば
夫が一人っ子でもすべてを相続することはできない。(19) 実家に帰るなら輿入れ
の品々と八分の一を受け取って、残りは死んだ夫の家族の物になる。(20) 夫の方
にまだ父親が生きている場合は、夫の財産を売りたくても売れない。(21) また夫
が死んでも子どもがいるなら、実家に帰ることはなく夫の家でそのまま子どもと
暮らすんだ。 
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6-2. 相続（2）akusu (2) 
 (1) 子どものいる夫が死んで、夫に兄弟や姉妹がいる場合。(2) 残された子ども
が幼いなら子どもが相続する分を妻が保管する。(3) 夫の兄弟姉妹には相続権は
ない。子どもが育つまで妻が責任を持って代わりに保管する。(4) 子ども達が大
きくなって、娘なら結婚するときに分け与える。(5) 娘たちは結婚するときにな
って初めて、相続した財産を分けてもらえる。結婚しないならもらえない。(6) 分
ける場合は娘は息子の半分の額をもらう。(7) 子どもがいてもいなくても、妻に
は夫の残した財産の八分の一を受け取る権利がある。(8) 八分の一をもらったら
他の兄弟で残りを分配する。(9) たくさん兄弟がいる中で一人が二十才になった
からといっても、先に取り分をもらってしまうことはない。(10) 長兄が父親の代
わりに他の兄弟が育つまで財産の管理をして、みんなが成人したら分けるんだ。 
 
6-3. 相続（3）akusu (3) 
 (1) 父親が神に召されて母親も死んでしまい、ただ幼い子どもが残ったとき。(2) 
父親に兄弟がいるなら、その兄弟が孤児の面倒を見る。(3) 叔父が財産を取って
しまうことはない。孤児の世話をして大きくなったら、父親が残した財産を孤児
に渡す。(4) 相続するには幼すぎたら、叔父が面倒を見る。(5) 父親が死んで母親
も死んでしまったら、孤児が幼いときには遺産をすぐに分けたりしない。(6) 成
長して考えがしっかりしたら、初めて遺産を分ける。(7) 孤児が二人いれば遺産
を半分ずつに分ける。叔父は何ももらわない。(8) 孤児の中で結婚して嫁に行っ
た姉妹がいて、その姉妹が輿入れの品々を返さないなら、遺産はわずかしかもら
えない。(9) 大体、誰に返すと言うんだい。父親も母親も死んでしまったら返す
相手がいないじゃないか。(10) わずかばかりの遺産をもらうだけだ。(11) モロッ
コ中にある俗に言う食料品店というのは、田舎にもある。(12) 娘が結婚して夫の
家で暮らしているときに、父親か兄が死んだからといって、相続したいからと輿
入れの品を実家に返したりはしない。(13) 俺たちの田舎ではこんなふうだ。 
 
6-4. 相続（4）akusu (4) 
 (1) 娘も息子もいる夫婦のうち、妻が死んだ場合。(2) 妻の持ち物だった晴れ着
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やアクセサリーや妻の父親から相続したものはどうするか。(3) 母親の財産は子
どもたちに分けない。お金も夫のものになる。(4) そのほかの着物やアクセサリ
ーは娘たちが身に付ける。(5) 息子は父親が死んではじめて母親の遺産を分けて
もらえる。(6) 父親が生きているあいだは誰にも分けないで、父親だけのものに
なる。(7) 父親が生きているなら分けない。(8) 父親が死んではじめて分ける。 
 (9) 母親の着物は息子に分けたりしないで、娘たちが着ていて嫁入りに持って
行く。(10) 母親が死んで子どもは息子しかいなかったら、母親の輿入れの品々は
母親の実家に返しはしない。息子たちが保管しておく。(11) 息子たちが結婚して
はじめて保管していた母の形見を分けて、妻に与える。(12) 父親は母親の遺品を
売ったりしない。それはとてもはしたないことだ。 
 
6-5. 相続（5）：土地と家と林 akusu (5) : akal t-tgmmi t-tagant 
 (1) 子どもが二人いて、たとえば息子一人と娘一人とか息子が二人とかで財産
を分けるとき、土地は分けない。(2) 土地は耕したい者が耕すんだ。(3) 兄の畑も
弟の畑もない。耕したい者が耕すだけのことだ。兄弟の年齢の大小は関係ない。
(4) もし、畑が兄の持ち物だとして兄が町に働きに行くからといっても、弟にこ
んな事は言えないんだよ。(5) 「俺にも畑の分け前をよこせよ。収穫を俺にもく
れよ。俺は町に働きに行くんだから」(6) 当然弟は何もやらない。土地法にも何
も記してない。(7) あんたが戻ってきてここでもまた畑を耕すんだ。(8) あんたが
戻ってきたら畑を耕していた弟と一緒に、二人で畑仕事をする。(9) 二人で耕す
場合は、畑の真ん中に平石を置く。(10) 収穫するときも別々に自分の畑の分を刈
り入れる。 
 (11) 兄弟の中で妹がいて妹がまだ結婚前なら、耕作も収穫も手伝わせる。(12) 
食べさせてもらって着物を買ってもらって、結婚まで暮らす。(13) 結婚するとき
には何も持たせてもらえない。夫の家に身一つで行くんだ。(14) ただ畑仕事を手
伝っただけだ。(15) 嫁いだ先でもし夫が死んでしまったら、また実家に戻って来
る。(16) 実家では嫁入り前と同じように、畑仕事を手伝って養ってもらう。 
 (17) 菜園に二世帯で作物を植える場合は、それぞれ自分の蒔いた作物の世話だ
けして、相手のところまで手出しをしない。(18) 家は土地と同じで分けない。(19) 
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田舎に残る者が男にしても女にしても暮らすだけだ。 
 (20) 林を分ける場合：畑にアーモンドの木があれば数を数えて分ける。(21) 林
の土地は個人の持ち物ではない。 
 
6-6. 相続（6）：林と菜園 akusu (6) : tagant d-wurti 
 (1) 年老いた父が死んだら人数に応じて林を分ける。(2) 菜園は相続して分けた
ら自分の菜園内に種を蒔いて水まきの順番を決める。(3) 水まきの順番の者が水
をまく。(4) 父親が生きているうちは息子たちがたとえ結婚して別世帯で暮らし
ていても、林と菜園は分けない。(5) 作物の種を蒔いて水をまきに行く。(6) 作物
が実ったら植えた者ではなくも抜いて帰れる。(7) 家が分家したらそれぞれの家
で作物を取りに行って抜いて帰る。 
 (8) 父親が生きているうちは、林にあるアーモンドの木は別世帯の息子に分け
ない。(9) アーモンドが実る季節になったら、互いに協力して実を落とす。(10) 落
とした実は自分の枝分のアーモンドを分けてもらって、家に持って帰る。 
 (11) トウモロコシと大麦は一度目の収穫が終わるまで置いておく。それから分
家した者と取り分を分ける。(12) タマネギはすっかり全部抜き終わってから分け
る。(13) カブとニンジンと他の野菜は使うたびに抜いて食べてしまう。 
 (14) 家は一つずつ菜園を持っているが分家した者同士で共有していたら区分
をする。(15) 父親が死んで分家する場合は、菜園は二世帯で野菜を植える。(16) 生
えていた野菜は全部抜いてから何か気に入った野菜を別々に植える。順番に自分
の作物にだけ水をやる。(18) 田舎にいない者の区分は空けておく。 
 (19) 畑に関しては菜園と違い、どんな小さな畑もきちんと分ける。(20) どの世
帯の畑か分かるように平石で印しをする。(21) 平石を置けば目印になるので間違
えないんだ。(22) 各家の側には空き地というものがある。ここで大麦を育てると
畑の大麦より早く育つ。(23) お互いの畑には手を出したりせずに自分たちの畑を
それぞれ耕す。(24) 二世帯が一軒の家に住んでいたらみんなで畑を耕す。(25) 
別々に耕したければ平石を置き、相続して分けていなくても別々で好きに耕す。 
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6-7. 相続（7）：家畜とヒツジ akusu (7) : lbhaym d-wulli 
 (1) 家畜は土地のようにはいかない。家畜は商品だ。(2) 例えば千頭のヒツジを
持っていて二人で分けるとしたら、五百頭ずつの取り分になる。(3) どちらかが
町に働きに行くのなら、市場で取り分の五百頭を売ってお金に換えて財布に入れ
て町に出掛けるのさ。(4) ほら、家畜は気楽さ。家畜は土地とは違う。(5) 土地を
家畜のように分けないし田舎では誰も土地を買わないんだ。(6) 土地は売り物じ
ゃないんだ。土地を分けない理由はそういうわけだ。(7) 菜園も畑も同じく分け
ない。(8) だけど家畜は相続するときに分ける。(9) あんたが土地で働いてもいい
し、血縁の誰かにまかせてもいいし、必ず誰かがこの土地を守って耕す。(10) 家
畜は市場に行けばそこにある商品だ。金を出せば手に入って連れて帰ることがで
きる。(11) 結局、家畜は着物と同じように品物だから、相続する人が見つからな
ければ市場で売るか他の必要な人にやるかどちらかだ。 
 
6-8. 相続（8）：家財道具の分配 akusu (8) : tamsaɣt l-lamwal 
 (1) 四世帯の家族で財産分けをする場合、二世帯がウシやラバなどの大きい家
畜は売ることにして売値を計算する。(2) 雌ウシやラバやロバなどの家畜は二世
帯がもらいたければもらわない二世帯と交渉する。(3) 家畜をもらいたい二世帯
が家畜の値段を見積もって二世帯で全額の半分ずつ負担する。(4) 家畜をもらい
たい二世帯が家畜をもらわない方に見積もった金額の半分を支払う。(5) そして
タフラウトの市に出して売る。 
 (6) 絨毯が一枚しかなければ家畜と同じように金に計算して相続する。(7) 着物
は分ける。(8) 何か一個だけが残れば値段を決めて欲しい者が金を出して相続す
る。 
 (9) 食器に関しても同じだ。(10) すっかり分け終わったら、食器と衣類の不足
分を調べて買いに行く。(11) 夜具が必要ならマラケシュへ車で行って買って来る。
タスリルトまで車で買いに行くこともある。(12) 家支度が調ったら暮らしはじめ
る。 
 (13) 大麦や藁や干し草や柴は等分に分ける。双方半分ずつにする。 
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6-9. 相続（9）：町での財産の相続 akusu (9) : akusu ɣ-lmdint 
 (1) 町での相続に関してスース人はアラブ人とはやり方が違う。(2) 三人の子が
いて父親が田舎で死んでしまったとする。(3) 四年後、財産の分配を望むなら田
舎に戻って食器や衣類や林を分けて町に戻ってくる。(4) 父親が店を持っていた
ら店を金額に換算して三等分に分ける。(5) 土地を所有していたら土地の値段を
計算して土地を相続した人が他の兄弟に相続分を支払う。(6) 誰も相続しないな
ら売ってしまう。(7) 売ったお金を受け取ったら相続する人数で分ける。(8) 建物
を所有していて家賃があるなら三等分する。(9) 兄弟も姉妹もみんな一緒に分け
る。(10) 姉妹は兄弟の半分の額だ。 
 (11) 夫に先立たれた妻は、妻の取り分である八分の一を相続して残りを子ども
達で分ける。(12) 店を相続するにあたって、そのまま店に残してやりたい奴が分
ける。(13) どうやるかというと店番の順番を決めて各人一人六ヶ月店をやる。(14) 
資本金には手を付けずに残しておく。(15) 店番をしている者が損した分を埋め合
わせる。(16) 儲けたら十分の儲けになる。町での相続は以上だ。 
 (17) 町では財産をすべて分けて相続するとき、相続税を払わなければならない。
(18) 田舎ではもう税金はない。(19) 昔まだフランス統治時代は払ったが、(20) 今
では田舎に相続税はない。(21) この町で遺産を分けたら相続税がある。 
 
6-10. 一軒の家を二世帯に分ける場合 iɣ bḍan yat tigmmi ɣgr sin aytmatn 
 (1) 二家族が一軒の家に住んでいて二世帯に分けたければ、まず相談する。(2) 
よく話し合ったら「よし分けることにしようか？」と一世帯が尋ねるので、別の
家族が「そうしよう」と答える。(3) まず手始めに家は部屋数を数えて、ほぼ同
じ数ずつ分ける。大工を呼んで真ん中に壁を作らせる。(4) 家の真ん中で二つに
分けているので片方には入り口がない。(5) それで出入りのための別の入り口を
付ける。(6) 壁を作り出入り口を作り扉を付ける。(7) 台所がない方に台所を作っ
て、古い中庭は壊して新たにそれぞれに中庭を作らなければならない。 
 (8) 中庭が出来上がったらあとは麦打ち場だけど、麦打ち場は二つに分けたり
もう一つ別に作ったりしない。(9) 麦打ち場は一年ごとに交代で麦を積む。(10) 今
年一世帯の方が大麦を積んだら、来年はもう一世帯の番だ。(11) 菜園は二つに分
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けて各家が半分ずつ使う。(12) モーターがあるなら交代で水をまく。(13) 水をま
きたい家が金曜市でガソリンを買ってきてモーターに入れる。林も菜園も同じよ
うにする。(14) 畑は耕したい者が耕したい所を耕す。 
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7. 市 ssuq 
7-1. タスリルトの市（1）ssuq n-tssrirt (1) 
 (1) 俺たちの市は毎週金曜日に開かれる。毎日あるわけじゃない。(2) 市では肉
を屠るし砂糖や肉や野菜を買い求める。(3) 毎週必要な物を買いに行く。(4) 人足
と井戸掘りもやって来ている。あれこれとそろっている。(5) これが週市だ。(6) タ
スリルトの市は女も男も買い物ができる。男でも女でも市の食料雑貨屋に寄って、
お茶や砂糖や油やロウソクや炭を買って他の店にも寄れる。(7) 肉屋や靴屋や割
礼師の店もある。市の日には血を抜いてもらう人が多い。(8) 香料屋やセメント
と木材と天井に入れる鉄棒を売る店もある。 
 (9) 鍛冶屋もある。鍛冶屋は金曜日は仕事場では働かないが、蹄鉄はつけてく
れる。(10) 喫茶店もある。俺はいつもそこに寄る。(11) 市で昼飯を食べたいとき
は、肉屋で肉を買ってきて喫茶店に持ってきて料理してもらう。(12) 喫茶店には
椅子はない。(13) ゴザを敷いてあるのでその上に座って、お茶を飲んだり食事を
する。 (14) 昔はパンを焼いて売る店があった。(15) 家畜をつないである家畜場
もある。 
 (16) タスリルトの部落中の人が市にやってくる。よそ者は来ない。(17) 魚は売
っていない。(18) 魚はタフラウトでは売っているが、タスリルトでは売っていな
い。(19) 野菜はイホワリーン（アイトタイマ）の人が売りに来る。オレンジとか
バナナとかリンゴとかまあまあの品質の物を売る。(20) あんたも知っているよう
に、たとえスース人によい物を売りにきてもお金がないから買わない。(21) ただ
見るだけだ。これがタスリルトの市だ。 
 (22) 女たちが市に買い物に来たら市の入り口で待っていて、通りがかりの村の
者にお金を預けて、欲しい物を買ってきてもらう。(23) 市に来る女というのは、
田舎に夫がいない女だ。(24) 娘は市に来ない。父親か兄弟が代わりに買い物をす
る。(25) 夫についてやって来た女は市の入り口で待って、買いたい物を夫に入り
口まで持ってきてもらう。(26) 気に入ったら夫に買ってきてもらう。気に入らな
ければ夫に店に返してもらう。(27) 女が市に来るのはそういうわけだ。(28) 娘は
買ってきてもらった物をそのまま受け取る。(28) そうじゃなければ母親にあらか
じめよく言っておいて、母親に市の入り口まで行ってもらって気に入る物を買っ
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てきてもらうかだ。 
 (30) タスリルトの市でないものの一つ目は頭を剃ることだ。(31) もし剃りたい
ならばタフラウトまで行く。(32) 二つ目は病院だ。病院はタフラウトに一軒ある。
(33) 子どもが病気にあったらタフラウトの病院まで連れて行かなければならな
い。(34) 三つ目はピアスと水汲みモーターの金具だ。(35) モーターの金具が欲し
ければ、アガディールかカサブランカまで買いに行かなければならない。(36) タ
フラウトには一軒だけモーターの金具があるけれど値段が高い。(37) だからアガ
ディールかカサブランカまで行かなければならないんだ。(38) あとモーターのガ
ソリンもタスリルトにない。タフラウトで買う。 
 (39) 雑貨屋と煙草を売る店は毎日開いている。(40) 薬草売りはゴザの上に品物
を広げている。(41) 八百屋は市の日以外は市場にいない。(42) アイトイフドーム
ンの肉屋は市の日以外は開いていない。 
 
7-2. タスリルトの市（2）ssuq n-tssrirt (2) 
 (1) 市場の中央に雑貨屋がある。その他に割礼師と靴と仕立屋がある。(2) 煙草
も売っているよろず屋が一軒ある。(3) テントで女物の服や長シャツやアクセサ
リーを売る洋服屋も出ている。洋服屋はタマジルト村の出身ではない。(4) ナツ
メヤシ売りもいるが、アイトイスィ出身だ。大麦売りはタフラウトやアガディー
ルから来る。(5) パン屋はアイトアルバア出身で窯焼きパンを売っている。(6) 市
場の中には四本の通りがある。(7) イスィ出身の店といえば屠殺場と肉を売る店
だ。(8) もし女たちが肉を買おうとしたら肉屋に入ることはない。村の男にお金
を託して買ってきてもらう。(9) 老婆なら野菜を買うぐらいは市の中に入ること
はできる。(10) 八百屋は店を構えていなくてただ地面に野菜を広げて売っている。 
 (11) アイトアブッラーの出身者は八百屋と二軒の家畜場だ。八百屋はイホワー
リーンだ。(12) 家畜場は金曜日にだけ開いている。(13) 家畜場は大祭の日にヒツ
ジで一杯になる。(14) 喫茶店は金曜日には四軒全部開くが、他の曜日は二軒だけ
やっている。(15) 金曜日にはそこで食事をしてお茶を飲む。(16) それ以外の曜日
は開いている二軒でお茶を飲むだけだ。 
 (17) 役場は三つの窓口があって、役人の窓口とカラーウィーン寺院の導師の窓
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口と出生届の窓口とがある。(18) バスの切符を売る場所もある。バスが来る日曜
だけ開いている。(19) 役場にはモロッコの国旗が掲げてある。 
 (20) 鍛冶屋もいる。毎日開いていてタマジルト出身だ。(21) バスの切符売り場
もある。バスが来る日曜日にだけ開いている。(22) 市の中にはセメントや木材を
売る店もある。だけど必ず開いているわけじゃない。(23) あらかじめセメントや
木材をまず注文してから品物を売ってもらう。(24) 金曜日以外の曜日は、五軒の
店と靴屋と煙草屋と二軒の喫茶店と鍛冶屋が開いている。(25) ここの都会のよろ
ず屋のようなものだ。(26) 閉まっている店はタマジルトの土地の者ではないんだ。 
 (27) 粉挽き機はティンズッギート村にある。(28) この粉挽き機を借りに他の村
からやってくる。(29) 市から一番近い村は五百メートルの距離のティンズッギー
ト村だ。(30) 一番遠いのはイグッルムン村で三十五キロ離れている。市に来ると
きはラバに乗ってくる。 
 
7-3. タスリルトの市での果物と野菜 lfakiyt d-lx̑ḍṛt ɣ-ssuq n-tssrirt 
 (1) 果物はオレンジやブドウやメロンやザクロやスイカやスモモやアンズを買
う。(2) 夏はメロンやスイカやブドウやザクロがある。(3) 春はアンズやスモモが、
冬はオレンジがある。(4) ナツメヤシは九月頃に買う。(5) でもナツメヤシは断食
月には必ず売っているので買う。(6) 俺たちの村で売っているナツメヤシ屋には
「フックースの店」とか「ウスルキーの店」がある。(7) 歳の大市にもナツメヤ
シを買う。ナツメヤシにも旬がある。 
 (8) 野菜は金曜日に買う。(9) 足りない分だけを金曜日に買う。つまり菜園で収
穫できなかったとき、トマトだけは月によって市で買うんだ。 
 
7-4. 市の信用買い（1）ddin ɣ-ssuq (1) 
 (1) まず信用買いではない例を話そう。あんたが肉を買ったらその場でお金を
払う。これはツケではない。(2) ツケとはこうだ。あんたが店の主人に向かって
砂糖を抱えてこう言う。「すまんが、今持ち合わせがない。一週間後に払うよ」(3) 
店の主人は「分かりました」と言うから、あんたは店を出て一週間後に金を持っ
てやって来るんだ。 
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 (4) 支払いを三、四ヶ月後にする信用買いにしたいなら、店の主人に「これこ
れの品をもらいたい」と言う。(5) ただし、二千から三千リヤルの金額になって
しまったら「すまんが、息子が送金してくるまで最長四ヶ月間のツケにして下さ
い。(6) 必ず払うから」と店の主人に頼むと、「分かりました」と主人が言うのさ。 
 (7) 八ヶ月間のツケは三千から一万リヤルの額のときだ。(8) あんたが雌ウシを
買うとする。雌ウシは高値で買うことになる。(9) 雌ウシは三万リヤルの値段な
ので、二万リヤル手元にあればまず二万リヤル払う。(10) そしてあんたは「どう
か八ヶ月待ってもらえないだろうか、必ず払うから」と頼むと了解してくれる。 
 (11) 大祭いわゆる犠牲祭のヒツジではどうか。(12) 家畜売りの店に買いに行く
と「お好きなだけの期間どうぞ」と言ってくれる。(13) 一年間待ってもらうか家
畜売りが町に行ったときに、町の家族にお金を払ってもらう。(14) 婚礼をすると
かこの土地で家を持ちたいと思ったらそれぞれの店でツケをする。(15) ツケが一
万以上たまったら「あんたが町に行くときに支払います」と言う。(16) すぐにツ
ケを取りに来ない、一年ぐらいたってから来る。(17) ツケを取りに来ても店の主
人は「金を払え」とは言わない。(18) あんたの方から「どうか田舎の兄弟のツケ
を払いますからツケの額を見せてください」と言う。(19) 主人はあんたにツケを
見せてくれるからあんたは全額支払う。(20) 信用買いでのツケの仕組みはこんな
風だ。 
 (21) ちょっとした買い物は一週間の期限で払う。四ヶ月や八ヶ月や一年間の期
間するツケもある。(22) 肉や野菜や靴や衣服はツケ買いができない。(23) 買いた
ければその場で払う。(24) それ以外の物では決めた期間ツケが出来る。(25) あん
たのところへ請求に来たり「金を払ってくれ」と言って呼びつけたりしない。(26) 
あらかじめ決めた期間にあんたがお金を払いに出向く。 
 
7-5. 市での信用買い（2）ddin ɣ-ssuq (2) 
 (1) 市場の洋服屋と肉屋と八百屋と靴屋と割礼師にはツケができない。(2) あん
たのところで喪の式をしたり、子どもの割礼のお祝いをするときにはできる。砂
糖やお茶や油や肉を買うだろう。(3) お七夜でも砂糖やお茶や油やヒツジの肉を
買うだろう。(4) 婚礼ならば三十二個入りの砂糖の袋を買うだろう。(5) その他に
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もお茶と油とビスケットとオリーブとグリーンピースも。(6) その上雄ウシも屠
る。(7) 香水も買う。 
 (8) ヒツジを売る人は売り買いで儲ける商人はない、普通の村の人が祭のとき
にヒツジを売っているだけだ。(9) ウシを売る人はウシ転がしをする商売人だ。
(10) ウシをどこからか買ってきてまた誰かに売って儲ける。(11) ヒツジのツケは
額が少なくても長く待ってくれる。(12) でもウシのツケは額が高いのに借金の期
間は短い。 
 
7-6. 試し預かり biʽ  mqqal 
 (1) 試し預かりは雌ウシと雌ラバと雄ロバと雌ウマにだけできる。(2) 雌ウシを
木曜市で買うときに「雌ウシを連れて帰るよ」と店の主人に断る。(3) あんたは
お金を払わないんだ。でも顔見知りでなければならない。あんたが俺を知ってい
て俺もあんたを知っているようにね。(4) 雌ウシを連れて行くときに「一週間だ
け」と約束する。(5) 一週間あんたは雌ウシに悪いところはないかよく見る。(6) 売
り主に「具合はどうかい」と尋ねると、「よく子を産むさ」と答えれば、試しに
一週間連れて帰る。(7) よく子を産みそうならばあんたは売り主のところへ行っ
て金を払うかツケにする。(8) 気に入らなければ返しに行く。 
 (9) 雌ラバの場合も同様に連れて帰ることができる。(10) あんたは売り主に「ラ
バは問題ないか？ 蹴らないか？ 悪いところはないか？」と尋ねて、連れて帰っ
て調べる。(11) 気に入ればそのまま家において、金を払いに行く。(12) 気に入ら
なければ返しに行く。(13) 雄ロバも雌ウマも雌ラバと同じように一週間家に預か
ってみる。(14) なぜこんなやり方ができるのか、分かるかい？ 今、あんたが俺
にウシを売るとしよう。あんたと俺は顔見知りだ。俺は盗みもしないし、だまし
たりしない。(15) 俺があんたから預かったウシが気に入れば金を払えばいいし、
気に入らなければ返すだけだ。 
 (16) 俺たちは雄ウマと雌ウマと雄ウシと雄ラバと雌ロバは買わない。(17) ヨボ
ヨボになったウシは肉屋に売ってしまう。(18) 俺のところにいるウシはそういう
ウシだ。(19) ウシを売りたくなったら肉屋まで連れて行って買ってもらう。(20) 
雌ウシが子ウシを産んだら育つまで飼う。(21) 成牛になったら雌ウシとかけ合わ
せる。 
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 (22) 雌ロバは俺たちの村にはいない。みんな気に入らないから買わないんだ。
(23) 雌ロバはずっと離れた村にいるだけだ。(24) 雌ロバを売ろうとして市場に連
れてきても誰も買いに来ないだろう。(25) アイトブーヌフやアイトウサの行商人
が雌ロバを買うことはあっても、俺たちはない。 
 (26) 雌ウマとかけ合わせるのはロバだけだ。(27) 雌ウマが雄ラバを産んだら売
る。(28) 俺たちのところでは雄ラバは飼わない。雌ラバのように働かないんだ。
(29) 雄ウマは雌ウマとかけ合わさない。(30) 雄ウマも飼わない。役場のあるタス
リルトでは役人が使うウマがいるが。 
 (31) 今でも市場では試し預かりが出来る。(32) 試し預かりはウシ、ラバ、ロバ
ではするが、ヒツジはしない。(33) 他の村の顔見知り同士でするんだ。(34) 別の
部族や別の村の者からあんたが買う場合、試し預かりができる。(35) あんたが同
じ村の者から買ってしまうと、気に入らなくても返すのが気が引けるだろう。(36) 
歳の大市では試し預かりができるが、必ず売り主があんたを知っていなければな
らない。(37) 売り主があんたを知らないときは試し預かりは出来ない。買いたけ
ればその場で金を支払う。 
 
7-7. 歳の大市 anmuggar n-tgurramt 
 (1) 歳の大市はとても大きな市なんだ。毎年一回九月に、三晩かけて開かれる
んだ。(2) 市にあちこちの店屋がやってきて、店を広げて何から何まで売る。(3) ど
この出身が来るかって？ タフラウト中のあらゆる村をはじめ、タルーダント役
場やイゲルム役場やサハラからもやって来るんだ。(4) 市場の入り口には娘たち
や人びとで一杯になる。(5) 木からもいだばかりのナツメヤシ、干し魚、衣服、
アクセサリー、靴、煙草、あんたがお望みのものは何でもある。(6) 娘たちも市
場にやって来る、家畜もラバもヒツジもウシも売っている。(7) 欲しい物がある
からといって喧嘩になったりしない。(8) 三日三晩、昼も夜も開かれる。夜はラ
ンプを灯している。(9) 人だかりで一杯で物を売って沢山買う。(10) 人だかりも
すごいしトラックは一杯で、家畜も沢山いるし、娘たちも来ているし、もうすご
いんだ。 
 (11) 大勢の人が物を売っている中で娘たちも大勢買い物に来ているので、その
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場で娘たちに声をかけることができる。(12) 歳の大市は毎年九月の二十五日から
市が開かれることになっているんだ。(13) ピンからキリまで娘たちがやって来る。
ティズニットの娼婦まで来ているのさ。(14) 娼婦がやって来ると役人や警察が捕
まえる。 
 (15) 祭の主はラッラ＝マンマース＝アリーという女の主神なので、この祭に女
が来ないと怒って雨や砂嵐を起こすと言われている。(16) 女たちを来させなかっ
たり役人が追い払ってしまったりすると、砂嵐や雨が降るだろう。(17) だから女
たちが市に来れる。(18) 娘たちはバジルの枝を手に持って、気に入った男の子に
あげるんだ。(19) 女の子以外に話しかけたりしない。(20) 男の子は歳の大市のと
きに女の子にすっかり心奪われてしまうんだ。 
 (21) 人はみんな白ずくめの服と靴を着るんだ。大市では白い服を着ることにな
っている。(22) 祭の第二日目にティズッギート村の者が犠牲獣を引いてきて、雄
ウシの喉を切ってコーランの開章を詠む。(23) 俺たちの村の先生とアイトブンナ
ーセルの者がそろったところで、別の犠牲獣の子ヒツジとニワトリを捧げる。(24) 
喉を切ってコーラン学校に渡す。(25) コーラン学校というのがあってここではコ
ーラン学校の生徒たちがコーランを詠んでいる。(26) 歳の大市は週市とは全然違
う。 
 (27) 歳の大市は毎年一回開かれるんだが、大市を開くのはここだけじゃない。
(28) ラッラ＝マンマース＝アリーの市の他に、ムーレイ＝ハッジ、トゥムリリン、
タズルワント、アイトアブドゥッラー、ティトキ、ティズィントルッカーティン、
タウリルトンブルリの大市がある。(29) どの大市も俺たちの大市のように夏に開
かれる。 
 (30) ムーレイ＝ハッジの大市は、アイイグドで三日三晩開かれる。(31) 雌ウシ
などを捧げる。(32) 野菜売りやナツメヤシ売りや四軒の香料屋が出ている。(33) 
聖者の家系の家で会食する。(34) 三日三晩アホワーシュをするしアイイグドの村
の娘たちもする。 
 (35) 人びとはムーレイ＝ハッジの廟へ詣でる。(36) 女も男も訪れる。(37) 廟へ
行って開章を詠んで戻って来る。(38) ムーレイ＝ハッジの廟へはいつでも好きな
時に女も男も詣でてよい。(39) ムーレイ＝ハッジの墓は廟になっているから、中
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に入って詣でればよい。(40) タグッラムトにあるラッラ＝マンマース＝アリーは
墓があるだけで廟はない。 
 (41) イスィでやるシィディ＝ブッルカースムやラッラ＝ハッグ＝ウルトアブ
ッラーの大市やティッワドでやる大市やウッグドゥルトでやる大市がある。(42) 
イスィの二つの祭のときにはお客を呼ぶ。(43) お客は家々に自由に入って構わな
い。(44) 行きたい家に勝手に入って食事をしてお茶を飲んでくつろぐ。(45) 夕方
アホワーシュが始まるとそこへあんたが出掛けても構わない。(46) 寝かせてもら
いに家に入っても構わない。(47) これが歳の大市だ。 
 
7-8. 歳の大市で買う品  々 aylli ssaɣn mddn ɣ-unmuggar 
 (1) 歳の大市では姉妹には衣服やアクセサリーや、耕作のハミや引き綱などの
耕作道具を買う。(2) このような品を買えるのが歳の大市の三日間だ。(3) 商品を
売りに来た行商人は空手になって帰りたがるから、全部売り切りたい。(4) 儲け
が少なくても手ぶらで帰りたいので、この三日間は安くする。(5) この三日間で
売れなければどうせ誰にも買ってもらえない。(6) 品物を売り切って開章を唱え
て終わりたい。(7) 大市で売っている品物はふつうの市よりもかなり安い。(8) 絨
毯などの寝具はマラケシュまで行って買うのがふつうだ。大市には売りに来ない。 
 (9) ラバはマラケシュのそばの、ズッタートで買う。ロバやニワトリはタフラ
ウトの市で買う。(10) お七夜や大祭の日にはタスリルトの市でヒツジを買う。 
 
7-9. タスリルトの部族の人が売る品  々 aylli zznzan ayt tssrirt 
 (1) タスリルトの部族の人はラバと雌ロバを売る。(2) ラバはまだ幼いとき売る。
ロバも同じ。(3) タフラウトの水曜市に連れて行ってそこで売る。(4) 雄ラバと雌
ロバは仕事に使わない。雄ラバは怠け者だ。(5) 雌ロバは力がない。出産後は水
汲みにも使えない。 
 (6) 農繁期の仕事が済んだら、農耕用の家畜を売ってしまう人がいる。こうい
う人は家畜の世話をしないんだ。(7) だけどたとえ家畜がいなくても耕作まで麦
わらや大麦は保存する。(8) また家畜を買ってきて耕作と収穫と脱穀に使ったら、
すぐに売ってしまう。(9) 世話をするのが嫌か夏の間餌をやるのが嫌な人だ。(10) 
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雌ラバは夏の間麦わらや大麦を多量に食うから餌を与えなければならない。夏の
間は仕事は何もないのに。(11) 耕作が近づいた頃に雨が降ると、家畜を買いに行
く。(12) 俺たちの村の半数が夏の間家畜を売ってしまう。 
 (13) 売らない人も雌ラバが死んでしまうと、新しく若ラバを買ってきて調教す
る。(14) 毎年家畜を売っている人は、新たに買うときは、良く仕事を覚えている
成長した雌ラバか雄ロバを買う。(15) 雌ラバは年取ったら売りに出される。(16) 
雄ロバは死ぬまでそのまま飼う。(17) 雄ロバが死んでしまったら、村はずれまで
運んでイヌやオオカミに食わせる。(18) ヒツジはタスリルトの市で売る。雌ヒツ
ジは家で飼って世話をする。(19) 雌ウシは六回子どもを産んだらタフラウトの市
で売る。 
 (20) 大麦は豊作の年で大麦倉が一杯なら売る。(21) 大麦を買いつけに来た人は
買った大麦を他の場所で売る。(22) 俺たちの部族では大麦を売る人は少ない。ほ
んの一握りだ。(23) 大麦を売る人は脱穀を済ませると売りに行く。(24) 倉に入り
きらないほどあると、市の日に売りに出す。(25) 大麦を買いつけに来た人に会っ
て家まで連れてきて大麦を売る。(26) 大麦を買い付けに来る商人は、タフラウト
やアガディールからやって来る。 
 
7-10. 国の祝日のために集められるお金 aylli smunn mddn iɣ rad ttili kra l-lfišṭa 
 (1) 政府が人びとに次のように発表する。「これこれの金額を集める」。すると
役人がやって来て族長に「これこれの金額をタスリルト郡の各グループから徴収
するように」と言う。(2) グループの中にいくつの村があるか数える。(3) 各村の
村長に「これこれの金額を村から集めるように」と伝える。(4) それから「ティ
ンズッキートはグループの半分だからこれこれの金額だ」と言う。(5) 別の村々
も同様に全部族に伝える。(6) 村長が全世帯から集める。(7) お金が集まったら族
長のところへ持って行って金曜日に役場に持って行く。(8) 役人はこれを集めて
国の祭やそのほかの行事に使われる。 
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8. 集い lmʽaṛf d-lgur 
8-1. 雨乞いの集い lm ṛʽuf unẓar 
 (1) 雨が降らないと雨乞いの集いをする。(2) 組のどの家にとっても近い家に集
まって野菜のクスクスを持ち寄る。(3) 村にはいくつかの組があるので組ごとに
集まる。(4) 臓物の煮込みや肉料理ではなく、野菜のクスクスを各家が用意する。
(5) 集まる家へ大麦粉を少しと野菜を持って行く。男たちのあとに女たちが集ま
る。(6) 組の中心にある家の戸口に喜捨を用意する。(7) 組ごとに同じように集ま
る。(8) 集いをするかしないかは、あらかじめモスクで長老たちが決める。(9) こ
の集まりは夕方するものでコーラン学校の先生は呼ばれない。 
 
8-2. モスクでの粥の集い tagulla n-tmzgid 
 (1) モスクでの粥の集まりは毎年、年の始めにする。(2) マメとサラダ油をみん
なが持ち寄る。(3) ご利益が欲しいなら誰でも市場で品物を買ってきて喜捨する。
(4) 大麦粉と塩も集める。娘たちは薪と水の入った水瓶を持ち寄る。(5) これらを
全部ひとまとめにして、モスクに運ぶ。(6) かまどで三回料理する。大鍋で二回
大麦粥を作って、三回目はソラマメスープを煮る。(7) 火にかけてよく煮えたら
火から下ろす。 
 (8) 女たちも娘たちも一緒に七人ずつで輪になって座る。(9) 男たちが料理した
粥を皿に盛って真ん中に窪みを作って窪みにマメとサラダ油をかける。(10) 女た
ちはこれを食べる、子どもも一緒に食べる。(11) 子どもが食べ終わると男たちに
料理を出す。(12) 男たちも食べ終わるとコーランの開章を唱える。日没になるま
で子どもも女も男も黙っている。(13) コーラン学校の先生はこの集いでは男の集
まりに参加する。 
 
8-3. 墓地での集い lm ṛʽuf l-lmdint 
 (1) 墓地での集いをする場合は村のみんなが死者に祈りを捧げるために墓地の
空き地に集まる。(2) かまどをこしらえて、クスクス下鍋を火にかける。(3) この
下鍋には野菜と臓物が入っている。(4) 集いの知らせをモスクから呼びかけるの
で、来たい人は誰でも来る。(5) 各家から大麦粉少しと塩少しと野菜を持ち寄る。
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(6) 持ってきたい物は何でもいいし、持って行きたくなければそれでも構わない。 
 (7) 持ち寄った物を集めて女たちがクスクスを作る。(8) コーラン学校の先生と
生徒を呼ぶ。(9) 会食してコーランの開章を唱えて解散する。(10) 墓地での集い
は好きな時期に一年に一回する。(11) 朝から昼過ぎまでする。(12) 集まりに来た
男たちは墓参りをする。(13) コーランの開章を唱えてから男たちが墓地に入り墓
に参る。(14) 崩れたところがあれば直す。(15) 集いが終われば男たちが先に帰る。
(16) 女と子どもと娘たちが今度は会食して、コーランの開章を唱えてから帰る。
(17) 墓参りをする男たちだけが墓を直すのはそれが良い徳をもたらすからなん
だ。 
 
8-4. 通りでの集い lm ṛʽuf n-tswak 
 (1) 通りでの集いは女たちと娘たちが集まる。市場で臓物を買って来る。(2) ク
スクスの下鍋に野菜と臓物を入れて、上鍋にクスクスを入れる。(3) よく煮えた
ら大皿にクスクスを盛りつけて上から野菜と臓物をかけて男たちに出す。(4) 集
いをしている通りにいる男たちに出す。(5) こうした集いは悪い病気を退治した
り魔除けになるんだ。 
 (6) 男たちが食べ終わると女たちが食べて、女たちがコーランの開章を唱える
と解散する。(7) この集いをするときは組には関係なく集まる。(8) この集いは春
の三月に、昼過ぎから夕方までやる。 
 
8-5. タスリルトでする聖者シディ=アリ =ーブンナースルの祭り lgur n-sidi lʽiy 
bn-naṣr ɣ-tssrirt 
 (1) シディ=アリ =ーブンナースルの祭りは一年に一回する。(2) タスリルト中の
村でウシを屠る。村にいる誰もがウシを屠るのに参加できる。(3) ティンズッギ
ートにいる俺たちも三頭のウシを屠った。この祭の頃に故郷の村に男たちが帰っ
てくる。(4) ウシを殺したら皮を剥いで切ってモスクに数片持って行く。(5) 料理
したらみんなに知らせて昼飯時に集まって食べる。 
 (6) 三日目の朝までウシを食べる。そのあと「老人家の戸口」とみんなが呼ぶ
場所に集まる。(7) そこに布を敷いて座る。(8) そこには村中の人間が集まる。老
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人と男たちがコーランの開章を唱える。(9) そして喜捨を集める。(10) 集めた物
は夕方売る。(11) 売った代金を計算して屠ったウシの代金に充てる。娘たちは外
に出て翌朝までアホワーシュをする。(12) この祭は二月にする。 
 
8-6. 聖者シディ＝ル＝ハッジ＝ハムド＝ウ＝ブンダウドの祭 lm ṛʽuf n-sidi lḥažž 
ḥmad u-bndawd 
 (1) この祭は一年に一回、六月に行われる。アイトスレイマーンでする。(2) 聖
者の土地を耕している組が収穫の頃にウシを一頭屠る。(3) その家で祭をするの
で村の者はその家に集まる。(4) 食事をしてアホワーシュをしたら聖者の祭を祝
う。(5) 昼に食事をして夕方になったら娘たちがアホワーシュをする。(6) 聖者祭
をする日は聖者の墓に布をかける。 
 
8-7. モスクに喜捨するクスクス sksu lm ṛʽuf s-tmzgid 
 (1) モスクにクスクスを持って行くときというのは、誰かが亡くなった日の夕
方で、肉なしのクスクスを盛った大皿をモスクに運ぶ。(2) モスクにクスクスを
運ぶ日は他に集いをした日にも肉か内臓のクスクスを持って行く。(3) 断食月の
十五日から二十七日までのあいだにも肉入りクスクスを持って行く。(4) 内臓の
クスクスは集いのときだけだ。 
 (5) 運ぶのは老婆か娘か大人の男だ。(6) クスクスを男に手渡したら男たちがは
じめに会食してそのあと女たちに出す。(7) 女たちが食べてしまうと食器をクス
クスを持ってきた人に返す。(8) 食べるときには「神の名のもとに」と唱えてか
ら食べる。(9) 食べ終わるとコーランの開章を唱えて、「神なくしてこの良き物を
持ってきた人に」と言う。 
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9. 都市でのスース人の生活 tuddrt išlḥiyn ɣ-lɣṛb 
9-1. スース人が働く町 timizar lli ḥmln išlḥiyn ad gid-nt ttxdamn 
 (1) スース人が働きたいと思う海岸都市は、カサブランカやラバトやマラケシ
ュのような商業地だ。(2) この三つの町は特に好まれる。(3) アガディールはこの
中に数えない、スース地方だからね。(4) スース人が多く住むのはカサブランカ、
次にラバト、三番目がマラケシュだ。(5) 他の町にもスース人が居ることは居る
が、数は少ない。(6) せいぜい一人二人を見つける程度に対して、この三つの町
にはかなり沢山居る。 
 (7) アガディールの港に住んで漁師をしているスース人はアラブとの混血の人
たちだ。(8) アガディールにはスース人がやる魚屋もある。(9) 漁船を二、三艘持
つ人もいる。(10) 船を持たずに働いている人もいる。(11) いろいろな種類の魚を
捕る。 
 
9-2. 大西洋岸の都市や外国でのスース人の職種 lx̑dmt isusiyn ɣ-lɣṛb niɣ bṛṛa 
 (1) 大西洋岸に出稼ぎするスース人は、その大部分は店のあるなしにかかわら
ず商売をする。(2) 店を持っていればそこで働けばいいし、持っていなければ誰
かの店で働く。十五才以上ならばだが。(3) それより幼ければ都会に出て同郷の
店で働いて、仕事を覚えたら店を持つ。(4) 例えばフランスなどの外国に出て行
くスース人も、商売をして故郷にいる家族に送金する。(5) ヨーロッパで店を出
しているのは、スース人だ。(6) どこにいようとも二ヶ月ごとに故郷の家族へお
金を送る。(7) ヨーロッパにいてもモロッコにいても、それは同じだ。(8) 商売を
営むといっても食料品屋のことで、肉屋とか他の店屋ではない。 
 
9-3. 出稼ぎするスース人 ixddamn ɣ-lmudun 
 (1) スース人はまだ幼い頃から上京して千リヤルとか千五百リヤルを稼ぐ。(2) 
若いうちは田舎に一年、二年は帰らない。(3) 故郷が恋しくなるまで働いて金を
貯める。(4) 故郷に帰ってきてもすぐに仕事に戻っていく。(5) 二十才になるまで
こんな具合だ。(6) 二十才になると賃金が上がってひと月に三千リヤル稼ぐ。(7) 
故郷の家族に少しずつ送金してあとは貯めておく。(8) そのあと三、四年間はま
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た田舎に帰らない。(9) 店員として自分の弟を同じ店で働かせる。そして自分は
金を貯める。(10) 弟がいなければ二十五才になるまで店で働き続ける。 
 (11) 働きながら一部は田舎の家族に送金して残りは貯めておく。(12) 店を持て
る年齢になったら店の主人と取り分の計算をする。(13) まだ店を持つには足りな
いなら、田舎に帰ってしばらく過ごす。(14) そして別の店で働いて店を持てる資
金を貯める。(15) とうとう店を持つことになったら、自分ですべて切り盛りする。
(16) 田舎から家族を呼んで自分の店で働かせる。(17) 店を買ったら倉庫も必要だ。
(18) 前に働いていた店と同じ卸先から商品を買う。多量の商品を仕入れて手持ち
の金を支払う。(19) 足りない金は少しずつ返していく。(20) 卸先がスース人なら
商売が軌道に乗るまで仕入れの金を大目に見てくれる。 
 (21) 出稼ぎの男は家族が田舎に残っている場合、麦打ちの時期に田舎に帰る。
(22) 家族を田舎に残していなければ、二年に一度田舎に帰る。(23) 田舎に両親が
残っていたら必ず両親のところに妻を残しておく。(24) 兄弟二家族ともが故郷を
出ていたらたとえ両親が元気でも、それぞれの妻を一年ごとや半年ごと交代で田
舎と町を往復させる。 
 (25) 男は五十五才ぐらいになると、もう町で暮らさない。(26) 田舎に帰ってそ
こで余生を過ごす。(27) 町に遊びに行くことはあってももう商売には関わらない。
(28) ただ町でぶらぶらして田舎に帰ってしまう。(29) 町にいる息子たちが送金し
てくれる。 
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10. 子ども lḥšum 
10-1. 赤ん坊 tazznt 
 (1) 俺たちの田舎では赤ん坊は負ぶわない。(2) 母親は赤ん坊を頭からすっぽり
オクルミで包んで胸に抱く。(3) おっぱいをあげるときは乳房を覆ったオクルミ
を肩胛骨の上まで引き上げて、赤ん坊に乳を吸わせる。(4) 町の女は働いている
から赤ん坊を負ぶって仕事に出掛けるんだ。(5) 俺たちの田舎ではそんなことは
なくて、女が子どもを産むと赤ん坊が乳離れをするまで家で子守をする。(6) 臨
月のときのように食事の支度をするけれど赤ん坊が寝ているときだけだ。(7) そ
ばの揺りかごで寝かしつけたら食事の支度にとりかかる。(8) 食事を作っている
ときに赤ん坊が起きてしまったら赤ん坊のところに行く。(9) 赤ん坊がいるあい
だは、耕作や収穫にも行かない。(10) 家に若い娘がいれば若い娘と老婆が代わり
に働く。(11) 結婚している姉妹がいれば赤ん坊が乳離れするまで代わりに働く。
(12) 赤ん坊のいる母親はこんな風だ。(13) 赤ん坊を産んだあと町の女は赤ん坊を
負ぶって働いている。(14) 町の女は赤ん坊を連れて歩く。(15) 赤ん坊を産んだ後
にすぐ働く町の女は良くない。 
 (16) 揺りかごは赤ん坊が使う物だ。(17) 一才になるまでそこに寝かせる。(18) 
揺りかごは木で出来ていて紐が付いてる。(19) 三本の紐で横木から吊してある。
(20) 赤ん坊を寝かせたら何度か揺すってやる。 
 
10-2. コーラン学校と小学校 timzgid d-ssƙwila 
 (1) コーラン学校と小学校の違いを言うと、まずコーラン学校とはコーラン学
校を出た先生がモスクで教える学校のことだ。(2) 小学校は文部省から派遣され
た教師が教える学校だ。(3) 子どもたちはコーラン学校と小学校の両方に通う。(4) 
コーラン学校の方は夜明けの祈りの呼びかけが聞こえたらモスクに行く。(5) 日
が昇ったら朝食に家に帰ってまたモスクへ戻る。(6) 八時頃になったら小学校に
行く。(7) モスクではコーランを読むだけだ。(8) 小学校に八時頃に着いて読み書
きをする。(9) フランス語や算数やアラビア語を勉強したり、コーランを読む時
間もある。(10) 十一時半頃になったら家へ帰って昼食を食べる。(11) 食事が終わ
ると二時頃からまた小学校へ行く。(12) 五時頃まで学校にいてそのあとモスクの
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コーラン学校に行く。(13) 日没になるまでモスクにいる。(14) 日没にコーランを
読んだら家へ帰って夕方を食べて寝る。 
 (15) 翌日も同じだ。コーラン学校と小学校には何曜日に行くかって？ (16) 月
曜日から水曜日までと土曜日はコーラン学校と小学校の両方に行く。(17) 木曜日
は小学校だけ行ってコーラン学校はない。(18) 金曜日はコーラン学校も小学校も
休みだ。(19) 日曜日はコーラン学校だけある。小学校は休みだ。(20) コーラン学
校では暗記できないとコーラン学校の先生がぶつんだ。(21) 鞭でぶたれる。 
 (22) 俺たちの田舎の娘たちは小学校にもコーラン学校にも通わない。(23) 小学
校とコーラン学校に通うのは男の子だけだ。(24) あんたが耕作や収穫などの農繁
期に息子に学校を休ませたいと思ったら、それはそれで構わない。 
 
10-3. コーラン学校と小学校の授業 tiɣri ɣ-tmzgid d-ssƙwila 
 (1) 月曜日男の子はコーラン学校と小学校の両方に行く。(2) コーラン学校で夜
明けの祈りの時間から日が昇るまで勉強する。(3) 家に帰って朝食を食べたら八
時までコーラン学校にいてそのあと小学校に行く。(4) 十一時半になったら家に
帰って昼食を食べる。(5) 昼過ぎに小学校に戻る。(6) 夕方まで小学校で勉強した
らコーラン学校に行く。(7) 夜半までコーラン学校で勉強してから家に帰る。(8) 
小学校とコーラン学校は隣り合わせだ。(9) 月曜日と火曜日と水曜日と土曜日は
コーラン学校と小学校の両方ある。(10) 木曜日の午前中と夕方は小学校だけだ。
日曜日は早朝と夜半にコーラン学校だけある。(11) 金曜日は両方ともが休みだ。 
 (12) コーラン学校では木版に字を書いて覚える。(13) コーラン学校では生徒が
まだ未熟なら、コーラン学校の先生がアリフ、バー、ターとアルファベットを書
いてくれるから、それを読む。(14) 読めたら暗記する、暗記したら、木版の表面
を水で洗って白い滑石で一面塗って、日に当てると乾く。(15) すっかり乾いたら
葦のペンと石を溶かした墨で字を書く。(16) 小学校では帳面と石版を使って勉強
する。(17) 石版に白墨で字を書いて布切れで消す。(18) 帳面にはペンとインクで
字を書く。(19) ボールペンはあるが字がうまくなるように今でもまだペンとイン
クを使って字を練習する。(20) 学校ではコーランを暗記しない。 
 (21) コーラン学校で学ぶ男の子たちは、喪の式やお七夜や割礼の席にコーラン
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学校の先生について行って、コーランを読む。(22) これがコーラン学校の生徒と
呼ばれる人たちだ。(23) まだ年少者でコーランを覚えていなくても列席する。(24) 
年長者だけが先生と一緒にコーランを読む。(25) 年少の生徒は同席してよく聞く。
(26) 年少者とは五才くらいを指して、年長の生徒とは十五才くらいを指す。 
 
10-4. 行儀悪い子ども iḥšum dṣrnin 
 (1) 男の子が悪さをしたら、両親か長兄がその子を叩く。(2) どういうことが悪
さか聞きたいかい？ 例えば人前でおしっこを漏らしたりすることだ。(3) そうし
たらあんたは子どもの尻を鞭や履き物で叩くんだ。(4) なぜ叩くかって？ 二度と
またこんなことをしないように。(5) 女の子なら日が暮れたあとも外でぶらぶら
していたら、帰ってきたところで叩く。(6) 結婚せずに妊娠したり、婚前性交を
するような娘は俺たちのところにはいない。(7) 俺があんたに話をしているのは
もっと小さい子どもにするお仕置きのことだ。(8) 両親が物心つくまでしつける
ために叩くんだ。(9) 大きくなればただ口で言うだけだ。 
 
10-5. 自慰 tukkist 
 (1) 自慰は男の子がまだ幼い頃にペニスを手で立たせることだ。(2) 空き部屋と
か肥やし部屋などの人のいない部屋に行く。(3) 石けんを少しと唾を付けて精液
のような物がでるまでこする。 
 (4) 家畜を相手にする奴もいる。(5) 家畜の両足に前足を縛り上げる。(6) ラバ
をしばったら横木の下に引っ張ってきて、横木に吊して挿入する。ロバにも同じ
ようにする。(7) だけどこれは幼いうちだけのことで十二才を過ぎるともうしな
い。(8) 八才から十二才くらいまでするんだ。(9) この光景を人が見ても何とも言
われない。 
 (10) 男の子は八才から十二才までは互いに自慰をし合ったりする。(11) 二人か
ら八人くらいでどこか離れた場所に出掛ける。(12) そしてお互いに「俺がおまえ
のを立たせるよ」「いいよ」とか言い合う。(13) 誰か一人を立たせたらまた別の
子を立たせるという具合だ。(14) お互いし合うのも家畜を相手にするのもよい行
為ではない。(15) 女の子はこんなことはしない。 
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10-6. 男の子の遊び ilʽ abn ifrxan 
[1] サッカ  ー tawžža 
 (1) 男の子はサッカーで遊ぶ。どんな風にサッカーをするかって？ (2) 小学校
の入り口に大きな広場があるんだ。石で囲んである。(3) いわゆる体操の時間と
いうやつだよ。(4) そこで十二人が六人ずつ分かれてゴールに石を入れるんだ。(5) 
ゴールを決めた人に拍手をするんだ。これがサッカーだ。 
 
[2] ビー玉遊び lbiy 
 (1) ビー玉遊びもする。(2) まず陣地の真ん中に穴を一つ作ってスタートライン
線を引く。(3) ビー玉を取り出して投げ合う。(4) 投げてみて穴にもっとも近いの
が一番だ。(5) ビー玉を投げるときは、指のあいだに挟んではじく。勝った人が
負けた人の全部のビー玉を取れる。(6) こうして戦い合って勝ちを決める。(7) ビ
ー玉は勝った人の物になる。そして誰か一人が手持ちのビー玉がなくなるまでや
る。(8) 全部取られた人はビー玉をナツメヤシと交換してもらう。(9) ナツメヤシ
をあげればビー玉を返してもらえる。(10) 取られたビー玉を返してもらうにはナ
ツメヤシと交換するんだ。(11) 両手一杯のナツメヤシでビー玉を全部返してもら
える。これがビー玉遊びだ。 
 
[3] 椅子取りゲーム zzaq 
 (1) 椅子取りゲームというのは八人から十人くらいの男の子がやる。(2) 麦打ち
場で遊ぶんだ。(3) 一人ずつ石を持って少し離れた輪になって石を置く。(4) 一人
が親になる。(5) 親が「ザック！」と言ったらすぐにあんたが石に座れなかった
らあんたはみんなを負ぶわなきゃならない。(6) あんたがちゃんと座れたら他の
誰かがあんたを負ぶうんだ。(7) こうして石のまわりをぐるぐる回る。(8) ぐるぐ
る回っているときに突然親が「ザック！」と叫ぶ。(9) みんなが石の上に座ると
座れなくなった一人が残っている。(10) 十人で遊んでいるなら石は九個置く。必
ず一つ少なくして置くんだ。(11) 座れなかった人はみんなを負ぶって回る。(12) 
石に座れなかった人がみんなを一人ずつ順番に全員を負ぶうんだ。 
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[4] 石の持ち主当てゲーム taggunt tamzilt 
 (1) 男の子は夏になると石の持ち主当てゲームをする。(2) どういうものか説明
するかい？ 地面に車座に座って真ん中に一人座る。一人の周りをみんなで輪に
なって囲む。(3) 真ん中に座った人が石を持っている人を当てる。(4) 輪になった
人たちは長衣の下に入れて隠して、石を渡し合う。(5) 当てられるまで石を回す。
(6) 真ん中に座った人が石を持っている人を当てると、持っていた石の代わりに
手に糞を塗られてしまうので、みんなで笑うんだ。 
 
[5] 名前当てゲーム rḥḥma 
 (1) 冬に小屋に集まったときに名前当てゲームをして遊ぶ。(2) 十人が輪になっ
てまず各人に名前を付ける。(3) 初めの一人は「タマズント（タマズントは10ウ
ジフに相当する古い貨幣単位）」になる。(4) 二番目の人は「第二ウジフ」三番目
は「第三ウジフ」、四番目は「第四ウジフ」、五番目が「第五ウジフ」、六番目が
「第六ウジフ」、七番目が「第七ウジフ」、八番目が「第八ウジフ」、九番目が「第
九ウジフ」、十番目の人が「第十ウジフ」という名前を付ける。(5) 全員の名前が
決まったら輪の真ん中に大きな円を書く。(6) 始めにあんたが名前を呼ばれたら、
「はい」と返事をする。(7) 呼んだ人があんたに「スースにはトウモロコシが何
本成るか？」と尋ねるから、(8) あんたは誰でもいいから尋ねられた相手以外の
名前の番号を言う。(9) あんたが間違えたらあんたは膝の上に大きな石を載せる。
(10) 別の人が間違えたらあんたの石をその人にやって、その人が膝に石を載せる。
(11) 起きる時間になるまで続けて翌日も同じようにやるんだ。 
 
[6] ナツメヤシの種当てゲーム taɣ̑rmiyt 
 (1) この遊びは冬でも夏でもモスクの小屋でする遊びだ。(2) 二十個の種を集め
ておいて二分して、その一つを拳の中に握って、両方の掌を握る。どちらの拳に
種が入っているか当てる。(3) 握った拳に種が入っていたら、それは当てた友達
の物になる。 (4) 入っていなかったらそのままで、また繰り返す。(5) どちらの
拳かがわかったら「こっちを出せ！」と言う。(6) 当たったら相手に渡して、ま
た友達に拳を突き出す。(7) 当たらなかったら掌で相手の手を打つ。(8) また繰り
返して家に帰る時間になるまでやり続ける。 
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[7] チェッカ  ー ḍḍama 
 (1) まず簡単なチェッカーのやり方だ。四角を四つに区切る。一方が三つのナ
ツメヤシの種を持って相手は三つの石を駒に持つ。(2) 自分の側に三つずつ駒を
並べる。(3) ゲームは対角線に引いた線を含めて、縦横斜めに駒を動かす。(4) 三
つの石か三つの種が一列になったら勝ち。 
 (5) 二番目のチェッカーのやり方は白黒格子の縦横八マスの目のある碁盤でや
る。(6) 互いに十二個の種と小石の駒を持つ。(7) まずお互いの一番手前の一列の
マスに四つ、二列目にも四つ、三列目にも四つ駒を並べる。(8) それから先手が
駒を動かす。(9) 自分の駒の前に敵の駒があって、敵の駒を飛び越えたところが
空いているなら、敵の駒を取ることができる。(10) 敵の陣地に達するとただの駒
がハッジ駒に変わって、後ろ飛びもできるようになる。(11) 敵の陣地に達したら
角になるというわけだ。(12) 四つの角を取られたら別の人と交代だ。そしてまた
対戦する。 
 
[8] 他の部族でするアホワーシュ aḥwaš ɣ-tmazirt yaḍnin 
 (1) 若者はトランプやビー玉では遊ばない。まず俺たちの村にはビー玉はない。
(2) そしてトランプをやる奴は泥棒と呼ばれる。(3) どこか他の土地に行ったら座
り込んでお喋りをするようなときは、トランプをすることもある。(4) 村の若者
は今晩どこの部族でアホワーシュがあるかなどと、ただ集まって話すだけだ。(5) 
そして今夕出掛けようとか相談する。(6) みんなが口々に「そうしよう」と言え
ば、出掛けることに決める。(7) どこかで娘のアホワーシュがあると聞けば出掛
けて行って黙って見ているか、どの娘がよく踊れているかお喋りをする。(8) ア
ホワーシュを見に行ってすることと言えばそれくらいだ。 
 
10-7. 女の子の遊び ilʽ abn n-tfrxin 
[1] 石のお手玉 iguntrn 
 (1) 女の子はお手玉で遊ぶ。お手玉がどういう物かって？ (2) 四人の女の子が
二人ずつ向き合ってする。(3) お手玉とは小石のことで一人七つの小石を持って
いる。(4) 四人で合わせて二十八個の小石だ。(5) まず一人が小石を全部両手に盛
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る。手の甲は上に向けている。(6) 小石を持っているが向き合う相手に投げるの
で、相手の子はそれを受け止める。 
(7) 一つも落とさないで受け止めたら、小石は全部その子の物になる。(8) いくつ
か落としてしまったら、落ちた石を集めて次の順番の人に回す。(9) 一巡して全
部の石が誰かの物になったら、一人の子が指先を舌で湿らす。(10) 湿らせたら自
分の持っている石を宙に放り投げているあいだに、湿らせた指を土につけて石を
受け取って土をつけてみんなに見せる。(12) 四人のうち二人が十四個ずつ石を取
っていないか数える。(13) 勝った二人が負けた二人の手の甲を平手でぶつ。(14) 
同じ数ならぶったりしない。(15) 石のお手玉はこうだ。 
 
[2] ナツメヤシの種を穴に入れる遊び tuna iɣ̑rman 
 (1) 種の穴入れ遊びは二人から四人の女の子で遊ぶ。(2) 一人三カ所ずつの穴を
地面に掘る。(3) ナツメヤシの種を一つ目の穴に十三個、二つ目に十個、三つ目
に八個入れる。(4) みんなこうして自分の三つの穴に種を入れる。(5) さてこのあ
と親がどこか一つの穴から種を全部取ってしまって、それを取った穴の隣から順
番に、取った種を一つずつ入れていく。(6) そして入れ終わった穴にちょうど種
が偶数個入っていたら、つまり二個か四個か六個か八個か十個だったら、親は種
をもらえる。(8) 空になってしまった人は勝った人に手の甲を平手でぶたれる。(9) 
勝った人に向かい合うもう一人も、負けた人に向かい合うもう一人をぶつ。(10) 
これがナツメヤシの種を穴に入れる遊びだ。 
 
[3] タグッラが煮えたよ（かくれんぼ） twwa tgulla 
 (1) かくれんぼは女の子の遊びだ。(2) どういう風にするかというと、女の子が
二十人くらい集まってやる。(3) 十八才くらいの女の子でも遊べる。(4) 鬼が一人
目隠しする。(5) 鬼は家の土間に隠れるので、他の子たちは一斉に散って隠れて、
隠れた子たちが「タグッラが煮えたよ！」と叫ぶ。(6) 鬼は隠れた子たちを捜し
て回って一人見つけたら、「あ、ファーティマ見つけた」と叫ぶ。(7) 鬼に見つけ
られた子と鬼は、その声を合図に土間にある石まで走って、どちらが先に石に唾
をかけられるか競争する。(8) 負けたら続いて最初に見つかった子が次に鬼にな
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って目隠しをする。(9) 二十人全員を見つけるまで捜し続ける。(10) 次の子も目
隠しをしてみんなを捜す。(11) 鬼に捕まる前に唾をかけた子は鬼におんぶしても
らえるんだ。(12) 女は村中捜して村中女の子が行き交うんだ。(13) 全員見つけた
らまたさっきの石のところに集まって、また目隠しするんだ。(14) これがかくれ
んぼ遊びだ。 
 
[4] 縄跳び tizikrt 
 (1) 縄跳びもある。縄跳びは女の子が縄を使って遊ぶんだ。(2) 女の子だけの遊
びで男の子はしない。(3) 女の子が縄を一本用意して、両端を持って真ん中に一
人立つ。(4) 縄をぐるぐる回すから足の下をくぐるように飛ぶんだ。(5) ぐるぐる
回し続けるのに疲れたら交代する。(6) 他の子に代わってまたぐるぐる回す。(7) 
これが女の子たちがする遊びだ。 
 (8) アホワーシュは夕方するものだけど、縄跳びやかくれんぼは夕方にはもう
しない。(9) 晩になってアホワーシュのために集まっても、アホワーシュだけし
て遊んだりしない。(10) 女の子たちがアホワーシュをして男の子たちがそれを見
るんだ。 
 
10-8. くじ引き taṣɣart d-lfls 
 (1) 椅子取りゲームをするときに、誰が親になるか決めるためにまず年長の四
人が出てくる。(2) 「俺たちの中で誰が親になるか決めよう」と言う。(3) 椅子取
りゲームでは親を決める。(4) それぞれの指を「この指はホマド、この指はモハ、
この指はルハスン、この指はアブッラ」と言いながら、子どもに振り分ける。(5) 
この一部始終を見ていない別の子を呼んで「どの指を親にするか言ってくれ」と
聞く。(6) 呼ばれた子は「この指だよ」と指を選ぶから、その指は誰だった？ (7) 
例えばルハスンだとして、ルハスンが親になるんだ。(8) そいつが親になる。(9) 椅
子取りゲームの話はこれでおしまい。 
 (10) サッカーでは、始める前にコインを使う。(11) 二つのグループから一人ず
つ出てきて、ポケットからリヤル硬貨を取り出す。(12) 一人が相手に「数字と星
とどっちがいい？」と訊く。(13) どちらか答えたら、宙に投げる。(14) 勝った方
が先攻でボールを取ってセンターキックをやる。 
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11. 宗教 ddin 
11-1. イスラムの五柱 smmust tirsal l-lislam 
 (1) イスラムの五大柱と言われるものは何か？ (2) まず第一は信仰告白だ。信
仰告白とは、(3) 「私は証言します。アラーの他に神はなし。ムハンマドはアラ
ーの使徒なり」と唱えること。(4) 第二は喜捨だ。アシュールのときの初日にあ
んたの財産やお金から徴収することだ。(5) 第三は礼拝で礼拝の時間には毎回決
まった祈りをしなければならない。(6) 神から借りた借金が祈りだ。(7) 第四は断
食だ。断食月のあいだに断食しなければならない。(8) これらの行為は神がコー
ランでおっしゃっている。(9) 第五は巡礼だ。巡礼は金があればメッカに巡礼に
行くべきだ。(10) 金の余裕がなければ気にかけていれば、死んでも神はあんたを
よみしてくださる。(11) これらがイスラムの五柱だ。(12) この五柱を守る者は純
正なイスラム教徒だ。(13) この五柱を守らない者は不信心者だ。 
 
11-2. 十二の事柄 snat d-mrawt tɣawsa 
(1) 一、一は主のみ唯一。 
(2) 二、二は二人、父なるアダムと母なるエバ。現世における最初の人びと。 
(3) 三、三は三人の天使、アズウィールとミカイールとイスラフィール。 
(4) 四、四は神がこの世に下された書物、モーゼの五書やイエスへの福音書やダ
ヴィデの詩編と、四番目に預言者ムハンマドに下されたコーランだ。 
(5) 五、五はイスラムの五柱、信仰告白、喜捨、礼拝、断食、出来る人は巡礼。 
(6) 六、六は神がこの世を創造された六日間。 
(7) 七、七は七つの天と七つの地。 
(8) 八、八は神が下さる八つの天国。 
(9) 九、九は大地を害する九つの動物。ネズミと鳥。 
(10) 十、十は神の使徒ムハンマドのメディナへのヒジュラを助けた十人の仲間。 
(11) 十一、十一はヨーセフと十一人の兄弟。 
(12) 十二、十二は一年の十二の月。 
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11-3. モスク timzgid 
 (1) あんたがモスクの礼拝の部屋に入りたいなら、沐浴場のあるモスクの入り
口から入っていけば礼拝の部屋にたどり着く。(2) 沐浴場には水が流れる水路が
あるのでそこで祈りの前に体を清める。(3) ここに靴とズボンを置く場所がある。
(4) 沐浴場の脇に水タンクがあって、沐浴場にあるバケツで汲んで男たちが体を
洗う。(5) 礼拝の部屋に入るとある場所が区切られて、そこで女たちが祈る。女
たちが靴を置く場所は部屋の外にある。(6) 男たちの祈りの場と女たちの祈りの
場は木の板で区切られている。(7) 壁の窪みの前にコーラン学校の先生が立って
共に祈る。(8) この窪みはキブラを示していて毎週金曜日にコーラン学校の先生
が説教をする壇がある。(9) 祈りをする床はゴザが敷き詰められている。(10) 君
がまた行くことがあったら、沐浴場の側にある集会室の入り口が見て取れるだろ
う。(11) この部屋で冬に地面に掘った穴に柴を入れて燃やして、暖を取りながら
談笑するんだ。 
 (12) 集会室を出ると礼拝の部屋の隣に喜捨で集めた大麦の倉がある。(13) 反対
側にはコーラン学校の先生が生徒たちに教える部屋や生徒たちが寝る部屋があ
る。この木板は家に帰るときにこの部屋に吊して置く。(14) 真ん中の部屋では先
生が眠る。この部屋にはお礼にもらった大麦やお茶の道具が置いてある。 
 (15) あんたが屋根に登りたいなら塔の入り口に入る。(16) 上っていけば祈りの
告知をする人に会うだろう。(17) 塔の屋根には明かり取りの突き出しがある。 
 
11-4. 礼拝（1）：五つの祈り taẓallit (1) : smmust tẓilla 
 (1) 礼拝は一日五回ある。最初の祈りは夜明けの祈りだ。(2) 夜明けの五時半に
呼びかけの声があったらひれ伏して二典礼する。(3) そして立ち上がって礼をし
たあと、ひれ伏して二回典礼して立ち上がって、またひれ伏して二回典礼する。
(4) 二典礼終わったら立ち上がらず座ったまま「平安あれ」と言って前と左右に
首を振って終える。 
 (5) 二時半に正午の祈りがある。正午の祈りでは四回ラクアする。(6) 始めにひ
れ伏して二回典礼して立ち上がる。(7) 次にひれ伏して二回典礼したら正座して
膝を付けて座ったまま首を振るが「平安あれ」と唱えない。(8) そのあと立ち上
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がって三回目のラクアする。ひれ伏して二回典礼したら、(9) 立ち上がって四回
目のラクアにあたるひれ伏して二回典礼をしたら、身を起こして首を振って、(10) 
「平安あれ」と言って終える。 
 (11) 午後の礼拝は四時半に礼拝を知らせる告知を聞いたら、四回ラクアをする。
正午のときと同じだ。(12) 正午の礼拝と同じように午後の礼拝をする。 
 (13) 日没の礼拝は、七時十五分前に礼拝を知らせる告知を聞いたら、三回ラク
アをする。(14) 三回というのは、まず始めにひれ伏して二典礼して立ち上がる。
(15) 立ち上がったら、開扉の章とコーランの別の章を唱える。(16) 二つの章を唱
え終えたら、二度目のラクアをしてから首を振る。(17) 首を振るが「平安あれ」
と言わない。立ち上がって開章を声を立てずに唱えて、二度目のひれ伏して二回
典礼したら首を振って終える。(18) 日没の礼拝は、正午や午後の礼拝のようにす
ぐに立ち上がらないということと、(19) ひれ伏して二回の典礼を二回と一回立ち
上がるということだ。 
 (20) 夜半の礼拝は七時半に礼拝を知らせる告知を聞いたら、正午や午後の礼拝
と同じように四回ラクアをする。(21) 夜半の礼拝も正午や午後の礼拝と同じだ。 
 (22) 夜半の礼拝はそれぞれ二回のラクアとウィトルをする。この二つは預言者
ムハンマド−預言者に平安あれ−のスンナ礼拝にならったものだ。(23) 夜明けの礼
拝と同様に二回ラクアする。(24) 最初は開章とコーランの章句を唱えて、また開
章とコーランの章句を唱える。(25) 二度目の首振りをして「平安あれ」と唱えた
ら、ウィトルをする。(26) これがウィトルと二回のラクアなんだ。(27) これがア
ッラーがお定めになった五回の礼拝で、君に教えた夜明け前と正午と午後と日没
と夜半というものなんだ。 
 (28) 女たちは産後四十日間や生理中は祈らない。(29) 夫と性交したあとに沐浴
を済ましていないなら祈らない。(30) 夫も大沐浴を済ませていない日は祈らない。 
 (31) 一日の祈りは五回ある。夜明け前と正午と午後と日没と夜半だ。(32) 夜明
けの祈りはいつも五人の老人とコーラン学校の先生が祈る。(33) 正午の祈りや午
後の祈りは普通の人は仕事があるので、夜明けの祈りと同じく老人と先生だけだ。
(34) でも日没と夜半の祈りはみんなが祈る。(35) 忙しいときでも日没と夜半の祈
りにはやって来るんだ。(36) 忙しくなければ正午や午後の祈りに人が集まる。(37) 
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老婆や主婦たちはモスクで祈りたいならやって来て祈るが、少数だ。(38) 娘はモ
スクには行かずに必ず家で祈る。(39) 娘は十五才以上になれば初潮を迎えるので
断食も祈りもする。 
 
11-5. 礼拝（2）：田舎の礼拝 taẓallit (2) : taẓallit ɣ-tmazirt 
 (1) モスクで礼拝をする場合、まず壁の窪みの前に先生が立って他の人は列に
なって並ぶ。礼拝の告知を呼びかける人も、ちょうど先生の真後ろに来るように
並ぶ。(2) 前の列が終わるまで後ろの列は立って待っている。(3) 女たちは男たち
の後ろに並ぶが、男は女をジロジロ見てはいけない。(4) 女と男を隔てる木の板
が一応ある。(5) 女も男を観察してはいけないし、男も女を観察してはいけない。
女は先生と呼びかけ人の声だけに耳を傾ける。(6) 「アッラーは偉大なり」と言
って進み出て並んで祈る。コーラン学校の先生と学生と人びとが前に立って終わ
る。 
 (7) 沐浴をするならあんたは水桶を持って来て右側に置く。(8) まず手を洗うん
だがいきなり桶の中に手を突っ込んではいけない。(9) 別の容器に水をすくって、
まず右手に水をかけて両手とも手の先まで三回手を洗う。(10) 次に左手で局部を
洗う。(11) 局部のあとまた三回両手を洗う。(12) まず右手で水を汲んで左手を洗
う。(13) 次に右手も三回洗う。そのあと手の中指を二回洗う。(15) そして左手の
指で鼻の中を三回洗う。(16) 三回洗ったら次は額から顎まで三回洗う。(17) 顔の
あとは左手の指先から肘まで三回洗って、右手の肘までを三回洗う。(18) 両手と
も洗ったら水を替えて髪の毛から首までをぐるっとこする。(19) また水を替えて
耳の中をよくこすって水を抜く。(20) 両手を洗って右足の足首まで三回洗ったら、
左足を三回洗う。(21) すべてが済んだら水を少し汲んで口に含んで服に吹きかけ
る。(22) そして「神の教えに基づいて沐浴を済ませました」と言う。(23) 続いて
「私は証言します。アラーの他に神はなし。ムハンマドは使者なり」と言って立
ち上がって祈りに向かう。 
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11-6. 礼拝（3）：金曜日と祭りの日の礼拝 taẓallit (3) : taẓallit ɣ-wass l-lžam  ʽ d-ti 
l-lʽ yud 
 (1) 集団でする礼拝：五、六人が集まって祈る場合は、一人が前に立つ。(2) 他
の者は後ろに横一列になって、「集団の祈り」と言う。(3) そしてみんなで礼拝す
る。集団の祈りの方が効果がある。(4) その場にコーラン学校の先生がいなくて
も、一人が前に立って黙って祈る。(5) これが集団でする礼拝だ。 
 (6) 金曜日の礼拝では、正午の祈りのときに説教がある。(7) 金曜日の正午にす
る礼拝は、正午の礼拝と言わない。金曜礼拝と呼ばれて二回ラクアをする。(8) ラ
クアごとにコーラン学校の先生が説教集を半章読む。(9) 朝の礼拝と同じように
一回ラクアをする。(10) もう一回ラクアをしたら「平安あれ」と言って終える。
(11) 二回のラクアのあいだに説教がある。 
 (12) コーラン学校の先生が説教をしている最中は入っていって座ってもよい。
(13) でも礼拝の最中は、入っていってはいけない。(14) そしてモスクに入ったら
祈りを終えて「平安あれ」と口にするまで出て行ってはいけない。(15) 金曜日の
説教ではアラビア語で書かれた本を読む。説教集として売られている。(16) もし
自分で読みたければ買いに行って読めば何を説いているのか分かる。(17) コーラ
ン学校の先生はその本にあることを説いてくれる。金曜日の説教でするのはそれ
なんだ。(18) 男たちは先生が説いてくれる事柄を理解するが、女たちは理解でき
ない。ただ黙って聞いている。 
 (19) 祭の日の礼拝は早朝の朝食の時間にする。(20) 礼拝の場所に村人たちと先
生も集まる。(21) 先生は説教集を持参してきて読む。(22) 立って跪いて祈るが、
人びとの読誦はない。(23) 先生だけがコーランのどこかの章を読む。(24) ラクア
を終えたら立ち上がって二十一回「アッラーは偉大なり」と言って開章を唱える。
(25) 開章を唱え終えたら、祈りの場でお互いに祭の日の祝福あれと挨拶を交わし
て、互いの平安を願って唾を吐く。(26) 挨拶を済ませたら家路につくものもある
し人を招く者もある。(27) 祭の日の礼拝は朝一回するだけだ。(28) 普通の日の五
回の祈りは宗教に関係する。祭の日の礼拝は祭の日にだけするものだ。(29) 金曜
日にモスクに行ったのにもう金曜礼拝が終わってしまっていたら、いつもの正午
の礼拝をすればいい。 
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11-7. 礼拝（4）：雨乞いの礼拝 taẓallit (4) : taẓallit unẓar 
 (1) 雨が降らなくて困ったら集まって礼拝する。(2) モスクに来て沐浴をして服
を裏返して着る。(3) 服の表を内側にして着るんだ。(4) コーラン学校の先生はズ
ボンをはかずにやってくる。(5) 先生が説教を終えるとみんな立ち上がる。(6) 水
に向かって礼拝をして神に雨をお願いする。(7) 帰り道の途中で着ていた服を元
に戻して家に入る。(8) 神が願いを聞き入れてくだされば雨が降る。 
 (9) 三ヶ月過ぎても雨が降らなければまた集まって再び雨乞いをする。(10) 最
初と同じように神に雨をお願いする。(11) 雨乞いの祈りは男たちだけがして女は
やらない。(12) 女は雨乞いの集いはしない。 
 
11-8. 小沐浴 luḍu mẓẓiyn 
 (1) 小沐浴とは礼拝の前の沐浴のことで、大沐浴の前に不浄を流す沐浴のこと
だ。(2) 小沐浴では沐浴について前に話した道具を使う。(3) 右側にバケツを置い
て左手で容器を傾けて右手に水をかけて、両手を洗う。三回傾けて三回両手の手
首まで洗う。(4) そのあと左手で、(5) 陰部を洗う。(6) 女たちはモスクで沐浴を
しない。家で済ます。 
 (7) 右手で水をすくって口に含んではき出すというのを三回繰り返す。(8) 鼻も
三回洗う。(9) 右手ですくって鼻に水を入れ右手でかむようにする。 (10) 顔を三
回両手で洗う。(11) 右手をかかげて肘の方に洗い流す。左手で肘まで洗う。 (12) 
肘から手首にかけて、左手を手首を上げずに下げたままで洗う。(13) 両手が終わ
ったらひしゃくで左手の掌に水をかける。(14) 両手を頭から首の後ろまで滑らせ
て、髪の毛を後ろになでつける。(15) 額のところに手が戻ったときに、「神の教
え通り私は沐浴を済ませました」と言う。(16) そして「私は証言します。神の前
に神はない、ムハンマドは神の使徒なり−預言者に平安あれ−」と言う。(17) 右手
で水を汲んで左手にかけて左手の指で耳を洗う。耳穴に人指し指、次に指で耳の
後ろ、最後にまた穴に小指で洗う。(18) 右手に水を汲んで右足の足首まで三回洗
ったら左足も同じく洗う。(19) 水を口に含んでペッとはき出して服にかけたら
「私の沐浴は終わりました」と言う。 
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11-9. 大沐浴 luḍu imqqurn 
 (1) 大沐浴は妻と性交した場合にする。(2) 翌朝早く起きたら小沐浴を済ませて
服を脱ぐ。(3) 頭から足先まで体中を洗う。手で体中をこするんだ。(4) 臍では小
指を突っ込んでほじる。すっかり終えたら服を着る。(5) 礼拝の前には礼拝のた
めの小沐浴を再びする。 
 (6) もし礼拝の前に水がなかったら砂や土で沐浴する。(7) ただし不浄はこの沐
浴では落とせない。(8) 砂や土で顔や手や足を三回ずつこするんだ。 
 
11-10. 金曜礼拝の衣服 ihdumn ɣ-wass l-lžam  ʽ
 (1) 女たちは白いベールを被る。(2) 白いベールを被ったら顔に巻き付けて顎の
下に縛る。(3) イヤリングは取る。腕輪も指輪も外す。(4) 長シャツは着ない。ズ
ボンとベールだけ身に付ける。(5) ズボンとベールだけ着てモスクに入る。(6) 祈
る前にズボンを脱ぐ。(7) どうしてズボンをはくのかって？ ズボンはモスクの行
き帰りだけはいている。風が吹いても服が巻き上がらない。(8) モスクに着いた
らズボンを脱ぐ。村の女はパンツなんてはかない。(9) 女はしゃがんで小便をす
るから、もしはいていたらパンツをおろしてしなければならない。(10) 祈るとき
はズボンをはかない。(11) モスクの中に入ったらメッカのアラファートのラフマ
山にいるときのような祈りをする。(12) 祈り終わったらまたズボンをはいて家に
帰り、ベールを脱いで別の服を着て仕事をする。(13) これが女たちの金曜礼拝の
衣服だ。娘たちはモスクには行かないから問題外だ。 
 (14) 男たちも礼拝ではモスクの中でズボンをはかない。(15) 着るものがないな
らズボンをはいている。(16) ズボンをはいている者は礼拝の部屋の入り口でズボ
ンを脱いで、靴と一緒に置いておく。(17) ズボンを靴の上に載せておいておくの
は、(18) 誰かが間違えて持って行かないようにだ。(19) 町でモスクの入り口に脱
いだズボンと靴がなくなっていたら、もう見つからない。盗まれたんだ。(20) 田
舎では盗みをするような奴はいない。(21) 男はどうしてズボンを脱ぐかというと、
(22) 男たちが集まって猥談をするときに、時にはペニスが立ってズボンに精液が
かかってしまうからだ。(23) 男が礼拝のときにズボンを脱ぐのはそういうわけだ。 
 (24) ハディースによると、女性について猥談しても衣服に精液がつくこともあ
るし、だから妻と性交をしたら必ず大沐浴をするんだ。 
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11-11. 断食 uẓum 
 (1) 断食月のあいだは朝食から夕食まで断食する。(2) 断食中は礼拝の時間に必
ず祈らなければならない。(3) 断食中に礼拝を怠る者は、日に当たるロバのよう
な馬鹿者だ。(4) 断食中は必ず礼拝を怠ってはならない。必ず祈りを伴った断食
を神は受け入れになる。(5) 祈らないなんて断食中に食事をして煙草を吸って性
交をするようなものだ！(6) 断食月の日中は性交することも飲食することもいけ
ない。(7) 女は娘が月経中や妊娠中や病気ならば断食月でも食事をしてよい。(8) 
断食月中に食事をした女や娘は、断食月が過ぎたあとに断食を破った回数だけ断
食をしなければならない。(9) 断食月とその前の月にはニンニクは食べない。 
 
11-12. 十分の一税（アシュール）（1）lʽ šuṛ (1) 
 (1) 十分の一税とは貧しい人にする施しのことだ。(2) 俺たちの田舎では次のよ
うにする。(3) 大麦のアシュールとヒツジのアシュールがある。俺たちの田舎に
は食料品店をやっている奴はいない。(4) 田舎にいる貧しい人とは夫や子どもの
いない老婆などだ。(5) 町に出稼ぎに行っている男は田舎にお金を送金している。
(6) 送金してもらったお金の一部を貧しい老人に渡して、モスクにも渡す。(7) ど
うして金をやってしまうのかと言うと、金を持っている者が夫や子どもがいない
者を助けるんだ。(9) 村の人は大麦かヒツジを貧しい老人にやる。(10) 大祭のヒ
ツジの祝いの日が来たら、ヒツジを一匹ずつやるんだ。(11) 大麦はモスクに持っ
て行く。大麦はどんな人も持っているからね。貧しい人だって持っている。(12) 大
麦はモスクに差し出すのであって貧しい人に渡すのではない。 
 (13) 大祭のヒツジの十分の一税がある。ヒツジは百に対して十の割合で出すの
ではない。(14) 百につき四の割合を、沢山生まれても生まれていなくても関係な
く、喜捨として出す。(15) 大麦も同じく喜捨する。大麦は収穫の十分の一を納め
る。(16) つまり十キロのうち一キロを納める。(17) 今年のように収穫が多い年は
いいが、まったく収穫できない年は何も出さなくてよい。 
 (18) お金の十分の一税もある。店でまだ丁稚をしているなら資本金が貯まるま
で税を納めなくてもよい。(19) 資本金を除いてまだ儲けがあれば納める。(20) 店
持ちは百姓のように収穫には左右されないから、必ず税を出す。 
- 149 - 
 
 (21) 一方ヒツジはひどく打撃を受けたり死んだりすることがある。(22) ヒツジ
の持ち主は最悪の事態も考えにいれなければならない。(23) だから大麦のように
十分の一は出せない。(24) 百につき十の割合というのは多すぎる。(25) 十分の一
を出すことにしたら三百頭のうち三十頭出さなければならないなんて、多すぎ
る！ (26) ヒツジを売った儲けは勘定に入れないし、何頭増えても死んでも手元
に残っている数の四十五頭に一頭の割合で出す。 
 (27) アシュール祭が近づくと食料品店の持ち主はペンと帳面を取り出して、一
年間の総決算する。(28) 例えば一万ディルハムの資本金があって、二万ディルハ
ムの儲けがあったとする。(29) この場合資本金を除いて儲け分から四十分の一に
あたる金額を十分の一税として出す。商品からも出す。(30) 倉庫にある商品も当
然税の計算に入れるんだ。(31) 銀行預金ももちろん計算に入れる。(32) 人夫も税
を出す。(33) 人夫は手持ちの現金の二十五分の一を出す。 
 (34) 以上が十分の一税だ。ここラバトでも田舎でも同じだ。(35) 十分の一税は
スース人でもアラブ人でも同じように支払う。(36) シャリーアに書かれたザカー
トのことだから田舎も都会も関係ない。(37) どう行うべきか知っている人は、つ
まり神の教えを知っている人は税を納める。(38) それを知らない奴は勝手にさせ
るがいい、おまえの勝手さ。(39) 払わない奴はいつも払わない。(40) 一年間商売
繁盛しても税を払わない。(41) 全然払わないのはどういうことか？ (42) 一年ち
ゃんと商売をして税を払わない奴は、神からの借金が重くなるだけだ。(43) 払い
を先送りして、今年は払わず来年は払うと言った人はいない。(44) 十分の一税を
払わないというのは、神への借金を先送りしているんだ。(45) これが十分の一税
だ。 
 (46) 百姓も税を出す。農業も税の点では商売と同じ扱いだ。(47) ヒツジや大麦
や食料品店と同じく税を出す。(48) 税を納める商人が他の人から税をもらえるな
んてことはないんだ。 
 (49) 賃金をもらって働いている人夫は、自分と家族を養うのに精一杯だから税
を出さないしもらいもしない。(50) 暮らすのが精一杯なので金持ちではないが貧
乏人というわけでもなく、物乞いもしないが儲けがあるわけでもないんだ。 
 (51) 乞食については、(52) 前に話したように、生活する手立てがない人たちの
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ことだ。(53) 仕事がないというわけだ。(54) 人にやらずにただ施しをもらうだけ
だ。税を払わずにもらうばかりだ。(55) もらえる者の分類はコーランで神がお教
えになっている。(56) 神が言われる者たちに税を与える。(57) 働くことのできな
い病気の者だ。仕事があるのに税を貰うことはできない。(58) 税を貰える人は病
気の一人暮らしの老人で、子どもがいない家のない者だ。(59) こういう者はもら
うだけで出すことはない。(60) 先に話した暮らしに余裕がない者は、税を出さな
いしもらわない。(61) 他の商人や百姓などは税を出すだけでもらわない。 
 (62) 商人が十分の一税を出すということは、政府に「これこれの額を義務とし
て納めるように」と命じられて税金を納めるのと同じく当然のことだ。(63) 神が
命じたことだから神の教えを守る者は十分の一税を払う。(64) 神の教えを守らな
い者は勝手だといって払わない。役人は六百から七百ディルハムを稼いでいる。
(65) そういう金をアシュールとして出さなければならないんだが、(66) 大体お金
を儲けている者は財産があるし、ためこんでいるんだ。(67) 十分の一税のつもり
で乞食に施しを与えている。(68) たとえばこの町で見るような乞食たちは物乞い
をして、家まで建てるほどだ。(69) だがこういうことはよくない。たとえ家を建
てたとしても、こういう施しはよくない。(70) 断食月のあいだにもらうサダカに
慣れてしまっている。(71) 施しでやった金はサダカに値しない。サダカに値する
ものを与えるべきなんだ。(72) あんたはよく見るんだ、足や手がない者、盲人、
働けない病人などこんな人こそ断食月のあいだにサダカをもらう値打ちがある
んだ。 
 
11-13. 十分の一税（2）lʽ šuṛ (2) 
 (1) ここラバトで働く労働者は、アシュール祭の日に十分の一税を出す場合は
手持ちの現金か預金を計算して、その二十五分の一を出す。(2) 店の持ち主は商
品の儲けの一年分を計算して出す。(3) 田舎に送金する金は、封筒に入れる。封
筒の表に受け取る人の名前を書いて裏に送り主を書く。(4) これを田舎に帰る人
に託す。(5) モスクで教えている先生は、お金を受け取っても十分の一税を払い
に故郷に戻ることはない。(6) 田舎にいる男たちは、息子たちが送ってきた金も
大麦を売った現金にも税金は付かない。 
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11-14. 巡礼 lḥižž 
 (1) 巡礼に行こうと思ったら、イスラム暦の十一月に出発する。(2) 例えば今、
巡礼に行こうと決心したら、タフラウトに行きパスポート用の写真と飛行機代と
食費を預ける。(3) 書類はティズニットに送られてパスポートと向こうでの生活
費用のチェックを渡される。(4) 準備が整ったらティズニットに行って、注意事
項を聞きアガディールに向かう。(5) スーツケースを持って行く。ハラームの食
べ物である、大麦粉と乾燥肉と砂糖とお茶とコーヒーと煮炊きするガスコンロを
入れていく。 
 (6) 飛行機に乗ってジェッダに着いたら、パスポートは取り上げられて、モロ
ッコ貨のチェックをサウジアラビアのお金に換えてくれる。(7) 空港を出てタワ
ーフをしてメディナの見物に行く。(8) そこで部屋を与えられて休む。翌日案内
人が巡礼者一行を案内してくれる。(9) 巡礼でやることを最初から最後まで説明
してくれる。(10) 大祭の日が来たらアラファの山に油布のテントを持参する。巡
礼の人びとがみな集まってくる。(11) ヒツジを屠る儀式があるから、各自が自分
のヒツジを買って屠殺して、休んで石を投げて食事をする。(12) アラファ山で三
日間テントで過ごしたらメッカに向かう。(13) 預言者の家を訪れる−預言者の十
人の友に平安あれ−。(14) 預言者モスクを礼拝して、メッカに十五日間滞在する。
ザムザムの泉の水を運ぶ。(15) メディナに来たらナツメヤシとお香とマディー
ナ・ル・ムナウワラと白で刺繍してある帽子と礼拝用絨毯を買う。(16) メディナ
に滞在してあれこれ買い求めたら、またジェッダに戻って飛行機に乗って故郷に
帰る。 
 (17) 戻ってきたらお祝いをする。巡礼帰りを祝う会を催す。(18) お客を招いて
食事を出して娘たちはアホワーシュをする。(19) 親戚はハッジになった人への贈
り物を持参する。 
 (20) 巡礼を済ませた人は、男なら「ハッジ」女なら「ハッジャ」と呼ばれる。
(21) 巡礼にいった人はもうお酒を飲まないし浮気もしない。(22) 神を敬い悪行を
しない。(23) 巡礼の前にやっていた悪行はもう続けることはできない。(24) 悪行
をしてはならないんだ。 
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11-15. ウムラ lʽ umṛa 
 (1) ウムラは八月十五日に出発する。(2) ウムラは自分の車で行きたければ自分
の車で行く。(3) 自分の車で行くのが嫌なら飛行機で行く。(4) ウムラはタワーフ
とサファーとマルワの丘を往復する。(5) ウムラはハッジと違い断食月に行って
戻って来るんだ。(6) 犠牲獣を捧げないし、断食月に行けばいいんだ、好きな時
に訪れる。(7) ウムラは金持ちがするんだ。(8) ウムラを済ませれば皆ハッジだ。
(9) 断食月の三日間を過ごしたらすぐに戻って来る。(10) 車を持っている人はヨ
ーロッパ経由で行く。 
 
11-16. 小祭 lʽ id n-ṛmḍan 
 (1) 小祭の日俺たちは朝早く起きる。(2) 肉を料理して家族みんなが起きて沐浴
をして家で礼拝する。(3) コーヒーを飲んでさっき料理した肉入りタジーンをテ
ーブルに出して親戚みんなで食べる。(5) 男は男だけで女は女だけに分かれて、
朝九時のタジーンを同じ家で男女に分かれて食する。(6) お茶を飲み終えたら集
団礼拝の場所に男たちが全員集まる。(7) 男たち全員が集まったらコーラン学校
の先生が説教集を読んで聞かせたあとに礼拝する。(8) 礼拝をすることで祭が終
わる。小祭の礼拝は最初の日一回だけする。 
 (9) 朝早く起きたら朝食を食べる前に施しをする分を取り分けておく。(10) 家
にいる者は大人でも子どもでも数に入れて取りのけておく。(11) 施しをする分と
はどういうものとかというと、一人頭 1. 25 キロの大麦だ。(12) なぜ取りのける
かって？ 神は断食をよみし給うためだ。(13) この施しは鍛冶屋とコーラン学校
の先生と取りに来る貧者に渡す。(14) だれにどれくらい渡すかは自分で決める。
(15) 俺たちの村では小祭の日に先生に一年分の俸給を支払う。 
 
11-17. 大祭 lʽ id mqqurn 
 (1) 大祭は小祭と同じく買ってきた肉でタジーンを作る。(2) 朝早く起きて沐浴
をして礼拝をして、いつもの決まった親戚の家一軒に集まって、朝食を共食して、
礼拝の場に集まって外で礼拝する。(3) 礼拝が終わると家に帰ってヒツジを屠る。
(4) 家族ごとに一匹のヒツジを屠る。(5) ヒツジを殺したらすぐに皮を剝いて肝臓
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と心臓を取り出して、串焼きにする。(6) こうしたことは前にすっかり話したな。 
 (7) この日は家族も呼ぶし、同じ組の中でも行き来をする。(8) この日は家長は
自分の家を離れられない。夜までずっとお祝いが続く。(9) お互いに「祭日おめ
でとう」と挨拶する。(10) これが大祭だ。 
 (11) コーラン学校の先生は祭の最初の礼拝までいるが、あとは自分の里へ帰っ
て一週間滞在する。 
 
11-18. 生誕祭とアシュール祭 lʽ id l-lmilud d-umʽšuṛ 
 (1) 生誕祭は起床したら沐浴をして礼拝をして肉料理と純正蜂蜜を食べる。(2) 
祈りの場に行って礼拝する。(3) 礼拝のあとに家へ帰って他の祭のときのように
決まった家に集まって食べる。(4) 祭日を祝福し合って昼食を食べ終えたら解散
する。 
 (5) アシュール祭は礼拝はしない。(6) 朝早く起きる。(7) それぞれ自分の家で
朝食をとる。他の祭のように特別に料理はしない。(8) 自分の家で朝食を済ませ
たら、男の子や女の子が外に出てきて水をかけ合う。(9) 夕方まで一日中水をか
け合う。夜になったら家に入る。 
 
11-19. 墓場の雌ウマと鬼女 taĝmart ismḍalln t-taryal 
 (1) 墓場の雌ウマというのは夫に先立たれた妻が、夫のあとを追うように一週
間以内に死んだ場合に墓ウマになる。(2) 神が女をこの世に戻すと墓ウマになっ
て人間を食う。(3) 埋められた故郷の墓場だけでなくあちこちの墓場に夜になる
と出没して、人間を喰う。(4) 人間を墓穴に連れ込んで喰ってしまう。(5) なぜこ
うなるかというと夫に死なれた妻が喪が明ける前に死んだからだ。(6) もしあん
たが墓ウマに捕まったらどうあがいても逃げられないで食べられてしまう。(7) 
現れる姿はまったくウマの姿だ。どの墓ウマもそうだ。(8) モスクのヤギと言わ
れるものも墓ウマと同じようなものだ。 
 (9) 鬼女は老婆で荒野に暮らしている。互いにこの名を口にして脅かし合う。
(10) 足は人間の足ではなくてウシの蹄をしている。(11) 荒野に暮らして人間を喰
らう。だが人間が三分の二いれば襲わない。(12) もしあんたがナイフを持ってい
ればそれを取り出して殺すことができる。これが鬼女だ。 
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12. 我々の故郷 tamazirt-nnḥ 
12-1. 郷里の気候 azmz n-tmazirt 
 (1) 俺たちの郷里は山々が連なり耕地が広がっている。(2) 山は岩ばかりの岩山
だから柴しかない。(3) 山の麓に広がる土地を耕して畑にしている。(4) 林のある
ところはアーモンドとイチジクの木があって耕さない。(5) 林地でないなら大麦
を植える。(6) 雨や雪も降る。郷里では（一月に） 雪が降ると五十センチも積も
る。(7) 雪は積もっても一週間も経つと溶け始めて、幾筋の川になって流れてい
く。(8) （一週間たって）雪が溶けたあとは地面がぬかるんでいて、足を入れる
とぬかるみにはまってしまう。(9) 洪水は、洪水を引き起こすような高い山が郷
里にはないから起こらないんだ。(10) 郷里は平らな場所ばかりではなく丘や山が
あるので、雪解け水は幾筋の川になって流れるのさ。だから洪水の心配はない。 
 (11) 郷里には風が吹く。それぞれの時節に特有の風がある。(12) 冬は北と西か
ら風が吹く。タフラウトの方角から吹く風が北風で、アマヌーズ族の方角から吹
く風が西風だ。(13) 冬には北風と西風が吹いて、雨を運んでくる。(14) イスィ族
の方角から吹く南風は、雨はなく家をとばすほどの風が吹く。東の方角から風が
吹くと雪になる。(15) 今なら冬だから、北風が立って空に黒雲がたちこめて、空
を塞いでしまう。とたんに稲妻が光って雷が鳴る。(16) 雷が鳴り始めるとやがて
雨が降る。 
 (17) 言っておくが俺はタスリルトとタフラウトに限ってだけ話しているんだ。
(18) 春と秋には冬の風は吹かない。東からの南のそよ風が吹く。(19) たとえ冬で
も春でも秋でも夏でも、神のお力をもってすれば雨を降らすことも日を照らすこ
とも造作もない。(20) 雨も晴天も思いのままだ。秋と夏にはさんさんと日が照る。
(21) 春の早朝、霜が降りていることもある。(22) 冬の時期は厳しい寒さになるか
ら火のそばから離れると凍えてしまう。(23) 夏なら夏で暑くてつらいが、そよ風
の吹くところを探すんだ。(24) 夏は薄手の長衣一枚を着て屋上で寝る。(25) 風選
をする風は夏の夕方から晩に吹く。(26) 俺たちの郷里では季節ごとにそれぞれの
風が吹く。 
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12-2. 川 asif 
 (1) 川について話すと、川では冬や春に水があれば洗濯をする。秋に水があれ
ば男の子たちは水浴びをする。(2) 川の水を汲んで台所の水仕事に使ったり、家
畜に川の水を飲ませたりしない。(3) 川ですることは二つだけ、洗濯と子どもの
水浴びだけだ。 
 (4) なぜ川に行って家畜に飲ませたり、川の水を汲んで台所仕事に使ったりし
ないかというと、(5) 川の水には水ヒルがいるからだめなんだ。時には川にゴミ
を投げ捨てる人だっている。(6) 川岸にはキョウチクトウや葦や芝が生えている。
(7) 葦はキョウチクトウのように天井覆いに使う。(8) 芝は刈り取って家畜に与え
る。 
 
12-3. 肥料を入れていない畑と肥料を入れた畑 akal y-yigr d-umazir 
 (1) 畑は必ず毎年耕すことにしている。休耕地にはしない。(2) ある年は休耕地
のままおいて、別の年に耕すということはない。(3) 毎年耕す畑は、必ず耕す。(4) 
農業の手法では毎年同じ畑を耕すのはよくないとされている。(5) 実際、毎年耕
すと収穫はよくない。休耕地にすれば収穫が増える。(6) でも、結局休耕地にせ
ずに必ず耕している。(7) この畑を休耕地にしたら、一体どこを耕すというんだ？  
(8) どこにも耕すところがないだろう。俺たちの部族はそれぞれが自分の畑しか
ない。(9) 土地はこんな具合で休耕地というものはないし、一年たりとも休耕地
にしたりしない。 
 (10) それに新しく土地を開墾することもない。(11) 村のはずれの石がごろごろ
した土地や森まで行って、石や木をどけてから耕すなんて、そんなことはしない
んだ。(12) だって、そんな土地にどれほどの収穫が見込めるんだい？ どれほど
つらいことになるかわかっているかい？ (13) 君には耕す畑があるのに、その上
まだ別の畑で労苦を増やそうというのかい？ (14) 君が自分の畑を耕すのはそれ
が仕事だから仕方がないが、どうしてもっと苦労を増やすんだ。(15) それでも、
もし君が別の土地を開墾しようと思ったら、村はずれの荒れ地まで出掛けて、石
をどけて邪魔な物をすっかりよけてから耕し始めることになる。(16) 石やそこに
ある物をすっかり除いてから、耕して大麦を作る。まず最初の収穫はせいぜい大
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麦だ。(17) 開墾した土地が少し（質の）よい黒土でも大麦しかできない。でもや
はりわざわざ開墾をしたりしない。(18) わざわざ出掛けていって石をどけるなん
てしない。部族の畑がたくさんあっても休耕地にはしない。(19) 今年耕した畑は
翌年も必ず耕すし、前の年も耕しているんだ。(20) たとえ芽出しに失敗したとし
ても出なかっただけだし、芽が出たらそれは芽が出たまでのことだ。 
 (21) それから肥料は村の外の大麦畑にはやらない。(22) 肥料がたくさんあった
としたら村のそばの畑にやる。(23) ヒツジの糞は菜園にだけ使い、特にハッカを
植えている場所にやる。(24) 俺たちはヒツジ類を飼っている人から、ヒツジ類の
糞を肥料として買うんだ。 
 
12-4. 所有地の境界を示す石塀や石標 iɣudidn d-igguttan 
 (1) 石塀とは互いの土地の境界を示すために置く、印しなんだ。(2) たとえば君
がティンズッギート村の土地の端に行ってみると、俺たちの土地と別の部族の土
地との境に石塀が置いてあるのがわかるだろう。(3) 自分の土地がどこまでかわ
かるから、それぞれの村が土地の境界にこうして印しをつけるんだ。(4) 別の村
ではこんなやり方もある。林に、互いの林の境界がわかるように石標を置く。(5) 
石標とは、石を山積みにして積んだ石山のてっぺんに石灰をかけてある、白い石
山のことだ。(6) こうしておけば自分の所有地の端に来ればそこから先は他人の
物だとわかるだろう。(7) そして決して人の所有地を犯さない。(8) ティンズッギ
ート村は、タルスト村とタガウト村とイスィ村とイズルズン村と境を接している。
(9) 西の方角にはイズルズン村があるし、北の方角にはタルスト村があるし、東
の方角にはタガウト村があるし、南の方角にはイスィ村がある。(10) 今、君に話
したすべての方角に俺たちの土地の境界を示す石塀がある。(11) 境界を示す石塀
についてはこんなところだ。 
 (12) 他には、村の中で組と組の所有地や各自の畑がどこまでかを示す石標があ
る。(13) こうした石標は石灰で白くしないでただ石一個を置くだけで十分だ。 
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13. 畑仕事 lx̑dmt ɣ-yigr 
13-1. 耕作（冬）tayrza (tagrst) 
 (1) 耕作を始めるのは必ず雨が降ってからだ。出掛けていって鋤の手入れをす
る。(2) 百姓は、耕作する雨の降る季節の冬になったら、鋤の準備をして、市場
で太紐と農耕獣に付ける胸当てなどを買う。(3) いざ耕す段になったら肥料を入
れた畑に行く。(4) 肥料を入れた畑とは何だと思う？ 家の傍らにあって、家畜の
糞を入れた畑のことなんだ。(5) 畑に石があったら石を手で運び出してから耕す。
(6) 準備ができたら「神の名の下に」と必ず唱える。(7) ラバと鋤を使って耕す。
まず肥料を入れた畑から耕してそのあと離れた畑を耕す。(8) 離れた畑を耕すと
きは、わざわざ昼食を食べに家に戻ったりしないで畑ですませてしまう。(9) だ
けど肥料を入れた畑のときは家に帰って昼食を取る。 
 (10) 日の出前の朝早いうちに駄獣に大麦の種を詰めた砂糖袋を載せて、野良着
を着て畑へ出掛ける。(11) 畑に立って種を投げ蒔きしてから、耕し始めて夕方ま
で耕して家に帰る。(12) 耕す場合は右手に鋤の横棒を持つ。鋤とラバのハミは引
き綱でつながっている。(13) 手綱をラバの左側に通して左手で握る。(14) こうし
て耕していって畑の向こう側に着いたら、手綱を引いて向きを変える。(15) 「は
あっ！」とラバに声をかけながら向きを変えて耕すと、別の畝に連れて行く。(16) 
収穫はアラーに委ねて、一ヶ月半から二ヶ月間耕し続ける。 
 (17) 畑を耕したあとに再び雨が降ると大麦の芽が出る。(18) 最初の雨が降らな
ければ耕作を始めずに雨が降るのを待つ。まだ種まき時期を過ぎていないなら、
最初の雨が降るのを待って耕す。(19) もしも種まき時期が過ぎてしまったら、た
とえ雨が降ったとしてももう耕したりしない。(20) 種まきあとに不運にも二度目
の雨が降らなければ大麦は実が入らずに収穫はほとんどない。(21) 最初の雨のあ
とに耕してもう一度雨が降れば、どんどん大麦は成長するのでそういう年は「豊
作」と呼ぶ。(22) 二回の雨水を大麦が吸うことによって大地から空に向かってぐ
んぐん伸びていくんだ。(23) 要するに雨が重要だというわけだ。 
 (24) 耕作を夫と妻の二人だけでするなら駄獣が一頭では、人なら二人必要だ。
(25) 駄獣を二頭持っているなら一頭に二人ずつ必要になる。そうして二人はお互
いに交代で休みをとる。(26) 一方、夫にしろ妻にしろどちらか一人で毎日耕作し
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たら、耕作を終える前にへとへとに疲れて病気になってしまうだろう。(27) もし
一人でするつもりなら妻が妊娠しているか出産した時のように手伝いの者を雇
う。(28) そして昼食は耕している場所で食べる。 
 
13-2. 草を刈ってはいけない時期（1） tafgurt (1) 
 (1) 最後の雨が降る頃には地中で育った大麦と草が芽を出す。(2) 種をまいて状
態が良ければ大麦の芽が出る。(3) 草が生えてきても女たちや娘たちは芽が出て
いないなら、まだ出掛けない。(4) 村のみんなで、畑に行ってはいけない草を刈
ってはいけないと取り決める。(5) お互い話し合って山で薪を拾って運ぶことに
する。。(6) 芽が充分大きくなるまで一ヶ月間、山から薪を運ぶ。そのあとで、草
を刈ってはいけない季節が解かれる(7) そして、肥料を入れた畑の草を取っては
いけない期間が解かれたら、女や娘たちが草を取りに出掛ける。(8) その場所が
刈り終わると次の場所が指定される。(9) その草を刈り終えると別の場所を刈り
すべての草を刈り終えるまで続ける。 
 (10) 秋に大麦は熟す。秋というのは六月と七月のことだ。(11) 秋に大麦が実っ
たら早熟の大麦を抜く。(12) 早熟の大麦がどんな風かって？ ― それは青々と
した大麦の中から白い大麦を抜くことなんだ。(13) 人々はこうして白い大麦だけ
を収穫する。 
 
13-3. 草を刈ってはいけない時期（2） tafgurt (2) 
 (1) 春は大麦と草が芽を出すから草は刈り取れない。(2) 誰も草を刈りには出掛
けられない。(3) 草刈りが解禁になる時には、耕作の済んだ畑から順番に解放さ
れる。(4) 草刈りが解禁になると畑の持ち主でも誰でも、所有者であってもなく
ても草を刈り取ってよい。 
 (5) 草刈りが禁じられているときに、畑の番人を決めて四ヶ月分として五百デ
ィルハムを番人に支払わなければならない。(6) 大麦と草が伸びてきて草が大麦
より高くなれば、順番に畑が開放される。すべての畑が一度に開放されるのでは
ない。(7) 開放されるとなったら村じゅうの女や娘たちが草刈りに出る。(8) もし
禁じられている畑に入っている女を見かけたら、三ディルハムの罰金を取られる。
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(9) 「アフラの畑が解禁だよ」というように伝えられる。正確には「今日はタガ
ッディーンの畑からアファウフラの畑までが開放だよ」と伝えられる。(10) こう
して毎日指示されると村の女や娘たちがこぞって草刈りに出掛ける。(11) 草刈り
を解禁にする日は村の老人たちが話し合い相談して決める。 
 (12) 草刈りが禁止のときに別の村の畑に行ってはいけない。(13) 君が草を刈る
のが見つかったら、籠と草を取り上げられてしまう。(14) 青草刈りは畑と同じよ
うに林でも青草刈りの順番がある。(15) 番人に払うお金は各家族に割り当てられ
ていて、番人にあたった人が集金に回る。(16) 番人は村の男ひとりがなり四ヶ月
間番人をする。四ヶ月を過ぎるまで早朝から夕方まで毎日畑を見て回る。 
 
13-4. 草刈り仕事（春）lx̑dmt n-tuga (talldrar) 
 (1) 草刈りの季節になると女たちは早朝に起きて、畑や森に出掛けていく。(2) 
女たちは手斧と大籠を持って行く。(3) 自分たちの籠が一杯になるまで草を刈る
と、籠の上に束にして刈った草を盛り上げてのせる。(4) 昼飯時になったら家に
戻ってきて昼食を食べて休む。(5) 刈ってきた草は幾分かを家畜に与えて屋上に
広げて陽にあてる。そうすると干し草になる。(6) 草干しはこれから一ヶ月半ほ
ど続く。(7) 乾いた草は干し草部屋に入れる。(8) 乾けばどんどん取り込んで、ま
た別のを干す。それが一ヶ月半ほど続く。(9) こうして出来た干し草は冬の間家
畜の餌になる。 
 
13-5. 収穫（秋）tamgra (lx̑rif) 
 (1) 大麦は熟したら刈り取る。(2) 市場の靴屋に行って刈り入れに使う手袋を作
らせる。(3) 男がいるなら男が、田舎に男がいなければ女が出掛けていって、代
金を払い手袋を持って帰る。(4) 刈り入れは四人の人手がぜひ必要だ。もし二、
三人の人手しかなかったら、市場へ行き手伝いを雇わなければならない。(5) そ
して雇った者と家の者ひとりひとりに、両手の手袋を用意する。(6) 手袋は小指
にはめて手首で縛り、作業に出掛けて鎌で麦を刈る。(7) 鎌で刈り取り肥料畑の
麦を全部刈り終わったら、穀物倉へ運ぶ。(8) 網で巻いてラバの背に積んで穀物
倉に運ぶんだ。肥料畑の麦が全部終えるまでのあいだ、穀物倉においておく。(9) 
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肥料畑でない畑へ出掛けるときには畑で昼食をとる。(10) 肥料畑でない畑に出て
いる間は、夕方まで家に帰らずに畑に昼食を持って行く。(11) 肥料畑でない畑の
大麦は、夕方に刈り取った大麦を山にして積んでおく。いちいち持って帰らない。
(12) 翌日まで山にしたままおいておく。(13) 入り口まで大きな山を作る。(13) 大
きな山にしておいて石で押さえておく。(14) その夜は畑に残して、翌日網でくる
んで運び、脱穀場に放り込む。 
 (15) ところで、収穫する大麦は下から茎を抜き取り、地面から握りながら抜き
集める。(16) 下の茎を残して上の穂だけをちぎり取ることはしない。(17) こうし
て収穫し続けて、すべて終える。(18) 畑で刈り取り、麦山を作り、網でくるんで
ラバの背に乗せて運ぶ。(19) 運び終えたら脱穀場に次々と並べて置いておく。(20) 
こうして収穫を終えるんだ。(21) 収穫をすべて終えるのには三ヶ月ぐらいかかる。 
 (22) 収穫は五、六人でするのだが、両手が一杯になるなり子どもを呼んで子ど
もが立ち上がり受け取る。(23) 一抱えの麦をそれを受け取り地面に置く。(24) 畑
に小山ができていく。(25) 夕方には網の中に置いて網で集める。(26) 網が一杯に
なったら縛って、脱穀場まで運んで、置いてくる。(27) 刈り取りをする人から受
け取る役は少年や少女たちだ。(28) 子どもだって受け取り役をするために、家に
残しておかずに畑に連れて行く。 
 
13-6. 脱穀の順番を決める irwatn 
 (1) 村中の人が収穫を終えたら、集まって脱穀の順番を決める。(2) くじをする
のだが、指を人に見立てて指それぞれに名を割り振る。見ていない一人が指の順
番を決める。(3) そして一番は「誰それが脱穀の一番だ」と言い、取り決め通り
にする。(4) かき混ぜ役が出掛けていって、少し乾くように大麦を掻き上げて風
にあてる。(5) 翌日、脱穀日にあたっている人は肉を調達して人々に振る舞う。(6) 
家畜を脱穀場の杭につないで、まず二頭立てのロバと、九から十頭立てのラバを
従えて、大麦の上をぐるぐると回る。 
 (7) 家畜を追う人は村にいて、四百リヤルを報酬として渡す。(8) 追う人は自分
の血縁集団に自分の家畜を持って行ってから、別の血縁集団で追い役をする。(9) 
追い人は「ワハーイ、ヨーホー」と声をかけながら家畜を後ろから追う。棒を使
って脱穀させる。 
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13-7. 脱穀と風選  irwatn d-uzzdg 
 (1) 脱穀場で脱穀する場合、杭のそばに三頭のロバを繋ぐ。(2) 杭の中心柱には
綱がついている弓形の道具がはめこまれている。家畜の頭に綱の輪になったとこ
ろをつっこむ。(3) ラバは体が大きいから首の位置も高い。だからもしラバを内
側に繋いでしまうと、弓形の道具を柱からはずしてしまい家畜が全部ころんでし
まう。(4) その点ロバは背が低いし柱よりも低いんだ。(5) 弓形の道具は中心柱の
高さの真ん中にあり、柱の上から道具がすっぽ抜けてしまわないように、(6) ま
ず内側にロバを繋いでその次にラバを繋ぐやり方しかない。(7) ラバを内側にし
たら弓形の道具が抜けて、家畜はみんな崖から落ちて死んでしまうだろう。(8) こ
のようにして脱穀を行い、ロバとラバの順番で繋ぐ理由はこうなんだ。 
 (9) 狭い脱穀場だったら、二頭立てのロバと十六頭立てのラバで行う。(10) 広
い脱穀場だったら、三頭のロバと二十五頭のラバでする。(11) もっと広い脱穀場
のときは、三頭と二十五頭のロバとラバのひとつなぎを二組、用意して行う。(12) 
そして先に行くひとつなぎのあとを、もう一つのひとつなぎが後について行く。
とても広いなら大麦も多いから、二つのひとつなぎを使うんだ。(13) 二人の人間
がそれぞれのひとつなぎの後ろについて追う。そしてぐるぐる回って脱穀をし終
える。(14) 脱穀を終えると家畜を綱から解いて連れて帰る。そして、脱穀場に一
回目の麦踏みの終わった大麦を積み上げて山にする。(15) 狭い脱穀場なら二連の
家畜にしたり数を増やしたりしない。(16) 二連というのは、先に行く方が疲れて
走らなくなったら、後を追う方が追いついて混ざってぶつかり死んでしまう。(17) 
ラバが先に行き綱を引いて、首を締め付けて死んでしまうなんてこともあるんだ
(18) 大麦が多いとか脱穀場が広い場合にだけ二連にする。(19) 二連にするときは、
対でするんだ。これが家畜を使う脱穀の仕方だ。 
 (20) 脱穀の仕事自体は脱穀場が広くても狭くても変わりはない。(21) 脱穀場が
広ければ二連で行い、二人が追い役をし、家族のうち一人が熊手で大麦を投げあ
げる仕事をする。(22) 狭い脱穀場なら追い役は一人と、投げ上げ役が一人でする。
(23) どんなに広くても十人の人手を雇うことはなく、三、四人がつくのがせいぜ
いだ。(24) 家畜が回るのは広さに関係なく五時間ぐらいだ。(25) 二時間半、脱穀
したら中断してかき混ぜる。(26) かき混ぜたら先に歩く方が後ろに、後ろを追っ
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ていた方を前にしてまた回る。(27) 五時間過ぎると脱穀場での脱穀を終えて家畜
を放す。(28) こうして、五時間の脱穀場での作業を終える。(29) あとは持ち主自
身の仕事である。(30) 自分の家畜を連れて帰ったらあとは君の仕事だということ
だ、俺の知ったことではない。 
 (31) 脱穀場を回る時、右回りのあと左回りで回るなんてことはしない。いつも
同じ方向で回る。(32) 右回りで始めたら終わるまでそのままの方向だ。(33) そし
て、一頭のラバが弱いとかもう一方が強いとかいうことも気にしない。並べ替え
たりしないんだ。(34) たとえば君が誰かの脱穀に自分のラバを連れて行ったら、
まず三頭のロバが繋がれていたら、その後に君のラバが繋がれる。(35) 君の後に
来たラバは、君のラバの次に繋がれる。(36) 弱ってきたラバをロバの隣に繋ぐこ
ともしないし、外を回るラバをロバの内側にすることもしない。(37) 始めたらそ
のままの場所で脱穀をして終わるまで、そのままなんだ。(38) 弱ってきたか元気
かなんてことは関係がない。家畜の状態を見て選んで配置することはない。(39) 
もし端にいる君のラバが遅れたら、それはそれで仕方がない。(40) 問題ならば君
のラバを解き持ち帰り、別のラバを持ってくるだけのことだ。 
 (41) 脱穀はすべての組の仕事だ。村全体では組ごとに脱穀する。(42) 君が今日
脱穀する日になっていたら、組の人が君のもとにやって来る。(43) 翌日は次の順
番の家が脱穀となる。こうして次々順番通りに脱穀する。(44) 脱穀はすべての組
の脱穀が終わるまでお互いに助け合う。(45) 家にたとえ妻だけしかいなくても、
同じように助け合って脱穀する。(46) 脱穀に当たった家に家畜を連れて行き、手
伝い終えると家畜を連れて帰る。 
 (47) 脱穀前の仕事はすべて各自の家の責任でする。(48) 脱穀前の仕事はその家
の仕事であり、誰も脱穀日までは手伝うことはない。脱穀しようとするのは君な
んだけど、まだ脱穀場には大麦だけがある。(49) 脱穀場がありそこには刈り取っ
たばかりの大麦があり、脱穀の日になると家畜を連れて手伝いに来る。(50) 君の
ところでの脱穀なら、みんなが家にいるラバやロバを連れて脱穀場に来る。(51) 
そして脱穀する。 
 (52) 脱穀作業は女たちは手伝わない。同じ組の中か手伝いに来た人に食事を出
すだけだ。(53) 脱穀の手伝いで雇った者には、一日に三百リヤル支払う。(54) 大
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麦を代金の代わりにはしない。こうした働き手は市場で調達する。(55) 二人雇っ
たなら、おのおの三百リヤルつまり倍額を支払う。(56) 家畜を連れてきた村の人
は、脱穀を手伝うことはない。回りに座って自分の家畜がどう扱われるか見守る。
(57) 村の人は食事をしてお茶を飲んで、家畜と雇い人の様子を見ている。仕事を
終えたら家畜を連れて家に帰る。(58) 君が誰かの脱穀場に家畜を連れて行ったら、
手伝ったり働いたりしないんだ。ただそこへ行って座って待って眺めるだけだ。
(59) 自分の家畜がひどくぶたれたり、具合が悪くなったり、びっこにさせられて
いないかを見張るんだ。(60) ラバはぶたれると蹴り上げてしまって、繋いでいる
綱が乱れて足を折ってしまう。(61) だから、追い役が家畜へひどい仕打ちをしな
いか見張っていなければならない。(62) 脱穀が終わるまで見守っていて、終わっ
たら家畜の綱を解いてやる。 
 
13-8. 脱穀場  anrar 
 (1) 脱穀場を作るなら平らな場所を探すんだが、必ず斜面を利用して作る。(2) 
なぜ斜面かだって？ (3) 風が斜面に当たれば風の力が弱まるから、風選にもって
こいなんだ。(4) 脱穀場は、直径四十メートルで石の囲いがある。(5) 真ん中には
杭を打つために、五十センチほど掘って木の柱を埋め込む。(6) そして抜けない
ように三個の大石を杭の根元に固定する。(7) 風選では風を使うから風がない時
は待つ。(8) あまりにも風が強い時も弱まるまで風選はしない。(9) ところで、風
選をする段になったら一つのかまぼこ型の大麦山を作る。 
 (10) 大きな脱穀場で脱穀したいなら、村の皆の脱穀が終わるまで待つ。(11) そ
して縁の近い組の者みんなから家畜を連れてきてもらい脱穀する。(12) ちなみに
テインズッギートには、九つの大きな脱穀場がある。そこは小さい脱穀場がすべ
て済んだあとになる。(13) 毎日一カ所の脱穀場で脱穀がある。(14) 大きい脱穀場
では二連の家畜つなぎを作る。(15) 二連ともなると、六頭のロバと三十六頭のラ
バが必要だ。(16) 小さい脱穀場なら一連でいいから、二頭のロバと八頭のラバで
行う。(17) 大きな脱穀場を持っている人に対しては、小さい脱穀場の持ち主が組
を超えて家畜を貸し出す。こうやって互いに助け合う。 
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13-9. 風選（1）azzdg (1) 
 (1) 脱穀が終わったら大麦と藁が混ざったままの麦山を作る。(2) 麦山を作る時
には風が必要だ。風選用の風だ。(3) 今、風選をするとしたら、吹いている風は
西風か東風だ。(4) 北風が吹いていたとしても必ず風が吹く方向に掻き上げなけ
ればならない。 
 (5) 麦粒と藁が混じったままの状態を掻き上げて風選する時は、女たちが箒で
集める仕事を受け持つ。(6) 風が藁を飛ばすので箒で集める。(7) 集めた藁は袋に
詰めて家に持ち帰る。(8) 大麦粒にはまだなっていない。一回目の風選をすると、
藁が選別されるだけで、まだいろいろ混ざっている。(9) 再び麦山を作って、今
度は棒の先に板がついた道具で掻き上げる。(10) この道具で放りあげると風が麦
粒と屑を分けるから女たちが殻屑を集める。(11) 屑が分別されたら大麦の目方を
量る。(12) だいたい三十八から四十タグラルトになる。大麦は袋に詰めて女たち
が背負って家に運ぶ。(13) 大麦部屋の穴から放り込む。穴は麦部屋の屋根に開け
てある。(14) 大麦部屋の入り口を開けた時、大麦があふれ出ないように、戸口を
閉めたままでも入れられるように、麦を放り込むための穴が屋根にあいている。 
 
13-10. 風選（2）azzdg (2) 
 (1) 脱穀場を吹く風には三種の風がある。北風と東風と西風だ。(2) どの風が吹
いても風に当てるように風選をする。(3) たとえば、東風が吹いていたら東に向
かった斜面を利用する。(4) 東風は明け方の四時から十時まで吹く。(5) 十時を過
ぎると風はやんで陽が照るだけだ。(6) 北風を使って風選をするなら、夕方から
夜半にする。(7) そんな時は灯油ランプを灯して風選する。灯油ランプやガスラ
ンプでもいい。(8) 西風なら真夜中から明け方吹く。(9) 西風がとぎれると、今度
は東風で風選をする人が風選をする。(10) 南風は使わない。なぜなら風選の季節
には吹かないからだ。 
 
13-11. 風選（3）azzdg (3) 
 (1) 麦藁には根と根から伸びた短い茎がついている。(2) 穂には葉と細い茎がつ
いていて、穂殻には大麦粒の殻がついている。(3) こうした屑は二回目の風選で
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選り分けられる。(4) 藁は集められて七袋分、穂屑は四袋分になる。 
 (5) 最初の風選で木製の三刃の道具で掻き上げると、穂屑が飛ばされ藁と大麦
と穂屑が下に落ちる。(6) それを女たちが箒で掃いて片側に寄せる。(7) 風がやん
だら集めて袋に詰める。家に運び藁部屋に保管する。(8) 袋は、女が背に載せて
運ぶ。(9) 脱穀場に残っているのは、大麦と穂屑だけになる。(10) この風選で藁
と根が除けられる。 
 (11) 二度目の棒の先に板がついた道具で風選すると、今度は風が麦殻を運び、
麦粒を落とす。大麦は麦山に残る。(12) また、女たちが屑を集めて家に運び入れ
る。大麦粒は枡で量って大麦部屋に保管する。(13) 税とコーラン学校の先生の報
酬をモスクに運ぶ。(14) 税を取る役人が大麦の収穫時期になると、モスクに詰め
ている。 
 
13-12. 十分の一税とコーラン学校の先生への報酬 lʽ šuṛ d-imužža 
 (1) 大麦部屋の穴に放り込む段になったら、税とコーラン学校の先生への報酬
を別に取り分けておく。(2) これらは大麦を量って十分の一量の枡分を取り除い
たら、その日にモスクへ持って行く。(3) モスクへ持って行った大麦はモスクの
大麦部屋に放り込む。残りの分が自宅分となる。(4) 収穫したての新大麦で、こ
ども達のためにパンを焼き、風選の手伝いの人や袋運びの手伝い女にお金を渡し、
脱穀場にみんなで集まり、開扉の章を唱える。 
 
13-13. 収穫や婚礼の時村に帰る人たち ɣ̑illi ttddanin s-tmazirt luqt n-tmgra t-tmɣra 
 (1) 組に属している者は、収穫の時期になると家の女の手伝いに田舎に帰る。(2) 
収穫と風選を済ませたらまた町へ戻る。(3) 都会へ戻った後、田舎で婚礼があれ
ば田舎に戻ってくる。(4) 若者なら収穫に帰らなくても婚礼があれば田舎に帰る。
(5) 子どものいる年配者は婚礼に帰らない。(6) もし誰かが神に召されたら、葬式
に出るために田舎に帰り、三日目の喪の式を済ませたのち町に戻る。(7) 四ヶ月
目の喪の式の時にも参列するために田舎に戻る。(8) だけどお七夜とか割礼式な
どには、その子の父親でない限り出席するために戻らない。(9) 収穫だけはたと
え雇い人がいて人手があっても、高齢なら別だが必ず田舎に帰る。(10) 君がもし
田舎に帰らないならば、人を雇うのに十分なお金を渡して収穫を済ませてもらう。 
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13-14. 大麦粒 iẓiḍ 
 (1) 大麦粒とは、塵などがまだついたままの大麦のことだ。(2) まず、大麦部屋
に収まっている大麦を取り出して、塵を選り分ける。(3) 錫製の大きなたらいを
出してきて、そこに水を張って、大麦をたらいにあけると塵が浮いてくる。(4) 水
面に浮かんできたら水を捨てて屋上に拡げる。(5) 屋上でなければ、中庭かどこ
かで乾くまで大麦を干す。(6) 乾いたらまた手で小石など水で浮かばなかった塵
を除ける。それから粉挽き場に持っていき粉に挽く。(7) クスクス用の粉とパン
用の粉がある。(8) 粉に挽く前の大麦粒とはこうした状態のことだし、粉挽きと
は話した通りだ。 
 (9) 大麦や小麦を粉に挽く時は粉挽き場の機械で挽く。(10) 昔の人が使った石
の挽き臼はもうない。(11) 大麦粒を粉挽き機械の注ぎ口に流し込む。(12) 昔使っ
ていた石の挽き臼なら、上と下の石の間で粒が挽かれて粉が袋に入っていく。(13) 
全部挽いたあと家に持ち帰り、女たちがふるいにかけると大麦粉となる。(14) こ
れでパンやクスクスなどを作る。 
 (15) 言っておくが、小麦とレンズ豆とヒヨコ豆はこの土地では出来ない。黒土
ではないからね。(16) 黒土なら小麦やレンズ豆やヒヨコ豆が育つ。(17) 俺たちの
ところでは育たない。だから、俺たちが食べて生きていくための最良のものが大
麦なんだ。(18) 育たない物は、買ってくるなりして村に持ち込むしかない。(19) 小
麦を蒔いて育てて粉にするなんてことは、全くない。 
 
13-15. 不作の年 iɣ-nn iḍr usĝĝas 
 (1) 大麦を蒔いたあとで雨が降れば芽が出る。(2) たとえ芽が出ても、二度目の
雨が降らなかったら枯れてしまう。(3) 枯れてしまっても、もう一度耕して種を
蒔くことはない。(4) 最初の雨が降ったあと種を蒔いて、十五日以内に芽が出る。
(5) 二度目の雨が一ヶ月経っても降らなければ、出芽はするが伸びずに枯れてし
まう。(6) 最初の雨もなく種を蒔いたあと二度目の雨もなければ、出芽もせずに
枯れてしまう。(7) そして種を蒔いたあと四十日間たってから、たとえ降っても
芽は出ない。(8) 一度目の雨のあとに種まきをすると、十五日後に芽が出る。(9) 二
度目の雨が四十日以内にないと、芽は出るが枯れる。(10) 二度目の雨があれば、
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とにかく育つ。(11) 三度目の雨が降れば、実が付く。(12) 四十日以内の二度目の
雨が降らないと、背丈は伸びても枯れてしまう。(13) それでも、茎にはなってい
るので収穫する。藁が得られただけでも十分だからだ。(14) 背丈も伸びずに枯れ
てしまったら、家畜を畑に入れて食べさせる。 
 (15) 途中で枯れてしまったからといって、また種まきをすることはない。(16) 
翌年の種まきの時期まで待つ。家に蓄えてある大麦で食べて暮らす。(17) こうし
た大麦は、二、三年分を蓄えて保存している。(18) 大麦は暖冬よりも寒い冬の方
がよく育つ。(19) 寒い冬だと明け方に霜が降りて、地面にしみこんだ水分を麦の
根が吸う。(20) 暖かい冬だと地面が乾いてしまう。陽が照ると地面の中まで熱が
達して、根を乾かして大麦を枯らせてしまう。 
 (21) 育った大麦の全部のうちで、半分の大麦に実が付いて半分の大麦に実が付
かないということはない。育つ時は全部の大麦に実が入るし、枯れる時は全部が
だめになる。(22) だめになるとはどういうことか訊きたいのかい？ たとえ穂が
ついていても、実が空のことだよ。(23) 大麦畑は灌漑をしない。ただ神が灌漑を
すると思わないなら、灌漑をしないだけだ。(24) 最初の雨が降らなくても種まき
だけはする。二度目の雨が降ったあとで芽が出て三度目の雨が降れば、その年は
豊作だ。 
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14. 菜園と林の仕事 lx̑mt ɣ-wurti t-tagant 
14-1. 夏の仕事 lx̑dmt ɣ-ṣṣif 
 (1) 夏の仕事は野菜仕事だ。(2) 菜園に行き、野菜畑に水をやる。(3) 夏の仕事
は、耕作も収穫もないから男手の必要な仕事はない。(4) 柴刈りと洗濯と食事作
りは、夏に女たちがする仕事だ。(5) 女たちは水やりと洗濯に出掛けない時には、
夕方ともなれば通りに出て集まってお喋りをする。(6) どこかで結婚式があれば、
娘たちは踊りに行く。(7) 夜半には家に帰ってくつろぐ。夏の仕事はないんだ。(8) 
川での洗濯も青草刈りもない。(9) 一年を通していろいろな仕事があることを、
もう君に話して聞かせただろう。耕作と収穫は男手がいるが、菜園の水まきと洗
濯と薪拾いは女の夏の仕事だ。 
 
14-2. 菜園と小菜園 urti t-turtit 
 (1) 菜園に何か植えようとするとね、ここの土はいつも湿っているんだけど、
菜園の野菜が途絶えることはない。(2) 野菜を抜いてしまったらまた次の野菜を
植える。(3) 夏はカボチャとタマネギ。(4) カボチャとタマネギとトマトが植わっ
ていて夏が過ぎると冬になるから、トウモロコシと灌漑した大麦が植わっている。
(5) トウモロコシとナスとトマトは今のこの時期の作物だが、特にトマトは切ら
すことがない。(6) モーターを使って灌漑する。(7) 収穫の時期にはカボチャとト
マトとナスはない。(8) 収穫の時期にはカブとニンジンがある。(9) なぜ、こうし
た野菜が作れるかと言えば、菜園の土が黒土だからだ。 
 (10) 女が菜園に行ってモーターの紐を引くとスイッチが入り、モーターが動く
から水をやる。(11) 耕作や収穫の時期にも出掛けていって、紐を引っ張ればモー
ターが動いて水をやれる。(12) 水をやれば菜園の土が乾くことはない。 
 (13) 小菜園とは、二区画のことを指している。家のそばか、家からほんの少し
離れた場所にある。(14) トマトとか少しばかりのカボチャとかカブとかニンジン
などの夏野菜を、少量植えている。(15) 小菜園は、塀はないしモーターもない。
だからバケツで水を撒く。(16) 小菜園はみんながみんな所有しているわけではな
い。(17) 小菜園には井戸が必要だ。 
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14-3. オアシス菜園 tibḥirt 
 (1) オアシス菜園にはソラマメとクローバー類を植える。(2) クローバー類は抜
いて取らずに、鎌を使って刈るんだ。地面の下の根は、残して水をやればまた生
えてくる。(3) ソラマメも植えているんだけど、オアシス菜園というものは、イ
スィ部族の所有する部族の土地なんだ。だから俺たちのところにはオアシス菜園
はない。(4) オアシス菜園は泉の水を貯めておく溜めがあって、そこから水路を
開けたり閉じたりして水を灌漑する。(5) タスリルトの部族は各血縁が菜園を所
有していて、塀で囲んで好きな野菜やアーモンドやイチジクやハッカやニガヨモ
ギなどを植えている。 
 
14-4. 灌漑 aga 
 (1) 灌漑といえば、女たちの少なくとも二人の手が必要だ。(2) 二人いたら出掛
けていって滑車に掛けるバケツを持って行く。(3) バケツにはロープがついてい
る。井戸のそばの支柱には滑車が付いている。(4) 空のバケツを滑車に掛けて、
二人で井戸に下ろす。(5) バケツに水が入ったら、バケツを上げると空のバケツ
が下がっていく。空のバケツに水がたまったら、引き上げる。(6) 上げたバケツ
は次々水溜めに開けていく。水溜の水は水路をたどって流れていく。(7) 水溜め
から三つの水路が出ている。一つの水路は大麦とソラマメ畑へ。二つ目は野菜畑
へ。三つ目はハッカとニガヨモギの畑へ流れる。 
 (8) 灌漑の水は、灌漑溝を通って畑に流れる。(9) 誰か男でも女でも一人の人が、
水路の門を開け閉めする係をする。(10) 水路を通る水が十分になったら、その水
路を締めて別の水路を開ける。(11) カブの区画があるとすると、水路を挟んだ向
かいもカブの区画になっている。区画はそれぞれ土を盛った畝で囲んでいる。(12) 
この区画に水が入り十分に行き渡ったら、土で塞いで別の区画に流す。(13) そち
らも行き渡ったら同じように土で塞いで別の区画へと、順番に灌漑して畑に水を
やる。(14) 大麦畑へ灌漑しようとするなら、水溜めの上手に来て野菜畑へ流れる
水路を閉じて、大麦畑への水路を開けてやる。(15) 大麦畑にも水が行き渡ったら、
水をやる者はこう言うんだ。「もう十分だ。満腹だろう」(16) 仕事の終わりには、
水やりの女たちが身に纏った大布は水がはねて濡れてしまっている。(17) 最後に
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女たちがバケツをはずして道具をしまい、濡れた大布を絞って、鍬と手を洗い、
家に帰る。これが灌漑だ。 
 (18) 菜園には、雨水と洗濯水を流す出口を一つ作る。汲みすぎた水を流すため
のものではない。(19) 雨が多く降ると、菜園の水は池のようになる。この水を出
し川へと流す水路を作る。(20) この水路を作らないでいると畑の塀が崩れてしま
う。(21) 女たちが洗濯をする時にもこの水路に洗濯水を流すんだ。だから、水溜
めの水は出て行かない。 
 (22) 灌漑の水やりは、雨が降ったあと二十日後にする。(23) 雨が降らなければ、
一週間に一、二度水やりをする。(24) 水汲みの道具やバケツを使って、男たちが
水汲みをすることはない。第一、そのやり方を知らない。(25) 女たちだけがやり
方を知っていて水汲みをするんだ。(26) 女が二人いれば水汲みが出来るけど、も
し一人しかいなければその家の年寄りの男が手伝う。 
 (27) 灌漑した畑で作る大麦は、灌漑していない畑の大麦とは別の名で呼ばれて、
灌漑大麦と言う。(28) これ特別な大麦だから、家畜での麦踏みはしないで、打ち
棒で打って脱穀する。(29) 脱穀したら粉挽き場に運んで、挽いて塵を選り分けて
ふるいにかけると、香りの良い大麦粉になる。これで塩麦焦がしを作る。 
 
14-5. 灌漑をする人を手伝う人 xtalli ittawsn i-mddn ɣ-waga 
 (1) 家にいるのが女ひとりだけなら、手伝ってくれる別の女を呼びに行く。(2) 
一緒に出掛けて水汲み仕事を済ませる。それでおしまい。(3) 水汲み仕事を頼ん
だのが血縁でなければ、大麦二枡をお礼に渡す。(4) 村の人は大麦で報酬をもら
いたがるので、大麦を渡す。(5) もらった者は「どうもありがとう」とお礼を言
い、雇われた家で食事をして少量の砂糖とお茶の葉を包んで渡される。(5) 昔は、
水汲み仕事のお礼はこんな風だったんだ。(6) 今ではモーターの助けがある。 
 
14-6. 菜園の野菜 lx̑ḍrt ɣ-wurti 
 [1] 灌漑した大麦 bndq 
 (1) 灌漑した大麦は、菜園に植えて灌漑して育てた大麦だ。(2) 畑で育てる大麦
は雨の水だけで育つ。(3) 菜園の大麦は穂が実ったら家に持って帰る。(4) 家畜の
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脱穀はしない。中庭で棒で打って脱穀する。水で選別して塵を選り分ける。(5) 乾
くまで屋上に干したあと、ふるいにかけて、粉挽き場で粉に挽く。(6) こうして
出来た香りの良い大麦粉を使って、塩らくがんを作ったり、脱脂乳に混ぜたりす
る。(7) これで大麦粥やクスクスやパンを作ることはしない。(8) 粉に挽いたら袋
に詰める。大体、三、四十キロにしかならない。(9) 雨が降っても降らなくても
関係がない。必ず灌漑の水をやる。(10) 菜園の大麦畑には畝は作らず、畑の大麦
の様に耕して投げ蒔きをする。(11) 投げ蒔きをしたあとで鋤で土をかける。菜園
の大麦の種と畑の大麦の種は、同じ種だ。 
 (12) 灌漑大麦とトウモロコシを、同じ区画で並べて植えることはない。(13) た
とえばトウモロコシに灌漑の水を流そうとしたら、大麦を踏んだりはたまたトウ
モロコシを踏んだりしてしまう。(14) トウモロコシと大麦は、他の野菜のような
区画にはしない。水は水路を開けると、直接区画に入るようになっている。(15) 畝
はないので水を入れたければ行き渡るまで、水門を開けておけばよい。(16) 大麦
とトウモロコシを同じ区画にしないのはそういう訳だ。(17) 大麦とトウモロコシ
は水が行き渡ったら、ただ水門を閉じればいい。(18) いちいち区画の中へ入る必
要はないんだ。 
 
 [2] トウモロコシ asngar 
 (1) トウモロコシは大麦同様に植える。畝はない。(2) 灌漑して育てると実が垂
れるまで大きくなる。(3) この実がつまりトウモロコシだ。(4) 実を茎からもぎと
って葉を剥く。この葉はウシの餌になる。(5) 木に付けたまま実を乾燥させて、
乾いたらもいで実同士をこすりあわせると粒が落ちる。(6) 粒が落ちたあとの屑、
捨ててしまう。(7) 茎はウシの餌にやる。粒は挽いて、トウモロコシ粉にする。(8) 
この粉でクスクスかパンを作る。トウモロコシ粉だけで作ったり、大麦粉と混ぜ
たりする。脱脂乳と混ぜてもいい。(9) ただしクスクスには、大麦粉と混ぜたり
しない。 
 
 [3] タマネギ aẓalim 
 (1) タマネギは、カブのように種を植える。区画に植えたら灌漑する。(2) ある
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程度育ったら、間引きをして、トマトのように植え替える。(3) 十数カ所の畑で
育てる。植え替えてから十五日経ったら水をやる。(4) タマネギは三月から七月
までの作物だ。(5) さらに二週間経ったら、葉の上を抜く。(6) この抜く葉を「ア
グッラウシュ」と言い家畜にやる。(7) タマネギはジャガイモと同じく地面の下
に実を付ける。だから、掘って収穫してシチュー料理にする。(8) そのまま大き
くさせて、初夏になったらツルハシで掘る。(9) 全部掘り起こしたら鋤をつけた
ラバで畑を耕す。タマネギ畑はまた耕すんだ。(10) 耕したら平らにならして好き
な野菜を植える。(11) タマネギを抜いたあとよく耕してやらないと、次の作物が
育たない。 
 (12) それから野菜の種というのはタマネギの種もカブやニンジンやトマトや
カボチャなんかは全部、タフラウトの木曜市に売りに来るからそこで買う。(13) 
タスリルトの金曜市には売っていない。(14) 大麦とトウモロコシとソラマメは次
に撒く分を取って置いて、時期が来たらそれを使うんだ。市で買わない。 
 
 [4] ジャガイモ baṭaṭa 
 (1) ジャガイモは金曜市の青物商のところから買ってきて、しなびて芽が出る
までおいておく。(2) それから畑を耕して、区画の中の地面の穴にひとつずつ埋
める。(3) 種用のジャガイモは小さい。種用のジャガイモが大きかったら二つに
割る。(4) 埋めて水をやる。二週間たったら芽が出る。(5) 芽が出ると地上には葉
が出て、地中には小芋を産む。(6) 収穫する時期が来たら鋤で掘る。(7) 葉はむし
って家畜にやる。 
 
 [5] ニンジンとカブ xizzu t-trkmin 
 (1) タマネギを畑からどけたらツルハシで耕す。(2) 女が鋤で畑を平らにならし
て、区画を作る。ニンジンとカブは区画を分けて植える。(3) 種を区画に投げ播
きをして土と混ぜると、一週間で芽が出る。(4) 一週間経つとニンジンとカブは、
芽が出る。そうしたら若葉を食べる。カブの若葉でクスクスを作るんだ。(5) カ
ブが育ったら葉をむしってウシにやり、カブを食べるんだ。 
 (6) ニンジンは種から植えて区画に播いて、土をかけて混ぜてやったら、水を
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やる。(7) 葉がのびてきたらむしって家畜に与える。(8) 実が育ったら手で抜く。
(9) クスクスやシチューに入れて食べる。 
 (10) カブも種から育てる。区画に播いて土をかけて混ぜてやったら、水を撒く。
(11) カブは冬にだけ植える。(12) 芽が出たら若葉をクスクスに入れて食べる。(13) 
実が育ったらカブを抜いて料理に使い、葉は家畜にやる。(14) カブの実は地面か
ら出たところは赤くなり、地中のところは白くなる。 
 
 [6] トマトとカボチャ amaṭaš t-txsayt 
 (1) トマトは一区画に種を播く。芽が出るまで水をやる。(2) 区画に投げ播きを
して区画全体を土と混ぜる。(3) 芽が出て成長したら苗を抜いて、トマトの区画
に移す。(4) 移し終えたら育ち実を付けるまで水をやる。(5) 四月から実を付けは
じめ、十月まで続き十月に抜く。 
 (6) カボチャはトマトを抜いたあとに植える。トマトを抜いた場所にカボチャ
の種を播く。(7) カボチャの種播きは、手斧で地面に穴を作りながら一つずつ埋
めていく。(8) 次々と区画に種を埋めていって、すべて終えたら水をやる。(9) 芽
が出てやがて実を付ける。(10) 四月が来たらすべて畑から抜いて、そこにトマト
を植える。 
 
 [7] ソラマメ ibawn 
 (1) ソラマメは、カボチャと同じように地面に種を埋める。(2) 区画にすべて種
を播いたら育つまで水をやる。(3) 枝が伸びてきて実をつける。(4) 生で食べるな
ら、青々としたものからもいでくる。(5) そうでなければ乾くまで枝に付けてお
く。(6) 青々としたうちに取ってきたら、クスクスやシチューに入れて食べる。(7) 
畑に乾くまでおいたソラマメは、ソラマメマッシュを作る。(8) 葉は家畜にやる。
(9) 三月から四月までの一ヶ月間の作物だ。 
  
 [8] ハッカとニガヨモギ lʽ nʽaṛ d-ššiba 
 (1) ハッカは根付きの苗をひと区画に植える。(2) 土をかぶせておくと、育って
くる。(3) 土の上から葉が出てきたら温めるために家畜の糞をやる。 
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(4) ハッカは、育ちはじめの頃に霜でやられてしまわないように肥料をやるんだ。
(5) 育ったら摘んでお茶に入れる。 
 (6) ニガヨモギは挿し木をする場合、若い枝を選んで地面に植える。(7) 少量の
大麦も一緒に植えて水をやって五日も経つと、芽が出る。(8) 大麦も芽が出て大
麦を抜いてしまうと、ニガヨモギだけが残る。(9) 葉を摘んでお茶に入れて飲む。 
 
14-7. アーモンド lluz 
 (1) 林の中には、アーモンドとイチジクと下草が生えている。(2) 畑と同じよう
に青草刈りの季節になると、順番に解禁になる。(3) アーモンドの木とイチジク
の木は大きく育つと木陰ができる。(4) 冬でなければ枯れ枝を取ってくる。(5) 木
の持ち主は枯れ枝を切り家に持ち帰ることができる。(6) 林については雇い人を
雇うことはせずに、家長が必ず枯れ枝切りをする。(7) 家々は、自分の林の中に
必ずアーモンドの木を持っている。(8) 一つの林だけ持っている。財産分けの時
に、アーモンドの木の所有者を覚えておかなければならない。(9) アーモンドの
実がなったら棒で打って落とす。 
 (10) まだ緑色なら熟していないから、叩いて落としたりせずにおいておく。(11) 
果肉が堅くなったら熟しているから叩いて落とす。(12) 木の上から落とすと、家
に持ち帰る。もう生でも食べられる。(13) 持ち帰った後に、小石で殻を割って中
の白い実を集めて、一つずつ食べる。(14) 鉄板で煎ったりシチューに入れて煮込
んだりせずに、そのまま食べる。(15) 生で食べたくなかったら前に話したように
アムルーを作る。(16) 生で食べるのはだいたい男たちだ。(17) 実が沢山取れたら、
持ち帰ってそのまま食べる。煎ったりはしない。(18) 俺たちは、ここラバトで売
られているような未熟なアーモンドを食べたりはしない。(19) 未熟なアーモンド
は今、君が持ってきたやつだけど歯で割って食べる。(20) 歯で割って、果肉では
なくて核の部分を食べる。果肉は捨ててしまう。(21) アーモンドの生食いはこん
な風だ。 
 
14-8. イチジク tiquṛṛa 
 (1) イチジクは熟れた実が冷えた夕方に、もいできて食べる。(2) イチジクの木
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は沢山ある。十五本所有している人もいる。(3) 食べ続けてもう欲しくなくなる
まで食べるのが普通だ。(4) 風が葉を落とすとイチジクも落ちるから、持って帰
る。(5) 屋根の上で麻袋を広げて乾かすために干す。(6) 乾いたら子ども達にやり、
子ども達が食べる。 
 (7) イチジクというのは、皮の青いイチジクに実が最初になる。イチジクの実
を付ける最初の兆しが、青いイチジクの実だ。(8) 木は、この青いイチジクの実
を最初に付ける。(9) この青いイチジクは枝に三～四個なる。(10) これは取って
食べてしまう。(11) 青いイチジクが終わる頃に本来のイチジクがなる。(12) それ
は黒や白い色をしていてこれを干して食べるんだ。 
 
14-9. サボテン taknariyt 
 (1) サボテンは、家のそばの石ばかりの土地か岩地に植える。(2) 一枚葉を取っ
て小石ひとつと土を支えにして押し込むと、すぐ芽が出てくる。(3) そもそもサ
ボテンは根付きが簡単だから、こうすればすぐ生えてくる。(4) 水もやらないし
土も沢山いらない。根が付きさえすれば芽が出る。 
 (5) サボテンは夏にだけ実がなる。サボテンというものは棘があるものだ。(6) 
手かナイフで皮をむいて食べる。そのまま食べる。(7) サボテンの実を取って、
皮をむいて麻袋に広げて、干す。イチジクと同じだ。(8) 干したサボテンの実は
生よりもおいしい。(9) 干した実は胃の痛みがある人が食べるといい。 
 
14-10. ブドウ aḍil 
 (1) ブドウは、苗をアガディールから買ってくる。水溜めのそばの菜園に植え
る。(2) 成長したらアーモンドの幹に添わせるように向ける。やがて実がなる。(3) 
秋になると実を付ける。房を取って枯れた蔓は切る。(4) 屋根の上で干したりは
せずに生のまま食べる。 
 
14-11. アルガン argan 
 (1) アルガンは木の枝に付いている時は、まだ緑色をしている。(2) 殻を割ると
中は熟している。(3) 男が木に登って上から棒で叩いて実を下に落とす。(4) 下に
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落ちた実を女たちが拾い集めて、家に持って帰る。石で殻を割って皮を剥く。皮
は捨ててしまう。(5) 実を鉄板に載せて火にかけて煎る。 
 (6) よく煎ったら手臼のところに運ぶ。(7) 手臼は上と下に分かれていてぐるぐ
る回り、小さい取っ手がある。(8) 女が実を数粒ずつ臼の口に落として臼を回す
と、すり潰されて下に来る。(9) すり潰されてはいるけれど、クスクスのような
状態で液体ではない。(10) クスクスを作る時のように塩とパプリカと胡椒を混ぜ
て、大皿にあけておく。やかんで湯を沸かしておく。(11) 少しずつ湯を注ぎなが
ら手で搾り、また湯を注いで搾る。(12) 何度も搾って水分を抜いて、また搾って
油を搾り出す。(13) 油をすべて搾り出したら別の大皿にあける。これですっかり
終わりだ。 
 (14) この油の搾り滓が「タズクムト」と呼ばれる。(15) アルガンの油を搾りき
ったものというわけだ。アルガンの油の方は茶こしを通して椀に入れる。(16) 君
が茶こしを手に持って油を注ぎ入れれば、不純物が取り除かれて下においしいア
ルガン油が残る。(17) 油の搾り滓は家畜の餌となり、これは市場に出せば売り物
になる。(18) アルガンの話はこれぐらいだ。ただし俺たちの村にはアルガンはな
いから油も作らない。(19) アルガン油はお客以外には出さない。 
 (20) ヒツジはアルガンの実は食べない。アルガンの葉だけを食べる。(21) 実は
殻を割らなければ食べられないから、葉だけを食べる。ヒツジがどうやって殻を
割ると言うんだ。だから葉だけ食べるのさ。(22) ヒツジがアルガンの木のそばに
いたとしても、ただ木陰で休むか葉を食べる。(23) 結局ヒツジは殻を割る歯がな
いんだな。 
 
14-12. オリーブ zziytun 
 (1) もう一つの油、オリーブ油を俺たちは食べるが客にもてなすような食べ物
ではない。(2) アルガン油は違う。客に出す食べ物だ。(3) 客がある時心からもて
なそうと思うなら、アルガン油を出す。(4) アルガン油とオリーブ油にはそれぞ
れ別のやり方がある。 
 (5) オリーブ油はオリーブが木になったら、熟すまで木に実らせておく。(6) 熟
したら、アルガンの時と同じように男が木によじ登る。(7) 木の下にゴムシート
を広げ、棒で上から実をたたき落とす。(8) たたき落として実が下のゴムシート
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に落ちるから、ゴムシートを持ち上げて落ちた実を集めて持って帰る。(9) 二、
三日たったら搾り場に持っていく。 
 (10) 搾り場に持っていくと、俺たちが「カラジ」と呼んでいる大きな石臼があ
る。(11) この大石臼には棒が通っていて、ロバの馬具とつなげられるようになっ
ている。(12) 臼のまわりに実を置く。(13) 籠を八から十杯ほど並べて置く。(14) そ
の上を臼が回る。さらにまた八個ぐらい並べて臼を回すと、溝から油が出てくる。
(15) 下には溝がありその下に流れてくる油を受ける溝があって、その中に油が注
がれていく。(16) 六人の男が臼を押す。(17) 臼を押すとひとつひとつの籠を押し
つぶしていく。そうすると、油となっていく。(18) 臼は実を潰し油が搾り出てき
て、溝を通って流れてくる。(19) 油漉しにたまった滓が一杯になったら、捨てて
しまうか畑に播くか欲しい人にやる。(20) 実の持ち主が油を持って帰るが、手伝
った人に報酬を渡す。(21) 料金となっている額を搾り場の持ち主に払う。油は家
に運んで帰る。 
 (22) オリーブの実を俺たちは食べる。(22) もし君が実を出されたら、パンと一
緒に食べるだけで他の物と食べることはない。(23) オリーブ油はそんなことはな
い。クスクスにも使うし、タグッラにも使うし、アズッキーフにも使う。何にで
も使う。(24) だけど、オリーブの実はただそれだけで食べるか、パンと一緒に食
べるかどちらかしかない。(25) オリーブの実を食事に出すことは少ない。(26) あ
の有名なオリーブ漬けは、食事には出さないしあまり食べる機会がない。(27) 俺
たちのところでのオリーブのやり方は、こんな具合だ。 
 (28) さて、俺たち四部族の中でアルガンとオリーブ両方の木があるのは、イス
ィ部族とアンムルン部族で、アーモンドはない。(29) アーモンドとオリーブは、
俺たちのところにある。(30) 俺たちの村には、七、八本のオリーブの木の持ち主
がいる。(31) オリーブは、一年に一度、たとえ実をつけても風が落としてしまう
こともある。(32) アーモンドもオリーブと同様に、こんな具合だ。アルガンは違
っていて、実が枝にしっかり付いている。 
 (33) 話をしているこの夏の季節に、どの実も叩き落とす。(34) 夏の時期に、ア
ーモンドもアルガンもオリーブもよく熟す。だから夏に実を落としてやる。(35) 
人びとは大麦を収穫した後に、こうした木の実落とし作業を行う。 
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14-13. 九つの害獣 tisʽatu ra ṭʽin lli ssxṣarnin 
 (1) 鳥は、大麦やトウモロコシやトマトを食い荒らす。(2) 菜園にはオオカミは
入って来ない。(3) 夕方に侵入を試みても菜園は閉ざしているので入れない。(4) 
菜園のトマトやトウモロコシやカボチャが荒らされているのを君が見つけたと
したら、それはネズミか鳥の仕業だ。(5) ネズミは、菜園の中に穴を掘って住ん
でいたり塀から侵入したりする。退治したければねずみ取りを仕掛ける。(6) 鳥
は空を飛んでいる。だからひどい被害を被る。カブの若葉や灌漑した大麦を食い
荒らす。(7) もしこうした被害があったら、紐を用意してそこに鰯缶を並べて付
ける。(8) 鳥が紐に留まろうとすると、紐が揺れて缶が互いにぶつかって音を立
てるから、鳥が逃げる。 
 (9) 畑の大麦はリスがひどい目にあわせる。(10) リスは食い荒らし、ネズミと
同様に茎を食いちぎってしまう。(11) 畑の作物を食いちぎり、ネズミは巣穴に持
ち込む。こうしてひどい目にあわされる。(12) アーモンドはリスが食べる。アー
モンドの木に登って全部食べてしまうんだ。(13) もし木に登ったら、リスは君に
一つも実を残さないだろう。(14) 他の害獣も君が菜園を塀で囲っていなければ、
君は作物をひとつも目にすることはないだろう。(15) ヤマアラシがカボチャ畑に
侵入したら、すっかり食い荒らされるだろう。(16) 君が塀を作っておけば、侵入
することができない。だから塀があるんだ。(17) 塀というものは、塀の上にイバ
ラを置いてあるから、どうやっても入れない。(18) だけどリスとネズミは、大麦
を荒らす。アーモンドもだ。(19) リスとネズミ以外の害獣が野菜や何かを食い荒
らす可能性はあるが、不可能だ。(20) オオカミは、排水溝からは入れない。排水
溝は菜園に入った人がイラクサを置いて、入り口を閉じる。 
 (21) 鳥の種類の雀は大麦をだめにする。(22) スズメは麦穂の上にとまり、麦粒
をつつき落とす。すると次の穂にとまり、またつつき落とす。(23) 大麦の粒を落
とすだけで、食べるわけではない。(24) スズメは粒を落とすだけだが、九つの害
獣に入る。(25) スズメは小型の虎バサミで捕まえる。トラバサミを仕掛けて捕ら
えるか、パチンコで撃つ。(26) 実りの時期にスズメが多いと、大麦がだめになっ
てしまう。雀は大麦に害を及ぼすんだ。 
 (27) 大麦の根を食べて大麦を倒してしまう虫は、いない。(28) 俺たちのところ
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では、穀倉地帯のように薬剤を使ったりはしない。(29) スズメや鳥やリスが害獣
であって、(30) 虫は、俺たちのところにはいない。 
 (31) 大麦部屋をセメントで造らないと、ネズミが出て大麦もふすまですら荒ら
される。(32) セメント張りにしておけば、ネズミは侵入しない。(33) 今では、み
んな大麦部屋をセメント張りにしている。(34) なぜセメント張りにするか、知っ
ているかい？ ネズミと湿気を防ぐためだ。(35) 部屋の中に湿気があると、大麦
が腐ってしまう。(36) セメント張りにすれば、湿気も防げるしネズミも入れない。
(37) ネズミは、どこから侵入するというんだ？ 壁も床もすっかりセメントで固
められているから、ネズミの侵入を阻んでいる。(38) もし、君がセメント張りし
ていないと、大麦を食べようと思っても食糧がない状態になってしまうよ。 
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15. 家畜 lḥayawanat ɣ-tgmmi 
15-1. 人が物を運んだり乗用にしたりする家畜 aylli-s ttasin mddn niɣ ssudun 
 (1) ラバとロバは、十五キロ離れた市に出かけるような時に乗る家畜だ。(2) 乗
る時には家畜の背に鞍を載せ引き綱をつける。(3) ロバには鞭打ち棒が必要だが
ラバにはいらない。ラバは手綱で叩くだけで早足で歩いて、市まで行ってくれる。
(4) どうしてラバで行くのか、聞きたいのか？ 市の立つタフラウトまでは、少し
距離があるし乗り合いバスやタクシーを使わずにすむ。(5) 市に行けば一キロの
肉やあれこれと買うから、買った物を背に載せて帰る。(6) これぐらいの距離な
らラバでもロバでも朝早く着くだろう。(7) 婚礼の際には、ラバは花嫁を乗せる
ために使う。(8) アイトアブッラのような舗装道路がないところへ行く時も使う。
(9) 俺たちの村からアイトアブッラに行きたいなら、一本道を通って行けばたど
り着く。アイトアブッラまでは三十キロぐらいだ。(10) ラバで行かないとすると
アイトアブッラまでタフラウトを回って行くが、タフラウトでバスに乗り換えて
アイトアブッラまで行っても、今度はタフラウトへ戻るバスはない。(11) 帰りの
バスがない方法でタフラウト回りで行く必要が、君にはあるかい？ (12) 君の飼
っているラバやロバだったら、ちゃんと君を乗せて行ってくれる。(13) 村にある
自家用車がたまたまないとき、先生がどこかへ出掛けようとしたらラバに乗せて
連れて行ってやる。(14) ラバはこのように人を乗せるために使う。 
 (15) 雌ウマは耕作地へ行き耕作に使う時に乗って行く。(16) 耕す時に男が一人
その背にのる。(17) 雌ウマにラバ鞍は置かずにウマ用の鞍を置く。(18) ウマ鞍を
置いてその上に人が乗るが、ウマはラバとは違い人ひとりしか乗せない。(19) ラ
バは二人の人を乗せてくれる。ロバも二人の人を乗せるがすぐに疲れてしまうだ
ろう。雌ウマはだめだ一人だけだ。 
 (20) 誰かがティズニットやアガディールやイゲルムやタルーダントに出掛け
たいときには、ラバでは行かず長距離バスを使う。(21) 君はラバに乗っていくこ
とはできない。遠すぎるとどうやっても、ラバは君を運んではくれない。(22) 長
距離バスの乗り場まで行って、バスに乗る。バスは、スピードが速いから二時間
から三時間で目的地に着く。(23) もしティズニットまで君がラバに乗っていった
ら、到着するのに二、三日かかるだろう。(24) 都会で暮らす人が村に帰ろうとし
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たら、タクシーを使う。タフラウトでタクシーに乗って、村まで来るんだ。 
 (25) トラックは、歳の大市に行く時に使う。歳の大市には大勢の人が集まる。
(26) たとえば今、トラックが人を運ぶとすると保険がない。万一、乗っている人
に何かあっても一体誰が運んでいる人に保険を払うんだ？ (27) みんなただ死ぬ
だけだ。(28) トラックは、歳の大市と婚礼の時だけ村と市を往復する。(29) トラ
ックが大勢の人を運ぶのはこの時だけだ。村とタフラウトを往復する乗り物はな
い。(30) トラックの運転席と助手席は保険がある。(31) トラックの荷台に乗る四
十人の人が皆死んでしまったら、一体誰が保険を払えるだろう？ (32) トラック
をバス代わりに使わない理由は、そういうことだ。バスやタクシーには保険があ
る。 
 (33) 雌ウシを買うとか、セッタートに行の家畜市に行く時間がないのにラバが
必要になったら、タフラウトの常設の家畜市で買う。(34) ロバや大布もタフラウ
トで買う。(35) タフラウトへ出掛けたら必ず野菜と肉を買って帰る。(36) 俺たち
はタフラウトに長居はしない。市に行っても半日で帰ってくる。(37) トラックで
朝早く村を出て正午には戻り、家で昼食を食べられる。(38) セーテーエスのバス
で行くなら、朝早く出掛ければ戻ってこれる。(39) 自家用車でも大工の棟梁のト
ラックでも、君が行きたい乗り物で行けばいい。(40) タフラウトへの道はアスフ
ァルトの舗装道路だから、自家用車でも家畜でも徒歩で行ってもいい。(41) 徒歩
か家畜で行く道は二通りあり、一つはアイト・アブッラへの道、もう一つはイス
ィへの道だ。 
 
15-2. 役畜とバスとトラック lbhaym w-wazig d-lkaṛ d-lkamiyu 
 (1) ラバは、まず山から柴を運ぶ時に使う。次にこれはロバもだが、二番目に
は水を運ぶ時に使う。(2) 三番目は、人が耕作をする時。四番目は、大麦山から
大麦を脱穀場まで運ぶ時に使う。(3) 五番目は、菜園の畑に肥料を入れる時にラ
バに踏ませる。六番目は、水を撒く時。(4) 八番目は、家を建てる材料の天井に
敷く土や砂や砂利を運ぶ時に使う。これはロバでもラバでもいい。(5) ロバを所
有していなければ、ラバで行えばいい。 
 (6) 他には君が市場で数袋の砂糖を買って、わざわざトラックもバスも使わな
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い時にもいい。(7) ラバを連れて行ってその背に載せて運ぶんだ。(8) あとは、小
麦粉を運んだり十数袋ある大麦を挽き場へ運んだりもする。背に山に積んで、ラ
バやロバで運ぶ。(9) ラバとロバを使う仕事はこんなところだ。(10) ロバの背に
積めるのは、六百キロ以下だ。これ以上背負うとロバが潰されてしまう。 
 (11) 雌ウマは耕作をする時に使う。(12) 他の部族がやっているウマの競走は、
やらない。(13) 雌ウマは柴を運ぶのに使わない。ただ耕作に使うだけだ。(14) ど
うしてウマを飼うのかというと、ラバを産ませるためだ。(15) 毎年産まれる子ラ
バは売りに出せる。だからウマを飼っているんだ。(16) ラバは役に立つ、物を運
ぶ仕事ができる。重たい物も運べるんだ。 
 (17) 雄ラクダは、ラクダを飼っているところでは役畜として使う。だけど、俺
たちのところにはいない。砂漠の村にはいる。(18) ラクダは、アルガンの木の薪
や塩やナツメヤシを運ぶ。(19) ラクダは沢山運ぶし乾きに耐える。(20) ラクダは、
二トンの荷を運んで行くことができる。荷を運ぶ際に我慢強いし、人が背に乗る
こともできる。ラバは荷を運んでさらに人が乗るのは無理だ。重すぎる。(21) ラ
クダは違う。重さによく耐える。だから、アッカやタマンナルトやハマーダでは
ナツメヤシを運ぶのに使う。(22) 塩や品々を運んできて、市で売る。(23) 一週間
かけて運ぶ道のりもラクダには問題ない。(24) 品物を運んで市で売りさばいて、
帰りには薪を積んで人を乗せて帰る。(24) ラクダはラクダ用の鞍があり、薪がラ
クダの背に当たらないようにこぶの上にぼろ布を敷いてその上に鞍を載せる。 
 (25) 長距離バスはいろいろな物を運ぶ。この都会から君が乗って行くなら、君
の持ち物を載せる。(26) そして田舎に着いたら今度は荷をラバで運ぶ。俺たちは
ウシは仕事に使わない。雌ウシは中庭とウシ部屋からは出ない。(27) 外にも出さ
ないし耕作にも使わない。餌を食べる以外何もしない。(28) 乳を搾り生乳と脱脂
乳を得るだけだ。(29) 子ウシが生まれたら売ってしまう。以上が雌ウシにさせる
仕事だ。(30) 昔、ウシを耕作に使ったそうだが今ではしない。(31) 雌ウシで耕作
をしたら人が見て笑うだろう。(32) さて、ウシの歩みはゆっくりだ。とぼとぼ歩
く。行きたいところにいつ着くだろうかと思うほどだ。(33) 昔は耕作にウシを使
ったが今では使わない。(34) 今ではウシを外に出すことはない。(35) ウシは小屋
と中庭までしか出ない。 
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15-3. ラバ tasrdunt 
 (1) ラバは以前は、村で雌ウマから産ませていた。(2) わざわざ村の外でラバを
買うようなことはしなかった。(3) 誰かが雌ウマを所有していれば、ラバを産ま
せることができた。(4) ラバが産まれると、欲しい人が買ったり歳の大市で売っ
たりした。(5) どうして歳の大市で売るのかって？ (6) 村の中で家畜の売り買い
はしない。同じ村の人から買って気に入らなくて返すというのは、恥だからだ。
(7) ラバが子ラバを産んでも、その子ラバがよいのか悪いのかとか気難しいのか
穏やかなのか、君にはわからないだろう。(8) だから、子ラバではなく成育した
ラバを買ってくる。(9) 買ってきたら連れて帰って、手元で育てて慣らせばいい。
(10) 大きくなったら、ラバとなるから前に話したような仕事をさせる。(11) ラバ
の食べ物について話したことがあるだろう。藁と大麦を食べるんだ。(12) 山に連
れて行って与えてやると、青柴も食べる。(13) 運搬をしてよく働いて我慢強い。
以上がラバの話だ。 
 (14) 家畜が寝る場所は、それぞれ決まった場所がある。(15) 雌ウシには雌ウシ
部屋が、ラバとウマにも部屋がある。(16) 家畜をそれぞれ部屋に入れると、並ん
だ状態になる。(17) ロバを入れる場所を「通路」と呼んでいる。(18) ロバは通路
だが、ウマとラバには部屋があり並んでいる。(19) ウシは、ウシ専用の部屋があ
る。ロバは前にも話したとおり廊下に繋ぐ。(20) 以上の事が俺達が家畜にするこ
と、どこに置いてどこで寝かせるかの説明だ。 
 
15-4. ロバ aɣyul 
 (1) ロバは小さいうちに木曜市場で買ってくる。だから、ロバが何歳なのかわ
からない。(2) 連れて帰ったら、君は干し草の餌をやり仕事をさせる。(3) 育った
ら、大麦藁と干し草を与えてやる。ロバはそれを食べる。(4) ラバとウマが食べ
る麦藁はロバも食べる。収穫後の畑へ連れて行って、畑に残る株を食べさせる。
(5) 年老いたら何一つ仕事ができないから市場で売る。(6) 俺達は、ロバの歯で歳
をみる。歯が老いていたら市場で売る。歯が老いていなければまだ飼っている。
(7) 売ったロバがどこへ連れて行かれるのか知らない。ウマやラバのために殺す
のかも知らない。(8) 屠殺場へ連れて行かれて、殺されてしまうんだと思う。(9) 俺
- 184 - 
 
達は死ぬまで家畜を家に置いておかない。それは、ラバもロバもウマも同じだ。
(10) 年老いたとわかれば、遊牧民に売りに行く。彼らはそれをヤギの番をするイ
ヌの餌に与える。 
 (11) ロバは餌として大麦と藁を食べる。(12) 俺達はロバやラバやウマの飼い葉
桶に、夕方だけは大麦を入れる。(13) 晩と昼と朝の餌は藁だけを入れる。(14) 三
回は藁だけの食事を、ロバはよく食べる。(15) ラバとロバは、夏も冬も食べる餌
は同じだ。(16) ロバとラバとウマは畑へ連れ出して繋ぐと、餌とは違うから食べ
たり食べなかったりする。(17) 森や畑で長居をしても、藁の餌は必ず与える。(18) 
外の草株を食べても戻ってくれば餌をやる。 
 (19) 収穫が終わった畑でウマ類に足枷をはめて、朝早くから晩まで畑の草を食
べたいだけ食べさせる。(20) ヒツジやヤギも同じようにするが、ウシにはしない。
(21) 俺達は畑に連れ出したウマ類を見張ったりしない。晩に連れて帰って水を飲
ませる。(22) 外で過ごしているときは、昼の餌はやらない。ただ畑の草を食ませ
るだけだ。(23) 草を食むというのは、畑の残った雑草を食ませることだ。 
 
15-5. 雌ウマ taĝmart 
 (1) 雌ウマを交尾させる時は、雄ロバを連れてくる。(2) ロバとウマの交尾をす
るのは男がして、ウシの交尾は女がする。(3) 人気のない場所へロバを連れて行
き、交配するための高くなった場所にロバを登らせる。(4) 雌ウマは大麦を与え
て、足枷をはめる。(5) 雄ロバが雌ウマの上にかぶさると、ロバの持ち主がロバ
の陰茎を掴んでウマの膣に入れる。(6) ウマに足枷をはめていないと、ロバが上
に乗ったとき殺してしまう。(7) ロバが覆いかぶさるのを嫌ってウマは蹴り殺し
てしまうだろう。(8) だからウマには足枷をはめるんだ。(9) ロバが覆い被さると、
ロバの前足が上にのるから、ロバの陰茎をウマの膣に差し込む。(10) 交尾が終わ
ったら、ロバとウマに餌をやりしばらく休ませて、また掛け合わせる。(11) こう
して交尾と餌と休息を三回繰り返す。(12) 三回目が終わったら、ウマの足枷を解
いてやり、連れて帰る。 
 (13) 妊娠をどうやって知るかわかるかい？ ウマをよく見ると、雌ウマはしき
りにないて蹴ったら妊娠したということだ。(14) 交尾させて、一ヶ月たっても妊
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娠の兆候が現れなかったら、また人気のない場所で掛け合わせる。(15) 妊娠の兆
候を知る方法は、君がラバをウマのそばに連れて行くか、ウマのそばを通った時
にウマが足蹴りをしたらそれが兆候だ。(16) 三回の交配に対して百リヤルのお礼
をロバの持ち主にする。(17) 雌ウマが妊娠したとわかったら、出産まで男が世話
をし続けて餌をやるんだ。 
 (18) なぜ俺達が雄ロバを使って交配するのか？ 俺達は雄ウマを連れて来られ
ない。(19) 雄ロバは雌ウマと交配すると、雄ラバか雌ラバを産む。よく産まれる
のは雌ラバの方で、俺達は、雌ラバを役畜獣として好んで使う。(20) 妊娠すると、
九ヶ月間お腹の中にいて十ヶ月目に産まれる。そうしたら君は、雌ラバか雄ラバ
が手に入る。(21) ウマの出産は、ウシの出産のように人が寝ずの番をすることは
ない。(22) 出産までそのままにしてやると、産まれた子ラバは自分で乳を飲む。
(23) 雄ラバだったら一才かまだ若いうちに売ってしまう。(24) 雌ラバだったら、
大人になるまで育てたいなら育てればいい。 
 (25) 母ウマは沢山食べるものだ。(26) 飼い葉袋をいつも一杯にしておかなけれ
ばならないし外で草を食ませなければならないし、そういうことが必要になる。
(27) もし子どもが産まれたら、子ラバが雌でも雄でも母の乳房から乳を飲む。(28) 
母ウマの後をついて歩いて、乳が出なくなるまで飲む。(29) 母ウマを連れ出した
時に子ラバを引き留めて、母ウマのそばに居させないようにする。(30) 離してお
けば、もう乳を欲しがらない。(31) 半年も経つと乳離れの時期だから、子ラバだ
けで繋いでおくし、乳も欲しがらない。(32) さらにもうひと月経つと、母ウマの
乳が止まる。(33) 雌ウマと雄ロバと産まれた子にすることは、以上だ。 
 (34) 俺達のところでは、雌ウマが子ウマを産むことはない。俺達のところには、
交尾相手の雄ウマがいないからだ。(35) タフラウトかトムッリンの歳の市のどち
らかで雌ウマを買う。(36) 買うなら生後六歳以上の処女ウマを買う。(37) ロバと
掛け合わせるつもりなら買うんだ。(38) そして、ウマが年老いたらタフラウトへ
売りに行く。(39) タフラウトで売ったウマは殺して、都市でフランス人に売る。 
 (40) 雌の若ラバや雄の若ロバは、買ったらすぐに外に連れ出して、耕作の仕方
を教える。(41) 若ラバに鍬を付けて鞍を載せる。(42) 一人が鍬を押さえつけて、
もう一人が手綱を引いて進んでいく。(43) 畑の端まで進み戻らせる。(44) 三日間
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こうして躾をして、耕作を覚えさせたら手綱引きなしで耕す。(45) 耕作の時期に
ラバに鍬を付けて、鍬を持つ人が「行け」と声をかけるとラバは進んで行く。(46) 
人が乗ることや柴を運ぶ事などを、ラバに躾する必要はない。(47) ラバを連れ出
して、仕事をさせたり人が乗ったりすればいい。 
 (48) ラバやロバが家畜部屋で死んだりウシが人が見ていないうちに死んだら、
君は村中の男たちを呼んで死んだ家畜を引きずり出す。(49) 村の皆を集めるんだ。
こういうことは誰にでも起こり得るからだ。(50) 死んだ家畜は引きずって、どこ
か人気のない場所へ置きに行く。(51) 君は集まった男たちにお礼をする必要はな
い。 
 (52) 不作の年は家畜を売る。(53) 藁や飼料を買うことが難しいからだ。(54) 以
前説明したように二年続きの不作になったら、タフラウトの市で家畜を売る。(55) 
ラバは四千リヤルで買い二千リヤルで売る。(56) ウシとロバも同じような具合だ。
俺達の田舎で不作が続くと家畜を売る。(57) もし売ってしまったら、水汲みも柴
も女の重荷になる。 
 
15-6. 雌ウシと子ウシ tafunast d-u lʽluš 
 (1) 種ウシは、普通村に一頭いるものだ。(2) 村にいない場合でも、離れた別の
村の誰かのところにいる。(3) だけど俺達の村には、種ウシはいない。(4) 雌ウシ
を掛け合わせる日には、女は籠に干し草を詰める。(5) 籠に干し草を詰めたら、
種ウシがいる家まで雌ウシを連れて出掛けていく。(6) 村に種ウシがいない場合
は、種ウシがいる村まで連れて行く。(7) 種ウシのいるところに着いたら、持っ
てきた干し草を種ウシに与える。種ウシがそれを食べる。(8) 種ウシの持ち主の
女が種ウシを外に出し、種ウシに干し草を与えて雌ウシの隣に行かせる。(9) し
ばらくすると、種ウシが発情したら女たちがそばに寄る。(10) 種ウシが交尾しよ
うとしたら、雌ウシの尾を持ち上げて種ウシの陰茎を掴んで雌ウシの膣に挿入す
る。(11) 挿入して射精すると種ウシは雌ウシから離れる。(12) 雌ウシの上から下
りたら、種ウシと雌ウシに草を与える。(13) しばらく経ったらまた交尾させるん
だ。二度交尾させるものだ。(14) 二度目の交尾が終われば、雌ウシを連れて帰る。 
 (15) 一週間たって二回目の交尾をさせる。同じように二度掛け合わせて、連れ
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て帰り、ひと月そのまま家に置いておく。(16) 妊娠しているかどうかは、女が雌
ウシの腹と乳をさわって調べる。(17) 妊娠していなかったら三ヶ月後に交尾をさ
せに行く。(18) 種ウシのところへ行き掛け合わせる。(18) 種ウシの持ち主に、四
十リヤルから六十リヤル払って雌ウシを連れて帰る。これが種ウシの交尾の料金
だ。(19) 妊娠していたら、雌ウシの陰部から粘液が出る。(20) そしてさかんに鳴
く。そうなったら妊娠したということだ。 
 (21) 六、七ヶ月経つと妊娠したら腹が膨らんでくる。(22) 腹がふくれるとそこ
に赤ん坊がいる。(23) 九ヶ月経つと産み月だ。(24) 九ヶ月経つと、腹の中の赤ん
坊が十分育って腹の中で動く。(25) 臨月のまもなく産まれる頃になったら、女が
ひとりウシ部屋に泊まり込む。(26) 夜の間泊まり込む。(27) 産まれる瞬間を見る
こともあるし見ないこともある。(28) 子を産むとモーと鳴く。(29) 女が二人がか
りで後産のあれこれを取り出してやり、生まれた子ウシは砂糖袋にくるんで、家
の中の台所に運び込む。(30) 子ウシを炉のそばに連れて行き、温めてやる。雌ウ
シの後産を取り出したら外に埋める。 
 (30) 後産の始末を終えたら、雌ウシの元に戻って乳を搾る。(31) 雌ウシの乳を
搾ったら子ウシに飲ませる。(32) 半分を子ウシにやり、半分は素焼きの瓶に入れ
る。(33) 三日後の子ウシ誕生の祝いの席で、この乳を振る舞うために取っておく。
(34) 初乳は火にかけて沸かす。これが祝いの初乳となる。(35) 初乳でタグッラを
作り、血縁集団に振る舞う。(36) 初乳を取るために一日三回雌ウシの乳を搾る。
早朝と昼と夜だ。(37) 椀の半分は取り置き半分は子ウシにやる。(38) 六ヶ月間は
搾った乳の半分は、必ず子ウシにやる。(39) 六ヶ月経つと、子ウシに乳はやらな
い。離乳させる。(40) そうしたら雌ウシの乳を搾り、バターを作るために振った
りコーヒーに使う。振ると脱脂乳ができるから、そのまま飲んでもおいしいし、
クスクスにかけて食べてもいい。 
 (41) 子ウシを育てる場合、お茶殻と大麦藁の細い部分と青草をやると食べる。
(42) 離乳した後は、母ウシと同じ部屋に繋いでも乳を欲しがることはない。(44) 
一歳か二歳になった雄の子ウシは、雄の若ウシとなり、市の肉屋に売ってしまう。
(45) 子ウシが雌なら三歳になるまで育ててから、この雌の子ウシかあるいは母ウ
シの方のどちらかを売る。(46) 子ウシが雄ならそうではない。一、二歳になった
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ら売ってしまう。(47) 雄の若ウシというのは、俺達の部族ではほとんど育てない。
タスリルトにも六頭しかいない。 
 (48) 母ウシは、出産直後はアルガンの搾り滓が入った餌をやる。(49) 餌は、干
し草とサボテンの葉と麦藁と籾殻とアルガンの搾り滓を、沸かした湯の中に入れ
て混ぜ合わせたものだ。(50) 搾り滓とはアルガンを搾った後の滓のことで、これ
を餌として混ぜて与えるんだ。これをやると雌ウシの乳の出がよくなる。(51) 冬
はこうした餌をやり夏は草と干し草をやる。(52) サボテンの葉を混ぜるとよく食
べて雌ウシが太る。(53) クローバーの葉をやってもよく太り、乳の出がいい。 
 (54) 雌ウシが年を取ると売ってしまう。五、六回お産をしたら売ってしまう。
家におかない。(55) 六回お産を終えると売ってしまう時期なんだ。年も取ってい
る。(56) 市まで連れて行き肉屋に売る。(57) 雌ウシは必ず売りに出し、死ぬまで
家に置いたりはしない。(58) ウシが何年生きるのか俺は知らない。なぜなら死ぬ
まで家に置いておくことはないからだ。(59) 肉屋に売ると肉屋は屠殺する。(60) 
だから、寿命が何歳なのか君にはわからない。(61) 三歳を過ぎた雌ウシは子を産
むことができる。(62) 海岸部のようにウシを数多く放牧したりウシ飼いを雇った
りしない。(63) 俺達のところのウシは昼間は中庭までしか出さないし夜は小屋に
入れる。放牧はしないんだ。 
 
15-7. 家畜の飲み水 aman l-lbhaym 
 (1) ヤギやヒツジに水を飲ませる場合は、井戸の近くに連れて行く。(2) 井戸の
側の水槽のところまで来たら、ヒツジ飼いが水槽に水をためる。(3) 水がたまっ
たら、ヤギとヒツジが押し寄せて水を飲む。水を飲んだらまた出掛ける。(4) ウ
シは井戸の水槽で水を飲ませない。(5) 女が井戸まで水を汲みに行き壺に水を入
れてロバの背に載せて帰り、ウシに水を飲ませる。(6) 俺達のところで十五頭や
二十頭のウシを飼うなんて事はない。(7) せいぜい飼っても、四頭、二頭が雌ウ
シで二頭が役畜だ。(8) 四頭のうち、雌ウシは一頭につき一杯のバケツの水、も
う一頭にもう一杯のバケツの水があればいい。(9) ラバ一頭で二杯のバケツの水、
ロバは一杯の水が必要だから、結局バケツ五杯分の水を平らげる。 
 (10) たとえば今、君がラバを井戸の側に連れて来る。君がラバを放すとラバは
- 189 - 
 
逃げてしまう。(11) 雌ウシは中庭で放しても中庭から逃げ出せない。ウシを外に
連れ出すことはない。中庭までだ。(12) ヤギとヒツジは数が多いから中庭で水を
飲ませることは出来ない。(13) だからヒツジ飼いが井戸の側まで連れて行って水
を飲ませるんだ。飲んだら放牧に出掛けて家に戻ってくる。(14) 家畜の飲み水に
ついては以上だ。(15) 君が家畜に水を飲ませたいなら、数が多い家畜は井戸で飲
ませる。(16) ヤギとヒツジは井戸の側で水を飲ませる。 
 
15-8. 村でのウシの屠殺 tiɣrsi n-tfunast ɣ-lmuḍ  ʽ
 (1) 雌ウシが病気になったら君が村で屠殺する。(2) ウシを殺して内蔵を出した
ら、ウシをゴザの上に運んで、切り分けて各戸に配る。(3) 家々に大体一キロず
つの肉を配る。配られた家の者は君に要らないとは言わない。(4) 村の人は、雌
ウシが死んだことを知っているから肉を断れない。(5) 受け取った肉の代金は十
五日の猶予があるから、それまでに金を工面して代金を払う。(6) 胃と足と皮と
頭を無駄のないように売る。(7) 俺達の村では、ウシが死んだら持ち主が屠殺し
て村じゅうに分ける。(8) ただし肝臓と心臓は、そこに病気があるから売らない。 
 (9) 田舎での獣医の仕事は、家畜が病気になったとき注射を打つことだ。(10) あ
とは、タスリルトの市で屠殺する肉屋のウシに病気がないかを診る。(11) 病気が
あったら、売り物にならないように注射を打ってしまう。(12) 注射を打ったら燃
やしてしまう。もう売れない。(13) 婚礼やお七夜の日の雌ウシや雄ウシの犠牲獣
は、獣医が診たりしない。 
 
15-9. ヤギとヒツジ ulli 
 (1) ヤギとヒツジの話は、まずは、雄のヒツジの話から始める。雄のヒツジが
雌のヒツジと交尾するとき、人が手助けしたりしない。(2) 草を食んでいる時に
雌と交尾をしたかったら、雌を呼んで交尾をする。(3) 雌が妊娠していたら交尾
はしない。(4) 交尾が終わると雌は妊娠する。何回雄が交尾をするのかは知らな
い。(5) 雄は雌を呼びたくなったら呼ぶんだ。昼間草を食んでいても、洞窟や中
庭にいても関係ない。(6) 交尾したくなったら雌を呼んで交尾する。だから、人
が手助けする必要もないし、何回交尾しているかも知らない。(7) 雌は妊娠した
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ら出産する。放っておけば子ヒツジは母の乳を飲む。母ヒツジが子ヒツジを寝て
いる間に押しつぶさないように、子ヒツジは家の中に入れる。(8) ヒツジの話か
ら始めたけれど、雌ヤギも雌ヒツジも雄ヤギも同じことだ。 
 (9) ヤギとヒツジには夏と春には餌を与えない。(10) ヒツジ飼いが放牧に連れ
出すから、外で草を食べる。外に生えているものを食べるんだ。(11) 雪や雨が降
る冬の間は、藁とナツメヤシの核と虫食いのナツメヤシを餌として与える。(12) 
洞窟にいる間も餌を与える。外に出られない時には今話した餌の他に、干し草を
与えて洞窟で食べる。(13) 外に出られる日は外に生えているものを食べるだけだ。 
 (14) ヒツジは大祭の日以外は売らない。雄ヒツジも雌ヒツジも雄ヤギも雌ヤギ
も売らない。(15) 売ってよいのは大祭の日だけだ。大祭の日にはヒツジやヤギを
売る。(16) あとはお七夜の祝いをする時に、雄ヒツジや雄ヤギなど犠牲にしたい
家畜を持っている人から、買って帰ることはある。(17) 祝い事があったり持ち主
自身が食べる時には、老いた雌ヒツジか雌ヤギを屠殺して食べる。(18) 雄ヒツジ
や雄ヤギも、とても年取っていたら持ち主が殺して食べる。(19) 老いた家畜の買
い手がいなければ、持ち主自身が殺して食べる。買い手がいれば売ってしまう。
(20) たとえば家のが気に入らずに市に種ヒツジを買いに行ったり、別のを買うた
めに家のを売ったりしない。(21) 売るのは、あくまでも大祭の日だけだ。(22) 雌
が生んだ子ヒツジは、やがて親と同じ事を繰り返す。(23) 育つのに一年もかから
ないほどだ。 
 (24) ヤギやヒツジの持ち主は、二年に一度くらいは老齢のヤギやヒツジを屠る。
(25) 寿命が近づいていると思うものを家に連れて帰って、屠って、家で食べる。
(26) こうしたことを毎年したりしない。(27) 毎年屠っていたらしまいにみんない
なくなってしまう。(28) 屠るのは俺が君に話したような時だけだ。 
 (29) 雌ヒツジの数が多ければ、雄ヒツジの数も多い。雌ヤギと雄ヤギも同じよ
うだ。(30) 雄ヒツジ一頭が相手にする雌は、一、二頭だ。(31) 雌ヒツジが五十頭
いれば、雄は二十頭いる。(32) ヤギも同様で、雌ヤギが五十頭いれば雄ヤギは二
十頭いる。(33) つまり雄一、二頭がすべての雌の相手をすることはない。(34) ど
うしてこんな数になるかというと、雄ヒツジは、雌と交尾をして雌が妊娠したら、
その雄は成ヒツジとして認められて売られる。(35) 雌が妊娠しても、また別の若
- 191 - 
 
ヒツジが他の雌と交尾をする。(36) こうして成ヒツジとして認められたら売られ
ても、また別の若ヒツジが育っている。(37) 一年もしないうちに、他のヒツジた
ちがまた交尾をして成ヒツジは売られ、若ヒツジは残る。成ヒツジとして認めら
れないうちは売られない。 
 (38) 雌ヤギは出産したら人が乳を搾らない。子ヤギが乳を吸う。(39) 子ヤギが
乳離れをしたら乳を搾る。(40) 夕方放牧から帰ると、ヒツジ飼いが乳を搾る。(41) 
ヤギの乳は搾るがヒツジは搾らない。(42) 子ヤギが雌ヒツジの乳を吸うし、ヒツ
ジの乳はうまくない。(43) ヒツジの乳はおいしくないから脱脂乳にもしない。(44) 
二ヶ月間子ヤギは母ヤギの乳を飲み、残った分をヒツジ飼いが搾り、搾った乳を
持ち主に渡す。(45) 山に居ても里に下りていても、同じようにその場所で乳を搾
ったら持ち主に渡す。 
 (46) 夏は中庭に入れて、子ヤギと子ヒツジは夏でも冬でも小屋の中に入れる。
(47) 冬の間は山の洞窟に閉じこめておく。ヤギとヒツジについては以上だ。 
 
15-10. ヤギの親分 aḥttuš lli izggurn i-wulli d-waydi 
 (1) ヒツジとヤギの群れの先に立って行く雄ヤギの首には、ビーズの首飾りを
付ける。(2) 中に入る時や外に出る時に、群れの親分は必ず先頭に立つ。(3) ヒツ
ジ飼いはイヌを飼っていても飼っていなくても、放牧している間眠ったりしない。
(4) 今ではオオカミが狙うことはなくなった。(5) どうしてイヌを飼わないかとい
うと、獣医が殺してしまったからだ。(6) それに人を咬む危険もある。(7) イヌが
人を咬むと、その飼い主はタフラウトの警察に連行されて、牢屋に入れられる。
(8) だからもう田舎ではイヌを飼わない。 
 (9) 雄ヤギも雄ヒツジも雄一頭に対して十頭の雌がいて、交尾の相手をする。
(10) 雄が相手をする雌の数はこれぐらいがせいぜいだ。一頭で二十頭の雌の相手
をすることは出来ない。 
 (11) 雌ヤギや雌ヒツジや雄ヤギや雄ヒツジが病気になると、ヒツジ飼いが殺し
たりはしない。(12) 持ち主は、病気のヤギやヒツジが死ぬまでそのまま放ってお
く。(13) ヒツジ飼いが殺したら持ち主は驚くだろう。(14) そして、死んでも皮を
剥がない。(15) 野犬やオオカミが病気のヤギやヒツジを食べるまで、そのままに
しておく。 
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15-11. ヒツジの毛刈り allas 
 (1) 毛刈りについて話すと、ヒツジとヤギの毛を刈ろうと決めたら職人を連れ
てくる。鍛冶屋と捕まえ役の二人だ。(2) 夏に毛刈りをするものだが、まず中庭
にヒツジとヤギをすべて集める。(3) そして、毛を刈るヒツジを一頭ずつ鍛冶屋
に引き渡す。(4) 毛を刈るヒツジとヤギは別々に選り分けておいて、まずヒツジ
から始める。(5) ヒツジが終わったらヤギの毛を刈る。ヒツジとヤギの毛は、分
けておく。(6) まだ幼いヒツジの毛は刈らない。(7) 毛刈りの日は雄ヒツジを屠り
共食する。来客があれば一緒に食べる。(8) 毛刈りの時は、ヤギとヒツジを家に
連れて来て毛刈りをし、料理も外でする。 
 
15-12. ニワトリ ifullusn 
 (1) オンドリはメンドリと交尾する。オンドリにはペニスがないので、メンド
リの上に乗ると音のない屁をする。(2) メンドリは、飛びはねたあと巣を作りそ
こに卵を産む。(3) あんたが知っているように、村にいるニワトリに朝に大麦を
与え夕方また大麦をやる。(4) 外に出すとくちばしでつついて餌を食べる。(5) 夕
方に日暮れが近づく頃に家に入れてやり、晩飯の大麦をやる。(6) そうこうする
とメンドリは卵を産むから、卵が欲しければ取って来て食べる。 
 (7) 卵をかえしたかったら、六、七月に抱かせておいてやる。(8) 六、七月に卵
を抱かせてやるとヒナがかえる。六、七月は暑い季節だ。(9) メンドリが卵を抱
くってどんな風か聞きたいのか？ (10) たとえば十二個の卵があったら、メンド
リが二十四日抱き続けて決して立ち上がらない。(11) メンドリは全然動かないか
ら、水も餌もなんでもメンドリが座っているところにあんたが与えるんだ。こう
して二十四日経つと、卵から全部ヒナが生まれる。(12) 二十四日後に、卵からヒ
ナのピヨピヨ声がする。(13) 中からくちばしでつついてくるから、上から殻をつ
ついてやるとヒナがかえる。(14) 全部の卵からヒナがかえるまでに、二十四日間
かかる。 
 (15) かえったヒナたちは、メンドリが先に歩いて行くとヒナが付いて歩くから、
あんたはヒナの食べ物と水をあげるんだ。(16) 六、七日はヒナは家の中にいて、
中庭に出さない。(17) 中庭に出せるようになるとぐるぐる歩き回って、小さいヒ
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ナも地面をつつく。(18) ひと月ぐらい経つと育ってきて、母鳥のあとを追わなく
なる。(19) メンドリはヒナを育てているときは、オンドリに近づかない。(20) 近
づくものは何でもメンドリはつついて怒る。(21) メンドリはヒナが育って大きく
なると、何をすると思う？ (22) こんどは子どもをつついてそばに寄せ付けなく
なる。(23) 家に入って寝るときに、ヒナたちのそばで寝ないし、寝かせなくなる。
オンドリの方に近寄ってオンドリのそばで寝るようになる。(24) こうして二ヶ月
たって卵を産めるようになると、オンドリが交尾して卵をかえす。(25) 卵は市場
に売りに行ったりしない。家でみんなで食べる。 
 (26) メンドリは、卵を産むときには外に出ない。(27) 家畜小屋に入ったままで、
メンドリ一羽ごとに一つの巣をつくり、全部の卵をそこに産む。(28) ヒナは生ま
れても、育つまでメンドリかオンドリかなんて分からない。(29) ヒナが大きくな
っても市場に売りに行かないで、家で食べる。(30) オンドリは大きくなると雄だ
から、家で食べてしまう。(31) メンドリは育てて卵を産ませる。(32) ヤギ類と話
が違う。メンドリが二十羽いると、せいぜいオンドリは二羽いればいい。(33) メ
ンドリとかけ合わせるオンドリは一羽で充分で、メンドリにどんどんかかる。そ
もそもオンドリというのは、数が増えると喧嘩をする。メンドリはそういうこと
がない。(34) オンドリ、家で食してしまい、メンドリは残して卵を産ませる。(35) 
卵を抱かないメンドリなら食べてしまうし、卵を産み続けて年取ったメンドリも
食べてしまう。 
 (36) メンドリは一カ所に卵を産む。卵を産む場所を変えない。(37) 卵を抱くな
ら一カ所に卵を産み続けて、十二個から十四個になると座って卵を温める。(38) 
こうして卵を温め続ける。卵の上で寝て卵の上で起きる。(39) 十四個の卵からヒ
ナがかえるんだけど、三、四個の卵がだめになる。ヒナがかえるとメンドリは立
ち上がり、歩き始めるとヒナがあとを付いて行く。 
 
15-13. イヌ iyḍan 
 (1) イヌは、ヒツジ飼いと一緒にいる。(2) ヒツジ飼いが飼う理由かい？ ヒツ
ジ飼いは、イヌをいつも連れて歩く、イヌはあとを付いて行く。(3) たとえば、
雌ヒツジがあんたから離れたら、イヌは追いかけることもあれば、何もしないこ
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ともある。(4) オオカミなどの獣を見つけると、イヌは追いかける。ウサギやリ
スも追いかける。だけど、ウサギやリスが穴に逃げ込んでしまうと、すごすごと
戻って来る。(5) イヌの餌は、ヒツジ飼いが与える、家で餌をやる。(6) ヒツジ飼
いは、山に行くときに持って行くナツメヤシ入りのパンをイヌにやる。家ではモ
ミ殻や残り物があれば、それをやる。固くなったパンやクスクスなどの手近にあ
るものをイヌにやる。(7) 俺たちのイヌは、都会のイヌや猟犬のようではない。(8) 
獲物を追わせても、あんたのところに別の物を持ってくるだろうし、見失うかも
しれない。(9) 獲物を見つけても食ってしまって、主人のところに持ってこない。
(10) 何か動く物があれば、追いかける。(11) あんたが鉄砲で撃って、獲物が落ち
たらその場所まで行ってみると、なくなっているだろう。(12) イヌというものを
俺たちは売り買いしない。(13) 雌イヌが子どもを産むと、誰か欲しい人にやる。
子イヌのうちにもらってくる。 
 
15-14. ネコ imuššiwn 
 (1) ネコは大きくなるまで家の中でしつけられる。(2) 人間の食事の時間にネコ
も食べる。人間が寝るとネコも寝る。(3) 夜に大麦部屋にネズミが出たら、ネズ
ミを捕る。(4) 戻ってきて、朝までかまどの中で寝る。(5) ネコというのはなつく
と勝手にどこかへ行かない。(6) 妊娠するとネズミを捕らなくなって、生まれる
までじっとしている。(7) こんな風に言うものだ「おお主よ、私に子ネコをくだ
さい」と、すると叶う。(8) 雌ネコは毎年三匹から五匹の子を産む。(9) 雌ネコは
家の中や外にいるヘビを捕まえる。 
 
15-15. 家畜の餌 tirmt l-lbhaym 
 [1]. ウシ izgirn 
 (1) 冬にウシには干し草、つまりそれは青草を乾燥させたものをやる。(2) アル
ガンの絞りかすに、藁と野菜の葉屑とサボテンの葉とふすまと水を混ぜて煮た餌
をやる。(3) こういうものを冬のあいだに家畜にやる。(4) 春になって緑が萌える
と、女たちが草を刈って飼い葉桶に入れてやる。(5) ウシは杭につながれて飼い
葉桶から食べる。(6) だから女たちは、林や畑から草刈り鎌で草を刈ってくる。(7) 
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この草というのは、ウッシフ（棘のある草）、ワブジール（アオイ）、スルッギ、
タムトゥリン、アラッムン、トゥスクラ（棘のある小さい葉のアザミ）、タスン
ナント（棘アザミ）、アスンナン（アザミ）などだ。 
 
 [2]. 役畜の家畜 lbhaym w-wazig 
 (1) 荷役の家畜は、冬に干した青柴と藁と干し大麦滓を食べる。(2) 干し青柴と
いうのは、集めてきた柴を冬まで外に置いておいたものだ。冬のあいだの餌にな
る。(3) 春になればまた青々とした柴を集めてくる、アスルクンナ、アズクンニ
（タイム）、イズリイ（ニガヨモギ）、タムッズリヤ ワルムッラ（ローズマリー）、
タッタシュト。(4) トゥスクラは草だが、数多くあれば役畜にもやる。(5) 夕方に
もう一度藁と大麦いくらかを餌にやる。(6) 役畜は収穫の時期に草を食む。 
 
 [3]. ヤギとヒツジ ulli 
 (1) ヤギとヒツジについては、ヒツジ飼いは冬のあいだ一日に一回洞窟へ連れ
て行く。(2) 春の季節は雪がなければ放牧して山で好きな柴を食う。(3) ヤギとヒ
ツジは草や柴を食うが、どんな種類かはヒツジ飼い以外知らないさ。(4) 夕方に
なったら洞窟に集める。(5) ヤギとヒツジが食う草は、ウシが食う草と同じよう
なものさ。 
 
 [4]. ニワトリ ifullusn 
 (1) ニワトリは家の中にいるから、大麦をまいてやる。(2) 「クック クック」
と鳴くから大麦を投げてやると食う。(3) ニワトリはくちばしで食べる。地面を
つついて地面の中にいる虫をほじくり出して食べる。(4) 家の残り物ならクスク
スでもいいからそういうものを餌にやる。 
 
 [5]. イヌとネコ iyḍan d-imuššiwn 
 (1) イヌは餌をやらなければならない。パンやクスクスなんかをイヌやネコに
やる。おまえが今、食べているものを分けてやる。(2) ネコはやればなんで食う。
食べ物ならなんでもいい。 
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16. 養蜂と狩猟 iĝlifn t-tgmrt 
16-1. ミツバチ iĝlifn 
 (1) ミツバチには通りに住みかを作る、これをミツバチの巣箱と言う。(2) 葦や
中をくり抜いたナツメヤシの幹を二つ合わせたもので出来た空の巣箱だ。(3) ア
イトルハソルに出掛けて、まずは一群れ買って来る。女王バチ一匹と数多くのハ
チが入った筒だ。一つの筒にはハチ（女王、未来の女王、働きバチ）が入ってい
て、他に巣分けに使う空の筒三つと、木箱を用意する。(4) 蜜をつくる季節は春
だから普通、夏に買って次の春の巣分かれの時期までこのままにしておく。(5) 女
王バチが自分の群れを連れて出てきたとき細かい土を両手で掴んで、女王を飛ん
でいかないように弱らせるために、この群れの飛んでいるところに向かって何回
か投げる。(6) 女王バチがアーモンドの木かサボテンの葉に止まるまで、その度
ごとに拍手をしたら、働きバチの群れはもとの巣箱に集まる。 
 (7) 巣分けをすることになったら、群れの蜜の世話をする人が来て、タイムと
牛糞で煙を出していぶして、空の木箱で捕らえる。(8) そしてハチをふるい落と
す。 (9) 女王バチは赤い色をしていて、人差し指ほどの長さがある。(10) 女王バ
チが中に入れば、他のハチも必ず従う。家でいぶした箱を持ってきて、買ってお
いた空の筒の穴をいぶす。(11) 牛糞で隙間を塗ってしっかりと閉じる。 
 (12) 夜明けとともに出て行くから、蜜を集める。(13) 巣箱ごとから集める。(14) 
こうやって、古い女王から新しい女王までのあいだに、ひと春六回くらい巣立つ。
(15) ハチは、林の花のある場所に行って蜜を運んでくる。(16) 最初の冬は房を作
らないが、翌冬は戸口に二、三房を作って蜜をためる。(17) 巣箱が後ろまで房で
満ちてきたとき、蜜が集まっている。 
 (18) 蜂蜜を集めるなら夜に行う。前方の穴を牛糞で塞いで、後方の蓋をはずす。
(19) あんたは、素焼きの香炉と牛糞少しと、タイム少しと、炭を少し持って行く。
(20) 中の内側まで煙を吹き込む。煙が届くとハチは穴の開いた前方に逃げる。ハ
チはあんたが房を取り出しやすいようにしてくれる。(21) あんたは、大ナイフと
皿を持って来てハチが引っ込んでいる隙に、ナイフで房を取り外して皿に載せる。
(22) 肘まで中に入れて房を取る。(23) 肘の届くところでおしまいにして、次に移
る。(24) 取ろうとした房を取ったら、蓋をして、蜂蜜を持ち帰る。(25) 好きな時
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に食べてもいいし、同じ村の人にはタダでやる。 
 (26) 蜂蜜は、預言者生誕祭には欠かせない朝食の食べ物だ。大きな蜂蜜の房を
はずして持ってくる。(27) 朝起きて沐浴と礼拝をしたら、蜂蜜で食事をする。(28) 
「蜂蜜だ、蜂蜜だ、アッラーの讃えあれ」と唱えて、口に入れる食べるんだ。房
ごと蜜蝋を食べる。 
 (29) ハチが育つときハチの房に蜜房ができる。(30) 房それぞれにはハチの子が
いる。この子がハチになる。(31) 蜜房でハチになると、房のなかでブーッという
うなり声をだす。(32) このハチはまだ人を刺す力がない。そのまま外に出てしま
うと、成ハチに殺される。(33) 古い群れがその群れとともに若い女王バチを追い
出す。(34) 巣分かれは、ひと春に三回から五回ある。(35) 数回やって若いハチが
出て行く。そして古い群れがいつまでも古巣に住む。(36) ハチの子はどうやって
生まれるのか知らない。神のみがご存じだ。 
 
16-2. 狩猟 tagmrt 
 (1) 狩猟は、狩って食うものはまずはウサギで、二番目にウズラで、三番目が
リスで、四番目がオオカミで、五番目がハリネズミで、六番目がヤマアラシだ。 
 (2) ウサギはこれを狩るときには、銃を使って撃つなんてしない。(3) ぶらぶら
歩いていて捜していると石のあいだに身を隠して寝ている。(4) 寝ているときは、
眼を開けている。(5) あんたは歩き回って見つけたら、頭のそばまで近づいて両
耳を手で掴んで捕まえるか、トラバサミを仕掛ける。 
 (6) ウズラ：ウズラはどこかで草を食べているから、砂をならして大麦粒を撒
く。(7) つまり砂を手でならして、大麦を撒いて網をかける。(8) 大麦を食べよう
と網に入る。網の真ん中に棒を立てて四隅を石で押さえてあるから、中に五羽以
上入ると、陰に隠れていて手でパンと打って音を出して脅かす。(9) すると、鳥
はばたばたして飛ぼうとして棒を倒すから、網に掛かる。 
 (10) リスには、巣穴の入り口に小さいトラバサミを仕掛けるんだ。そこに炒っ
たアーモンドを置く。(11) 匂いにつられて食べようと出てきたところで、仕掛け
にかかる。 
 (12) オオカミは、道にトラバサミを仕掛けるんだが、オオカミは、夜は堂々と
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歩き回る。(13) 通りにトラバサミを仕掛けるときには、地面を掘って埋めて上に
泥をのせて見えないように隠す。(14) その上に足をのせると、歯が噛んで捕らえ
る。(15) 屠殺する際には、すぐに尻尾を切らないと嫌な匂いがするんだ。 
 (16) ハリネズミは夜にだけ捕らえる。(17) 君は通りに出て行って、ハリネズミ
がやってきたら素手で捕まえる。持って帰って屠殺する。 
 (18) ヤマアラシを狩りするときは、トラバサミを使う。(19) トラバサミで捕獲
したら、持って帰って屠殺して皮を剥ぐ。(20) 肉は翌朝までそのままにして、そ
れから煮込みに入れて食べる。俺たちはヤマアラシの肉は食べない。(21) どうし
て翌日まで肉をおくかというと、殺してすぐだと舌を刺すんだ。 
 (22) キツネは俺たちは食べない、禁忌だ。(23) 捕まえるならトラバサミで捕ま
えて、殺してしまって捨てる。 
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17. 人間に害をなす獣 lḥayawanat lli ttḍṛṛunin bnadm 
17-1. オオカミ uššn 
 (1) オオカミは、人間が飼っているヤギ・ヒツジ類を襲う獣だ、害獣だ。毛並
みはハイエナに似ている。(2) 子持ちの雌オオカミは危険で近づかない方がよい。
(3) なぜオオカミがヤギ類を襲うかって？ オオカミは物陰に隠れてヤギ・ヒツジ
類を襲うんだ。(4) 襲われたヒツジはかわいそうに、無言のままで次々殺されて
食われてしまう。(5) 雌オオカミがなぜ人を襲うかというと、妊娠している雌オ
オカミをあんたが知らないで踏んだりすると、あんたに襲いかかってあんたの足
の肉を食いちぎるか、あんたを噛み裂いてあんたを殺してしまう。(6) そうでな
ければ夜になって、大きな石の間の狭い道のような場所で出くわすとあんたを殺
す。(7) だからオオカミはイヌよりも強いんだ。 
 (8) 二番目の理由は、オオカミは菜園に入ってすっかり荒らしてしまう。(9) 大
麦の場所を転げ回る。一面に大麦があって、根がまだ付いていない大麦の上を転
げ回ってしまう。すっかり駄目になってしまう。(10) ニワトリを小屋に入れるの
を忘れてオオカミが見つけたものなら、一羽残らずやられてしまうだろう。(11) 
オオカミが人間にとって害獣なのはこういう訳だ、ひどい害獣だ。 
 (12) オオカミなどが飼っているヤギ・ヒツジ類を襲ったら、あんたは何を投げ
つけるか？ 石かイヌだよ。(13) オオカミは、昼間は臆病だが夜は違う。(14) あ
んたの飼っている二頭のイヌをけしかけるか、ヒツジ飼いが遠くから手や投石器
で石を投げつけるだけで、オオカミはびくびくする。(15) ジャッカルがあんたの
野菜やニワトリを何度も食ってしまうなら、トラバサミを仕掛ける。(16) あんた
は何度も被害にあっている場所を選んで、死んだ動物の死骸の肉の少しを餌にし
てトラバサミを仕掛ける。(17) あんたのニワトリを襲うなら、ニワトリの肉を餌
にする。(18) 餌に釣られてやってきたら、まんまとトラバサミにかかる。(19) も
しオオカミがかかったら、太い棒でまず叩きのめす。オオカミは捕まったあとも
襲ってくるから、叩き殺してしまう。(20) 死んだら喉を切って、まず尾の先を切
って、皮をはいで食べる。 
 (21) オオカミはあんたに話したように、ヒツジ飼いとイヌが番をしていないか
イヌがいないヒツジ飼いが番をしていなければ、ヒツジを襲う。(22) イヌがいれ
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ば、ヒツジを食べたりはしない。(23) イヌは鼻がきく。イヌはオオカミの臭いを
嗅ぐと、どこにいるか捜し回る。(24) オオカミがヤギや雌ヒツジや雄ヒツジを食
おうとして、山陰かどこかに隠れている。(25) そして、うかがって、群れから離
れた一頭を捕まえてヒツジの喉を噛む。(26) ヒツジ飼いを見つけるとヒツジを連
れこんで、尾で打って生死を確認して食べる。(27) ヒツジ飼いがイヌを連れてい
ると、オオカミはじっとして手も足も出ない。 
 
17-2. ワシ igidr 
 (1) ワシはニワトリだけを食う。(2) ニワトリを見つけるとすぐに襲いかかる。
(3) ワシを見つけたらニワトリをすぐに中庭へ追い込んで、ワシに食べられない
ように入り口を閉める。(4) あるいは「カラ、カラ、カラ」と鳴いてみるんだ、
あんたはワシに「カラ、カラ」と言ってやると、ワシは飛んでいってしまう。(5) 
ワシはニワトリを見つけると、すぐに食べてしまうものだ。 
 
17-3. ネズミ iɣrḍayn 
 (1) ネズミは害獣なんだけど、人間にどんな害をなすかって？ (2) 外にある大
麦を駄目にしたり家の中の穀物部屋に入れておいた大麦は、セメントで塗ってお
かないとネズミにすっかり食われてしまって、あんたにはふすまが残るだけにな
って、あんたの大事な食物の大麦は空っぽだ。(3) 大麦がふすまばかりになるま
で、ネズミは食い続けてしまう。(4) そうしてあたりはネズミの糞と尿で汚れて、
ふすまが残っているだけだ。(5) 悪事の第二は、あんたが持っている衣類を食い
歯で引き裂き穴だらけにする。(6) ネズミの姿を捜しても、あんたには見えない
だろう。(7) だけど、穴の中にいて、大麦部屋の壁に隠れて野菜から何から食っ
てしまう。(8) トマトは「茎」を噛んで倒してしまうんだ、トマトの実を食わな
いで。(9) とにかく保存した食料を食い荒らすから巣穴を見つけて退治する。 
 (10) ネズミ退治はどうするかって？ (11) 菜園に巣穴があったら、巣穴を水責
めにする。(12) 巣穴に水を注いで出てきたところを棒でぶって殺す。(13) 部屋に
いたらネコの出番だ。(14) 家の外にいたら、アーモンドを餌にしてトラバサミを
仕掛ける。(15) 全滅するまで一匹ずつ退治する。(16) 退治にはネコの他にヘビと
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いう手もある。家の中にネコかヘビがいると、ネズミは侵入しない。とにかくネ
コは天敵だ。(17) ネズミはニワトリの卵も食う。ネズミは卵を吸うんだ。(18) ほ
ら、今こうしてネズミがニワトリの雌の巣の卵を見つけたとするだろう、卵を全
部吸い取って何にも残らないさ。(19) こういうわけでネズミは人間には害獣なん
だ。 
 
17-4. ヘビ alĝmaḍ 
 (1) ヘビが人間に害がある理由は、(2) ヘビは、あんたが住んでいる家の二階の
天井裏にあんたと一緒に住んでいる。あんたがヘビをいじめなければ、ヘビはあ
んたをいじめない。(4) あんたは、ヘビと洞穴の入り口で遭遇しないようにだけ
しなきゃならない。(5) あんたがヘビと洞穴でぶち当たったとしても、ヘビは洞
穴に入る。知っての通りヘビは身軽だ。くねらせてながらさっと入っていく。(6) 
だが、洞穴の入り口であんたの足が目の前にあると、噛みつく。(7) ヘビに噛み
つかれるとおしまいだ、死んでしまう。この死こそがヘビの害だ。(8) 体に毒が
回る。(9) あんたはヘビを殺そうとしてもヘビは身をかわして、あんたの体のど
こかを噛んでしまう。死があんたに訪れる。 
 (10) たとえば、あんたが家のどこかにヘビがいるとちゃんと知っていて、そう
したヘビもいる。(11) おれたちの田舎ではヘビはネズミを食うので、ネズミがい
るところにヘビがいる。(12) ヘビは家に入ってくると天井裏にだけ住んで、ネズ
ミだけを捜してネズミだけを食う。(13) ヘビを殺す場合には、三本爪の熊手で退
治する。(14) 柄と鉄の歯のついた熊手を持って来て、ヘビの腹と頭を直撃して一
撃で殺すように熊手で刺す。(15) だが、あんたが失敗したら、ヘビの反撃をくら
いあんたが死ぬ。 
 (16) ヘビの天敵はネコだ。ネコを飼っていたらネコはヘビの敵だ。(17) ネコは
ヘビを見つけると次のようにする。外に出て、地面を掘って、頭以外の身を隠し
て、巣穴からすっかり体を出したところで襲う。(18) 巣穴から出たらおしまいだ、
ネコはヘビを押さえつけて頭に爪を立てると、ヘビは暴れ回る。(19) 毒がある頭
部は押さえつける。(20) 暴れながらヘビはあちら側や反対側を尾で打つが、どう
ということはない。(21) こういうわけでネコはかわいがられる、俺たちシルハ人
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がネコを大切にするのは、ネコがヘビとネズミの天敵だからだ。(22) ヘビに噛ま
れると人間は死んでしまう。砂ヘビやコブラや「ブータッリヤリン」とか「ブー
スッカ」という名前のヘビは毒ヘビだ。(23) この三種類に噛まれると、木曜市の
病院に運んで処置できなければ死んでしまう。 
 
17-5. サソリ iɣirḍm 
 (1) サソリは巣を持たない。(2) 冬は必ず湿気のある場所にいる。いくぶん水の
露気のある場所にいる。(3) そこで寝て外に出て針を刺す。(4) だけどサソリがあ
んたを刺しても薬がある。あんたは死なずにすむよ。(5) あんたが刺されたら毒
が回ってくる。(6) 良質のハチミツ少しと草を取り出して、「棘の草」と呼んでい
る草なんだが、傷口に当てる。(7) 良質のハチミツを傷にあてがうと、毒を吸い
取ってくれる。(8) サソリに弱い人というのは、サソリに刺されると心臓がどき
どきしてサソリの毒が全身に回ってしまう。(9) サソリの毒に弱くなければ棘に
刺さった程度だ。 
 (10) おれは何回もサソリに刺されたが大丈夫だった。(11) ある村の花嫁のアホ
ワーシュに出掛けた日の夜だった。(12) 夏の日で、大石の場所まで歩いていって、
アホワーシュに疲れて座っていたら、腿にサソリが刺した。(13) だがおれは刺さ
れても体は弱くないから、刺したサソリを捜したんだ。(14) おれを刺したサソリ
を見つけると、おれはそいつを地面に踏みつけてやった。(15) それで大丈夫だっ
たのさ、ハチミツや何かを塗らなくても俺は弱くないからだ。(16) サソリに弱い
人というのは、サソリが刺すとひどくこたえてしまう。(17) だが俺はハチに刺さ
れるとすっかり腫れ上がる。サソリは平気なんだがね。(18) サソリに弱いやつは
ハチに刺されると大丈夫なんだろう。ハチに弱いやつはサソリに刺されても大丈
夫なんだろう。どっこいどっこいだ。(19) ところがヘビはというとアッラーが守
って下さっているんだ、ヘビに噛まれたことはない、俺はヘビは恐ろしいな。(20) 
今ここで俺がヘビを見かけたら、近づかないように大廻りして行く。(21) 俺はヘ
ビは恐ろしいからヘビがいるような場所を通らないようにする。(22) サソリもヘ
ビも最悪なんだ。 
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17-6. 虫 tabuxxuyt 
 [1]. シラミ tillkin 
 (1) シラミは、人にたかったり衣服や頭にもつく。(2) シラミは体に良くない。
シラミが髪の毛にたかった男は始終頭を掻きむしる。(3) シラミがあんたの頭に
いないようにするにはどうするか？ 必ず石けんで髪の毛を洗うんだ。(4) 男の衣
服や女の衣服や娘の衣服にシラミがついたら、水を運んで、寸胴鍋に入れて、服
を入れて、柴を燃やして湯を沸かす。(5) ぐらぐらに煮立ったら、ジャビル洗剤
を注いで−ジャビルは市で売っている−まんべんなく鍋に入れて、しっかり入れた
ものを煮立ててから、すすぐ。(6) よく洗ったら広げて、シラミが死んでしまう
ように衣服を乾かす。(7) あんたは体の皮膚をよく洗って、シラミのついた服を
こんな風に消毒しないなら、捨ててしまうんだ。 
 
 [2]. ノミ iĝĝrdan 
 (1) ノミは堆肥の中にいる。人間を噛んだら、人間から離れる。あんたを噛む
が何でもない。(2) 退治するならノミ取り粉を用意する、これは市場で売ってい
るから手に入れる。(3) 衣服にノミがいたら、どうしようもないな、あんたは噛
まれてしまうんだ。 
 
 [3]. ダニ fuqqs 
 (1) ダニは夏にだけ発生する。あんたをダニは噛んであんたの血を吸ってダニ
の噛み跡を残す。(2) 退治にはダニ・ノミ薬を使うんだ。(3) あんたが潰すと嫌な
臭いがする。あんたの手が臭くなる。(4) あんたの手にくさい臭いが残って不愉
快だ。(5) だから、薬を付けておくだけにすればいいんだ。(6) 噛み跡に薬を付け
ておしまい。(7) 枕にダニがいると、あんたの頭に上ってきてあちこち噛んで血
を吸う。 
 
 [4]. 蚊 wabiba 
 (1) 夏にあんたが屋上で寝ていると蚊がやってくる、あんたがシーツを蚊帳の
ように張っていないと蚊があんたを刺す。(2) あんたが蚊に刺されたくないなら、
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シーツを張るんだよ。こっち側もあっち側も閉じるんだ。(3) 蚊というのは、人
間の血だけを吸う。(4) あんたの側に水気があると、蚊は日が昇るまであんたを
刺し続ける。(5) ところがバジルや花が側にあると、毒があると思って蚊が近づ
かない。 
 
 [5]. ハエ izan 
 (1) ハエは俺たちのところでは夏に発生する。夏になるとナツメヤシの葉でハ
エ叩きを作ってハエを叩く。(2) 夏に日が上ると、すぐに飛んでくる。(3) あんた
が朝食を食べようとすると、ハエ叩きで退治しないでいると朝食の食べ物の上に
落ちてくる。昼食も同様さ。(4) 食べようとして部屋に入って、ハエがいなけれ
ば食事にする。(5) 夕食にはいないし夜半になればもう飛んでこない。家の天井
にとまって夜をこす。(6) 日が昇った日中に群がってきて、あんたが眠ろうとし
てもうるさくて眠れない。(7) あんたは夏に日中に寝たいなら、日が差さない暗
い部屋で寝ることだ。 
 
 [6]. イムッツシ（大麦粒を食う虫）imttši 
 (1)  イムッツシは大麦部屋に保存した大麦を食うんだが、大麦が古くなると食
う。(2) 大麦が新しいうちはイムッツシは食わない。(3) 大麦を古いものと新しい
ものの両方とも大麦部屋で保管しようとしたら、石灰のような粉を撒く。(4) 石
灰のような粉は、地面が真っ白になるほどに敷く。(5) 今こうして大麦が保管し
てあるとすると、石灰のような粉をふるいにいれてふるって撒く。(6) すっかり
敷きつめたら、鋤を使ってムラがないようによく混ぜる。ムラなく敷きつめる。
(7) 石灰のような粉が地面にあると、大麦部屋にいるイムッツシは全滅する。(8) 
これが俺たちの大麦には石灰のような粉を使う理由だ。 
 
 [7]. ティムッツシ（小さいイムッツシ、羊毛の衣類を食う虫）timttšit 
 (1) ティムッツシは虫の一種で羊毛の衣類を食う。(2) あんたが衣類をどこかに
しまい込んで日に当てずにいると、ティムッツシが食う。(3) 羊毛のジュラバや
マントや羊毛絨毯を食う。(4) 退治するには樟脳が効く。(5) 樟脳と一緒にしまえ
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ばもう虫は食わない。(6) 樟脳と一緒にしておけば湿った衣類を日や風に当てな
くてもいい。(7) 衣服を虫に食われないようにこんなことをする。 
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18. 人びとの仕事 lx̑dmt n-mddn 
18-1. 女の仕事 lx̑dmt n-tmɣarin 
 (1) 俺たちの故郷の女たちの仕事は、冬に始まる。(2) 冬、女たちは仕事がある
と朝早く起きる。畑の耕作は冬にあるからだ。(3) 朝起きてから、役畜に全粒の
大麦の餌をやり雌ウシに餌をやり、耕作をする家に持って行く昼食の弁当を作る。
(4) 朝食を食べたら家の男たちを起こして朝食を出して、それから耕作する家へ
出掛ける。(5) 出掛けて行って耕して、昼食の時間になったら畑で座って昼食を
食べる。(6) そして、また夕方まで耕したら家に入る。家に入ったあとに水を汲
みにまた出掛ける。帰ってきて食事の支度をする。(7) 食事を作っているあいだ、
男たちは夕食が出来上がるまで家に入ってこない。(8) 食事の支度が出来る頃を
見計らって帰ってきて、食事をしてお茶を飲んで寝る。(9) 翌日もまたこんな風
に耕作をして、こうして耕作をするのが冬の仕事で女の仕事だ。(10) 女たちは冬
に洗う物もあるし、別の仕事もあれこれと沢山ある。(11) 雨漏りをする天井の箇
所に裂いた服を詰めるとか、犂を洗うとかだ。(12) これを全部冬にしなければな
らない。女たちや娘たちが冬にする仕事はこんな風だ。 
 (13) 三月になるまで冬は終わらない。三月は春だ。若草の季節だ。いろいろな
ものの芽が出てきて、草を摘みに行く。(14) 朝早く起きて出掛けて、正午まで小
鎌で草を刈ったら、家に入って子ども達や男たちの昼食の準備をする。(15) 昼食
を食べたら夕方戻ってきて、菜園の野菜の水やりに行く。 (16) 水をやったら戻
って来る。大麦をふるう時間がない。(17) 手でゴミを除けたら、粉挽き場に持っ
ていく。(18) 忙しく一日を過ごしたらまた翌朝もこんな具合だ。(18) 春が来てそ
して収穫がくる。 
 (19) 女たちは収穫もするし耕作もする。(20) 女たちは早朝に起きたら沐浴だ。
女たちは起きて沐浴をして、礼拝をする。(21) 夫がいる女はあんたも知っての通
り、夫と寝たら朝に沐浴の湯を沸かさなきゃならないし、衣服から何から洗濯を
しなきゃならない。(22) この時期は女たちは朝起きたら、収穫する家のための朝
食を用意する。収穫にでかける女たちは昼食を持って行く。男たちは朝食を食べ
て収穫する家に集まる。(23) 女たちは一日中収穫で働いて家に帰ってくる。(24) 
あんたも知っているように、収穫は暑い季節だ。出掛けて戻ってきて、水汲みに
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行って家畜に水を飲ませる。(25) 毎回ではないけれど家に洗濯の仕事が残ってい
れば、一人だけ午後に洗濯しに家に帰る。(26) 女は家に帰って汚れ物を洗う。つ
まり洗濯に戻る女は、戻ったら昼食を食べて洗濯などの仕事一切をして、夕方家
に帰る。(27) 一方、収穫に出た女たちは家に入ると、沐浴をして礼拝をして夕食
を食べて、娘たちが食器洗いを手伝って、食器を洗って寝る。 
 (28) 収穫が過ぎると夏の季節がやって来る。夏は少し休める。余り仕事がない
んだ。(29) 夏に何をするかって？ 薪を拾ったり洗濯をしたりそんなことをする。
(30) 女たちは山に行って朝早く出掛けるんだが、柴を集めてから昼食の時間に戻
って、家で食事をする。(31) 昼寝をして起きたら沐浴をして昼の礼拝をして、洗
濯物があれば衣服を持って洗濯をする。(32) 洗濯物を運んで洗って午後三時頃に
なったらいったん家に帰ってから、通りに出掛けてそこで座り込む。(33) 夕方や
気が済むまで通りに座って話し込む。(34) こういうときは、かわいそうな老婆だ
けが損な役回りをする。(35) 家に老婆がいれば、老婆が食事の支度をしたり沐浴
の湯を沸かしたりと一切をする。(35) 夏の三ヶ月の間女たちはこんな風に働いて、
歳の大市がやってくる。 
 (36) 歳の大市がやってきたら、あんたがせいぜいやることといったら女たちが
欲しい物があったら、それを用意してやることぐらいだ。(37) 歳の大市の市場で
あんたは女たちのために衣服を買ってやる。あんたが買ってやることが女たちは
喜ぶ。(38) そしてまた耕作の季節は間近いから、耕作や草刈りの道具を女たちの
ために買ってやったりする。耕作の季節がきたら、また耕作をするというわけだ。 
 (39) 老婆たちは、耕作や収穫の季節に食事の支度を受け持つ。(40) 老婆は菜園
から野菜を取ったり子ども達の世話をしたり、家畜に少量の干し草と少量の藁を
与えることをやる。(40) こうした仕事がなければ特にすることがなければ、老婆
は菜園に水をやりに行く。(41) 老婆は産後の女の仕事を代わってやる。 
 
18-2. 男の仕事 lx̑dmt irgazn 
 (1) 男の仕事はどんなものがあるか？ 耕作の季節だけ耕して、収穫の時期に収
穫をする。(2) 春と夏はまったく何もしない。(3) 大麦や何かを売ろうとする日に
市でトラックの持ち主を探しに行って、その人と家まで戻る。(4) 大麦の買い主
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は大麦を買いたい人を連れてくるから、その人たちに大麦を売る。(5) 男は動か
ずに金を受け取って、座っているんだ。(6) 夏は川の水がないから出掛けること
もないし、草もはえていないから、家畜に食ませに行かないし、雌ウシに水を飲
ませに行かない。(7) やることはないんだ。だいたい男たちは春と夏は怠け者だ。
(8) 大怠け者で働かない。収穫と耕作は働く。(9) この二つだけ、収穫と耕作だけ
はするが他には骨を折らない。 
 (10) 春は（十キロも離れた）アーモンドの木の下の陰に座って、「ここで茶を
たてよう」と言って飲む。(11) 夏に、市場では夕方まで市場の中で過ごして、家
に戻ってお茶を飲み夕食を食べて、妻と共寝をして朝まで寝る。(10) やれやれ家
に戻ってきても、食事の用意がなければ女たちに向かって怒鳴り散らすのが常で、
家にある食器を女たちに向かって投げつけるのが常だ。(13) これが、田舎の男た
ちの仕事だ。 
 
18-3. 少女の仕事 lx̑dmt n-tfrxin 
 (1) 少女と少年にどんな仕事を指示するかって？ (2) 七才くらいの少女なら、
九才か十才の姉妹と(3) 十二才から十五才の少女は、食器洗いと婚礼と草刈りと
洗濯で母を手伝う。(4) たとえば春に母と一緒に出掛けて、小さいナタ鎌と籠を
与えられて、仕事に精を出す。(5) 井戸汲みでは小さいバケツを使ってやる。(6) 耕
作や収穫の時期にもそうした道具を持って行って、収穫や耕作を手伝う。(7) 少
女が十六才以上になると、耕作も井戸汲みもするし、バケツで灌漑も手伝うし、
雌ウシの乳を搾る。(8) 山に入って柴刈りにも行く。(9) 耕作は、母と交代で休み
ながらするし、洗濯は衣服の洗濯をする。(10) こうした仕事をするんだが、大き
くなれば全部できるようになる。 
 
18-4. 少年の仕事 lx̑dmt ifrxan 
 (1) 少年は、家に少年がいれば収穫と耕作の仕事だけする。(2) 母親と一緒に鋤
を持つ。(3) たとえ菜園を作るにしても、仕事を覚えるまで手伝いをする。(4) 収
穫はただ立っているだけか、収穫して刈り取りをする。(5) 収穫しても風選はし
ない。 
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 (6) 少年は六才になれば、モスクと学校に行く。(7) 十二才になるまで読み書き
を覚える。(8) 父親が商売人なら大都市に呼び寄せて、学校に行かせて店で一緒
に仕事をする。(9) ヒツジやヤギを所有しているように、大都市で商売をやって
いないなら、十八才まで田舎で暮らす。(10) あるいは大都市に親戚縁者がいるな
ら、呼び寄せてもらって十八才までそこで働かせてもらう。(11) 十八才以上にな
ったら、田舎にいたら畑を耕すし収穫もする。(12) 田舎にいないなら大都市にい
て読み書きなどの勉強をする。 
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19. 特殊な人びとの特殊な仕事 bnadm lli ganin xṣuṣiyn 
19-1. コーラン学校の先生 ṭṭalb 
 (1) コーラン学校の先生は、モスクにいる人のことだ。他の部族から連れてく
る。(2) よく読み書きできる人なら、俺たちがその人のところへ出掛けて行って、
一年あたりの大麦のお礼と大祭のヒツジのことを教える。(3) 先生にやる報酬と
いうのは、二千から三千リヤルとヒツジ一頭と十分な食事だ。(4) 先生が決まっ
てやって来たらモスクで教える。先生がすることは何か？ (5) モスクで正則アラ
ビア語を子ども達に教えたり、村の人へ祈りをしたり、死に手向けの祈りをした
り、お七夜や割礼などの祝いの席に出席する。(6) モスクの先生はコーランだけ
を教えて算数などは教えない。(7) 息子がお七夜や割礼式をするときにはその家
に行って、生徒たちと集まってコーランの全章を唱える。(8) そして、コーラン
の全章を唱えに来た先生には、二百から四百リヤルの少額のお礼をする。(9) 生
徒も連れてきていたら、生徒の分をポケットに入れてやって分けさせる。 
 (10) 先生が自分のポケットから出してやるものが、何かあるかって？ 何もな
いさ。(11) 食事は全部集落で作るし、砂糖もお茶も周りの人が出してやる。(10) 夜
具も集落が渡すし、全部が全部、人持ちなんだ。 
 (13) 大祭の日には、村人のもとに出向いて祈りをする。ラマダーンのハディー
スを唱える。こういうことがコーラン学校の先生の行う事柄だ。(14) 他には、お
守りを赤ん坊や幼児にやったりする。(15) コーラン学校の先生は病にかかった人
にお守りを書いてやる。彼らのためにありがたい文句を書いて、これを綿で包ん
でやるんだ。(16) お守りってのはあんたに見せたことがあるように、首から下げ
るんだ。(17) 先生の中にはまじないをするものもいる。まじないに使う薬を作る
人もいる。でも先生がそれを飲む訳じゃない。(18) こんなのは愚かな先生だけだ、
アッラーは魔術の類は一切しない。(19) 馬鹿なやつのところへ馬鹿なやつが行く
んだ。こうしたことはコーランにあるさ。(20) 魔術を頼みたいなら、別の先生の
ところへ行って薬を作ってもらう。 
 (21) 教師は女たちと話をしない。女たちも話しかけないし、女たちのいるとこ
ろに同席をしない。(22) 女たちが近寄る必要はないし、教師が女たちを呼びつけ
る用事もない。(23) 祝いの儀式のするなら、コーラン学校の先生と生徒が家にや
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って来て、コーランを朗誦して食事をして、そのまま立ち去る。(24) 女たちに話
しかけることはないし女たちも話しかけない。(25) 娘たちは恥じらって出てこな
い。(25) 婚礼に呼ばれたら食事だけしてそのまま帰る。(26) 女たちが先生に食事
を運ぶこともあるけれど、老婆がいれば運ぶし男たちがいれば男たちが運ぶ。(27) 
老婆が運ぶ場合でも、先生を伺って、入り口に食事を置いてくるだけだ。(28) 話
をするなんてことは一言もしない。 
 (29) さてコーラン学校の住まいは、モスクの中の一室が割り当てられる。(30) 
モスクの外でモスクと壁がくっついている部屋が「コーラン学校の先生の部屋」
と呼ばれている場所で、そこに住む。(31) モスクの外のどこかに住まうなんてこ
とはない。かならずモスクに住むんだ。(32) 一軒家に住まないのはなぜかって？  
先生を捜す手間がいらないだろう、モスクに住んでいればすぐ分かるさ。(33) 先
生は必ずモスクに住んで、礼拝一切を頼まれるんだ。(34) コーラン学校の先生が
結婚していないと、金曜礼拝で人が祈りに来ない。 
 (35) コーラン学校の先生は、コーラン学校と高等教育で勉強して卒業して、ど
こかの町へ教えに出掛ける。大学で勉強する人は多くない。(36) 田舎で教える先
生は子ども達に読み書きを教えて、護符のようなものを書いてやったりする。(37) 
女たちは病気になると、男たちにスカーフやヘッドバンドと少量の塩を持たせて
彼の元に行かせる。(38) そして、先生にこう言う「ああ、神よ、主よ、効き目の
あるお札をどうか書いてください、うちの女は病です」と。(39) 先生は、彼に書
いてやると、男はそれを受け取って、持って来た物と一緒に届ける。女たちは、
コーラン学校の先生の家に行くことはない。(40) 男たちや子どもは、先生の家に
行っても構わないんだ。何か困った時にね。(41) 俺たちの国には、コーラン学校
の先生のようにお守りを書く女たちがいる。(42) だけど、田舎にはそういう女た
ちはいないので、病気になるとコーラン学校の先生にお守りの言葉を書いてもら
いに行くんだ。 
 (43) コーラン学校の先生が二ヶ月に一回の休暇をとって里に帰るときには、妻
帯者なら餞別を渡す。(44) 里に妻がいれば、二ヶ月ごとに里で五日間ぐらい過ご
す。(45)  数日過ごしたらまた戻ってきて教師をする。一年経ったところで先生
にやる大麦の取り分と給料を集めて、先生に渡す。(46) 支払いに満足すればまた
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コーラン学校の先生をするし、気に入らなければ俺たちの方から「もう結構、も
う俺たちのところに戻らなくていい」と言う。(47) 先生が出て行ってしまうと、
また別の部族にいる適当な人を連れてきて、また報酬の取り決めをする。(48) だ
からといって、先生の教育法がヘタだという理由でやめさせたりはしない。(49) 
先生が人のことをあれこれ言うと、先生は追い出されてしまう。(49) 誰それとい
るのを見た、誰それの女といるのを見かけたとか、「こんな事を言った、こんな
事をした」と噂をする。(50) 村の中でそういうことをしたり、村の悪口を言った
りする。(51) こんな事をすると、村から追い出されてしまう。あれこれと詮索し
たりしなければ村から追い出されない。(52) 人から聞いた話を告げ口しなければ
追い出されないだろう。(53) 「病気なんです」とコーラン学校の先生が言ったら、
月給を集めて一度に払う。 (54) こうして給金を集めて払ってしまえばおしまい、
全額を一回で支払ったら先生は出て行く。(55) 給金を集める係の者が世帯を回っ
て集めるんだ。(56) 世帯というのは何かって？ 妻を娶った男のことだ。(57) 「村
には世帯を持っている者はこれほどの数だ」と話し合ってそこから給金の割り振
りを決めおいて、集めに来たら決められた額を渡すんだ。 
 
19-2. 礼拝の時を知らせる人 lmuddn 
 (1) 礼拝の時を知らせる人は、村の誰か老人がする。礼拝の時を知らせる人に
報酬は支払われない。(2) 礼拝の時を知らせる役目をするだけのことで、この役
目の事で何の報酬も求めない。(3) 礼拝の時を知らせる役目が出来る人は、一人
や二人ではなく、村には大勢いる。(4)  礼拝の時を知らせる声をあんたが知って
いるなら、役目の人が疲れているような場合に、あんたが代わってその役をする。
(5) 俺たちの村では今なら三人の老人がいて、その三人が礼拝の時間には必ず礼
拝の時を知らせる。(6) 一人の具合が悪ければ、他の二人が代わりにやる。別の
者が病気になれば他の者が代わる。(7) 俺たちは、その人たちに報酬を払わない。
その人たちには家や家財道具はあるし、報酬なしでこうした仕事をしている。(8) 
村がその人たちに渡す給金を集めたり、品物を出し合うなんてことはない。(9) や
ると言っても受け取りはしない。金を受け取ったりしたらそれは無償の行為では
なくなる。(10) 礼拝の告知の報酬をもらったら、それはもう神から与えられる報
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酬ではなくなる。礼拝をしていてももう神からの褒美はない。(11) 礼拝の時の知
らせがあんたのところまで届いても、それに対して金を払わない。(12) ここラバ
トでも同様にない。(13) 俺たちのところでもない。礼拝の時を知らせることに金
を払わない。(14) コーラン学校の先生には金を払う。先生は俺たちの村の人では
ない、他の部族の出身の人だからだ。(15) 自分の子どもに勉強させたり子ども達
を食べさせたりするには、金がいるのさ。 
 
19-3. ヒツジ飼い amksa 
 (1) もしも百二十五頭以上のヒツジ・ヤギ類を所有していたら、他の部族のヒ
ツジ飼いを連れてくる。俺たちの部族にはヒツジ飼いはいない。(2) 百二十五頭
以下なら、息子や娘に放牧をさせる。子どもが十二才になっていればね。(3) ヒ
ツジ・ヤギ類の持ち主はヒツジ飼いの家に行って、「頼むよ来てくれ、俺の家畜
を放牧させてくれ」と言う。(4) すると「よろしい、一年あたり幾ら払う？」と
答える。(5) ヒツジ飼いには、モスクの先生のように一年の給金を支払う。(6) だ
から「一年につき二万リヤル払う」と答える。(7) そこで「よろしい、では、二
万リヤルと雌ヤギ一頭とマントと羊毛の袋を用意してくれ」と言う。(8) こうし
てヒツジ飼いを連れて帰り、家畜に草を食ませる。 
 (9) 夏は村の側でヒツジ・ヤギに草を食ませる。家の外に連れ出す。(10) 朝食
を済ませると朝早く出掛ける。ヒツジ飼いは、昼食と小ポットと外でお茶を飲む
道具を持っていく。(11) ヒツジたちに草を食ませて夕方、日没近くなると村に戻
ってヒツジたちを中に入れて休ませる。(12) ヒツジたちは外で草を食べて、そこ
で井戸の水を汲んでやって水を飲む。(13) 畑地で草を食べると、井戸の近くに連
れて行って、そこで水を飲ませる。(14) 井戸から水を汲んで水溜めの水路を閉じ
て、そこでヒツジたちに水を飲ませる。(15) 朝早く出掛けて行って歩きまわって、
畑地で草を食ませてヒツジ飼いは昼食を食べる。(16) 日が照って暑ければヒツジ
たちは眠るし、ヒツジ飼いは休む。(17) ヒツジたちが休んでいるうちに、ヒツジ
飼いは食事をする。(18) ヒツジたちを連れてまた草を食ませて、ヒツジ飼いは水
飲み場の井戸の方へ向かって水を飲ませる。(19) こうして水を飲ませたら家路に
ついて、ヒツジたちの数を数えて中庭に入れる。 
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 (20) 冬はアムドグル山にある洞穴へ行く。(21) ヒツジたちを連れてそこに行く
ときは、たとえ雪が降っていても雨でも寒くてもそこへ行く。(22) 羊毛の衣服を
着込んで油引きズックを履いて、洞穴へ行く。(23) 雪や雨が降っていると牧草が
見つからないから、ヒツジ飼いが藁やくず棗や干し草を持って行く。(24) これら
を布袋に詰めて、洞穴の中でこれらを出して、山に積んでおくが、ヒツジたちに
すぐにはやらない。夕方まで座っている。(25) 冬には、ヒツジは二百頭のうち三
十頭ぐらいは死んでしまう。(26) 冬の寒さにあたると病気になるので、洞穴の水
たまりの雪解け水を飲ませる。(27) 雨雪がなければ、草を食べさせて洞穴の入り
口を閉じて、戻って来る。(28) 冬に雪と雨がなければ山の麓へ行って、草を食ま
せて水を飲ませる。(29) 雪や雨が降っていなければ、洞穴に餌を運ぶことはしな
い。 
 (30) ヒツジ飼いが恐れているのは、当然オオカミだ。ヒツジ飼いは、ヒツジた
ちが草を食べているとき眠ってしまうと、オオカミがヒツジを襲う。(31) オオカ
ミがヒツジを食べてしまうと家の主人にしかられる。(32) ヒツジ飼いが家でとる
食事は何かというと、夕食と朝食、早朝と夜に家で食事をする。(33) ヒツジ飼い
がする他の仕事といっても・・・そんな仕事はないな。(34) 草を食ませることと、
夜にヒツジが村に戻っていればヤギの乳を搾ることだ。(35) 山に連れて行ってい
るなら、山でヤギの乳を搾る。牛乳缶に乳を搾って蓋をして手で缶を持って家ま
で運ぶ。(36) ヤギが産後すぐだったり子ヤギを連れているとよく乳が出る。(37) 
ヤギやヒツジが子どもを産んだら子どもが寒さで死んでしまわないように、家に
連れて帰り置いておく。(38) 洞穴で夜に集まって角を突き合わせると、子ヤギや
子ヒツジを殺してしまうからだ。(39) 寒い時期には、洞穴に子ヤギや子ヒツジを
置いておかない。 
 (40) ヒツジ飼いは、お茶セットを入れる油布製のカバンを持っている。(41) 小
ポットと砂糖とお茶と灰のパンとナツメヤシとお茶を飲むためのコップとマッ
チと投石器を入れている。(42) 杖は手に持っている。イヌを連れて行くことは、
今はもうない。 
 (43) ヒツジ飼いが万一眠り込んでしまうと、オオカミが最低四頭のヒツジたち
を食べてしまう。さて一年の終わりに勘定をする段になって、持ち主が働きを計
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算をする。(44) 四頭以上食われてしまうと怒鳴られるだけだ、計算に入らない（差
し引かれない）。(45) 二十頭のヒツジたちが、冬の間に飢えや寒さで洞穴で死ん
でしまっても、勘定には入らない。(46) 一年を終えると、ヒツジたちの持ち主が
ヒツジ飼いに金を払う。(47) 働きが気に入れば給金を増やすし、気に入らなけれ
ばただこう言う。「ごくろうさん」。 
 
19-4. 老人と盲人 afqqir d-ubukaḍ 
 (1) 勘定に入らない世帯というのがある。六十六才以上の年齢の老人のことだ。
(2) こういう人は村の世帯に数えない。だが、コーラン学校の先生に払う給金の
分と、食事の当番とそして草刈りの番のお金は払う。(3) だが政府に強制的に徴
収される祝い金や義務労働は、年をとっておっくうなら出掛けなくていい。(4) 老
人は以上のことから免除される。(5) 村全体でやる仕事のときに、モスクや集ま
りのときに、仕事のやり方を示したかったら行ってもいい。(6) そうしたくなけ
ればそうする必要なはい。老人だからだ。(7) 集まりがあったら出掛けてただお
喋りをするんだ。 
 (8) 盲人は若くても目が見えないから、コーラン学校の先生への給金と、草刈
りの番と、先生の食事当番はしなくていい。(9) 十分の一税の大麦だけを払うだ
けだ。(10) その他のことは一切しない。 
 
19-5. とても貧しい人 ddrawš 
 (1) 貧乏人はアシュールの時期にここラバトにやって来れないから、田舎にア
シュールを送ってやる。(2) 町のここまでやって来れる旅費分をやる。(3) ここに
来て店の前に立つと払ってやる。(4) 昼食をやって一晩ずつ泊めてやって、田舎
に帰る。 
 (5) 貧乏人も耕作はするし大麦の収穫もする。(6) 貧乏人は耕作や収穫で労働者
を雇えない。(7) 自分だけで撒いて耕しただけの大麦を刈り取る。(8) 田舎にいる
貧乏人はコーラン学校の先生の食事の当番はする。他の払うべきものは払う。俺
たちはみんなこうして互いに助け合うんだ。 (9) 当日、金を持っていないなら
手に入るまで待つ。 
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 (10) 大祭が来たらヒツジの持ち主のところへ出掛けて、大祭で屠殺するヒツジ
を一頭ツケで買う。(11) そして、「このヒツジ（の代金）は町で金を払ってもら
ったら（現金を手に入れたら）すぐにあんたに払うよ」と言う。(12) 大祭が過ぎ
るとアシューラーが続けてくる。(13) この時期に町までやって来れる人はやって
来て、ここラバトで金を集める。(14) できない人は送金されるのを待って、ヒツ
ジの代金を払う。(15) それ以外で町まで来れたら少額の金をもらう。これはサダ
カの金だ。(16) 金の他にも砂糖やお茶や衣服を買ってやって、渡してやる。 
 (17) 貧乏人の妻は村の人の井戸汲みを手伝ってやって、その賃金をもらう。(18) 
貧乏人の妻は畑の耕作に出掛けないで、収穫のときに他の人を手伝ってその賃金
を受け取る。(19) 子どもがいて成長していればここの町までやって来て、ここで
働いて父親と母親に金を少額送金する。 
 (20) 貧乏人と彼の妻に子どもがいなければ、あんたが彼を呼びつけてサダカを
やる。(21) 俺たちのところの役人というのは、金を集めて貧乏人に渡す役ではな
い。(22) あんたが呼びつけて個人的に金をやるんだ、あんたが役人に渡すのでは
ないし、役人が貧乏人に渡すのでもない。(23) 人が貧乏人にやる金で、貧乏人は
死ぬまで暮らす。(24) 政府が粉とか米を出すこともあるしそういうものを与えら
れるが、それが貧乏人のためのものだということをみんなは分かっている。(25) 
市場に物資が届くと、貧乏人は来てもらって行く。 
 
19-6. 日雇い労働者 ixddamn 
 (1) 大工の日雇い人は、いつも建築現場に待機している。(2) 親方は一回ごとに
探すのではない。(3) 仕事を待つ雇い人には、継続雇いの大工と一日雇いの人足
とがいる。(4) こうした雇い人たちは、家を建てる場所のどこかにバラックを建
てて、建て終わるまでそこに住む。(5) 家が建て終わると給金をもらって、次の
建築現場に移る。(6) 鍛冶屋は俺たちのところにはいない。市場で二、三人見つ
かる。(7) 「来て働いてくれ」と言って日給を渡せばいいし、金がいらなかった
ら働かない。 
 (8) 収穫と耕作の日雇いは、収穫の時期に市場に出掛けて日雇いを連れてくる。
(9) 見つからなければ、タフラウトの市場に行ってそこで見つけてくる。(10) 耕
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作の時も収穫の時と同じだ。だけど収穫の時のほうが人数が多い。(11) あんたが
タフラウトで人を調達したら、トラックに乗る代金を上乗せする。(12) 日雇い人
を連れてきたら、帰る代金も往復で上乗せする。 
 (13) 俺たちの村に住んでいる日雇い人は、村の中だけで働く村の何でも屋だ。
(14) 俺たちの村の仕事だけをする。 
 
19-7. 大工や建築現場の日雇い人 ṭṭašrun d-ibnnayn d-umazil 
 (1) 大工の親方は、家を建てる時に家大工と日雇い人足を連れてくる。(2) 家大
工は六人か七人、日雇い人足は四人だ。(3) 建てる家の場所にバラックを作って、
そこに住む。(4) 親方は自分の家に帰る。(5) 親方は家大工を調達して、たとえ仕
事がなくても彼らに金を払う。(6) 俺たちの地域のタスリルトには、三人の大工
の親方がいる。(7) 親方は特に仕事を受けていないなら、市場に毎月金曜日に来
る。それ以外の日にはいない。(8) 車を持っていて、それ以外に三台のトラック
とその運転手たちを雇っている。(9) たとえば今家を建てることになって、あん
たのところに家大工と日雇い人足を連れてきて、家が建て終わるまでそこにいる。
(10) 雇った労働者は替えずに仕事が終わるまでそのまま続く。(11) 菜園の石塀だ
けは施工できる大工が下働きを一人連れてきて、菜園の塀を建てる。(12) 親方が
連れてくるのではない。 
 (13) 鍛冶屋はイスィの市に出掛けて、家畜に蹄鉄を付けてもらう。(14) アマヌ
ズ部族のタスリルトの金曜市の近くなら鍛冶屋が一人いるから、家畜と鍬を運ん
で仕事を頼む。 
 
19-8. すえつくり（陶工）b(u)-ifškan 
 (1) すえつくりのことなら、あんたが食べ物を入れる食器が必要になると、あ
んたは市場まで足を運ぶ。(2) あんたは親方を見つけてその人と戻って来る。(3) 
見つからなければ、イスィにいるかイスィからタスリルトに来ていることがある。
(4) 「なあ頼むよ、俺の家のある村に来てくれと伝えてくれ」とイスィの人にこ
とづけてもらう。(5) 親方がやって来たら、作ってもらう食器を伝える。(6) 陶工
に「俺は、クスクスの下鍋と、素焼きの鍋と、ヘンナ用の小鍋と、牛乳用の中鍋
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が必要だ」などと言う。他に何か必要ならそれも頼んでおく。(7) あんたのとこ
ろで二、三日泊まるから、賃金を払って商談が成立する。(8) 十五日分の金と、
食事と、寝床を用意する。(9) あんたが（火入れ前の）食器を運んで一個一個置
いて、きちんと牛糞を重ねて火で焼く。(10) 火で焼いたら運び出して並べる。(11) 
なぜ陶器を焼くかというと、食器を火の上に置いて火で直接焼かない。(10) 陶器
の焼き入れの途中で食器が割れてしまったらもう一度金を払って、あんたが頼ん
だ物を作ってもらうしか仕方がない。 
 
19-9. 部族長と監督官 amɣar d-lmqddm 
 (1) 部族長は各部族に一人いる。シルハ人で部族出身で、政府から金をもらっ
て人を裁く。(2) 誰かが誰かと争いになったとしたら両者が部族長の元を訪れる
と、部族長が裁定を下す。(3) 一方がもう一方への付け払い（借金）でこじれた
ら、部族長の前でそれを渡す。(4) 妻を無視して離婚するなどのときは、部族長
がその妻が誰の夫の妻で出身と部族はどこかなどという証明を与えなければな
らない。(5) 身分証カードを作るときには必ず部族長の証明がいる。(6) 金曜日は
市のビューローにいて村人が訪ねてくる。(7) 週一回タフラウトから人びとの手
紙を車で取ってくる。 
 (8) 監督官は政府が給料を払う役人で、喧嘩や争いがあるときに村に来る。(9) 
仲直りすれば何事もない。仲直りしないと市の日にやって来て、事をおさめるよ
うに部族長に言いつける。(10) タスリルトには四人の監督官がいる。 
 
19-10. 村長 lmukllif 
 (1) 村長には金を払わない。それぞれの村に村長はひとりいて、選挙で決める。
(2) 二年から三年の任期で任期が終わると再び選挙する。(3) 田舎にいるのが嫌に
なっても三年は田舎でがまんして、次の選挙を待つ。(4) 村長を選出するときに
は、木曜市のカーイドが候補者を二人だけ選び、色の付いた紙を渡して二色の紙
のうち好きな方を選ばせる。(5) たまたま田舎に帰った人も含めて選挙をする。(6) 
候補者の色の紙の色を選んで各人が投票する。(7) 二十才以上でその時に任地の
人や里帰りの人も含めて、投票できる。(8) 自分の色が多かった人が勝ちとなる。
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市とモスクと通りを管理するのが仕事なんだ。必ず金曜市の事務所に詰めていな
ければならない。 
 
19-11. 預言者ムハンマドの子孫 iĝṛṛamn 
 (1) 預言者ムハンマドの子孫は、アダダス村とアイイグド村にいる。彼らはム
ーレイ・ハッジの子孫で、人びとから尊敬を受け続けている。(2) 彼らの大先祖
が預言者の家系なんだ。(3) 彼らに、周りの人も政府も意地悪や悪口を言う人は
いない。(4) 彼らがあんたに何かを言ってきたら、あんたはそれをすればいい。(5) 
だけどあんたに「金をくれ」と言いに来ないよ、他の物を要求したりもない。(6) 
彼らは暮らしぶりは良くて、金持ちで商売もうまくいっている。(7) 彼らは、彼
らの先祖に対して一年に一回、集いの祭をすることになっている、その時期に、
人びとは彼らの家に入っていく。(8) 彼らは、あんたに何しに来たんだなどと言
わない。どの村の人でも構わない。(9) 政府や人びとが彼らを尊敬するのは、こ
うした理由だ。(10) だけど、あんたが金を払ったりしたら、大問題になる。(11) 彼
らの間で結婚が行われる場合には、お互いに「シディ某、シディ某」と名前を呼
び合う。 
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20. 少し前のスースの暮らし tuddrt išlḥiyn ɣ-wussan zwarnin 
20-1. 過去の時代のスースの歴史 ttarix išlḥiyn ɣ-wussan zwarnin 
 (1) まずはじめに、俺たちの父たちや母たちが健在だった頃、お互いにとても
喧嘩が多かった。(2) この頃は「シバの日々」なんだ。互いに言い争いをしてヒ
ツジや家畜を盗んだりした。(3) 当時みんな、四連発や単発や九連発の銃を持っ
て国（土地）から別の国へ移動していった。(4) 今こうして村にいる俺たちは、
もともとはアイト・ティンズッギートではなかったんだ。俺たちはアッカ地方の
アイト･タムドルト（アッカ地方のタムドルト村出身）なんだ。(5) アッカ地方の
タムドルト村にいた俺たちはアッカ地方のタムドルト村から追い出されて、ここ
タスリルトにやって来てここに家を建てて定住して、アイト・ティンズッギート
と変えた。(6) そういうわけで昔はよくこう言ったものだ。「村人は別の村人と絶
えず争い戦っていた」(7) ある時のこと、タムッギルシュトにいるシディ・ムハ
ンムド・ウ・ルハシュムが、アズムズ村（イスィ部族）の男たちを連れてやって
来た。(8) アイト・ビサカン村（アマヌーズ部族）やアイト・ハッバシュ（アマ
ヌーズ部族）村のような、イスィ部族と敵対する相手にお返ししようと、夜盗を
仕掛ける手はずだった。(9) 当時はまだ政府は樹立されていなかった。政府はフ
ランスだった。(10) 五人で組むのが悪事にちょうど良い。五人の男は外に出掛け
て行って、家に強盗に入って、ヒツジ類（ウシ、ウマ、ラクダ、ヒツジ）を盗ん
だ。(11) ヒツジを連れて帰ってそれらを食って、それぞれが家々で食ってしまっ
た。盗んだ女物の衣服やアクセサリーを家の女たちにやってしまった。 
 (12) さて今度は、アイト・トグドルト村（イスィ部族）が俺たちの村に来て、
俺たちの家で飯を食いたいと要求した。(13) 彼らが家に来るより先に、ティンズ
ッギート村にこの知らせを教えに来た者がいた。(14) 村の四人の村長にこのこと
を伝えると、村人は防衛をすることにした。(15) 「さあイスィ部族のところに行
って誰それを連れてこい」と俺たちの村の村長たちは行動した。アンムルン村と
アイトアブッラ村へ伝令を送って、俺たちの国の防衛戦線を張った。(16) 行動を
開始することになって、村人は数頭のウシを屠り決戦に備えて食い、アホワーシ
ュをした。(17) やって来たイスィ部族は村の動きを察知して、もう村に来て飯を
食うことはできなかった。(18) 俺たちの田舎には殺人者がいた。殺人者とは、数
- 221 - 
 
多くの人間を殺したやつのことだ。(19) この殺人者は別の田舎からやって来て、
人を殺したと話して雇われた。(20) さてまた別の時にアマヌーズ部族が悪事を働
いて、村から家畜と物品を盗んだ。(21) 村の中に侵入して、例の殺人者と他の村
人たちが物を抱えて出て行った。イギル山と呼ぶ場所まで彼らは追われて、盗っ
た品を取り戻された。村ではアホワーシュをした。(22) さてフランス人はやって
来ると、すこしずつ銃を取り上げて、手間賃なしの無料労働をさせた。(23) 道路
などの整備が終わると、パンの引換券を配った。(24) 引換券というのはパンと交
換するもので、市場で列になってもらう。券一枚につき円形パンの半分がもらえ
る。(25) パンの他にも砂糖とお茶と衣服をもらう。 
 (26) この当時はまだ人びとは、政府がどういうものか知らなかった。(27) モロ
ッコにイスティクラールが起こり人びとに広まり、そのあとに人びとはパンと砂
糖と茶を市場で買うようになって、市場に品が出回るようになった。(28) フラン
ス人の時代は、市場には引換券を持って行く以外になくて、引換券が渡されるだ
けだった。(29) フランスの政府がまだ起こる前のスースの村のシルハ人の暮らし
は、こんな風だった。 
 
20-2. 過去の俺たちの村の男たち aylli-s t-inn kkan ayt tmazrt 
 (1) 以前は、フランス人がやって来るまでは、あちらの村こちらの村と渡り歩
いたものだった。(2) 淋病が流行って人が死んだ。(3) 田舎では、家々は離れて暮
らしていて、ひとまとまりの村落ではなかった。(4) 当時は、アラッムン（アフ
ァルに似た草）だけを食べて、耕作も収穫もしていなかった。(5) ヒツジが六、
七頭いてこれで衣服を織っていた。婚礼なんかもやっていなかった。(6) 田舎に
人が集まってきて、十数軒になって、それから大麦を少しと、野菜といえばニン
ジンだけを植えるようになった。(7) 収穫すると大麦を挽いて、ニンジンを収穫
して屋根で干した。(8) 乾いたらまとめて粉に挽いて、クスクスの下鍋に入れて
煮て、ニンジン入りの大麦粥にして食べた。(9) フランス人の政府が起こり、男
たちを徴集して、無賃の労役をさせた。(10) 政府が代わる代わる指定した労役で、
道路が通って、（物々交換の）市場に建物が建った。そのたびに「ルブーン」を
与えられた。(11) ルブーンが何かって？ 市場でパンに交換できる券だ。(12) こ
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の券をもらう場合には、フランス政府側で働くモロッコ人の関係者が、（券を渡
す者の）体格を見調べて、体つきの大小でパンの全券と半券を与えた。列を作っ
ていない奴を棒で殴った。(13) イスティクラールが起きるまでずっとこんな風だ
った。 
 
20-3. 少し前の暮らし lma iʽšt n-ayt zzman ɣayd izriyn 
 [1]. 食事 tirmt 
 (1) 食事はパンだけ食べた。他に何もなかったし、他にあるのはクスクスと乾
燥したカブだけだった。(2) カブとニンジンは叩きつぶして屋根に干すんだ。他
のものはクスクスには入れなかった。(3) 朝食は大麦粉を用意して水と塩を入れ
て混ぜて、生のまま練り粉にして食べた。(4) 昼食は大麦のパンがあればパンだ
けか、乾燥したカブかニンジンのクスクスだ。(5) 夕食は昼食にクスクスを食べ
たら、夕食にはパンを食べて寝た。他には何もなかった。(6) 水と脱脂乳だけ飲
んでお茶もコーヒーもなかった。(7) フレッシュバターは食べないで塩や必需品
と交換した。クスクスは脱脂乳と食べたものだった。 
 
 [2]. 衣服 ihdumn 
 (1) フランス人の政府ができてもまだできる前の頃でも、男たちは羊毛の長シ
ャツをズボンを履かずに着て裸足で出歩いた。(2) 他の町や海岸の大都市へ行く
のも裸足だった。(3) 女たちや娘たちは、紡いだ羊毛の大布だけを、肌の上にい
きなりまとって、長シャツも下ばきも履かなかった。(4) 頭にスカーフを巻いた
ら、男たちと同じように裸足で出歩いた。(5) 山で柴を集めて運ぶときも、羊毛
の大布一枚と裸足だった。(6) 男の子たちは羊毛の長シャツを着た。髪の毛は男
の子も大人の男もすっかり剃ってしまっていた。(7) この頃は頭の上に何か被る
なんてことはなかったんだ。 
 (8) 女の子たちはアホワーシュがあるときは、羊毛の大布をまとった。こうす
る以外に他に何もなかった。(9) 花嫁も大布をまとった。顔をベールで覆う。(10) 
男たちはアホワーシュのときは羊毛のジュラバを着た。織物のジュラバや夏用の
長シャツなんてものはなかった。(11) 当時のアホワーシュは今のアホワーシュと
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同じように、男たちは疲れるまでアホワーシュをして娘たちもする。(12) 当時は
羊毛の衣服だけだったのが、今は木綿の衣類がある。(13) 女たちのアクセサリー
は対のブローチがあるだけだった。男たちはカバンだけがあった。(14) 服を縫う
人などなくて、服が裂けたときだけ女たちが繕うだけだった。 
 (15) アムズマズで洗濯は、石けんはなくてタスラ草で羊毛の衣服を洗っていた。
(16) タスラ草というのは草で、生えているのを取ってきて乾かしておく。(17) 妻
がいる人以外は服を洗う習慣はなかった。(18) 女の子や男の子は洗濯はしなかっ
た。 
 
 [3]. 家 tigmmi 
 (1) 窓には今のような飾り格子はなくて、ただ穴をあけただけで木製の戸をつ
けた。(2) 鍵は金属ではなくて木製で別に鍵があって、これを「ブートクジニン」
と呼んだ。(3) 家を建てようと思ったら田舎にいる大工を連れてくる。(4) 家が完
成したら、キョウチクトウの木で覆って代金を払う。(5) ちなみに棟梁というの
は、田舎には当時いなかった。(6) 壁に漆喰を塗った。セメントはこの頃はなか
った。(7) 絨毯などなかった。(8) 地面の上に羊毛のゴザを敷くだけだった。 
 (9) 明かりは、油を燃やすランタンだ。四隅に四つの角がある。(10) ボロ布と
油を入れて端に火を点けると明るく照らす。(11) 松明（アトゥイ）というのは、
ロウソクのようなもので、根元が柴の束になっている。(12) アトゥイと火打ち石
を二個持って来て石を打って火を点ける。(13) アトゥイを火打ち石の間に挟んで
石をこすると、火花が散ってアトゥイから火が出て柴に火が移る。(14) 再度火を
起こすときは、アトゥイや火打ち石は使わない。(15) アーモンドの殻を火にくべ
て、少量の灰で覆う。(16) 再び火を点けるなら、小枝をくべて火を点ける。(17) 今
ではもうアトゥイも火打ち石も必要ではなくなった。 
 (18) 臼（タダント）は、二つの臼から出来ている。下に臼が一つ、上に溝状の
歯のついた臼だ。(19) 大麦を粉にする鋼製の道具もある。(20) この鋼製の道具は
「イズラ」と呼ばれる。(21) 下の臼の上にもう一つの臼が重なっていて、上部に
大麦を注ぎ入れる口があいている。(22) 大麦を注ぎ入れると、下の臼から出てく
る。(23) 上の臼に木製の取っ手が付いていて、この取っ手を女が両手で持って回
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すと、大麦が挽かれる。(24) 座ったまま大麦を挽く。(25) 挽けたら溝に集めて、
穀物用臼に移して、粉にして、素焼きの壺に手ですくって入れる。 
 
 [4]. 仕事 lx̑dmt 
 (1) 女の仕事はこの頃は、柴と若草を集めること、水を汲むこと、カブとニン
ジンに水をやることだった。(2) 羊毛の一枚布を身にまとって、大麦を粉にして、
ヒツジの毛を刈った。(3) 男たちの仕事は、畑を耕すこと収穫することで、今の
ように大都市へ出稼ぎして仕事をすることはなかった。 
 
 [5]. 過去の時代の市場 ssuq n-ɣayd izriyn 
 (1) 昔タスリルトの市は、ティンズッギートでやっていた。(2) 人びとは物々交
換をしていた。(3) 品物を持って行って、物をやって、交換にティズニット側が
差し出す大麦を手に入れた。(4) 下っ端の役人がいた。インドザル村は真鍮を持
って行って、大麦と交換した。(5) 何か話していて気にくわないと絶えず争いに
なるから、市場から人びとが逃げ出して来なくなった。(6) 俺たちがどうするか
って？ ムーレイ・ハッジを訪れるだろう。(7) そこで俺たちはこう言う、「さあ
市場を再開しよう。タルスト村とティンズッギート村とタウリルト村のほぼ中間
地点に移そう」。(8) そうすると、「よろしい」とハッジは俺たちに言うから、下
っ端の役人を全部集めて今あるとおりに市場を作ったんだ。何か事を起こしてい
た人びとも、悪行した人も、喧嘩をしていた人も手伝って、まずはタスリルトの
金曜市が出来た。(9) 数年たってタスリルトの火曜市になった。(10) そして水曜
市になって、しばらくしてまた金曜市に戻った。 
 (11) 昔イサッフン部族の木曜市があった頃、道に大トカゲがしばしばいた。(12) 
その頃は物々交換だったから、ナツメヤシを持って行ったり、大麦を持って行っ
て、ナツメヤシと大麦を交換するように、個人対個人で物と物を交換したものだ
った。(13) 市場に行こうとして人びとがあちこちから集まって、大きな人の群れ
になったときにやっぱり道にあの大トカゲがいて、人びとに噛みついた。(14) 大
トカゲは、毒で家畜のウシやラクダを殺した。体も大きくて魚のマグロほどの大
きさだった。(15) だけど大トカゲに出くわさなければ、あんたは何も被害はない。
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だけどこいつは、喉が渇いていると人や動物に襲いかかる。(16) 人が次々襲われ
たものだからとうとうこの道を誰も通らなくなった。(17) 大トカゲがいるとわか
っていたら、安全な別の道を通る。今でもそうしている。 
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21. 俺たちの土地の歴史 ttarix n-tmazirt-nnḥ ɣ-wakal-nnḥ ［wawalは誤り］ 
21-1. 下っ端の役人（フランス法下で働く村の長）inflas 
 (1) かつては下っ端の役人は村々に四人ずついた。(2) 彼らはフランス人と仕事
をして賄賂をとってあれこれをとりもって、人を治めた。(3) 人から畑を取り上
げた。(4) もし誰かを牢屋に入れるときにはキャプテン（政府の高級役人、フラ
ンス人）のところへ行って、「あんたは誰それを牢屋に入れなければならない」
と言う。(5) キャプテンは部下（アラブかシルハ人）に「そいつを放り込め」と
命令する。何の取り調べもしないで、牢屋に入れる。(6) 牢屋に入る罪人をウマ
で追い立てながら、（下っ端の部下にあたる）告知人（シルハ人）はウマに乗っ
て、閉じ込める牢のある木曜市かアフッライギル（イスィ地域）まで行く。(7) 別
の地域のキャプテンは来るなり必ず口々にこう言った。「ラバの方がよく歩くな
あ、なあ、そうだろう、下っ端」。(8) そこで部下は答える、「はっ、某のラバが
あります」。(9) 話を聞いていた告知人は「はっ、ラバを持っているやつにラバを
キャプテンのために連れて行くように命じます、背に絨毯を敷かせます」と言う。
(10) 告知人はラバの持ち主のところへ行って、「おい、おまえのラバをキャプテ
ンに差し出せ」と命じる。(11) キャプテンのいる事務所の入り口までラバを引い
てくると、キャプテンがそのラバに乗る。(12) キャプテンの命じるままに、他の
地域までラバの持ち主は徒歩でラバを引いて行く。キャプテンが乗って、そこに
戻って来るまで戸口で待っている。(13) ラバに乗ってキャプテンが事務所に戻る
と、また連れて帰る。(14) こういうことに何の報酬や賃金はない。 
 
21-2. ウリーズ村[アイト・イギル・ウリーズ、アドブッラのそば]とアンズルン村[アイト・イグナーン、イスィのそば]の間のいさかい immaɣn 
n-ayt wuriz d-wanzr 
 (1) 昔々男がいた、一人はホンムッドゥーシュ・アイトウマル、もう一人はア
リー・アイトウマルと呼ばれた。(2) この二人はウリーズ村出身で、アンズルン
村にいるブンシュットと絶えず喧嘩をしていた。というのは、ブンシュットはア
リ ･ーアイトウマルの父親をドオドラル（地名）で殺したのだった。(3) 粥にひと
つかみの毒を入れて殺したのだった。アイト・トグムート村が、アリー・アイト
ウマルの父親が殺されたという知らせを伝えに来たのだった。(4) 知らせを聞い
- 227 - 
 
たホンムッドゥーシュは、アマルヤンと呼ばれる丘の上で待ち伏せをした。(5) そ
こは、ブンシュットのヒツジを放牧する場所だった。早朝まで待ち伏せしたホン
ムッドゥーシュは、草を食ませにきたブンシュットの息子と娘を殺した。(6) な
ぜなら、ホンムッドゥーシュは九十年式モデルの銃を持っていたしアリー・アイ
トウマルはイギリス式銃を持っていたからだ。 
 (7) イグナーン村の人たちは言った。「銃声がしたぞ、やったのはウリーズ村だ」
(8) 事の次第をうかがいにきた者は、ブンシュットの息子と娘が殺されているの
を見た。ヒツジを全部ウリーズ村に盗んで行ったと分かった。(9) ブンシュット
は武装団を連れてイグナーン村に戻ってきて、さらにウリーズ村を急襲した。(10) 
砦にすべて持ち込んで岩山には家畜を隠した。(11) イグナーン村の者達がトムッ
ズイダ山を通りかかったとき、彼らの頭の上に雨あられと薬莢が降ってきた。(12) 
さて、ブンシュットの武装団はイグナーン村へ行った。ブンシュットはトゥグム
ト村にいたアイトウマルの友人たちを呼びつけて、（和解のための）屠るための
雌ウシを託した。(13) トゥグムト村の人はウリーズ村に入ってきて、例の渡され
た雌ウシの喉を切ってモスクで大人数用の銅製の大鍋に入れて煮こんで、みんな
で食べてみんなですすった。(14) 飲み食いした場所のそばに、各々武器をたてか
けた。(15) トゥグムート村の人たちが戻るときに、盗んだブンシュットのヒツジ
を連れて行ってもらい、ブンシュットに返してもらった。こうして永い友好が保
たれた。(16) ブンシュットも前のようにひとつかみ（の毒）で人を殺すこともな
かった。 
 
21-3. タハッガート村とタアッラート村の人びと tahaĝĝat t-tʽ llat 
 (1) 昔は、井戸の水のことでお互いに争いをしたものだった。(2) 当時は、シデ
ィ・アリー・ウルハーシムと彼の兄弟が生きていた。(3) シディ・アリーはタッ
スリルト村にいた。彼の兄弟はイスィ村にいた。(4) 村人はハッサーニーのお金
を集めて、タムッギルシュトまで持って行った。(5) ある時タッスリルト村の人
たちがタムッギルシュトに行ったとき、イスィ村の人が平原で待ち伏せてタッス
リルト村の人たちを襲って殺した。タッスルリト村の人は逃げ帰った。(6) タッ
スリルト村の人は、村に戻るとこう言った。「俺たちを襲ったやつらのいるイス
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ィ村に出掛けよう。これではタムッギルシュトに行くことができない」。(7) ある
市の日に山を越えて行って、そこはイスィ村の境界だったのだが、市に集まった
人びとをタッスルリト村の人が襲い殺して、帰って行った。(8) フランス人が政
権を取るまでお互いに最悪の状態だった。その後武器は全部（フランス政府に）
取り上げられて、イスィ村はタアッラート村になって、タッスリルト村はタハッ
ガート村になった。 
 
21-4. 部族長ザクールとフランス人 amɣar zakur d-uṛumiy 
 (1) 昔ザクールという姓の部族長（イサッフン部族の人）がいた、名をアブッ
ラといった。(2) フランス人がシルハ人の地域に力を及ぼそうするとするとき、
ザクールの家に情報が入った。(3) シルハの全部族は防衛として、武器を持って
いない者に銃が渡された。(4) フランス人がティイウト村（イサッフン部族）の
家にお茶を飲みに来るという知らせが、アイトブッラにいたザクールの元に届い
た。(5) 彼はティイウト村へシルハ人武装団を連れて行った。そして彼は、九千
人のフランス人（アラブ人を含む）の軍を見たのだった。(6) 軍の大隊長たちは
ティイウト村の家に入ってお茶を飲んだ。わざわざ呼んだのだ。(7) シルハ人武
装団は到着すると、フランス人五千人を殺すことの出来る弾丸を装填した。(8) 軍
の大隊長はティイウト村の人に尋ねた。「回り道をして避けたい。別のルートは
あるか？」(9) ティイウト村の人は答えた。「アイトバハの方を回って行きなさい」。
(10) 軍の大隊長がアイトバハを通過しようとしたとき、彼は別のシルハ人の一群
と遭遇して戦闘になった。大隊長は、タルーダントに引き返して更に数の多い部
隊を連れて戻ってきた。(11) シルハ人と戦闘になってフランス人はシルハ人に勝
ち、ザクール部族長は捕らえられてタルーダントの牢に入れられた。六ヶ月の刑
だった。(12) ザクール部族長の弟であるアムガール・ムハンムドは、タルーダン
トの牢でザカールを出してくれるように頼んだら、大隊長はザクール部族長を牢
から出すことを許可した。(13) この時代はマグリブはフランスの統治下だった。 
 
21-5. タマナルト部族のカーイドのブラヒーム lqayd bṛahim u tmanart 
 (1) カーイドのイブラヒームはタマナルト出身だ。タマナルトの部族の家か、
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その付近で飯を食う。(2) ある時シディ・ルアラビーは彼に言った。「おまえはタ
フラウトの政府のところへ行ってこい」。 (3) そこで彼はワバンナールンへ行き、
三週間滞在した。そこの村人は彼に雌ウシを屠ってふるまった。(4) またある時
はアイトトズルキン・アルッカースへ行って、彼はそこの人たちにこう言った。
「さあこれからここに滞在するとしよう」。(5) 畑を見つけると、欲しい果物を持
ってこさせた。(6) アルッカースの人たちは彼に言った。「あんたの欲しい物を持
ってこさせよう。だが、ここに来ないでくれ」。(7) 彼は答えた「ここに居座るさ」。
村人は答えた「嫌だ」。(8) 彼は行きたかったティグラスンへ行くことにした。(10) 
彼がティグラスンに到着すると、村人たちが待っていた。(11) 彼は村人に言った。
「おれは、タムッギルシュトにいるシディ・ルアラビーの元へ行くことにしよう」。
村人は答えた。「わかりました」。(12) 夜遅くにタムッギルシュトに到着して三ヶ
月そこに滞在して飯を食わせてもらって、タマナルトに帰って行った。(13) しば
らく故郷で過ごした後マラケシュに行って、死ぬまでそこにいた。 
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22. 婚礼の歌 lʽ wayd 
22-1. 家の入り口で歌う歌 lʽ ada ɣ-imi n-tgmmi 
(1) 嫁方の乙女たちが歌う、ビスミッラーヒ、ラフマーニラヒーム。 
(2) 婿方の乙女たちが歌う、ビスミッラーヒ、ラフマーニラヒーム。 
(3) 嫁方：ビスミッラ [ー初めて家に入るときに言う]、右足を持ち上げなさい。 
(4) 婿方：ビスミッラー、右の靴を持ち上げてさしあげましょう。  
(5) 嫁方：婚礼の歌、婚礼の歌。 
(6) 婿方：婚礼の歌、婚礼の歌。 
(7) 嫁方：婚礼の歌、花婿の兄弟よ。 
(8) 婿方：婚礼の歌、一人の花婿よ。 
(9) 嫁方：ビスミッラー、家に私は片足かけたわ。 
(10) 婿方：花婿の家はとてもすてきよ。 
(11) 嫁方：花婿はどこにいるの？ 
(12) 婿方：お話ししたいとおっしゃいよ。 
(13) 嫁方：陽が私を照らしているのと言いましょうよ。 
(14) 婿方：陽は私たちの歌ではないわ。 
(15) 嫁方：花婿に言いましょう、入ったらとおっしゃって、と。 
(16) 婿方：花婿は陽があるとき以外は外出しないはずよ。 
(17) 嫁方：花婿さん、ほうら放って放って、干し果実。 
(18) 婿方：花婿さん、ほうら放って放って、干し果実。 
(19) 嫁方：脱脂乳をもってきて、もってきて花婿さん。 
(20) 婿方：脱脂乳をもってきて、もってきて花婿さん。 
(21) 嫁方：ビスミッラー、さあ私は私の家に右足から入りましょう。 
(22) 嫁方：さあとうとう世界一のお幸せな殿方になりますわ。  
 
22-2. 女性の部屋の中で歌う歌 lʽ ada ɣ-uĝns 
(1) 嫁方：私のところへ食器を持ってきて、古くない食器をね。 
(2) 婿方：花婿の家の食器は全部新しいよ。 
(3) 嫁方：花婿が私の家に来てくれたとき、私は会ってもいないし一緒に食事も
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していないの。 
(4) 婿方：花嫁が僕の家に来てくれたとき、僕は会ってもいないし一緒に食事を
していないよ。 
(5) 嫁方：持って来て、四つの大籠にはイムスティールン* [柴を入れる籠か？]を一杯にして。 
(6) 嫁方：持って来て、四つのパン入れ籠にはブーフックス[ナツメヤシ売り店名、 ナツメヤシのことか？]で一杯に
して。 
(7) 嫁方：持って来て、十個の壺に私が言う物で一杯にして。 
(8) 嫁方：感謝します、讃えます、兄弟姉妹。持って来ておくれ。 
(9) 婿方：感謝します、讃えます、兄弟姉妹、持って来ておくれ。 
(10) 嫁方：昇れよ昇れよ、明けの明星。 
(11) 婿方：明けの明星が上がったら、あなたは髪をとかすでしょう。 
(12) 嫁方：昇れよ昇れ、明けの明星。 
(13) 婿方：さあこれであなたの髪を梳かしましょう、あなたが彼女を呼ぶ前に。 
(14) 嫁方：花嫁の髪を梳きましょう、花嫁の髪を梳いてあげましょう。 
(15) 婿方：朝の光がさしこんできた。 
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23. 男性の問答歌 tanḍḍamt d-wurarn 
23. [1] 
(1) 神のご加護を 鳩よ、奴隷 ［イァサン* 彼は市場 マットティリン* 出
かけて行った］＜文意不明＞。 
(2) 神のご加護を 鳩よ、俺たちはあんたにシャツを脱ぐだろう、俺たちは女た
ちのためにあんたに［スムル* する］＜文意不明＞。 
(3) 神のご加護を 鳩よ、今日は祭日、女たちに言おう。 
(4) 神のご加護を 鳩よ、女たちはヘンナで化粧をして、女たちは嬉しいだろう。 
(5) 神のご加護を 鳩よ、ハリネズミは真夜中に散歩をする。 
(6) 神のご加護を 鳩よ、それを俺が見つけて、長シャツに隠して渡してやれば、
男の子たちは喜ぶさ。 
(7) 神のご加護を 鳩よ、ナスの大鍋料理は七世帯分。 
(8) 神のご加護を 鳩よ、［肩、飛んで、トラッカ*、ハイエナに似ているよう］ 
＜文意不明＞。 
(9) 神のご加護を 鳩よ、あんたが紐を引くとすぐ、俺たちはそれに触る。 
(10) 神のご加護を 鳩よ、［アッラーは手助けする 同じ背丈 ウィッラーハ* 
歌の］＜文意不明＞。 
 
23. [2] 
(1) ヤッラーヤッラーヒ、日々が通り過ぎる ［タッラニン* イウウル* ］＜文
意不明＞。 
(2) ヤッラーヤッラーヒ、俺たちは万力だけど、俺の上にはどの鉄も打たない。 
(3) ヤッラーヤッラーヒ、あんたはブリキが欲しい、おれたちが固いか知りたい。 
(4) ヤッラーヤッラーヒ、おれは木のようなのに、ノコギリで切れない。 
(5) ヤッラーヤッラーヒ、俺の肝臓は井戸の入り口の石だ。 
(6) ヤッラーヤッラーヒ、最初の者が汲んだ水を飲むとしよう。 
(7) ヤッラーヤッラーヒ、誰かの肝臓壊れたら何でハンダ付けしようか？ 
(8) ヤッラーヤッラーヒ、友の歌なのか、心が欲する歌なのか。 
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23. [3] 
(1) シディロッビ、恋しい娘、私の国においでなさい。 
(2) シディロッビ、若者たち、手助けしなさい。 
(3) アシュクロッビ、美しいルクマ* はここにある。 
(4) シディロッビ、彼らの日々は美しい。 
(5) シディロッビ、彼らの歌で私を助けて。 
(6) 人の幸福はそこにある、それは美しい。 
(7) 待っている人に会いに行きましょう。世界の上に連れて行ってくれる、天国
へ連れて行ってくれる。 
(8) 私たちは森でガゼル狩りをする。私たちは獲物を全部殺してしまったのか？ 
(9) 恋しい男よ、それに会えないなら、［イスルフィ* を知っても、ルイブ* はな
い］＜文意不明＞。 
(10) ウサギはどこで獲物の草を見つけたのか、白い獣馬に乗っている、手にはハ
ヤブサを持っている。 
(11) 白い色の自由のウマを今買えば、何度も遊んでいられるんだ。 
(12) 白い色のウマに乗って、すばらしいと褒め称えて。 
 
23. [4] 
(1) ああ ［ビファンディ* の事柄 それらの戸は閉まっている 手に取ること
もできない あるいは移民だ］＜文意不明＞。 
(2) ひとりのかわいそうな子ども、彼の母は死んでしまった。父親が残って、妻
を連れてきた。 
(3) 壁でアドル* を閉ざして 土地は。 
(4) アッラーフ、たとえ、死が覗いても私は夜を過ごした。 
(5) 彼は墓で起きる、彼の息子たちを見る。 
(6) アッラーフ、ああ父よ、私を呼ぶ場所にいる。 
(7) 我々が君の正面に出るとすぐに、君は鞭をもつ。 
(8) 母はヘンナを粉にして、どの石で彼女を打たないのか？ 
(9)［母、ヘンナ、ワイヤフ*、今は一体どこですか？］＜文意不明＞ 
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23. [5] 
(1) 我らがあなたの方へ古びていき、月よおまえはそこにあるか、太陽よ我らは
おまえに照らされる。 
(2) 我の首筋の上にイフ*、私は月を見ている、覆いが必要だ、大布の中にある。 
(3) 朝の挨拶、踊りの中にいる鳩は、［トワアダンヌト* への善行の ティムグラ
ド* ］＜文意不明＞。 
(4) 見よ、ウッディ*、見よ、踊りの中にガゼル、膝までの髪を解いて。 
(5) 大変すまないごめんなさい、起こったことに彼は従っている。 
(6) 我はラーイスの次に、さああなたが行う。 
(7) 今日の歌でアンヌス* にあるのは我々ではない。 
(8) 我はラーイスの次に、片革太鼓を手に取る。 
(9) アロッビ、まるで井戸の水を汲むかのように。 
(10) 船は水を飲む、我らは君に薬を飲ませる。 
(11) これは小さい人には気に入らない歌なのか。 
(12) 大きい人には頭にないのか。 
(13) フランス女性をご覧なさい、我は彼女が気に入らない。 
(14) 望む人、［私はアルジャフッラーヒ* ］＜文意不明＞。 
(15) 望まない人、我らは気に入らない。 
(16) 主よ、これは新しい歌です。 
(17) ラジオでも他の物でも流さない。 
(18) 今日は主よ、勘定をしない日です。  
(19) ガゼルの子ども、それらが新しいので。 
(20) 主よ、シャハーダは何よりも喜ばしいものです。 
(21) 我らの王の子どもはイスラム教徒です。 
(22)［アヒッダールン*、木よ、おまえたちを大きくさせる］＜文意不明＞。 
(23)［我らの上にあるのは船だ］＜文意不明＞。 
(24)［大臣よ、日々に、イトゥール* ］＜文意不明＞。 
(25) 子どもは大きくする、我らについて彼は尋ねる。 
(26) ここからスースまで、村まで。 
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(27) 我らの王が言った事柄。 
(28) ムーレイハッジ、貴方の名誉 アッラーがご覧だ。 
(29)［スースの子どもは、ルイーブ* を持っていない］＜文意不明＞。 
(30) ムーレイハッジ、我らが貴方を呼んだとき、ここに居なさい。 
(31) 美しい歌のために、終わったのだ。 
(32) 波に打ち上げられた。 
(33) 少しの水で持ち上げられたのではない、洗われたのだ。 
(34) 我のルハバーブ* 一つの実直な言葉である。 
(35) 彼らは新しい物である、どうか、アロッビ、彼らに塩をください。 
 
23. [6] 
(1) ビスミッラー、私たちは鍵で良い事柄を開始した。 
(2) ビスミッラー、我々はまた話す 遠ざかるものは水を運んで行く。 
(3) 土地はすっかり水を吸い、一面に色とりどりの花が咲く。 
(4) 土地が水を吸ったとき、ムクダラン* の花がやって来る。 
(5) 花を投げろ、良き年はすぐにやって来る。 
(6) 私は君に叫ぼう、数々の空にある星々を分ける人よ。 
(7) 彼は土地にある木を分けた。彼は部族を分けた。 
(8) 貴女に草と花を与えよ、貴男にコーラン学校の先生と言葉を与えよ。 
(9) 私たちは事を頼んだ、計算尽くでない人に。 
(10)［アフ* ああ母よ、私たちはハヤブサのように盲人だ］＜文意不明＞。 
(11)［私たちはもはや一人も打たないだろう、なぜなら私ははルホッブ* を失っ
たからだ］＜文意不明＞。 
(12)［アフ* 母よ、私は遠くにあるものローリエローズのようだ］＜文意不明＞。 
(13) ［ここでも再びシャフワ* がある、私たちは耕作を望んでいる］ ＜文意不
明＞。 
(14) 雲のそばに干し草を積んではいけない。 
(15) 君に水を放つと、私たちは主に言う、水を運べと。 
(16) 私たちはあなたの上に平安を願う、主とルホッブ* の上だけに。 
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(17) 私はすぐに踊りの場所を見つけた、ここに私のお守りがある。 
(18) 私はある日ここでベールを見つけた。 
(19) 私の口に新しい歌を投げろ。 
(20) 新しいナツメヤシの枝でブーフックス[ナツメヤシのこと？]を投げろ。 
(21) 鍋のバジルを花に投げろ。 
(22)［私たちがルジャ* した ルフッバン* 、もう歌は甘くない］＜文意不明＞。 
(23) 吐き出した果実の種しかない。 
(24) 精神のある者はアズッムザード* には少ない。 
(25) 一人の死んだ男は家があるのを見つけた。 
(26)［君がルイーブ* はどうだろうかと言った人だ］＜文意不明＞。 
(27)［だから人びとは今日、彼らにすべてのタムア* をウッド* ］＜文意不明＞。 
(28)［君がイフブーブン* 、君にとってそれは売っている］＜文意不明＞。 
(29)［それが葉をもぎる日にそれは君の正面を見る］＜文意不明＞。 
(30) あるいは君がそれと出会っていて、君は別のものを見せてやる。 
(31) 彼は君について話をして君がルホッブ* を見るときに通り過ぎた。 
(32) 元気でいれば、君に金をやる。 
(33) 出会いがあるから君は出会う。 
(34)［だから今日はブールマール* が目方を量る］＜文意不明＞。 
(35) 花のてっぺんに雨が当たったら閉じなさい。 
(36) 私が恋人に出会って心が喜びになったら閉じなさい。 
(37) 市の立つ日はガゼルを再び見つける時。 
(38) 私は君たちに挨拶をする 恋人はガゼルだと言うために。 
(39) ［小さい人たちは アズンザード* でヘンナ トルビート* ］＜文意不明＞。 
(40) 私は君たちにハチミツとフレッシュバターとお茶でもてなそう。 
 
23. [7] 
(1) 私はバラの根を地面から全部引っこ抜いた。 
(2) 私が彼の風を感じたときに 彼は私にそれを見せた。 
(3) 名にかけて、私たちは城へ入った。 
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(4) 私たちは私たちが金を渡した主人に尋ねた。 
(5) おやまあかわいそうな人だ、もう外に出かけることはない。 
(6) 話しかけるとこう言う、「君の口を掴むぞ」。 
(7) 絹布を広げて、彼は絹の薄地の上に乗った。 
(8) ア、ハイリ、ワイライッラ、ライダラール。 
(9) 主よ孤児を助けて下さい、もう彼は泣いていない。 
(10) 泣いていると同情して悲しくなる。 
(11)［主よ、私を助けて下さい、私は再び鞭を運ぶ］＜文意不明＞。 
(12)［両親は私をあざむかせた 鞭を彼らにスッラハ* する］＜文意不明＞。 
(13) 礼拝をするコーラン学校の先生はコーラン学校の生徒たちと座った。彼は急
がない。 
(14) インクを持ってこい、カーイドのペンを持ってこい。 
(15)［心が後悔した人、書くこと、両手］＜文意不明＞。 
(16)［アッラー、お助け下さい、義務を、イヌッジャ* する］＜文意不明＞。 
(17)［アッラ  ー お助け下さい バジルの束を イドル* イカールン* ］＜文意
不明＞。 
(18) 我々は神の家に専心した。 
(19)［私の頭のルキスト* はあんたにウッダハ* する］＜文意不明＞。  
(20) 私の苦労が減ればあなたは会う。 
(21) 再び耕作をすれば、実りが多い収穫になる。 
(22)［一年が過ぎる人は、アウル* 後悔する］＜文意不明＞。 
(23) 道を示して下さい、聖者（隠者）がいる丸屋根の建物よ。 
(24) 哀れな人は苦しみで巡礼する、そこに到達した。 
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24. 補足 
24-0. 食事 tirmt 
24-1. 水 aman 
 (1) 今は俺たちのところには水がある。水は山の水だ。(2) 金や銀や鉄や他にも
何かが水に含まれている。(3) 田舎はどこも水というのはこんな風なんだ、俺た
ちの田舎も同じさ。(4) コップの水をあんたが飲もうとすると、もう飲みたくな
くなるはずさ、あんたにもってきた水は人間に悪くも良くもない。(5) コップの
水をあんたが飲むと、あんたに何の効果もない。(6) 「シディハラゼム」や「ヴ
ィシィ」や「ヴィタル」のようなフランスの水は、俺たちのところにはない。(7) 
俺たちのところには井戸の水があるんだ。俺たちの村にはここのような水道管の
水はないんだよ。(8) 井戸へ女たちが出かけていく。そこで水を汲んで汲んだ水
をみんなが飲む。(9) その水で洗ったりその水で沐浴やあれこれをするんだ。(10) 
水は水瓶に入れて水瓶から水差しに注ぐ。水差しを食卓において食事をする。(11) 
水を飲むなら、水差しのまま手渡してそこから飲む。(12) 俺たちの故郷の水はこ
んな感じだ。 
 
24-2. 断食月の朝食 lfḍur d-ṣṣḥur n-ṛmḍan 
 (1) 断食月の朝食の時間は、夕方の日没の礼拝にあたる。この時にアズッキー
フとコーヒーとナツメヤシを食べる。(2) 日没の礼拝を終えるとすぐにまず最初
に一個のナツメヤシを持って来て口の中に入れてこれを食い、そのあとにコーヒ
ーを飲む。(3) コップ一杯のコーヒーを飲んだら、立ち上がってあんたが外出し
たければ出かけていくんだ。あんたが外出したくなければ日の出前まで寝ている。 
 (8) 日の出前の食事の時間がきたら、女たちが起きてきてクスクスを作る。(9) 
クスクスをあんたは必ず食べるんだ、肉が入っていないクスクスなんだ。(10) 肉
があるなら、肉で味付けしたスープとパンを食べる。肉のシチューを作る。(11) ア
ムルーとアルガンと油などをもう十分なくらいあんたが食べたら、アムルーとア
ルガンなどを食べないとあんたは昼に空腹にさいなまれるだろうよ。(12) 肉があ
ればあんたが食事しようとしてシチューが出れば、あんたはパンとシチューを食
べる。(13) 肉がなければ女たちが野菜のクスクスを作るから、あんたは起き出し
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て日の出前の食事をする、あんたはクスクスで日の出前のあんたの食事を済ます。
(14) 腹一杯食べたらあんたのお茶を飲んで、口に少量の水を含んで口をすすいで
あんたは礼拝しようと立ち上がる。(15) あんたが礼拝をしないで寝ているなら、
日が昇る頃まで寝ていて、あるいは十一時までやあんたが好きな時間まで寝てい
て、起きる。 
 (16) 断食月中に俺たちが行うのはこんなふうに、断食月中の食事では朝食が日
の出前の食事になる。(17) 今言ったとおりで、何か特別でもないし、他に何かあ
るわけでもない。(18) いつもは断食がなければ正午に昼食を食べる、普段の正午
に食べる昼食だ。(19) 断食月のときは、日の出前の時間に常で昼食に作るクスク
スを日の出前に作って食べる。だから日の出前の食事は昼食だ。(20) 断食月の朝
食は、ちょうど夕食と朝食の二つが一緒になっているんだよ、ひとまとめの夕食
さ。(21) 断食をしていない人は朝食を食べて、夕方に粥を食べて、早朝にコーヒ
ーを飲む。(22) 夕食の時間に例のようにパンを油やフレッシュバターと一緒に食
べる。(23) 今俺たちが話をしている時間に、あんたが昼食として食べているクス
クスをあんたは日の出前の食事として食べる。(24) 断食月は以上だ。何か特別な
あれこれの違いはない。 
 
24-3. 米 ṛṛuẓ 
 (1) 米はこうして手に取って、水を入れたクスクスの下鍋に入れて煮る。(2) 煮
立ったら少量の牛乳を入れてまた煮る。(3) 牛乳がなかったら米だけで煮る。(4) 
ぐらぐら煮立って煮込んだら、皿に盛って匙で食べる。(5) 口に入れる場合は匙
ですくって口に入れる。 
 (6) ちなみに米は俺たちのところでは値段が高い。米は値段が高いが俺たちに
はパスタがある。(7) あんたが一キロの米を買おうとすると、二キロのパスタが
買える。(8) あんたは安いからパスタを食べる。ところで、ここと同じように田
舎に米があったら、手に入れて料理法を知るだろう。(9) だけど田舎にはないの
で、女たちはどうやって料理するか知らない。米の料理法を知っている女は数少
ない。(10) 大都市にしばらく居れば米の料理法がわかるけれど、田舎の女は無理
だ。(11) パスタは女たちが料理法を知っている。牛乳も何も入れない。(12) 米は
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手に入らないから、粥のようにパスタを倍量入れて煮込んで粥にする。(13) 米は
粥に入れない、粒がバラバラになっているからだ。(14) 米のことで俺が言えるの
はこの程度だ。だって村にはないからね。(15) 俺たちがいつもやっている事柄を
俺は話した。 
 
24-4. ポップコーン tirufin 
 (1) さて、あんたが言うポップコーンは俺たちのところにはない。(2) アメリカ
人が作っているような食べ物は俺たちのところにはない。(3) このトウモロコシ
は俺たちは、ちょっとした時に食べる。おやつというわけじゃない。(4) おやつ
の時間にトウモロコシを食べるというのはよくない。 
 (5) ここの町の人たちや他の村ではポップコーンを食べる。それをアラビア語
で「ティグリヤ」と言う。(6) トウモロコシをフライパンに入れて爆発するまで
温めたら、取り出して塩を振って食べる。(7) だけど田舎にはないんだ、俺たち
は作らない。(8) これがトウモロコシの食べ方だ。 
 
24-5. チリペッパ  ー asudaniy 
 (1) チリペッパーは料理に使うもので、たとえば赤とうがらしを食べるような
ものだ。(2) 赤トウガラシがないときに、チリペッパーを使って料理に入れる、
シチューに少量入れると、ちょうど良い辛さになる。(3) チリペッパーを使った
料理を食べる、田舎では料理に頻繁に使う。(4) 料理を辛くしたいなら少量入れ
る。(5) 辛さに慣れてしまったら、チリペッパーを持って来て、自分の食べる場
所に振りかけて食べる。(6) チリペッパーを使うのはこういう時だ。 
 
24-6. クミンとターメリック lkamun d-lqṛqum 
 (1) クミンはソラマメに使う。ソラマメピューレに入れるんだ。(2) たとえばあ
んたがソラマメピュレを作ろうとしてソラマメをぐらぐら煮ると、あんたは食べ
たくなるさ。(3) ここに少量の油と少量のクミンを入れて、パンをそれと一緒に
食べる。(4) 粥にクミンを入れる人もいるけれど、みんなクミンを入れる料理を
よく知っている。 
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 (5) ターメリックは客が来たときに使う。(6) 今ここに客が来たら、客のために
ニワトリとか何かよさそうな料理を用意する。(7) そして黄色い色で彩り良くす
るためと、ニワトリの香り付けにターメリックを少量使う。(8) 大量にではなく
て少量使う、もし沢山入れたら黄色が付きすぎてしまうから、パプリカ少量で取
り払い、油を上から注いでしまう。(9) 全部が色が付いてしまうと、鳥もシチュ
ーも野菜も全部黄色が付いてしまうだろう。(10) ここの都会のように食べるとき
になって食べ物に直接振りかける人も見かける。(11) あんたに前にもう言ったよ
うに、みんなで共に食べる。ターメリックを使う理由は以上だ。 
 
24-7. クローブとコリアンダーとサフランとナツメグ lqqṛfa,lqẓbuṛ,zz fʽṛan d-lguza 
 (1) クローブはアラブ人は婚礼や祝い事でクスクスを作るときに入れる。(2) ク
スクスは野菜なしの油をクスクスにかけるときに、皿にクスクスを盛って油を回
してかける。(3) クローブを用意して、こっち側やあっち側にクスクスの上にク
ローブを振りかける。砂糖の粉も少し振りかける。(4) こうして匙で食べる。こ
れがクローブの使い方だ。(5) クスクスに振りかけたりソーセージにかけたりす
る。おいしいと思うものにかければいいだ。(6) これがクローブの使い方だ。 
 (7) コリアンダーは、ソーセージだけに使う。ショウガもソーセージに使う。(8) 
こうしたものは皿にソーセージを盛ってから振りかける。(9) もし君が臭いにお
いがしたら、パプリカと、クローブと、コリアンダーと、サフランと、ナツメグ
と、塩を混ぜて、部屋の入り口に置いておくだけでいい。 
 (10) サフランはお客が家に来たときに使う。(11) たとえばあんたの家に客が来
たら、食事から何から必ず用意してやる。(12) そのときに臭い消しに、少量のパ
プリカ、少量のウコン、少量のコショウ、少量のクミンを混ぜて入れる。サフラ
ンを二本持って来てその中に入れてやると、食事がとてもよい香りになる。食事
にとてもよい香り付けになるんだ。(14) あんたはお客に出すときにサフランが入
っていると言うんだ。(15) ここラバトでは食事にサフランを、(16) こうした食事
はとてもおいしい。 
 (17) ナツメグは食べるのは、(18) あんたがお腹の脇腹がなにか具合悪くなると、
ミントの葉を食べるようなものだ。(19) ナツメグはお腹を楽にして、お腹を直す。
(20) ナツメグは体を温める。これがソーセージなどの食べ物に使うあれこれだ。 
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